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第１章   第１次実施計画の基本方針 

 

 

 

  

この実施計画は、「茅ヶ崎市総合計画基本構想」に定めた将来の都市像である「海

と太陽とみどりの中で ひとが輝き まちが輝く 湘南・茅ヶ崎」の実現に向けて、

基本構想に定めたまちづくりの理念、政策、施策を総合的かつ計画的に進めるために

策定するものです。 

 

 

 

  

本市の総合計画は、「基本構想（10 年）」「実施計画（３年）」の２層構成で、「実施

計画」は、「基本構想」で示す「政策目標」「施策目標」ごとに、３年間の財政推計に

基づき、３年間で進めるべき施策の方向と具体的な事業内容を示すものです。 

 

 

総合計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実施計画策定の目的 

２ 実施計画の位置づけ 

基 

本 

構 

想 

政策共通認識（政策・施策に取り組むうえで常に念頭に置くべき事項） 

総 

合 

計 

画 

 

 

 
実 

施 

計 

画 

政策目標に沿って、３年間で実施すべき施策とその方向性 

施策目標に沿って、３年間で実施すべき事業とその方向性 
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３ 総合計画基本構想におけるまちづくりの目標体系図 
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政 策 共 通 認 識 
 

   

まち 

づく

りの 

基本 

理念 

政策目標〔１〕  ※子育て 
次世代の成長を喜びあえるまち 

01安心して子どもを育てることを支援する 
02ニーズに合った多様な保育を行う 
03子どもの健康な成長を支援する 

政策目標〔２〕 ※学校教育・社会教育 
次世代をはぐくむ 
教育力に富んだまち 

04学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる
学校教育を推進する 
05自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と

文化財保護を推進する 
06思いやりの心とたくましく生きぬく力を育

てる 
07地域社会を支える情報拠点としての機能を

たかめる 
08教育理念を実現する政策を推進する 
09子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し

支援する 

政策目標〔３〕  ※教育環境 
次代に向かって 

教育環境ゆたかなまち 
10円滑に教育行政を進める 
11安全で快適な教育環境をつくる 
12健やかで安心できる学校生活を支援する 

政策目標〔４〕  ※生涯学習・文化 
多様な機会に学び、活動し、交流す
る、豊かな感性をはぐくむまち 

13まなびを通して、自らが住むまちについて
知り、愛着を持ち、未来を創造する力をは
ぐくむ 
14いつでも気軽にスポーツができ、心とから

だを健康にできる環境をつくる 
15互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参

画できる社会をつくる 

 

政策目標〔５〕  ※保健・福祉 
共に見守り支え合い 

すこやかに暮らせるまち 

16 健康と自立した生活を支え合
える地域の仕組みをつくる 
17 医療を受けられる保険制度を

安定的に運営する 
18 高齢者の健康でいきいきとし

た暮らしを支援する 
19 障害者の自立した生活と社会

参加を支援する 
20安定した生活を支援する 

政策目標〔６〕  ※医療 
質の高い医療サービスを 
安定的に提供するまち 

21 効果的･効率的に病院を経営す
る 
22 高度で良質な医療サービスを

提供する 

 と 

２
０
の
政
策
目
標 

６
９
の
施
策
目
標 

政策目標〔７〕  ※環境・資源 
環境に配慮し 

次代に引き継ぐ潤いのあるまち

23 環境に配慮した市民・事業者・行政
の率先した活動と連携による活動を
促進する 
24快適で安全な生活環境を守る 
25資源循環型社会の形成を目指す 
26 ごみや資源物を効率的に収集・処理

する 

政策目標〔８〕  ※安全・安心 
安全で安心して暮らせるまち 

27市民生活の安全を確保する 
28 あらゆる災害や危機に効果的に対応

する 
29市民の悩みや不安を解消する 

政策目標〔９〕  ※消防 
生命や財産が守られるまち 

30 消防業務を円滑に実施するための体
制を整備する 
31火災発生と火災危険を減らす 
32 消防力を充実し、災害活動体制を強

化する 
33 救急業務の高度化を図り、質の高い

救急サービスを提供する 
34防火対策の指導を効果的に実施する 
35 消防業務を効果的・効率的に実施す

る 

 

共生社会 環 境 

 まちづくり編

学び合い育ち合う 
みんなの笑顔が 

きらめくひとづくり 

いきいきと暮らす 
ふれあいのある 
地域づくり 

１ ２ ３ 

安全でやすらぎの 
ある持続可能な 
暮らしづくり 
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政策目標〔１０〕  ※都市づくり 
魅力にあふれ住み続けたいまち 

36地域特性を生かした都市空間をつくる 
37住みやすく住み続けたいまちをつくる 
38美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創

出する 
39安全で秩序ある住環境を形成する 
40開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する 

政策目標〔１１〕  ※土木・基盤 
だれもが快適に過ごせるまち 

41道水路敷の効率的な管理・利用を進める 
42交通を円滑に処理する道路網を整備する 
43身近な生活道路を安全で快適にする 
44公園・緑地を整備する 
45 安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつく

る 
政策目標〔１２〕  ※下水道・河川 
快適な水環境が守られるまち 

46下水道経営を健全に安定して行う 
47公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する 
48下水道・河川施設の信頼性を確保する 

政策目標〔１３〕  ※産業・雇用 
地域の魅力と活力のある産業のまち 

49多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する 
50農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める 
51充実感をもって働けるための就労を支援する 
52地域特性に配慮した都市拠点を整備する 

政策目標〔１４〕  ※農業委員会 
農地の適正で有効な利用を図る 

 

政策目標〔１５〕  ※企画 
社会の変化に対応できる行政経営 

53市の情報を広く発信し、市長・副市長の執務を円滑にす
る 
54先を見据えた政策を実現する 
55国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる 
56情報セキュリティを確保しながら利便性を向上させる 
57公共施設の再編整備と適正な維持管理を進める 

政策目標〔１６〕  ※総務 
それぞれが持つ力を最大限に発揮する 

行政経営 
58市民と行政が協力して自治の進展を図る 
59職員がやる気を持ち、成果を出せる体制をつくる 
60市が保有する情報を総括的に管理する 
61戸籍・住民基本台帳事務を迅速・正確に行う 
62自立的に、適正な法的判断を行うことのできる体制を構

築する 
63北部の行政拠点を充実する 

政策目標〔１７〕  ※財務 
ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 

64政策の実現を支える健全な財政運営を維持する 
65徴収率を向上させる 
66市民税の公平・適正な課税を行う 
67固定資産税の公平・適正な課税を行う 
68財産を適正に管理する 
69効率的で公正に入札・契約を執行する 

政策目標〔１８〕  ※会計 
公金の管理を適正に行い、安全 

かつ有利な運用を図る 

政策目標〔１９〕  ※選挙 
住民の意思を行政に反映させる 

政策目標〔２０〕  ※監査 
行政執行の適法性、効率性、 
妥当性を維持し確保する 

 

協  働 生涯学習 安全・安心 

まちづくり編 行政経営編 

人々が行きかい 
自然と共生する便利で快適な 

まちづくり 

一人一人の思いが調和し 
未来をひらく 
行政経営 

５４ 
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この実施計画は、平成23 年度から平成25 年度までの３年間を計画期間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 23 年度を初年度とする「茅ヶ崎市総合計画」は、本市の人口のピークと予測

される平成32 年度を目標年次としています。このことから、この総合計画の計画期

間は、少子高齢化の進行や人口減少期の到来に備えるべき大変重要な 10 年間となり

ます。 

「第１次実施計画」は、この総合計画の最初の実施計画となることから、先を見据

えて 10 年間で実施する事業を順調に始動させることに重点を置きます。 

しかしながら、昨今の財政事情の変化から、幅広い事業に着手することは難しく、

実施する事業は限定的にならざるを得ません。 

このことから、全ての事務事業について、幅広い視点で事業手法などを見直し、限

られた経費で、可能な限り多くの事業を効果的に推進します。 

また、「茅ヶ崎市総合計画」では、行政運営の新しい基軸の一つとして、「新しい公

共の形成」を位置づけています。複雑・多様化する市民ニーズに対応していくため、

適切な受益と負担のもと、市民との協働はもちろんのこと、民間団体や民間企業の知

恵を生かした市民サービスの提供が求められています。 

そのため、市民サービスの提供主体となりうる多様な主体との連携や協働により、

市民サービスの持続的、安定的かつ効果的な提供を図ります。 

以上の点を踏まえ、事業の選択を行うに当たりましては、次のことに配慮しました。 

 

 

 

４ 実施計画の期間 

５ 実施計画策定の基本姿勢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●            実 施 計 画            ● 

平成 

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 

ローリング 
 中間評価 

 

ローリング 
 

第２次 

第３次 

第４次 

第１次 
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■ 事業の検討に当たっては、基本構想に定めた５つの政策共通認識（共生社会、

環境、協働、生涯学習、安全・安心）に配慮するとともに、まちづくりの基本理

念（ひとづくり、地域づくり、暮らしづくり、まちづくり、行政経営）ごとに相

互に連携のとれた事業内容としました。 

■ 事業の検討に当たっては、事業主体について、行政だけではなく様々な主体と

の連携の可能性を検討し、効果的で効率的な事業運営を目指しました。 

■ 市民の生命や財産、生活の安全・安心を確保する事業や市民生活にとって特に

重要で、かつ緊急性が高い事業を優先しました。 

■ 事業実施の必要性、事業規模、実施時期、事業手法などについて工夫し、事業

費の縮減に努めました。 

■ 新規事業実施の検討に当たっては、既存事業を見直し整理することで、必要な

事業費を捻出するよう努めました。 

■ 第１次実施計画期間での事業実施が必須でないものは、延期又は凍結の可能性

を検討します。事業の延期又は凍結を行う場合には、市民の日常生活に大きな影

響を与えないように努めました。 

 

 

 

 

 

実施計画は、市が行うすべての事業を対象とします。 

事業は、その性質により、次の通り「政策的事業」と「定例・定型的事業」の２種

類に分けています。 

 

（１）政策的事業 

公共施設や都市基盤の整備、大規模な施設の改修・修繕などの投資的事業、

新たに開始する事業や今までより拡充する事業 

（２）定例・定型的事業 

国、県から受託している法定の事務、法律などで義務づけられている事務、

市役所を運営するうえで定例・定型的に必要な事務に関する事業 

 

 ※実施計画策定時点で想定し得ない、国などの制度改正やその他緊急的な理由によ

り事業を実施する必要が発生した場合は、本実施計画に掲載のない事業を実施す

る場合も考えられますが、その際には、全体の財源調整を行い、単年度予算によ

り事業を実施します。 

 

６ 実施計画の対象とする事業 
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 実施計画事業の着実な推進を図るため、成果指標や活動指標による評価や課題分析、

事業のスケジュール管理を体系的に行い、効果的な実施計画の進行管理を進めます。 

 実施計画では、69 の施策目標ごとに、指標に基づき施策評価を行うとともに、実

施計画事業については、毎年の事務事業の業務棚卸により、事業評価を行います。 

 進行管理については、茅ヶ崎市総合計画審議会による外部評価を行うとともに、評

価内容については、広く公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 実施計画の進行管理 

政策評価 
◇目指すべき将来像が実現できているかを測る
指標（成果指標）に基づく評価 
◇５年目に政策目標の達成状況を評価 

施策評価 
◇政策目標を達成するために設定した施策の進
捗度を測る指標（成果指標）に基づく評価 
◇３年間での施策目標の達成状況を評価 
◇施策目標が進める事業をスケジュール管理 

事務事業評価 
◇施策目標を達成するために設定した事業の進
捗度を測る指標（活動指標）に基づく評価 
◇毎年、業務棚卸により前年度事業の実績を評
価 
◇個別の事務事業をスケジュール管理 

進行管理のしくみ 茅ヶ崎市総合計画 

基
本
構
想 

実
施
計
画 

市民満足度の集計

平成27年度 

実
施
計
画 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

基
本
構
想 

指標データの集計 
市民満足度の集計

事業評価 施策評価 事業評価 
ローリング 

第１次 

第２次

事業評価 

事業評価 事業評価 事業評価 

政策評価 

施策評価 

中 

間 

評 

価 

市民満足度の集計

総合計画審議会を主体としたＰ-Ｄ-Ｃ-Ａのマネジメント 
（計画－実行－評価－改善） 
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事業を着実に推進し、実効性を確保していくためには、計画期間内（平成 23 年度

～平成 25 年度）における財政収支を明らかにし、財政の健全化を図りつつ計画的な

財源の確保を行うことが必要です。 

 そこで、計画期間中の財政収支の見通しを別表１～２のように推計しました。 

 歳入の根幹をなす市税収入は、固定資産評価額の見直し（評価替え）や平成23 年

度税制改正大綱による法人市民税の改正を見込み、平成 23 年度と比較して、平成

24 年度は減少し、平成 25 年度は、平成 23 年度を若干上回る程度に回復するもの

の、ほぼ横ばいの状況と見込まれます。平成22 年度より普通交付税の交付団体とな

っており、平成 2３年度以降も普通交付税を計上しました。歳出は、扶助費の増加が

見込まれる中、人件費、公債費の支出をおさえることで義務的経費の増加を抑制し、

普通建設事業費などの任意的経費を一定額確保しました。 

 また、本推計に基づき、別表３にまちづくりの基本理念別の事業費をまとめました。 

 

（１）歳入 

 ア 自主財源 

    自主財源の根幹をなす市税収入は、過去の実績や計画年度内の経済予測な

どを勘案し推計しました。使用料・手数料については、主に過去の実績を勘

案し推計しました。また、一定規模の実施計画事業費を確保するため、特定

目的基金及び財政調整基金から繰入金を見込みました。 

 イ 依存財源 

     普通交付税は、平成 22 年度ベースを前提に、臨時財政対策債の発行額と

調整して推計しました。国・県支出金は、扶助費の伸びを反映させるととも

に対象事業ごとに推計しました。市債については、後年度の財政負担に考慮

しつつ、対象事業ごとに推計しました。 

（２）歳出 

 ア 義務的経費 

 人件費は、職員定数の見直しや退職者の動向を勘案し推計し、扶助費は現

在把握している制度変更などを加味し推計しました。 

  イ 任意的経費 

    物件費は、物価の上昇を考慮し過去の推移を基に推計するとともに、大規

模修繕費、維持補修費及び補助費などは、平成 22 年度予算をベースに対象

事業ごとに推計しました。 

    また、特別会計への繰出金は、法令や繰出基準に従い事業費を推計すると 

ともに、下水道事業特別会計は、政策的事業に伴う繰出金を見込みました。 

    その他の政策的事業費、定例・定型的事業費は、充当可能な一般財源を算

出し、前述している策定の基本姿勢や政策、施策の目標、市民要望などを勘

案しながら、事業を計画しました。 

８ 財政推計 
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（別表１） 

財政収支の見通し 

（一般会計）                            （単位：百万円） 

区  分 ２３年度（予算） 2４年度（見込み） 2５年度（見込み） ３か年合計 

自主財源 39,954 40,011 40,372 120,337

市税 34,199 33,942 34,241 102,382

繰入金 916 726 695 2,337

その他 4,839 5,343 5,436 15,618

依存財源 18,296 17,613 18,255 54,164

交付金等 4,567 4,967 5,467 15,001

国・県支出金 8,871 8,240 8,577 25,688

市債（事業債） 1,958 1,906 2,211 6,075

 

市債（臨財債※1） 2,900 2,500 2,000 7,400

 

 

 

歳 

 

 

 

入 

 

 合 計 58,250 57,624 58,627 174,501

義務的経費 28,623 27,047 27,426 83,096

 人件費 13,758 13,099 12,962 39,819

扶助費※2 10,273 9,650 10,072 29,995 

公債費※3 4,592 4,298 4,392 13,282

任意的経費 29,627 30,577 31,201 91,405

物件費※4 9,585 9,745 10,111 29,441

維持補修費 1,215 1,288 1,407 3,910

補助費等 3,856 3,973 3,965 11,794

普通建設事業費 4,962 4,880 5,605 15,447

災害復旧費 3 3 3 9

積立金 496 695 95 1,286

貸付金※5 1,499 1,446 1,446 4,391

 

 

繰出金※6 7,961 8,497 8,519 24,977

 予備費※7 50 50 50 150

 

 

 

 

歳 

 

 

 

出 

 

 

 合 計 58,250 57,624 58,627 174,501

※子ども手当については、平成２２年度子ども手当法に基づく、平成２３年２・３月分のみ計

上しています。平成２３～２５年度分の子ども手当については、国の動向など、不確定要素

が多いため、計上していません。 
※1 臨財債とは、臨時財政対策債のことです。地方債（市債）は原則として、公営企業（交通、ガス、水道等）の経
費や建設事業費の財源を調達する場合等、地方財政法第5条に掲げる場合において発行できることとなっていま
すが、臨時財政対策債は、その例外として、地方財政計画上の通常収支の不足を補填するために発行される地方
債です。 

※2 扶助費とは、生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持するために支出される福祉的な経
費です。 

※3公債費とは、市債の元金・利子を償還するための経費です。 
※4物件費とは、公共施設の光熱水費や賃借料、委託料などの経費です。 
※5貸付金とは、中小企業への資金貸付、土地開発公社への貸付などに要する経費です。 
※6繰出金とは、会計間で他の会計へ支出するための経費です。 
※7予備費とは、予定外の支出に充てるための経費です。 

－8－



（別表２） 

（特別会計）                           （単位：百万円） 

種別 区  分 ２３年度（予算） 2４年度（見込み） 2５年度（見込み） ３か年合計

国民健康保険料 5,988 6,111 6,237 18,336

繰入金 2,050 2,131 2,251 6,432

国・県支出金 5,034 5,097 5,252 15,383

その他 8,884 9,237 9,728 27,849

歳 

入 

計 21,956 22,576 23,468 68,000

保険給付費 14,971 15,587 16,228 46,786

共同事業拠出金 2,149 2,152 2,155 6,456

その他 4,836 4,837 5,085 14,758

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

歳 

出 

計 21,956 22,576 23,468 68,000

使用料及び手数料 2,785 2,785 2,785 8,355

繰入金 1,843 2,170 2,170 6,183

国・県支出金 495 1,035 455 1,985

市債 1,621 1,977 1,440 5,038

その他 153 56 56 265

歳 

入 

計 6,897 8,023 6,906 21,826

事業費 2,020 3,027 1,817 6,864

公債費 2,983 3,001 3,029 9,013

その他 1,894 1,995 2,060 5,949

下

水

道

事

業

特

別

会

計 

歳

出 

計 6,897 8,023 6,906 21,826

病院事業収益 9,718 10,983 11,571 32,272

 負担金 1,098 1,093 1,125 3,316

資本的収入 400 404 372 1,176

 負担金 396 402 370 1,168

歳 

入 

計 10,118 11,387 11,943 33,448

病院事業費用 9,988 10,344 10,861 31,193

資本的支出 1,040 931 896 2,867

病 

院 

事 

業 

会 

計 

歳 

出 
計 11,028 11,275 11,757 34,060

繰入金 1,946 2,130 2,306 6,382

国県支出金 3,773 5,892 6,321 15,986

保険料 2,248 2,356 2,525 7,129

その他 3,545 2,065 2,193 7,803

歳

入 

計 11,512 12,443 13,345 37,300

保険給付費 10,642 11,438 12,258 34,338

その他 870 1,005 1,087 2,962

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計 

歳

出 
計 11,512 12,443 13,345 37,300

繰入金 900 925 651 2,476

保険料 1,912 2,054 2,252 6,218

市債 0 614 0 614

その他 12 11 12 35

歳 

入 

計 2,824 3,604 2,915 9,343

納付金 1,912 2,054 2,252 6,218

公債費 578 513 396 1,487

その他 334 1,037 267 1,638

そ 

の 

他 

特 

別 

会 

計 

歳 

出 

計 2,824 3,604 2,915 9,343

歳 入 合 計 53,307 58,033 58,577 169,917

歳 出 合 計 54,217 57,921 58,391 170,529
※その他特別会計には、後期高齢者医療事業・公共用地先行取得事業特別会計が含まれます。 
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（別表３） 

基本理念別実施計画事業費推計（平成 23 年度～平成 25 年度） 
（単位：百万円） 

 区 分 
２３年度 

（予算） 

２4 年度 

（見込み） 

２5 年度 

（見込み） ３か年合計 

一般会計 13,635 13,424 13,650 40,709

政策的 5,187 6,027 6,160 17,374

定例・定型的 4,850 3,830 3,922 12,602 

人件費 3,598 3,567 3,568 10,733

１ひとづくり 

 

学び合い育ち合う 

みんなの笑顔がきらめく 

ひとづくり 

計 13,635 13,424 13,650 40,709

一般会計 14,300 14,663 15,221 44,184

政策的 1,287 1,367 1,417 4,071

定例・定型的 12,366 12,668 13,157 38,191 

人件費 647 628 647 1,922

特別会計 46,742 48,771 51,089 146,602

２地域づくり 

 

いきいきと暮らす  

ふれあいのある  

地域づくり 

計 61,042 63,434 66,310 190,786

一般会計 7,168 6,613 6,642 20,423

政策的 1,848 1,528 1,584 4,960

定例・定型的 1,764 1,674 1,679 5,117 

人件費 3,556 3,411 3,379 10,346

３暮らしづくり 

 

安全でやすらぎのある  

持続可能な  

暮らしづくり 

計 7,168 6,613 6,642 20,423

一般会計 8,165 8,213 7,670 24,048

政策的 5,209 5,372 4,804 15,385

定例・定型的 1,438 1,356 1,359 4,153 

人件費 1,518 1,485 1,507 4,510

特別会計 6,897 8,023 6,906 21,826

４まちづくり 

 

人々が行きかい  

自然と共生する便利で 

快適な 

まちづくり 

計 15,062 16,236 14,576 45,874

一般会計 14,982 14,711 15,444 45,137

政策的 1,364 2,043 2,805 6,212

定例・定型的 9,179 8,660 8,778 26,617 

人件費 4,439 4,008 3,861 12,308

特別会計 578 1,127 396 2,101

５行政経営 

 

一人一人の思いが調和し 

未来をひらく  

行政経営 

計 15,560 15,838 15,840 47,238

一般会計 58,250 57,624 58,627 174,501

特別会計 54,217 57,921 58,391 170,529合 計 

合 計 112,467 115,545 117,018 345,030

※「２地域づくり」には、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保険事業特別会計及び病
院事業会計が、「４まちづくり」には、下水道事業特別会計が、「５行政経営」には、公共用地先行取得事業特別会
計が含まれています。 
※議会事務局経費については、「５行政経営」に含まれます。 
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第２章  政策・施策別計画 

 

 「茅ヶ崎市総合計画基本構想」は、将来の都市像の実現のため、５つのまちづくり

の基本理念にあわせ、20 の政策と 69 の施策を定めています。また、政策・施策に

取り組む上で常に念頭に置くべき事項として５つの政策共通認識を定めています。 

実施計画では、政策・施策の目標ごとに３年間で目指すべき方向性を示すとともに、

実施する事業を示します。 

 

 

 

 

基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ まちづくりの基本理念 

○茅ヶ崎に暮らし、誇りと愛着を持ち、明日の茅ヶ崎を支えるひとを育てることに力点を置

き、子どもを産み育てること、学齢期の教育、生涯を通じた学習や文化活動、多くの市民

が健康づくりに主体的に取り組み、様々なスポーツに参加できる環境づくりを、地域ぐる

みで総合的に進めます。 

○母子保健の充実や新生児家庭の訪問事業などにより、子どもを産み育てやすい環境を整え

るとともに、乳幼児期の過ごし方の重要性を周知・啓発しながら、子育てが初めての人も

安心して子育てができる支援体制や子育て家庭のライフスタイルに合わせた保育サービ

スの提供、地域社会全体が子育てにかかわる環境を整えます。 

○子どもたちを取り巻く、家庭、地域、保育園、幼稚園、学校、事業者の連携・協力によっ

て、子育てにかかわる時間が持て、子どもたちが元気に育ち、意欲的に学び、大人も成長

しながら、次代を担う人が育つ環境を整えます。 

○性別、年齢、国籍、障害の有無などを問わず、あらゆる人が多様な活動に参画、交流し、

育まれた市民の力が十分に生き、一人一人が自分らしく活躍できる地域社会を育てます。 

○超高齢化が進行する中で、市民のだれもが、住み慣れたまちで、自分らしく元気に暮らし 

続けられる地域をつくります。 

○保健・医療の基盤を維持・充実し、疾病の予防や早期発見・早期治療などを推進すること

で、市民の健康を守ります。また、市立病院で質の高い医療サービスを安定して提供しま

す。 

○制度による公的な福祉サービス（公助）を充実させていく一方で、多様化する課題に的確

に対応するため、公助の限界を見極めつつ、共助による支え合いの仕組みを構築します。

また、さまざまな福祉活動を支援し、ネットワーク化することで、地域の「支え合い」の

力を着実に育てます。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する 便利で快適なまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

○低炭素社会への転換を図り、資源循環の仕組みを確立するとともに、生物多様性の保全な

ど自然との共生に配慮したまちづくりを進めるため、市民生活や事業活動、行政サービス

の中で、着実に具体的な成果をあげていくことができるよう、広域的な観点に立ち、総合

的に政策を展開します。また、ごみの発生抑制、再使用、再生利用を通じて資源化率の向

上や資源循環型社会の構築を進めます。 

○市民の安全・安心に向けて、日常の防犯・交通安全に努めるとともに、災害が発生した場

合の迅速かつ的確な対応ができる防災体制を構築します。 

○多発している犯罪や安全な消費を脅かす諸問題などに対する市民の悩みや不安の解消を

図るとともに、災害や火災時などに対応する消防・救急体制を整え、市民の生命、身体や

財産を守ります。 

○茅ヶ崎らしい都市の特徴を十分に生かした「住んでよかった、住み続けたい」と思える魅

力あるまちを維持・創造します。 

○現在の都市構造を基本に都市の成熟を図るため、市街地の無秩序な拡大を抑制して自然環

境との調和を図るなど、地域の特性に配慮した都市づくりや道路などの基盤整備に取り組

みます。また、市民生活の利便性を高める都市機能を効果的に集約した都市拠点の整備や、

公共交通を主体とした環境負荷の少ない交通体系の形成を目指します。 

○公共下水道の汚水管の整備と水洗化普及率の向上により、川の水質を良好に保ちます。ま

た、雨水対策を充実させ、浸水被害の軽減を図るとともに、川に親しめる快適な水環境を

創出します。 

○茅ヶ崎の高い知名度や地域資源、企業の先端技術などを生かしながら、各産業の連携やブ

ランド化戦略を進め、多くの人が訪れる魅力と活力を育てるとともに、市内での雇用創出

や次世代の定住を図ります。また、自然環境など地域の特性に配慮し、生活や防災性、産

業に配慮した活力あるまちづくりを図ります。 

○業務効率化による経常経費の抑制、事務事業評価による効率的な予算配分などを通じて、

将来への投資が可能な財政基盤を維持するとともに、適正な予算・人員編成に基づいて、

課題解決に向け効果的な政策を迅速かつ着実に立案・実行し、具体的な成果を上げます。 

○分権型社会における自治体経営の担い手となり、多様化する市民ニーズに的確に対応でき

る創造性豊かな人材を育成します。また、政策や事務事業の成果は、的確に評価を行い、

さらなる効果を得られるよう改善を進める仕組みを構築し、評価結果を生かした進行管理

による行政経営を行います。 

○市民や事業者とのコミュニケーションや協働の取り組みを活発に進められる体制を構築

し、市民サービスの新たな担い手となる多様な主体を育成するとともに、市民の主体的な

活動に委ねるべきこと、民間企業の資金やノウハウを生かすべきことを見極め、新しい形

の「公共」の形成を進めます。 
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 超高齢化が進行し、人口減少への転換を目前に控え、一人一人の市民が、あらゆる

場面で十分に力を発揮して、社会全体の活力や助け合いにより支えられる地域社会の

形成が必要です。 

 都市の成長も成熟化に向かい、今後は、茅ヶ崎らしい魅力を感じながら、将来にわ

たって安全・安心で快適に暮らし続けられるよう、まちや暮らしの質を重視した政策

展開が重要となっています。 

 こうした社会背景を踏まえつつ、未来に通用する「持続可能な社会構造」への変革

を進めるため、まちづくりの基本理念に基づき実行するすべての事項について、今後

の重要な視点として５つの政策共通認識を設定しました。 

政策共通認識は、すべての政策、施策を推進する上で、前提とすべき共通の認識と

し、政策目標を超えた幅広い連携を進めます。 

（１） 共生社会 

共生社会とは、市民一人一人が互いの権利を尊重し、それぞれの生き方につ

いて相互理解のもと共に支え合って、安定した暮らしや地域の活力を育てるこ

とです。 
男女が地域社会の対等な構成員として、自らの意思で社会の活動に参画する

機会が確保され、等しく政治的、経済的、社会的、文化的利益を享受し、共に

責任を負うことのできる「男女共同参画社会」の実現が重要です。 
さまざまな社会制度やまちの環境、地域、職場などで、性別や年齢、国籍、

障害の有無などによる障壁（バリア）を感じることなく、自分らしく社会に参

画できるよう配慮します。 
（２） 環境 

低炭素社会・資源循環型社会・自然共生社会の形成は、地球環境の保全の基

本となる視点です。都市での環境負荷の低減の取り組みを着実に進めるため、

広域的な連携や総合的な戦略のもと、市民・事業者・行政が共通の問題認識と

強い意思をもって、都市整備・まちづくりの進め方や事業活動、生活のスタイ

ルの転換などに取り組みます。 
こうした取り組みの推進の原動力となるのは、子どものころからの地球環境

問題や自然との共生に関心と理解を深める学習や体験、行政の率先行動であり、

市民・事業者を含めて全市一丸となった取り組みを進めます。 
（３） 協働 

少子高齢化や核家族化などの諸問題の対応をはじめ、複雑・多様化する市民

ニーズの中で、心豊かな暮らしを支えていくため、市民活動団体や事業者など

の特性を生かした連携や役割分担によって、行政だけで対応できない地域課題

の解決に、市民・事業者・行政が協力して行動する協働のまちづくりを進めま

す。さまざまな分野の政策・施策で、行政が真に担うべき施策・事業・サービ

スを見極め、多様な主体との協働によって、市民ニーズに対し、よりきめ細か

く対応する市民サービスを提供します。 

２ 政策共通認識 
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協働の推進やコーディネートを担う行政内部の人材や組織、主体的・自立的

に活動できる市民活動団体や事業者などが着実に育ち、対等な相互の信頼関係

のもとに活動し、協働により持続して安定した市民サービスを着実に提供しま

す。 
（４） 生涯学習 

学びたいテーマを自由に選び、自分にあった方法で生涯にわたって学び、社

会、地域の中で、自分自身を生かしていくことが生涯学習です。 

人々が生きがいを持ち、いきいきと暮らしていくため、働くこと、子育て、

スポーツ、地域福祉、環境保全活動、まちづくり、地域活性化、行政経営など、

生涯を通してさまざまな分野で学び、学習の成果を生かす場所を提供します。 

（５）安全・安心 

自然災害や犯罪・事故、テロ、詐欺・偽装などの消費者問題、世界的に流行

する感染症など、日常生活を脅かす危険や脅威が顕在化・多様化してきており、

安全・安心に特別な意識と投資が必要です。被害を最小限に食い止めるため、

さまざまな政策・施策の中で、日ごろの備えや危機管理体制を強化し、有事の

際の迅速な対応を意識します。 

高齢化が急速に進む中、道路などの公共施設、鉄道駅や大規模店舗などの公

益施設のバリアフリー化やユニバーサルデザインの導入を進め、だれにとって

も、安全で快適に利用できるまちづくりを進めます。 

 

 

 

（１）実施計画書の構成 

   事業を、「茅ヶ崎市総合計画基本構想」に位置付けた、５つの基本理念、20 の

政策目標、69 の施策目標に基づき体系的に記載しています。 

（２）事業の見方 

ア 事業名欄 

    上から順に事業名、施策の方向性、事業の状況（新規・継続・継続拡充）を

記載しています。 

    ■事業名 事務事業の名称です。 

    ■施策の方向性 

      「茅ヶ崎市総合計画基本構想」に位置付けた施策目標における「施策の

ねらい」を基本に当該施策目標にて実施する事業を分類したもので、当該

事業がどの分類に該当するかを示しています。 

    ■事業の状況（新規・継続・継続拡充） 

      「新規」：第１次実施計画期間中に新たに実施する事業です。 

      「継続」：既に実施しているもので、第１次実施計画でも引き続き実施す

る事業です。 

      「継続拡充」：既に実施しているもので、第１次実施計画期間中に事業内

容を拡充する事業です。 

３ 実施計画の見方 
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イ 事業概要欄 

     事業の概要説明です。事業の目的と事業の内容を記載しています。 

  ウ 事業実施年度欄 

     第１次実施計画期間中（平成 23 年度～平成25 年度）の事業実施年度を

示しています。 

  エ 事業主体欄 

     事業主体を記載しています。「国」、「県」、「民間」と記載してある事業は、

国、神奈川県または民間が事業主体となって事業を実施することを示してい

ます。 

  オ 平成 23～25 事業費欄 

     当該事業の３年間合計事業費を記載していますが、職員人件費は含まれて

おりません。「 － 千円」と記載されている事業については、職員人件費で対

応するものです。 

  カ 指標・目標欄 

    ■指標  事業の結果を表現するための指標項目を記載しています。 

    ■目標  指標に対する具体的な目標値・内容を記載しています。 

     ※各年度の目標値については、指標の設定方法により、１年間における数

値となる場合と、通算（累計）した数値となる場合があります。 

  キ 政策共通認識欄 

     「茅ヶ崎市総合計画基本構想」に位置付けた５つの政策共通認識のどの項

目に配慮して事業を実施するかを示しています。 

  ク 地域欄 

     当該事業がどの地域に特に関係するかを示しています。 

    ※地域の区分については自治会地区連合会の区域に準じています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小出地区 

湘北地区 

湘南地区 

松林地区 

小和田地区 

松浪地区 

浜須賀地区 
海岸地区 

茅ヶ崎地区 

鶴嶺東地区 鶴嶺西地区 

南湖地区 

区域図 
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実施計画事業費（人件費含む）の政策別事業費 

（平成 23 年度～25 年度 事業費ベース 一般会計・特別会計合算） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 
2,239 
１％ 

４ 政策別事業費 

(01)子育て  (02)学校教育・社会教育  (03)教育環境  (04)生涯学習・文化

(05)保健・福祉  (06)医療  (07)環境・資源  (08)安全・安心 

(09)消防  (10)都市づくり  (11)土木・基盤  (12)下水道・河川 

(13)産業・雇用  (14)農業委員会  (15)企画  (16)総務  (17)財務 

(18)会計  (19)選挙  (20)監査  (21)議会 

3 年間合計 

345,030 百万円 

(04) 
4,967 
１％ 

(03) 
10,227 
３％ 

(02) 
4,576 
１％ 

(01) 
20,939 
６％ 

(05) 
156,726 
45％ (06) 

34,060 
10％ 

(21) 
1,413 
０％ 

(20) 
229 
０％ 

(19) 
482 
０％ 

(18) 
231 
０％ 

(17) 
27,022 
８％ 

(16) 
9,268 
３％ 

(15) 
8,593 
３％ 

(14) 
168 
０％ 

(13) 
6,465 
２％ 

(12) 
29,385 
９％ 

(11) 
7,617 
２％ 

(09) 
6,778 
２％ 

(07) 
11,907 
３％ 

例 政策目標番号 

  事業費（単位：百万円）

  割合 

(08) 
1,738 
１％ 
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５ 総合計画基本構想における指標一覧（政策目標別） 

政政策策目目標標１１  

次世代の成長を喜びあえるまち（子育て） 

50.0％ 45.0％ 39.2％（平成21年度） 

指標１ 「安心して子育てができる環境である」と思う市民の割合 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

全国平均値を上回る 全国平均値 1.30人（平成20年度） 

指標３ 合計特殊出生率 

子育て環境に関する市民の評価を測ります。 
保育施設の整備などを行い待機児童の解消を図るほか、ファミリーサポートセンター
事業やこんにちは赤ちゃん訪問指導事業など子育てのサポート体制を充実させ、延長
保育や一時預かりなど多様な保育サービスの提供を行うことで、「安心して子育てがで
きる環境である」と思う市民の割合を約10％増やすことを目標にしました。 
 

保育施設の整備・充実による待機児童の解消度を測ります。（基準日を毎年4月1日
とします。） 
平成16年度の待機児童数は159人であり、その解消のため、２か所の保育園の設置、
改築や施設改修を行い、300 人の定員増を図りました。（入園児童数の変遷：平成 16
年度1,822 人、平成20年度2,048 人）しかし、平成21年４月現在、入園希望児童の
増加により143人の待機児童がいます。 
今後も施設整備を進め待機児童を解消します。 
国の基準により、他に入園可能な保育園があるにもかかわらず、保護者の私的な理
由により特定の保育園を希望して待機している児童、認定保育施設や家庭的保育・特
定保育などを利用しながら待機している児童などは待機児童から除かれています。 
これらを除かないで算出すると（通称「旧基準」）、平成 16 年度は 342 人、平成 21
年度は410人の待機児童がいます。 

合計特殊出生率により、子どもを産みやすい環境の整備が効果的に実施できている
かを測ります。 
茅ヶ崎市の合計特殊出生率は、平成 16 年度 1.21 人でした。その後横ばい状態が続
きましたが、平成 20 年度は 1.30 人と上昇しました。神奈川県平均を上回っています
が、全国平均の1.37人と比較すると下回っています。母子保健対策や子育て支援施策、
教育環境や都市基盤の整備・充実など、子育てしやすい環境づくりをしていくことに
より、全国平均を上回ることを目指します。 
  
※合計特殊出生率：人口統計上の指標で、1人の女性が一生に産む子どもの数を示す。

女性が出産可能な年齢を 15 歳から 49 歳までと規定し、それぞれ
の出生率を出し、足し合わせることで、人口構成の偏りを排除し、
１人の女性が一生に産む子どもの数の平均を求める。 

2,500人 2,500人 2,085人（平成21年度） 

０人 ０人 143人（平成21年度） 

指標２ 保育園の待機児童数と入園児童数 

待待機機児児童童数数  

入入園園児児童童数数  

－17－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５年生 中学校２年生   

50ｍ走 ソフトボール投げ 50ｍ走 ハンドボール投げ

全 国 9.37 秒 25.41ｍ 8.05 秒 21.27ｍ 

神奈川県 9.36 秒 24.24ｍ 8.14 秒 20.62ｍ 

茅ヶ崎市 9.27 秒 24.68ｍ 8.08 秒 21.31ｍ 

男子 

30 年前の全国平均 8.8 秒 34.4ｍ   

全 国 9.64 秒 14.62ｍ 8.90 秒 13.40ｍ 

神奈川県 9.67 秒 13.34ｍ ８.96 秒 12.75ｍ 

茅ヶ崎市 9.52 秒 14.31ｍ 9.02 秒 13.27ｍ 

女子 

30 年前の全国平均 9.1 秒 20.2ｍ   

運動やスポーツをすること好きですか   

好き やや好き やや嫌い 嫌い 

全 国 65.4％ 26.0％  6.2％  2.4％ 

神奈川県 66.0％ 26.8％  5.9％  2.1％ 小学校５年生 
茅ヶ崎市 74.7％ 19.3％  5.2％  0.8％ 

全 国 53.7％ 31.1％ 10.5％  4.7％ 

神奈川県 55.6％ 29.7％ 10.2％  4.5％ 中学校２年生 
茅ヶ崎市 58.3％ 27.0％ 10.9％  3.8％ 

政政策策目目標標２２  

次世代をはぐくむ教育力に富んだまち（学校教育・社会教育） 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

指標１

 全国平均を上回る全国平均を上回る 別表１参照（平成21年度） 

指標２ 児童・生徒の体力 

基礎的な知識・技能を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現するこ
とにより、さまざまな問題に積極的に対応し、解決する「確かな学力」、自らを律しつ
つ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの「豊かな人間性」、た
くましく生きるための「健やかな体（健康・体力）」で構成される「生きる力」がはぐ
くまれているかを市民及び保護者アンケートを用いて測ります。 
達成状況を把握する数値としては、基準値を２倍増させることで、「生きる力」がは
ぐくまれていると考え、この目標値を設定しました。 

児童・生徒の運動能力及び運動習慣などの調査により体力を測ります。 
文部科学省が行っている「体力・運動能力調査」によると子どもの体力・運動能力
は、昭和60年ごろから現在まで低下傾向が続いています。50ｍ走とソフトボール投げ
は、その傾向が著しい項目です。 
児童・生徒の「健やかな体」の育成に向けて，運動やスポーツをすることが好きに
なり、自主的に運動する習慣が身につくよう指導し、体力の維持・向上を図ります。 

50.0％ 40.0％   23.8％（平成21年度） 

60.0％ 50.0％    31.2％（平成21年度） 

市市  民民  

保保護護者者  

児童・生徒の「生きる力」（確かな学力、豊かな人間、健やかな体）がはぐくま
れていると思う市民及び保護者の割合
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政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

政政策策目目標標３３  

次代に向かって教育環境ゆたかなまち（教育環境） 

検討中 

大規模改修事業と環境改善事業（トイレ改修率）の進捗      

80.0％ 

100％ 40.0％      ０％（平成21年度） 

65.0％     48.2％（平成21年度） 

指標１

大大規規模模改改修修事事業業  

トトイイレレ改改修修率率  

図書館が情報拠点として機能しているかを測ります。 
市民１人当たりの貸出点数は、平成16年度4.1冊でした。その後僅かに減少しまし
たが、平成21年度は4.2冊と回復しています。 
市民ニーズを把握しながら図書館資料の充実や図書館サービス拠点の拡充などに取
り組みます。 
神奈川県内19市の平均市民１人当たり貸出冊数は、概ね5冊程度であることから、
市民１人当たりの貸出冊数を5.0冊にすることを目標としました。 
 

指標３ 

65.0％ 58.0％ 51.6％（平成21年度） 

公民館の利用率 

学校教育施設が良好に整備されているかどうかを測ります。 
大規模改修事業計画校20校(小学校14校、中学校６校)のうち、平成21年度までに
改修に着手したのは２校ですが、平成32年度までに20校の改修完了を目標とします。 
計画的トイレ改修対象箇所85系列のうち、平成21年度までの改修済箇所は41系列、
改修率48.2％ですが、平成32年度までに改修率80％にすることを目標としました。 

5.0冊 4.6冊 4.2冊（平成21年度） 

指標４ 図書館資料の市民平均貸出冊数 

社会教育活動が活発に行われているかを測ります。 
公民館を地域の学習拠点として、家庭・地域・学校が連携・協力した取組みができ
るよう支援し、新たな利用者の発掘などにより、公民館の利用率を65％に上げること
を目標としました。 
（教育基本計画において、現状値50%以上70%未満の場合は、現状値プラス10%程度
を目標値とすることとしています。） 

学校内と登下校時の児童・生徒の安全状況を測ります。 
事故報告件数を減らしていきます。 
児童・生徒の総数は増加傾向にありますが、学校での指導により児童・生徒の注意
喚起を図ったことにより、平成21年度の学校内での事故報告件数の実績は、過去５年
間の平均値60件の約30％減の41件、登下校時の事故報告件数の実績は過去５年間の
平均値10件の40％減の６件であったため、平成21年度の実績値を目標としました。 

６件以内 ６件以内  ６件（平成21年度） 

40件 40件   41件（平成21年度） 学学校校内内  

登登下下校校  

指標２ 学校内・登下校時の事故報告件数 
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3.5㎏ 3.5㎏ 4.0㎏（平成21年度） 

指標３ 児童１人当たりの給食食べ残し量               

政政策策目目標標４４  

多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち（生涯学習・文化） 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

100％ 100％ 78.2％（平成21年度） 

指標１ 講座・イベントの定員に対する受講希望割合           

550,000人 527,000人 497,519人（平成21年度） 

指標２ 文化芸術事業参加者数                    

市民ニーズにあった学習機会の提供ができたかを測ります。 
生涯学習はいつでも、どこでも、だれでも、自らが学びたい方法で学ぶもので、学
習対象・方法は人により異なります。その中からより効果的かつ市民ニーズにあった
学習機会の提供ができるように、講座などの募集人数の適正化を図っていきます。 
市民の需要に合った学習機会の提供を行い、受講希望100％を目標としました。 

市民の文化芸術への関心を高めることができているかを測ります。 
文化芸術事業参加者数＝茅ヶ崎市民文化会館入場者・利用者数（大ホール・小ホー
ル・展示室・会議室・練習室の入場者・利用者総計）＋茅ヶ崎市美術館入館者数（入
館者総計）とします。 
茅ヶ崎市民文化会館と茅ヶ崎市美術館を茅ヶ崎市の文化芸術の拠点と考え、同施設
を訪れ文化芸術に触れた人たちの数が増加することにより、だれもが自然に文化芸術
に親しんでいる社会になることを目指し、参加者数の10％増を目標としました。 

栄養バランスや調理の工夫を考えた中での給食の提供、学校給食の意義の理解度を
測ります。 
児童に取って大切な昼食である学校給食がきちんと食されるよう、教諭や栄養士に
よる授業や給食ニュースなどを通じ、食べ物の大切さ、栄養バランスの大切さ、食べ
ることの大切さを学びながら、児童の成長には学校給食が大切であることを知らせ、
食べ残しの量を減らします。 
毎年児童が入れ代わることによる食べ残し量の変動や重量の軽いパン給食から米飯
給食の回数の増加などを考慮し、平成21年度を基準とし、過去５年間の平均値を指標
目標としました。 
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政政策策目目標標５５  

共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち（保健・福祉） 

40.0％ 37.0％ 34.1％（平成21年度） 

指標１ 地域の診療所をかかりつけ医として持っている市民の割合 

30.0％ 28.0％ 26.1％（平成21年度） 

指標２ 地域に支え合いの仕組みがあり、安心して生活できる」と思う市民の割合 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

30.0％   20.0％ 9.5％（平成21年度） 

指標４ 「男女共同参画社会が実現している」と思う市民の割合     

50.0％ 41.0％ 32.5％（平成21年度） 

指標３ スポーツ実施率                        

市民が気軽にいつでも、どこでも、スポーツに親しみ、また、さまざまなスポーツ
に参加できているかを測ります。 
これまで、市政アンケートにより、平成15年度（30.2%）及び平成19年度（33.8%）
に調査をしてきました。国のスポーツ振興基本計画では、スポーツ実施率（30分以上
の運動を週 1 回以上行う人の割合）50％を目標に掲げており、本市も同様の目標とし
ました。 
目標達成のために、これまでスポーツをする機会の無かった市民に対して、健康増
進事業と連携をとりながらスポーツをする意識付け、きっかけ作りの場を提供してい
きます。 

男女共同参画社会が実現しているかを測ります。 
平成 21 年度に実施したまちづくり市民満足度調査結果より、「どちらともいえな
い」68.7％の方を50.0％以下に、「たいへん不満」1．3％の方を1.0％以下に減少さ
せながら、今回調査の３倍の市民が「男女共同参画社会が実現している」と思うこ
とを目標としました。 

かかりつけ医制度の推進が効果的に実施できているかを測ります。 
地域の診療所の周知やかかりつけ医制度の周知を図ることにより、地域の診療所を
かかりつけ医として持っている人の割合を40％にすることを目標としました。 

困ったときに支えてくれる福祉の制度や活動があり、安心して生活できる地域社会
になっているかを測ります。 
地区ボランティアセンターやサロン活動などの支援を行い、地域福祉の理解と意識
の向上を図り、「地域に支え合いの仕組みがあり、安心して生活できる」と思う人の割
合を30％にすることを目標としました。 
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政政策策目目標標６６  

質の高い医療サービスを安定的に提供するまち（医療） 

15.0％以下 14.0％以下 12.9％（平成21年度） 

指標４ 高齢者のうち要支援・要介護認定を受けた人の割合 

５人 ５人 ２人（平成21年度） 

指標５ 施設から地域生活に移行した人の数 

指標３ 特定健診の実施率と内臓脂肪症候群の「該当者と予備群」の減少率 

65.0％以上 65.0％以上   36.7％（平成20年度） 

25.0％減 25.0％減 1,839人（平成20年度）減減少少率率  

実実施施率率  

40 歳から 75 歳未満の国保加入者を対象とした特定健診の実施率とその効果を測り
ます。 
平成 20 年度にスタートした特定健康診査の実施率の目標を平成 24 年度までに
65.0％とし、それ以降は65.0％以上の維持を目指します。また、特定健康診査の結果、
特定保健指導の対象となる内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の「該当者
と予備群」を、平成 20 年度の「該当者と予備群」の人数を基準にして、平成24 年度
までに 10.0％減少、平成 27 年度までに 25.0％減少させ、それ以降は同水準を維持す
ることを目標とします。 
目標は、高齢者の医療の確保に関する法律に基づき国が定めた数値に準じることと
しました。 

100％以上 100％以上 99.9％（平成21年度） 

指標１ 経常収支比率 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

市立病院の経営が安定的に行われているかを測ります。地方公営企業決算状況で国
に報告される医業収益と医業外収益の和を医業費用と医業外費用の和で除して 100 を
乗じた値で、100％を超えると経常黒字となります。 
経常収支比率は、平成19年度には99.4％、平成20年度には95.5％、平成21年度
には99.9％となっています。 
採算性などの面から民間医療機関による提供が困難な医療を提供しつつも、国が公
立病院改革ガイドラインで示した平成23年度までの経常黒字の達成に努め、それ以降
は100%以上の維持を目標としました。 
 

介護予防の事業が効果的に実施できているかを測ります。 
高齢者のうち要支援・要介護認定を受けた人の割合は、平成 17 年度 12.6％、平成
19年度12.5％、平成21年度12.9％と推移しています。 
今後は高齢者が増える中で後期高齢者の割合が拡大し、要支援・要介護認定を受け
る人も増加が見込まれることから、介護予防に主眼をおいた健康づくり生きがいづく
りの支援などで、その割合を抑制します。 
今後の人口推計やこれまでの要支援・要介護認定者数の伸びを踏まえ、今後予測さ
れる要支援・要介護認定を受ける人の割合を、推計値以下に抑えることを目標としま
した。 

地域での自立した生活を支援する事業が効果的に実施できているかを測ります。 
グループホームなどの生活の場や在宅福祉サービス、地域生活支援事業などを充実
させ、「障害者保健福祉計画」や過去の実績を勘案して、目標値は、地域生活に移行す
る人の数を毎年５人としました。 
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政政策策目目標標７７  

環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち（環境・資源） 

91.5％以上 91.5％以上 81.9％（平成21年度） 

指標２ 病床利用率 

60.0％以上 60.0％以上 33.1％（平成21年度） 

指標３ 地域医療機関から市立病院への紹介率 

入院状況を知る数値で、年間延べ入院患者数を年間延べ病床数で除して 100 を乗じ
た値で、病床が有効に活用されているかを測ります。 
病床利用率は、平成19年度89.0％、平成20年度84.9％、平成21年度81.9％とな
っています。経常黒字の達成に必要な入院収益を確保するため、91.5％を目指します。 
入院収益を確保するためには、病床の有効活用が不可欠で、過去に経常黒字を達成
した平成 18 年度（89.4％）や僅かに達成できなかった平成 17 年度（90.9％）から
推計し、安定的に経常黒字が達成できる91.5％を目標としました。 
 

603ｇ 647ｇ 748ｇ（平成21年度） 

指標１ １人１日当たりの資源物を除いたごみ排出量 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

資源循環の取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
排出抑制施策の効果を見る指標です。人口の増減による排出量への影響を取り除く
ため市民１人１日当たりの排出量を指標としています。排出抑制や資源化促進などの
施策展開により、ごみ排出量の削減を図ります。 
一般廃棄物処理基本計画に定める、家庭系ごみ及び事業系ごみの排出抑制目標を積
み上げ、目標設定しました。 

初診患者のうち、他の医療機関から紹介された患者と救急搬送されてきた患者の割
合を示す数値で、病診連携の取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
紹介率は、平成19年度28.9％、平成20年度31.8％、平成21年度33.1％と徐々に
増える傾向にあります。 
地域基幹病院として、登録医制度の充実を図ることで、地域診療所との連携を深め、
地域医療支援病院と認められるための一つの指標である紹介率 60%以上を目標としま
した。 

34.7％ 31.4％ 17.8％（平成21年度） 

指標２ リサイクル率 

資源化促進のための取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
資源化の進捗状況を見る指標です。分別収集方法を見直し、資源物として回収する
品目を拡大することにより、平成32年度リサイクル率34.7％を目標としました。 
※リサイクル率：ごみ排出量に占める資源化量の割合 
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政政策策目目標標８８  

安全で安心して暮らせるまち（安全・安心） 

910件 985件 1,062件（平成21年） 

指標１ 身近で起きている犯罪の発生件数 

850件 950件 1,073件（平成21年） 

指標２ 交通事故発生件数 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

90.0％ 85.0％ 77.1％（平成21年度） 

指標３ 「茅ヶ崎市の防災対策が進められている」と思う市民の割合 

 523,890tCO2 638,693tCO2 848,775tCO2（平成20年度） 

指標３ 市域のＣＯ２排出量 

温室効果ガス抑制の取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
平成２年度における本市の排出量（688,254tＣＯ２）を基準として、平成 21 年３月
に策定した「茅ヶ崎市地球温暖化対策地域推進計画」に定める長期目標である平成62
年度50％削減を目指し、目標設定しました。 
※本指標のＣＯ２値は、国のガイドラインなどを参考にして、都道府県別のエネルギー
使用量等の統計データなどをもとに、市内の排出量を推計しています。 

地域ぐるみの防犯活動が効果的に実施できているかを測ります。 
犯罪発生件数については、全体件数では減少傾向にあり、平成21年中では2,002件
です。しかしながら、犯罪の約80％を占める窃盗犯の中でも、空き巣、ひったくり、
自転車盗、オートバイ盗といった身近で起きている犯罪は、平成21年では1,062件で
増加傾向にあります。 
このようなことから地域の防犯力の強化、だれにでも簡単にできる防犯対策の普及
などの事業を進め、毎年15件の犯罪減少を目標としました。 

交通安全対策が効果的に実施できているかを測ります。 
交通事故発生件数については、全体件数では減少傾向にあるものの、高齢者や自転
車の関係する事故は増加傾向にあり、平成21年中では、全交通事故は1,073件発生し
ています。こうしたことから、交通ルールの周知、交通安全意識の高揚を図る対策と
して交通安全教室、街頭キャンペーンなどの啓発、ドライバーに対する意識喚起看板
の設置などの事業を進め、毎年20件の交通事故減少を目標としました。 

防災対策が効果的に実施できているかを測ります。 
防災対策に関する整備事業については、防災訓練、防災リーダーの育成、資機材の
整備、情報伝達システム、インフラの耐震化など、「茅ヶ崎市地域防災計画」などに基
づき実施しています。 
毎年１％の向上を目標としました。 
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政政策策目目標標９９  

生命や財産が守られるまち（消防） 

75.0％ 70.0％ 65.2％（平成21年度） 

指標４ 「市民相談体制が整っている」と思う市民の割合 

 県平均値以下 県平均値以下 2.8件（平成21年） 

指標１ 平均出火率 

０人 ０人 １人（平成21年） 

指標２ 火災死者数 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

10.0％ 7.5％ 4.1％（平成21年） 

指標３ 救命率 

変化し多様化する様々な相談事項に、的確に対応でき、また、市民生活におけるさ
まざまな相談について、気軽に相談できる場所となっているかを測ります。 
市民相談は、平成21年度は3,827件の相談がありました。 
また、消費生活相談については、平成21年度において2,089件の相談がありました。 
75％の市民に満足いただけるよう、事業を進めていくことを目標としました。 

火災予防の取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
人口規模の異なる他団体と比較するため、人口１万人当たりの出火件数の出火率を
使用します。また、茅ヶ崎市の出火率は、各年でばらつきがあり傾向を把握しにくい
ため、それぞれの年から過去３年間の平均値を平均出火率として使用します。 
茅ヶ崎市の過去５年間の平均出火率は、平成17年 3.1件、平成21年 2.8件と、ほ
ぼ横ばいです。 
平成21年の平均出火率を比べると、茅ヶ崎市は2.8件、神奈川県は3.1件と、県の
数値を下回っています。計画終期まで県平均値を下回る平均出火率を維持することを
目標としました。 

立入検査が効果的に実施できているか、住宅用火災警報器の普及が進んでいるか、
消防署部隊の活動能力が向上しているかを測ります。 
平成17年から平成21年まで、火災による死者は減少傾向にあります。 
計画終期まで死者を出さないことを目標としました。 
※放火自殺による死者は含みません。 

市民への救命講習会などが効果的に実施できているか、救急活動が効果的に実施で
きているかを測ります。 
救命講習会や救急隊員への研修等を充実し、毎年0.5％の向上を目標としました。 
※救命率：救急隊が搬送した心肺停止患者の１か月後生存率 
 

－25－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政政策策目目標標１１００  

魅力にあふれ住み続けたいまち（都市づくり） 

31.2％ 30.2％ 29.2％（平成21年度） 

指標１ 「まちなみ・景観に満足している」と思う市民の割合      

455.5回 430.2回 401.5回（平成21年度） 

指標２ 年間公共交通利用回数（市民１人当たり）               

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

22.0％ 20.0％ 17.4％（平成21年度） 

指標３ 市域面積における緑地面積率                

6.0分 6.1分 6.2分（平成21年） 

指標４ 救急現場到着平均時間 

119番入電から現場到着までの平均時間を測り、救急部隊の初動体制が効果的に機能
しているかを測ります。また、救急出動が増えると遠くの消防署から救急車が出動す
ることになり、救急車が到着するまでに時間がかかります。そのため、市民が救急車
を適正に利用しているかも測れます。 
茅ヶ崎市の到着平均時間は平成17年5.9分、平成18年6.0分、平成19年6.7分、
平成20年6.7分、平成21年6.2分で、到着平均時間の過去５年間の平均は6.3分で
す。同期間の神奈川県内の過去５年間の到着平均時間の平均 6.2 分以下を目標としま
した。 

景観形成などの取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
平成 21 年度に実施した「まちづくり市民満足度調査」において、「茅ヶ崎市の地域
の特性や魅力をいかしたまちなみ・景観には現在どのくらい満足しているか」を聞い
たところ、「大変満足している2.5％」、「ある程度満足している26.7％」という結果に
なりました。 
平成32年度までに「大変満足している」、「ある程度満足している」と回答した人を
２％増加させることを目標としました。 

鉄道、路線バス、コミュニティバスのそれぞれの利用者数をベースとし、その年度
の人口で割り返すことにより、市民１人当たりの年間の公共交通利用回数を測ります。 
進展する高齢化社会を見据えつつ、交通事業者と連携を図りながら、公共交通の利
用促進に向けた取り組みを行います。 
平成17年度385.5回から平成21年度は401.5回と増加しており、過去の伸び率を
勘案し、毎年１％程度増加させることを目標としました。 

みどりの保全・再生・創出が効果的に実施できているかを測ります。 
平成21年度に「みどりの基本計画」を策定し、緑地の適正な保全や緑化の推進に関
する施策として、特別緑地保全地区の指定や「茅ヶ崎市緑の保全及び緑化の推進に関
する条例」の見直しを行います。 
みどりの基本計画策定時から計画終期の緑地面積率の伸び率を勘案し、4.6％増加さ
せることを目標としました。 
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政政策策目目標標１１１１  

だれもが快適に過ごせるまち（土木・基盤） 

59.0％ 58.2％ 55.1％（平成21年度） 

指標１ 都市計画道路の整備率      

8.1㎞ 6.4㎞ 4.0㎞（平成20年度） 

指標２ 道路の歩道整備延長             

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

8.73㎡/人 3.55㎡/人 2.37㎡/人（平成21年度） 

指標３ 市民１人当たりの都市公園面積               

- 90.0％ 

- 90.0％ 

86.1％（平成21年度） 

指標４ 特定建築物や住宅の耐震化率    

69.1％（平成21年度） 

特特定定建建築築物物  

住住      宅宅  

特定建築物や住宅の耐震化率を向上するための、取り組みが効果的にできているか
を測ります。 
平成 18 年度の耐震化率は、特定建築物 83.3％、住宅 65.4％となっています。平成
19年度に「茅ヶ崎市耐震改修促進計画」を策定し、災害に強いまちづくりを目指して、
平成 27 年度までに特定建築物及び住宅の耐震化率を 90.0％とすることを目標としま
した。今後は、耐震化率の進捗管理を実施し、動向を踏まえながら、平成32年度の目
標値の設定を行います。 

都市計画道路27路線のうち主要幹線、都市幹線、環状道路を中心に整備することに
より、安全で円滑に移動ができる骨格的な道路網の整備の進捗状況を測ります。 
都市計画道路は、現在までに27路線、路線総延長6万3070mを計画決定し、国、県、
市を事業主体として、平成21年度までに3万4773mが整備され、整備率55.1％となっ
ています。 
中間値の数値の伸び率は、3.1％を見込んでおり、内訳は国・県が事業主体約2.6％、
市が事業主体約0.5％となっています。また、目標値は、中間値から約0.8％の延び率
を見込んでおり、内訳は、国・県が事業主体のみとなっています。 

安全・安心で快適な暮らしを支える公園・緑地の整備が効果的に実施できているか 
を測ります。 
平成21年度にみどりの基本計画を策定し、安全・安心で快適な暮らしを支えるみど
り豊かなまちづくりを目指すものです。中間値は、みどりの基本計画に基づき、平成
21年度実績に整備予定のある公園、緑地６か所の他提供公園の見込み分を加算して設
定をしたものです。目標値は、みどりの基本計画における平成30年度の目標としまし
た。 
 平成31年度以降については、今後の動向を踏まえて設定を行います。 

誰もが利用しやすい道路空間の確保を目指して、既存歩道の段差解消や歩道の新設
工事を行うことにより、歩行者等が安全で快適に移動ができる歩道整備の進捗状況を
測ります。 
現在整備中の路線の整備実績を基準に、年350ｍの整備延長を目標としました。 
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政政策策目目標標１１２２  

快適な水環境が守られるまち（下水道・河川） 

250戸 180戸 79戸（平成22年度） 

指標４ 高齢者・障害者等に配慮した良質な市営住宅の供給戸数            

100％ 99.5％ 96.3％（平成21年度） 

指標１ 公共下水道（汚水）整備率 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

62.4％ 50.6％ 47.1％（平成21年度） 

指標３  河川整備の進捗率 

検討中 検討中 

指標２  公共下水道（雨水・雨水幹線）整備率 

49.8％ 48.5％ 46.9％（平成21年度）

100.0％ 96.3％ 88.9％（平成21年度）

雨雨    水水  

雨雨水水幹幹線線  

治水対策が進んでいるかを測ります。 
本市の中央部を東西に流れている千ノ川は、既に左岸側の整備が完了しており、平
成21年度までで全体の47.1％が整備済みとなっています。 
平成 21 年度策定の「千ノ川整備実施計画」に基づき、平成 43 年度までに護岸整備
完了の予定であり、河川護岸の整備率を目標としました。 

浸水対策が進んでいるかを測ります。 
平成20年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備方針」における５つの重点施策である浸水
対策に基づき、市街化区域の面整備率については、平成41年度56％を目標値として設
定しています。今後の市の施策展開により、毎年0.26％ずつ増加することを目標とし
ました。 
また、事業認可区域の雨水幹線整備率については、浸水被害が発生している地区の
主要な管渠から整備に着手します。 
平成30年度までに100％の整備を目標値として設定しています。今後の市の施策展
開により、毎年1.23％ずつ増加することを目標としました。 

生活環境の改善が進んでいるかを測ります。 
平成20年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備方針」における５つの重点施策である生活
排水処理に基づき、市街化区域の面整備率については、平成28年度100％を目標値と
しています。今後の市の施策展開により、毎年0.53％ずつ増加することを目標としま
した。 
なお、平成29年度以降、市街化調整区域については、総合的に判断して整備手法に
ついて定めてまいりますので、目標設定には含めておりません。 
 

住宅に困窮する低額所得者に対する居住安定を図るため、供給・改善が進んでいる
かを測ります。 
市営住宅の整備は、借上型市営住宅による良質な住宅の整備を行うほか、老朽化の
進むストック住宅においても、入居者の居住性・安全性の向上が図られるよう改善事
業を実施し、安全・安心な住まいの供給を目指します。 
住宅に困窮するファミリー世帯や、高齢者・障害者等に配慮した良質な市営住宅の
安定供給を目指すため、借上型市営住宅のほか、平成21年度策定の「茅ヶ崎市営住宅
等長寿命化計画」に基づく住戸改善事業や「公共施設整備・再編計画」に基づく建替
事業による市営住宅供給戸数を目標としました。 
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政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

政政策策目目標標１１３３  

地域の魅力と活力のある産業のまち（産業・雇用） 

検討中 

348ha 358ha 379ha（平成21年度） 

指標２ 耕地面積                

195万円 192万円 190万円（平成21年度） 

指標３ 農業従事者１人当たりの年間農業産出額                

指標１ 市内事業所数と従業者数      

6,500事業所 6,000事業所   6,287事業所（平成21年度）

58,000人 55,000人 58,541人（平成21年度） 

市市内内事事業業所所数数  

従従業業者者数数  

農業経営の状況を測ります。 
５年毎に調査する農林業センサスの農業従事者数に基づき、農業従事者１人当たり
の農業産出額を指標として設定しました。平成16年度は188 万円ですが、平成21年
度には190万円に増加しています。 
平成16年度の農業従事者数1,265 人のうち約半数が60歳以上のため、新規就農者
の増加を図ったとしても農業従事者数の減少は避けられないと考えられますが、農地
の保全・有効利用、農業経営の規模拡大・経営改善などを推進する農業施策を実施し
ていくことにより、農業従事者１人当たりの農業産出額については増加を見込み、195
万円を目標としました。 
 

農地の有効利用策が効果的に実施できているかを測ります。耕地面積は、神奈川農
林水産統計年報により把握しています。 
平成21年度現在、耕地面積は379haとなっており、毎年１％程度減少しています。
今後も同程度の減少が続くほか、萩園地区や柳島地区での事業により約11ha程度の減
少が見込まれるものです。 
平成21年度現在、47haが存在し、今後も増加が見込まれる耕作放棄地について、有
効利用策を効果的に推進することにより、毎年２haの解消と発生防止に努め、耕地面
積348haを目標としました。 

市内の事業所数と従業者数の状況を測ります。 
「小売業年間販売額」や「製造品出荷額」は、平成13年から微増傾向にあるものの、
事業所数及び従業者数は減少傾向にあります。 
関係団体と連携し、新たな事業者の起業支援や企業の誘致などにより、産業の安定
的な持続に努めます。 
経済状況などの影響により、中間値では目標値の減少が考えられますが、平成32年
度には平成13年度の事業所数(6,581所)と従事者数(58,128人)を維持することを目標
としました。 
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政政策策目目標標１１４４  

農地の適正で有効な利用を図る（農業委員会） 

52.5ha 50.0ha 47.0ha（平成21年度） 

指標１ 耕作放棄地面積 

政政策策目目標標１１５５  

社会の変化に対応できる行政経営（企画） 

73.0％ 68.0％ 64.0％（平成21年度） 

指標１ 「茅ヶ崎市に住み続けたい」と思う市民の割合      

31.7％ 29.2％ 26.2％（平成21年度） 

指標２ 行政サービスへの満足度                

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

耕作放棄地の解消策が効果的に実施できているかを測ります。 
耕作放棄地面積は17年度では、37.0ha、21年度では47.0haと毎年2.5haの増とな
っています。今後も同程度の増加が見込まれますが、耕作放棄地の解消策として耕作
放棄地解消ボランティアの活動支援、県農業サポーター制度農地の手配により毎年
2.0haの農地復元を見込み、耕作放棄地面積52.5haを目標としました。 

市政に対する満足度を測ります。 
平成19年度実施のアンケートでは、ずっと住み続けたいが58.2％でした。また、平
成21年度実施のアンケートでは、64.0％に上がっています。今後は、総合計画基本構
想を着実に実行することにより、年1.0％増加することを目標としました。 

市民の行政サービスへの満足度により、業務の執行状況を図ります。 
市民アンケートにより、市民が茅ヶ崎市の行政サービスをどう評価しているかを判
断し、改善します。 
平成21年度に実施したアンケート調査の結果に基づき、市民が茅ヶ崎市の行政サー
ビスをどう評価しているかを判断するものですが、年0.5％増加することを目標としま
した。 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 
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1246人 22人 313人 571人 200人 46人 94人 
迅速かつ的確な窓口サービス  

100.0％ 1.8％ 25.1％ 45.8％ 16.1％ 3.7％ 7.5％ 

                         （平成21 年度市民満足度調査より） 

政政策策目目標標１１６６  

それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営（総務） 

1,872,000件 1,716,000件 1,560,000件（平成22年度） 

指標３ ホームページアクセス件数  

52件 32件 12件（平成22年度） 

指標４ 広域連携に向けて取り組んだ課題の件数 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

220団体 170団体 143団体（平成21年度） 

指標１ 業務連携・協力する民間非営利組織等の数              

35.0％ 30.0％ 26.9％（平成21年度） 

指標２ 「窓口サービスが迅速・的確に処理されている」と思う市民の割合       

事業における民間非営利組織などとの協力状況を測ります。 
公共サービスの供給主体の多様化の観点から市の業務に関してＮＰＯ法人や市民活
動団体などとの委託などに基づく事業を推進します。協働事業の展開を通して団体を
育成するなどにより、平成18年度に94団体、平成21年度143団体（延べ数）であっ
た連携・協力団体数について協働意識の浸透に応じて1.5倍増を目標としました。 

市民に対して迅速で的確な窓口サービスが行われているかを測ります。 
市民満足度調査（下表）の結果では、明確に意思表示された46.7%のうち「たいへん
満足」と「まあ満足」を合わせると6割弱の人が満足していることになりますが、「た
いへん不満」及び「やや不満」を合わせると全体の19.8%の方が不満と感じています。
今後は、今まで以上に接遇態度や業務知識を向上することにより、「たいへん満足」及
び「まあ満足」を合わせた26.9%を基準値として、市民に対して迅速で的確な窓口サー
ビスが行われていると思われる方の割合を35.0％以上に引き上げます。 

CMS導入によるホームページを平成22年1月に公開しました。公開後のアクセス件
数により、市民への情報提供ができているかを測ります。 
CMS 導入による効果等を考慮し、平成 22 年度の実績見込みを基準に年 2％増加を目
標としました。 

藤沢市・寒川町との共通の課題解決や事業化に向けた調査研究など、平成22年度に
設立した湘南広域都市行政協議会の事務研究部会で取り組んだ課題件数の累積を測り
ます。 
年4件程度の新規課題を発掘し、着手することを目標としました。 
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政政策策目目標標１１７７  

ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営（財務） 

95.5％ 95.8％ 96.1％（平成21年度） 

指標１ 経常収支比率      

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

指標２ 

黒字 黒字 黒字（平成21年度）

   4.1％    4.1％ 4.1％（平成21年度）

   16.3％    16.3％ 16.3％（平成21年度）

黒字 黒字 黒字（平成21年度）

財政健全化判断比率                       
（実質赤字比率  連結実質赤字比率  実質公債費比率 将来負担比率） 

実実質質赤赤字字比比率率  

連連結結実実質質赤赤字字比比率率  

実実質質公公債債費費比比率率  

将将来来負負担担比比率率  

財政の弾力性を示す指標で、経常的収入に対して、どれだけ経常的支出が占めてい
るかを測ります。 
平成 16 年度の経常収支比率は 93.9％、平成 21 年度は 96.1％でした。総合計画期
間中の財政の将来見通しでは、扶助費、繰出金の増など、経常収支比率を押し上げる
ことが想定されます。今後も経常経費の縮減や自主財源の充実を図り、５年間で
0.3％減少させ、10年間で0.6％減少させることを目標とします。 
 
 

財政状況が健全であるかを測ります。 
平成 19 年６月に地方公共団体の財政の健全化に関する法律が公布され、平成 19 年
度決算から財政健全化判断比率を公表しています。平成21年度については、実質赤字
比率及び連結実質赤字比率は黒字であり、実質公債費比率及び将来負担比率は早期健
全化基準を大幅に下回る健全段階でした。計画終期まで現状を維持することを目標と
します。 
※1実質赤字比率：一般会計などの赤字状況を表す比率（早期健全化基準（平成21年

度）：赤字11.49％、財政再生基準：赤字20.00％） 
※2連結実質赤字比率：すべての会計の黒字・赤字を合算した状況を表す比率（早期健

全化基準（平成21年度）：赤字16.49％、財政再生基準（平成
21年度）：40.00％） 

※3 実質公債費比率：公債費などの財政負担の程度を表す比率（早期健全化基準：
25.0％、財政再生基準：35.0％） 

※4将来負担比率：借入金など将来負担すべき負債が将来の財政を圧迫する可能性が高
いかどうかを表す比率（早期健全化基準：350.0％） 

 

95.0% 94.0% 92.8%（平成21年度） 

指標３ 市税徴収率                

市税が、どれくらい徴収されているかを測ります。 
平成16年度の市税徴収率は92.5％、平成21年度は92.8％でした。 
市税収入を取り巻く環境は厳しいものが予想されますが、納付しやすい環境の整備、
効果的な滞納整理の強化を図ることにより、現年度及び過年度の滞納額を縮減し、毎
年0.2％ずつ市税徴収率を増加させることを目標とします。 
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政政策策目目標標１１８８  

公金の管理を適正に行い、安全かつ有利な運用を図る（会計） 

2,000千円 2,000千円 1,714千円（平成21年度） 

指標１ 資金運用実績額      

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

政政策策目目標標１１９９  

住民の意思を行政に反映させる（選挙） 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

70.3％ 69.8％ ① 69.24％（平成21年度） 

57.2％ 56.2％ ② 55.20％（平成22年度） 

52.1％ 51.0％ ③ 49.04％（平成19年度） 

52.1％ 51.0％ ④ 49.06％（平成19年度） 

47.6％ 46.0％ ⑤ 44.51％（平成19年度） 

47.7％ 46.0％ ⑥ 44.46％（平成19年度） 

指標１ 投票率（①衆議院選挙、②参議院選挙、③市長選挙、④市議会議員、⑤県知事
選挙、⑥県議会議員） 

資金運用の実施額を測ります。 
市の財政状況により各年度の資金運用額に大きな変動があります。 
経済情勢などの影響を受けますが、平成21年度実績額程度の資金運用額を目指しま
す。 

住民の意思表示の状況を測ります。 
各選挙において投票することが重要であることを啓発するともに、期日前投票につ
いて周知し、投票率の向上を図ります。 
10年間で各選挙の投票率を、40％台のものは3.0％、50％台のものは2.0％、60％台
のものは1.0％向上させることを目標としました。 
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政政策策目目標標２２００  

行政執行の適法性、効率性、妥当性を維持し確保する（監査） 

政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
○ 基 準 値 ○ ○ 目 標 値 ○ 

(平成32年度) 

○ 中 間 値 ○ 
(平成27年度) 

指  標 

０件 ０件 54件（平成21年度） 

指標１  定期監査の指摘事項の件数 

行政執行の適法性・効率性・妥当性を測ります。 
定期監査において、監査委員の指摘を受けた課かいが、改善を行うことにより、適
切な行政執行を目指し、指摘件数を０件にすることを目標としました。 
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学び合い育ち合う 

みんなの笑顔がきらめく 

ひとづくり 

 

 

政策目標 １ 次世代の成長を喜びあえるまち 

政策目標 ２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 

政策目標 ３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 

政策目標 ４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、 

豊かな感性をはぐくむまち 

 

基本理念１ 

６ 政策・施策別計画一覧 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 

 
 
 
 
 
 

◇ 初めての子育てでも安心できるサポート体制ができている 
◇ 子育てを支え合える地域社会の仕組みができている 
◇ 子どもを産み育てやすい環境が整い、子どもの総数が増えている 
◇ 多様なニーズに合わせた保育サービスが提供されている 
◇ 妊娠期、出産期、乳幼児期の環境に応じて、子どもと保護者の健康が守られている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 31 11,645 百万円

定例・定型的事業 55 6,008 百万円

人件費 3,286 百万円

  

一般会計概算事業費合計 20,939 百万円

 

次世代の成長を喜びあえるまち 

 目指すべき将来像 

子育て 政策目標 

１ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

茅ヶ崎市の人口は、平成 32 年までは増加するが、０歳から 14 歳までの年少人口は、平成 22 年
から減少に転ずる見込みとなっています。地域社会で子育てを支え合い、多くの子どもたちがい
きいきと成長出来るよう支援します。 
合計特殊出生率は、全国平均よりも低い状況にありますが、上昇傾向にあることにより、充実

した母子保健対策や子育て支援施策などにより子どもを産み育てやすい環境を整備し、さらなる
合計特殊出生率の向上を図ります。 
保育園待機児童は、依然多い状況であり、施設整備などを行いその解消を図るとともに、延長

保育や一時預かりなど保護者のニーズに対応した多様な保育サービスを提供します。こんにちは
赤ちゃん訪問指導事業や子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・家庭児童相談室な
どの活動をとおして子育てのサポート体制を充実し、孤立したり、子育てに不安を感じている保
護者と子の双方を支え、安心して子育てができる環境づくりを進めます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                こども育成部 子育て支援課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0１ 安心して子どもを育てることを支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 乳幼児に関する施策の充実 

子どもの成長にとって乳幼児期の親の接し方が重要であることを啓発するとともに、保護者のため

に乳幼児期の子育てについての情報や学習機会の提供など、乳幼児に関する施策を充実します。 
 

  ２ 社会全体で子育てを支援する仕組みの構築 

子育てを教えてくれる人や支えてくれる人が身近におらず、孤立して不安になっている保護者と子

の双方を支えるため、地域社会全体が子育てにかかわる力や助け合う力を回復して、地域の中で、子

どもを安心して預けあうなど、社会全体で子育てを支援できる仕組みの拡充を図ります。 

 

  ３ 子育て支援の充実 

妊娠期、出産期、乳幼児期、学齢期のそれぞれの時期や保護者の生活形態に応じて、子育てが初め

ての人をはじめ、子育て中の保護者が安心して子育てができるよう支援・助成します。 

  

  ４ 医療費助成制度の維持 

医療費助成制度（小児医療費助成・ひとり親家庭等医療費助成）を安定的に継続運営することで、

対象者の健康や福祉の増進と経済的負担の軽減を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

ファミリーサ
ポートセンタ
ーの活動件数 

6,582 件 
（平成 21 年度） 

8,000 件 

 子どもを預け・預かる相互協力の活動の支援を行うこ
とで、子育て中の保護者が安心して子育てをできる支援
が行われているかを測ります。 
 活動件数は、社会経済状況の影響を受けますが、実施
計画期間中に、約 20％の増加を目標としました。 

施策目標：１ 

安心して子どもを育てることを支援する  （子育て支援課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０１　安心して子どもを育てることを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　子育て支援課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　子育て支援の充実

　保育園の待機児童の解消を図るため、保育時間を延長
し、預かり保育を実施する幼稚園に対する補助制度の導
入について調査・検討を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査・研究

調査・研究

私立幼稚園預かり保
育支援事業

平成2５年度

調査・「研究

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　医療費助成制度の維
持

　ひとり親家庭などについて、18歳未満（高等学校卒
業）までの子ども及び養育者に対し、保険内診療分の医

  療費を助成します。　
　平成21年の助成件数は36,483件となっており、平成
25年度に38,700件の助成を見込んでいます。

※助成件数（平成21年）：36,483件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

助成件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

37,200件

37,900件

ひとり親家庭等医療
費助成事業

平成2５年度

38,700件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 296,736 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　医療費助成制度の維
持

　子育てにかかる経済的な負担の軽減を図るため、６歳
未満の乳幼児の通院及び中学校卒業前までの入院にかか
る医療費のうち、保険内診療分について助成します。
　平成21年の助成件数は218,158件となっており、平
成25年度に261,800件の助成を見込んでいます。

※助成件数（平成21年度）：218,158件　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

助成件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

242,000件

251,700件

小児医療費助成事業

平成2５年度

261,800件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,306,783 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                こども育成部 子育て支援課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0１ 安心して子どもを育てることを支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

茅ヶ崎駅北口子育て支援センター事業            （１ 乳幼児に関する施策の充実） 

子育て支援活動を行う諸団体との協働を推進し、育児相談や子育て家庭交流の場を提供する子育て

支援センターの運営委託を行います。 

 
ファミリーサポートセンター事業       （２ 社会全体で子育てを支援する仕組みの構築） 

 子どもを預け預かる相互援助活動を行い、世代間の交流を図ることで安心して子育てができる環境

づくりを進めます。 

 

子ども手当支給事業                        （３ 子育て支援の充実） 

 平成 22 年度に創設された子ども手当の支給につき、支給額や支給内容の見直しなど制度改正に対

応し、システム改修や事務処理変更などを行い、子ども手当の支給を行います。 

 

児童扶養手当支給事業                    （３ 子育て支援の充実） 

 母子・父子家庭などの生活の安定と自立の促進に寄与するとともに、子どもの福祉の増進を図るた

め、手当を支給します。 

 

次世代育成支援対策行動計画進行管理に関する事務 （３ 子育て支援の充実） 

 次世代の社会を担う子どもたちが健やかに生まれ育つ環境を整備するため、次世代育成支援対策行

動計画後期計画（平成 22 年～26 年度）の進行管理と次期次世代育成支援対策行動計画の策定を進め

ます。 

 

幼稚園就園奨励費補助事業                     （３ 子育て支援の充実） 

 安心して子どもを育てることを支援するため、私立幼稚園に通園する幼児の保護者の経済的負担を

軽減します。 

 

母子家庭高等技能訓練促進費事業   （３ 子育て支援の充実） 

 母子家庭の母に対し資格取得費の一部を負担することで、安定した就労及び生活の実現を図り、安

心して子どもを育てることを支援します。 

 

子育て短期支援事業                        （３ 子育て支援の充実） 

 家庭における養育が一時的に困難な時に児童養護施設でショートステイ事業等を行ない、一時的に

養育を行うことで安心して子育てのできる環境整備を進めます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    こども育成部 保育課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0２ ニーズに合った多様な保育を行う 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 待機児童対策の推進 

認可保育園の施設整備により定員増などを行い、入園待機児童の解消を図ります。 

 

  ２ 小学生の放課後支援の充実 

児童クラブの環境を整え、保護者が労働などで昼間家庭にいない小学生の放課後の健全育成を図り

ます。 
 

  ３ 保育サービスの質の向上  

保護者の就労形態や生活形態に対応した多様な保育メニューを提供するとともに、保育サービスの

質を高め、保護者が安心して子どもを預けられ、子どもが快適に過ごせる保育環境を整えます。 
 
 
 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

保育園の待機
児童数と入園
児童数 

143 人 
2,085 人 

（平成 21 年度） 

25 人 
2,400 人 

 保育施設の整備・充実による待機児童数の解消度を測
ります。「ちがさき子育ち愛プラン」の後期計画の終了
年度である平成 26 年度において、待機児童数を 0 とす
ることを目標にしています。第 1次実施計画期間中に 5
保育施設の整備・充実を行い、118 人の待機児童の削減
及び入園児童数の 315 人増を目標としました。 

施策目標：２ 

ニーズに合った多様な保育を行う  （保育課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

－40－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　待機児童対策の推進

　待機児童の解消を図るため、中海岸・共恵地区に、の
公設民営の（仮称）中海岸保育園（定員120名）の建設

  を行います。　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市・民間

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

工事

整備完了

待機児童解消のため
の公設による保育園
整備拡充

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 558,129 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　待機児童対策の推進

　安心して子どもを生み育てることのできる環境を整
備・充実し、待機児童の解消を図るため、施設整備を行
う民間保育園に対して、施設整備費を助成します。
　実施計画期間中に3園の開園を目指します。

※民間保育園数（平成22年度）：15園　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市・民間

 指標

民間保育園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

17園

18園

待機児童解消のため
の民間保育園整備拡
充

平成2５年度

18園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 239,022 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　小学生の放課後支援
の充実

　小和田三丁目に建設が予定されている市営住宅複合施
設内における児童クラブの整備については、「公共施設
整備・再編計画（改訂版）」に基づき、平成26年度以降
の実施設計や施設整備に向け、庁内調整及び関係機関と
の協議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

（仮称）茅ヶ崎市営
小和田住宅外複合施
設整備事業（児童ク
ラブの整備）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　小学生の放課後支援
の充実

　小学生の放課後支援の充実を図るため、小学校ふれあ
いプラザ事業との連携を強化し、小学校ふれあいプラザ
運営協議会へ参加します。
※運営協議会参加回数（平成21年度）：４回

放課後子どもプラン
　平成19年に国が策定した「放課後子どもプラン」に基
づき、各市町村において教育委員会が主導して、地域社
会の中で、放課後の子どもの安全で健やかな活動場所を
確保する総合的な放課後対策　　　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

小学校ふれあいプラ
ザ運営協議会への参
加回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

４回

４回

放課後子どもプラン
の推進

平成2５年度

４回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　小学生の放課後支援
の充実

　児童クラブの安定運営を目指した受託団体との協議や
指導員の資質向上のための研修を開催するとともに、現
在22ある児童クラブについて、実施計画期間内に２クラ

  ブの新設を行います。　

※児童クラブ設置数（平成22年度）：22か所

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

児童クラブ設置数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

23か所

24か所

放課後児童健全育成
事業

平成2５年度

24か所

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 656,291 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　平成24年度中に開園する（仮称）中海岸保育園を運
営・管理する指定管理者の選定及び保育園の運営委託を
行い、保育事業を実施します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

入園児童数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

120人

（仮称）中海岸保育
園管理運営事業

平成2５年度

120人

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 309,296 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　平成２３年度「ふるさと雇用再生特別基金・緊急雇用
創出事業臨時特別基金」を利用し、保育補助者を配置し

 た保育園に対して人件費の補助を行います。

※保育補助者数（平成22年度）：40人

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

保育補助者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

45人

－

ふれあい保育補助事
業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 93,559 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　緊急・一時的な保育が必要な児童に対して、一時預か
  り事業を行う保育園に必要な補助を行います。　

　
※補助保育園数（平成22年度）：５園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助保育園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

７園　

８園　

一時預かり事業

平成2５年度

８園　

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 19,116 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　保護者の多様な就労形態に対応するため、延長保育を
  行う保育施設に対し必要な補助を行います。　

　平成22年度現在、15園の民間保育園で実施してお
り、実施計画期間内に新たに3園で事業実施します。

※実施民間保育園数（平成22年度）：15園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

実施民間保育園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１7園

18園

延長保育促進事業費
補助事業

平成2５年度

18園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 337,583 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　自宅などで保育を行う家庭的保育者の登録者を増や
し、研修を充実させ、実施計画期間内に20人の待機児童
の解消を目指します。

※児童受入人数（平成21年度）：０人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

児童受入人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

15人

15人

家庭的保育事業

平成2５年度

20人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 63,805 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　休日などの保育需要に応えるため、公立保育園で休日
や年末保育を実施します。

※実施園数（平成２２年度）：２園

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

実施園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２園

２園

休日等保育事業

平成2５年度

２園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,032 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　公立保育園を地域の子育て支援の拠点とし、地域のす
べての子育て家庭を対象とした育児支援事業を実施しま
す。子育て支援作業部会において定例的に協議を行い、
子育て相談・育児講座などの地域への子育て支援事業を
実施します。

※実施事業数（平成22年度）：７事業

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

実施事業数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

７事業

７事業

公立保育園の地域子
育て支援事業

平成2５年度

７事業

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　生後57日目からの乳幼児を預かる産休明け保育事業
を、平成24年度中に開園する（仮称）中海岸保育園で行
い、事業の安定的な実施のため、保育園に対して必要な
補助を行います。
　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

実施保育園数　

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１園

産休明け保育事業費
補助事業

平成2５年度

１園

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　保育環境の向上を図るため、老朽化などにより整備が
必要な保育施設に対して補助を行います。

※補助施設数（平成21年度）：13施設

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助施設数　

 目標

平成2３年度

平成2４年度

小規模16施設・大
規模３施設　

小規模14施設・大
規模３施設　

社会福祉法人施設整
備費補助事業

平成2５年度

小規模14施設・大
規模３施設　

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 20,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　保護者の就労形態（１か月当たり64時間以上100時間
未満）の多様化に伴う保育需要に対し、特定保育事業を

  行う保育園に必要な補助を行います。　　

※補助保育園数（平成22年度）　２園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助保育園数　

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３園

４園

特定保育事業費補助
事業

平成2５年度

４園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 25,326 千円

施策の方向性

－45－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　児童の健康や安全・衛生面での適切な保育水準を維持
するため、届出保育施設に必要な補助を行います。
　
※補助施設数（平成22年度）：12施設

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助施設数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

12施設

13施設

届出保育施設補助事
業

平成2５年度

14施設

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 14,953 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　家庭の事情により、緊急かつ一時的に保育を必要とす
る児童を一時預かる施設に対して補助を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

補助施設数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３施設

３施設

認可外保育施設にお
ける一時預かり事業
の助成

平成2５年度

３施設

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 12,393 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　認可保育園に比べ、保育料が高額な認可外保育施設を
利用している人に対して、保育料の一部を助成します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

助成人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

190人

250人

認可外保育施設利用
者の保育料の助成

平成2５年度

250人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 82,800 千円

施策の方向性

－46－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　児童の健康や安全・衛生面で適切な保育水準を維持す
るため、認定保育施設に必要な補助を行います。

※補助施設数（平成22年度）：６施設

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助施設数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

７施設

７施設

認定保育施設補助事
業

平成2５年度

８施設

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 184,281 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　病気の回復期であるため、集団生活が困難な児童を預
かる病後児保育事業を、平成24年度中に開園する（仮
称）中海岸保育園で実施し、保育園に対し必要な補助を
行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

委託保育園数　

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１園

病後児保育委託事業

平成2５年度

１園

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　経営基盤の安定及び強化並びに入所児童の処遇の向上
のため、民間保育園に対し運営に必要な補助を行いま
す。

※補助保育園数（平成22年度）：１５園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助保育園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

17園

18園

民間保育所運営補助
事業

平成2５年度

18園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,012,134 千円

施策の方向性

－47－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　保育施設における経営基盤の安定を図るため、施設整
備のための借入償還金に対する補助を行います。

※補助園数（平成21年度）：７園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

補助園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

８園

11園

民間保育所施設整備
借入償還金補助事業

平成2５年度

12園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 131,509 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　安定した運営及び安全安心な保育のため、民間保育園
（平成22年度対象15園）に対し運営に必要な経費の支
払いを行います。

※対象保育園数（平成22年度）：15園

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

対象保育園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

17園

18園

民間保育所等運営事
業

平成2５年度

18園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,636,567 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　保育環境の充実を図るため、実施計画期間内に公立保
育園２園について、必要な改修・整備を実施します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

整備園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１園

公立保育園施設改
修・整備事業

平成2５年度

１園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 66,690 千円

施策の方向性

－48－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０２　ニーズに合った多様な保育を行う

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　保育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　保育サービスの質の
向上

　地域における子育てを支援するため、実施計画期間内
に、育児相談や園庭開放などを行うための施設整備を2園
で行います。
　事業費については、公立保育園施設改修・整備事業に
含まれます。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

整備園数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１園

公立保育園の地域子
育て支援のための施
設整備事業

平成2５年度

１園

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    こども育成部 保育課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0２ ニーズに合った多様な保育を行う 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

児童指導育成事業                      （３ 保育サービスの質の向上） 

 公立保育園において、食物アレルギーに対応した給食を提供するなど食の安全に努め、保育サービ

スの質の向上を図ります。 

 
保育園施設維持管理事業 （３ 保育サービスの質の向上） 

 公立保育園の施設維持・管理を適切に行うことで、安全・安心な保育の実施を進めます。 

 
保育に関する管理事業 （３ 保育サービスの質の向上） 

 公立保育園において、安全・安心な保育を実施するため必要な保育士の配置等を行うことで、保育

サービスの質の向上を図ります。 

 
児童健康管理事業 （３ 保育サービスの質の向上） 

 保育園入園児に対する定期的な検診を行うことで、園児の健康管理に努め、保育サービスの質の向

上を図ります。 

 
障害児保育推進特別強化対策事業 （３ 保育サービスの質の向上） 

 障害のある子どもの保育を実施する認可保育園に対し、補助を行ない保育士等の体制を整えること

で、保育サービスの充実を図ります。 

 
保育園業務管理事業 （３ 保育サービスの質の向上） 

 公立保育園において、必要な備品等を確保することにより、安全・安心な保育を実施し、保育サー

ビスの質の向上を図ります。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              こども育成部 こども育成相談課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0３ 子どもの健康な成長を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 母子保健対策の充実 

母子保健対策を充実し、子どもも親も健康な生活を送り、子どもを産み育てやすい環境づくりを進

めるとともに、支援を必要とする家庭を支援します。 
 

  ２ 子育てサービスの充実 

親となる人に基本的な子育ての仕方を身につけてもらえるよう、訪問指導や相談事業などの子育て

サービスを充実します。 
 

  ３ 家庭児童相談事業の充実 

家庭児童相談事業を充実し、子育て家庭の育児不安などの解消を目指すとともに、関係機関と連携

して、児童虐待の起きた家庭を支援します。 
 

  ４ 療育相談事業の充実 

巡回相談などを通じて幼稚園、保育園、学校などの機関と連携を深め、療育相談を充実します。 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

家庭児童相談
室の相談解決
率 

57.1％ 
（平成 21 年度） 

59.0％ 

 家庭児童相談室で受けている相談受付児童数と年度
末継続相談児童数により、相談を解決している割合を測
ります。 
増加傾向にある相談に対応するため、児童相談所等の
関係機関との連携を更に密にし、児童・家庭への支援・
相談体制の強化を図り、第 1次実施計画期間中に毎年相
談解決率 1.0％増を目指し、相談解決率 59.0％を目標と
しました。 

施策目標：３ 

子どもの健康な成長を支援する  （こども育成相談課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

１　次世代の成長を喜び合えるまち

０３　子どもの健康な成長を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

こども育成部　こども育成相談課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　母子保健対策の充実

　子宮頸がんや小児細菌性髄膜炎を予防するため、子宮
頸がん及びヒブ、小児用肺炎球菌のワクチン接種につい
て、接種費用の助成を行います。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

接種率
（子宮頸がんワクチ
ン）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

25,0％

25,0％

子宮頸がん等ワクチ
ン接種緊急促進事業

平成2５年度

25,0％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 559,620 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　家庭児童相談事業の
充実

　子育てに対する不安や悩みなど支援を必要としている
家庭に対し、地域で安心して子育てができるよう関係機
関との連携を図り、相談支援を行うほか、児童虐待予防
の観点からCSP講座を実施します。
  

※CSP（Common Sense Parenting）＝アメリカで開
発された「被虐待児の保護者支援」のペアレンティング
トレーニングのプログラムです。暴力や暴言を使わずに
子どもを育てる技術を親に伝えることで、虐待の予防や

 親子関係の回復を目指すものです。　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

相談解決率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

57.0%

58.0%

家庭児童相談事業

平成2５年度

59.0%

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,641 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　療育相談事業の充実

　子育てに関するさまざまな相談に対し適切に対応でき
るよう、必要な人材の確保及び育成を行います。また、
関係機関との連携を更に密にするとともに、発達障害の
特性や理解を深めるための市民向け研修会を実施しま

 す。

※相談件数（平成21年）：2,899件

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

相談件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

2,900件

2,950件

療育相談事業

平成2５年度

3,000件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 10,831 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              こども育成部 こども育成相談課 

政策目標１ 次世代の成長を喜びあえるまち 
施策目標 0３ 子どもの健康な成長を支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

こども予防接種事業                     （１ 母子保健対策の充実） 

 感染のおそれのある疾病の予防のため、定期予防接種（BCG、麻しん、風しん、三種混合等）を行

い、子どもの健康的な成長の支援を行います。 

 

妊婦健康診査事業                      （１ 母子保健対策の充実） 

 母子保健対策の充実を図るため、妊娠初期から出産まで定期的に妊婦健診を受けることができるよ

う経済的支援を行うほか、妊婦に対する保健指導を行います。 

 
乳幼児健康診査事業                     （１ 母子保健対策の充実） 

 乳幼児期の発達の節目において、健康状態を確認し、疾病等の早期発見をするため健診を行うとと

もに、保健指導を行い安心して子育てができるように支援します。 

 
こんにちは赤ちゃん訪問指導事業               （１ 母子保健対策の充実） 

 地域の中で安心して子育てができるよう、生後４か月までの子どもがいる家庭を助産師や保健師、

主任児童委員が訪問し、育児家庭の支援を行います。 

 

母子生活支援施設事業                    （１ 母子保健対策の充実） 

 一時的に家庭における適切な児童養育が行えない場合に、母子生活支援施設に入所させ、自立に向

けての支援を行うことで、母子保健の対策の充実を図ります。 

 
乳幼児健康・育児相談事業                  （１ 母子保健対策の充実） 

乳幼児の発育の確認をするとともに、子育てや食生活についての相談・指導を行い、母子保健対策

の充実を図り、子どもの健康的な成長の支援を行います。 

 
乳幼児育成指導事業                     （１ 母子保健対策の充実） 

子どもの発育や発達の遅れが疑われた時、個別相談や必要な保健指導を行うことで、母子保健対策

の充実を図り、子どもの健康な成長を支援します。 

 
育児支援家庭訪問事業                   （２ 子育てサービスの充実） 

 養育支援が特に必要であると判断した家庭に対し、保健師・家庭児童相談員等による相談及び支援

を行うことで、子どもの健康的な成長の支援を行います。 

 

－53－



基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 

 
 
 
 
 
 
◇ 児童・生徒が学びへの意欲にあふれ、学力とともに豊かな人間性がはぐくまれている 
◇ 地域の教育資源を活用することで授業の充実が図られ、地域連携が推進されている 
◇ 学んだ成果が地域の中で生かされている 
◇ 家庭、地域、学校の連携協力により、まちの教育力が生かされている 
◇ 公民館や図書館などが学習・活動の拠点となり、市民自らが地域課題を解決していこう 
とする機運が高まっている 

◇ 文化財が適切に保護され、活用されている 
◇ 次代を担う市民が育つ教育政策が進んでいる 
◇ 子どもと大人が共に育つ教育理念が政策に生きている 
◇ 基礎的な調査・研究を生かした新たな教育の展開が生まれ、教育課題の解決が図られて 
いる 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 32 550 百万円

定例・定型的事業 226 1,494 百万円

人件費         2,532 百万円

 

一般会計概算事業費合計         4,576 百万円

 

次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 

 目指すべき将来像 

学校教育 

・社会教育 政策目標 

２ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 学校教育と社会教育を中心に、明日を担う次世代育成のための教育を展開します。 
地域資源の活用による授業の充実と地域連携の推進のために、平成５年度から「ふれあい教育

推進事業」を展開しています。家庭・地域・学校の連携協力により、児童・生徒の確かな学力、
豊かな心、健やかな体の調和がとれた生きる力を備えた子どもたちを育てます。 
神奈川県総合教育センターと連携をとり、経験年数に応じた基本研修や指定研修などを実施し、

教職員の資質や専門性の向上を図るとともに、児童・生徒一人一人のニーズに応じた教育が進め
られるよう取り組みます。 
公民館などにおける現代的課題や地域課題の学習機会を充実し、市民自らが地域課題を解決し

ていく力や次世代をはぐくむ力をより向上できるよう取り組みます。 
家庭、地域、学校との連携協力により、まち全体で青少年の育成を進めるとともに、青少年会

館などでの体験事業を実施します。 
子どもたちの読書活動を推進するため、読書への興味関心を育てるよう７か月育児相談時に絵

本を渡すブックスタート事業を引き続き実施します。 
こうしたさまざまな事業や活動を通して、次世代の育成にかかわる大人の役割と責任を共有し

ながら、次世代をはぐくむ教育力に富んだまちづくりを進めます。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                教育推進部 学校教育指導課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0４ 学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

 

１ 確かな学力と豊かな人間性の育成 

子どもの育ちを支える教育を推進し、自ら学び続けることによって身に付く学力とともに豊かな

人間性をはぐくみます。 

 

  ２ 児童・生徒が主体的に学ぶ教育の推進 

自分を取り巻く世界との出会いと対話を通し、児童･生徒が学びへの意欲にあふれ、主体的に学

ぶ授業づくりを軸とした教育を進めます。 

 

  ３ 教育相談機能の充実 

児童・生徒が抱える悩みを気軽に相談し、解決することができるよう、学校における教育相談機

能を充実します。 

 

  ４ 児童・生徒一人一人の状況に応じた教育の推進 

児童・生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、生活や学習上の困難を改善し、克服するため、適

切な指導や必要な支援を行う教育を推進します。 

 

  ５ 児童・生徒の成長を促す教育課程の編成 

児童･生徒の学び続ける意欲と豊かな人間性をはぐくむ教育課程を編成し，教育活動として

具現化できるよう学校への支援を行います。 

 

  ６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進 

児童・生徒の確かな学力、豊かな心、健やかな体をはぐくむため、家庭、地域、学校が連携して、

特色ある学校づくり、魅力ある学校づくり、信頼される学校づくりを進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 施策の方向性 

施策目標：４ 

学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 

（学校教育指導課） 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                教育推進部 学校教育指導課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0４ 学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 
 

 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

「学校へ行こ
う週間」の来校
者数（小学校） 

27,373 人 
（平成 20 年度） 

28,500 人 

「学校へ行こ
う週間」の来校
者数（中学校） 

7,351 人 
（平成 20 年度） 

8,500 人 

  開かれた学校づくりの推進に向け，学校の様子を身近
に感じてもらい，学校に対する理解と支援を深めるよう
「学校へ行こう週間」を設定します。 
平成20年度の現状値では，小学校児童１人当たり2.1
人，中学校生徒１人当たり 1.3 人の来校者です。各学校
とも開かれた学校づくりを進めることにより，平成 32
年度には，小・中学校とも平均 2.5 人を上回る来校者を
目標としました。 

学校における
地域人材等の
資源活用数 

469 件 
（平成 20 年度） 

550 件 

 授業の充実のために地域の教育資源が活用され、地域
連携の取組が推進されているかを測ります。平成 20 年
度では、各学校の平均活用件数は 15.1 件でした。各学
校の平均活用件数を 30 件に増やすことを目標としまし
た。 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　学校教育指導課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　確かな学力と豊かな
人間性の育成

　教科書の採択替えに合わせ、新たに使用する教科書及
び指導書などを平成23年度に小学校へ、平成24年度に
中学校へ配備します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

教師用教科書・指導
書などの配備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

小学校19校

中学校13校

教師用教科書・指導
書等配備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 59,600 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　児童・生徒が主体的
に学ぶ教育の推進

　小中学校の学級数に応じた適正な外国人英語指導助手
を配置し、小学校英語活動及び中学校英語教育の充実を
図ります。

※外国人英語指導助手配置延べ日数（平成22年度）：
1,225日
  

　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

外国人英語指導助手
配置延べ日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1,050日

1,050日

外国人英語指導助手
配置事業

平成2５年度

1,050日

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 72,150 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　児童・生徒が主体的
に学ぶ教育の推進

　平成23年４月に開校する汐見台小学校における特色あ
る教育課程の創造に向けて、特別支援学級における学習
活動の支援や教材の充実及び地域、保護者と連携したふ
れあい教育などを推進し、多様な教育活動を行うことが
できるよう教育環境の整備を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

開校に伴う教育的環
境の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

地域連携の推進、特
別支援教育の充実

地域連携の推進、特
別支援教育の充実

汐見台小学校教育振
興事業

平成2５年度

地域連携の推進、特
別支援教育の充実

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,313 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　学校教育指導課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人
の状況に応じた教育の推
進

　通級指導教室に通級する子どもたちの教育的ニーズに
応じた多様な学習指導・生活指導を可能とする教育条件
の整備の充実を図るとともに、担当教員による通級指導
に加えて、専門性のある臨床心理士による相談も実施
し、通級指導の充実を図ります。
　現在、既設は２室で、平成23年度より１室を増設しま
す。

※通級指導教室の設置校（平成22年度）：２校

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

通級指導教室の設置
校

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３校

３校

通級指導教室増設事
業

平成2５年度

３校

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,769 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人
の状況に応じた教育の推
進

　特別な配慮を必要とする子どもたちが安心して学校生
活を送ることができるよう、市内の小中学校にふれあい
補助員を派遣し、子どもたちの一人一人の教育的ニーズ
に応じた支援を行います。

※小・中学校へのふれあい補助員派遣（平成22年度）：
102人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

小・中学校へのふれ
あい補助員派遣

 目標

平成2３年度

平成2４年度

106人

110人

ふれあい補助員派遣
事業

平成2５年度

110人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,681 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人
の状況に応じた教育の推
進

　現在、小学校に６校、中学校に３校の特別支援学級が
あります。平成23年４月に汐見台小学校の開校に合わせ
て特別支援学級を開設します。
　児童・生徒の状況、通学距離、学校施設の使用状況な
どを総合的に判断し、実施計画期間内にさらに小学校１
校及び中学校２校に、特別な配慮を必要とする児童・生
徒のための特別支援学級を増設することを目指します。

※特別支援学級設置校数（平成22年度まで）：小学校６
校、中学校3校

事業実施年度 □継続拡充

事業主体 市

 指標

小学校１校、中学校
２校に特別支援学級
を増設

 目標

平成2３年度

平成2４年度

汐見台小に新設、２
中学校開設準備

－

特別支援学級増設事
業

平成2５年度

小学校１校開設準備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出■

平成２３～２５事業費 79,010 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０４　学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　学校教育指導課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　児童・生徒一人一人
の状況に応じた教育の推
進

　現在、小学校に６校、中学校に３校の特別支援学級が
あります。平成23年４月に汐見台小学校開設に合わせて
１学級新設します。
　平成23年度に２教室の増設工事を行い、平成24年度
より増設した特別支援学級への宿泊行事に係る介助員の
派遣や校外学習における響きあい交流バスの手配、学習
において使用する副読本の購入などを進めます。

※特別支援学級設置校数（平成22年度まで）：小学校６
校、中学校３校

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

小学校１校、中学校
２校に特別支援学級
を増設

 目標

平成2３年度

平成2４年度

汐見台小学校に新設

中学校２校開設

特別支援学級（増設
級）振興事業

平成2５年度

小学校１校開設準備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出■

平成２３～２５事業費 1,168 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　児童・生徒の成長を
促す教育課程の編成

　小・中学校29校に、ノートパソコンを用いて普通教室
からインターネットに接続した授業が展開できる教育情
報ネットワーク環境が整備されています。現在、環境整
備が終了していない小学校が３校あります。
　大規模改修事業にあわせて、実施計画期間内に１校を
整備します。

※ネットワーク環境の整備状況（平成22年度まで）：小
学校16校、中学校13校終了

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

全小中学校のネット
ワーク環境の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

小学校１校

教育情報ネットワー
ク環境整備事業

平成2５年度

－

□□

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,030 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                教育推進部 学校教育指導課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0４ 学びの質を高め、学び続ける意欲を育てる学校教育を推進する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

学校訪問（計画・要請・機会訪問）                 （１ 確かな学力と豊かな人間性の育成） 

 指導主事が各学校を訪問し、全授業を参観し、学校運営や学習指導、児童生徒理解に関わる指導助

言を行います。また、今日的な課題などをとりあげ研究を深めます。 

 
特別支援教育巡回相談事業        （４ 児童・生徒一人一人の状況に応じた教育の推進） 

 特別な配慮を要する子どもたちの教育的ニーズに対応した教育を実現するため、臨床心理士や指導

主事が学校を巡回訪問します。関係機関等と連携して児童生徒及び保護者との相談を実施します。医

師会推薦担当医師からアドバイスを受け、教育・心理・医療の視点から支援体制の充実を図ります。

 

特別支援教育支援事業          （４ 児童・生徒一人一人の状況に応じた教育の推進） 

 特別な配慮を必要とする児童・生徒への個別の支援を行います。社会参加・社会的自立を実現して

いくために、適切な就学相談、教育環境の整備、各種行事を通しての社会的交流の機会を設けます。

 

創意工夫教育事業                  （６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進） 

 学校や地域の特性を生かして、「特色ある学校づくり」「魅力ある学校づくり」を主体的に推進する

ために実施する教育活動を支援します。 

 

ふれあい教育推進事業          （６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進） 

 学校・家庭・地域の連携を深めるとともに、児童・生徒にものづくりや生産活動などの体験的な学

習の機会を提供し、総合性の高い教育活動を展開します。教科・領域を超えて指導協力者を派遣し、

児童や生徒の実態や学校の特性を生かし、体験を重視した創意ある多様な教育活動を展開します。 

 

学校支援地域連携事業          （６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進） 

 家庭・地域・学校が、地域ぐるみで児童・生徒の健やかな心身の育成を図ります。また、学校や地

域の教育活動の充実を目指すとともに地域住民の生涯学習の成果を生かす場の拡充を目指します。 

 
中学校部活動指導協力者派遣事業     （６ 家庭、地域、学校が連携した学校づくりの推進） 

 中学校の部活動が、生徒一人一人の個性を伸張し、豊かな心とたくましい身体を培う上で、より活

発・効果的に展開されるよう、専門的な技術を有する指導協力者を派遣します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 社会教育課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0５ 自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 家庭教育・幼児期の教育の支援 

すべての教育の出発点である家庭教育や幼児期の教育の学習機会や情報の提供などの取り組み

を進め、家庭教育や幼児期の教育を支援します。 

 

  ２ 地域の教育力の向上 

児童・生徒が地域の自然や歴史、文化などを学ぶ機会や地域の人たちとの交流やふれあいなど、

さまざまな体験を通して成長できるよう地域の教育力の充実に取り組みます。 

 

  ３ 効果的な社会教育の推進 

さまざまな社会教育事業を体系化し、現代的課題や地域課題などの社会的要請に対応した学習機

会の提供など効果的な社会教育を推進します。 

 

  ４ 地域の学習拠点としての公民館の充実 

公民館を整備・充実します。公民館は、地域の学習拠点として、家庭、地域、学校を結ぶコーデ

ィネーター的役割を担い、世代間交流、地域づくり、地域活動への支援を行い、地域課題を地域が

自ら解決する力が育つよう支援します。 

 

  ５ 文化財の保護・活用 

先人が守り、伝えてきた市民の誇れる文化であり、次世代へ伝えるべき文化財の調査・研究、保

全・保護、活用を図り、この過程で市民との協働を通じて郷土愛をはぐくみます。 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

社会教育主催
事業・イベント
への参加者数 

44,147 人 
（平成 21 年度） 

45,500 人 

地域社会の課題・要請に対応した学習機会の提供がで
きたかを測ります。 
公民館などの主催事業の参加者数を、地域との連携を
図りながら、1,000 人増やすことを目標としました。 

文化財の指定
件数 
 

39 件 
（平成 21 年度） 

41 件 

平成８年度に新たに４件が市指定文化財となった以
降は、文化財の指定件数に変化はありません。国・県及
び所有者の協力を得ながら、文化財の指定件数を２件増
の 41 件に増やすことを目標とし、後世に継承するため
に適切な保護・活用に努めます。 

施策目標：５ 

自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する 

（社会教育課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　社会教育課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　効果的な社会教育の
推進

　市民と意見交換や、地元住民との調整、関係課かい、
関連事業との調整を行いながら、文化資料館及び周辺地
の整備に関する基本構想策定に向けた作業を進めます。

※事業の進捗状況（平成22年度）：移転予定の地質調
査、土地測量を実施

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

庁内調整

庁内調整・市民意見
聴取

文化資料館移転・整
備及び周辺地整備事
業

平成2５年度

庁内調整・市民意見
聴取、基本構想策定

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 8,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域の学習拠点とし
ての公民館の充実

　社会教育嘱託員の処遇の改善を図り、公民館など（社
会教育施設）における質の高い事業や文化財の保護活用
の充実のため、資質の優れた専門性のある社会教育嘱託
員を任用します。

※社会教育嘱託員の勤務日数（平成２１年度）：3,744
日

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

任用する社会教育嘱
託員の勤務日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

4,218日

4,218日

社会教育嘱託員の処
遇改善

平成2５年度

4,218日

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 720 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　七堂伽藍跡ならびに高座郡衙（ぐんが）について確認
調査を実施し、国の史跡指定手続きを進めるとともに、
公有地化を進めます。また、保存整備のための計画策定

 の準備を進めます。

※事業の進捗状況（平成22年度）：関係機関との調整・
検討委員会の開催（上期）、現地確認調査実施（下期）

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

史跡指定協議

史跡指定申請と公有
地化推進

下寺尾遺跡群（七堂
伽藍跡・高座郡衙）
保存整備事業

平成2５年度

公有地化と保存整備
向け事業の推進

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 149,387 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０５　自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　社会教育課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　参道の北と南の出入口に案内板を設置するほか、隣接
市有地に文化財ポケットパークの設置を進め、参道及び
松並木と周辺の文化財を紹介します。また、設置したポ
ケットパーク及び松並木を維持管理します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

庁内調整

整備計画案（イメー
ジパース）作成

鶴嶺八幡宮参道文化
財整備事業

平成2５年度

文化財ポケットパー
ク・説明板１基

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 6,250 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　都市資源の発掘・調査・研究と保存・活用を目指しま
す。ガイド養成講座などによる人材育成や説明板などの
整備を進め、市民自らが事業を運営していけるよう支援
しながら、まちの活性化につながる事業を展開します。

※説明板などの設置（平成22年度）：３基

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

説明板などの設置

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３基

３基

ちがさき丸ごとふる
さと発見博物館事業

平成2５年度

３基

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,506 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　文化財の保護・活用

　国指定史跡「旧相模川橋脚」の保存整備事業完了から
約４年が経つ平成23年度に橋脚の保存状態の確認調査を
行い、その結果を踏まえた今後の保存管理計画の作成作

  業を進めます。

※保存環境の確立（平成22年度）：関係機関・有識者と
の調整

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

保存環境の確立

 目標

平成2３年度

平成2４年度

橋脚数本の保存状況
調査を行う。

調査結果を基に管理
計画を作成する

国指定史跡　旧相模
川橋脚保存整備

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,667 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 社会教育課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0５ 自分を見つめ、地域を見つめる社会教育と文化財保護を推進する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

子育て（家庭教育）支援事業 (公民館)          （１ 家庭教育・幼児期の教育の支援） 

 子育てに対する不安やストレスが社会問題化している中、家庭教育をテーマとした講座や親を支え

るボランティア活動、親子のふれあいの場の提供など、子育て（家庭教育）への支援を進めます。 

 
子ども体験事業(公民館)                     （２ 地域の教育力の向上） 

 子どもや親子を対象とした、体験学習の機会を公民館利用団体やボランティアなどの協力を得なが

ら実施します。 

 

社会教育講座の開催                      （３ 効果的な社会教育の推進） 

 社会教育講座を実施し、社会を取り巻く現代的課題や地域課題のための学習機会を提供します。 

 

地域交流事業（公民館）              （４ 地域の学習拠点としての公民館の充実） 

 さまざまな形で地域の人たちが集い、交流できる場を提供しながら、自分の住む地域への理解と地

域の中でのコミュニケーションを喚起し、地域づくりや地域の教育力の向上を図られるよう支援しま

す。 

 

文化財保護管理事業                        （５ 文化財の保護・活用） 

 指定文化財などの維持管理をはじめ、説明板などの整備を進め、指定文化財などの保全と継承を行

います。また、開発事業における指導・協議及び届出事務により埋蔵文化財の保護・管理を行います。
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    教育推進部 青少年課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0６ 思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 青少年育成の推進 

子どもたちが安全で安心な環境のなかで、のびのびと育ち、たくましく成長することができるよ

う、家庭、地域、学校の連携による青少年育成を進めます。 

 

  ２ 子どもたちの居場所づくり 

子どもたちが、安全で安心に遊ぶことができる居場所づくりとしての小学校ふれあいプラザ、青

少年広場、青少年会館などの整備や、さまざまな体験活動ができる野外研修施設の整備を進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

小学校ふれあい
プラザ利用者数 

19,312 人 
（平成 21 年度） 

31,000 人 

小学生の放課後の安全・安心な遊び場を設け、地域の
方々の参画を得た異年齢児童の交流の場としての「小学
校ふれあいプラザ」の利用者数により青少年育成事業の
実施状況を測ります。 
平成25年度の全校合わせての延開設日数を2,240日、

1 日平均利用者数を 14 人とし、31,000 人を目標としま
した。 

小学校ふれあい
プラザ開設校数 

15 校 
（平成 21 年度） 

19 校 
平成 20 年度 11 校に開設していた「小学校ふれあいプ
ラザ」の開設校を市内すべての小学校 19 校とすること
を目標としました。 

青少年会館の利
用者数 

168,544 人 
（平成 21 年度） 

175,000 人 
青少年の活動の場のひとつである青少年会館の利用
者を増やします。毎年の利用者数の伸び率を 1％見込
み、175,000 人を目標値としました。 

施策目標：６ 

思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる  （青少年課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　青少年課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　青少年育成の推進

　宇宙飛行士展示コーナーを管理運営するとともに、宇
宙教室を開催し、次世代を担う子どもたちなど多くの方

 に宇宙・科学に関する夢をはぐくみます。

 ※宇宙教室開催数（平成21年度）：４回　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

宇宙教室開催数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

４回

４回

茅ヶ崎ゆかりの宇宙
飛行士関連事業

平成2５年度

４回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 15,399 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　青少年育成の推進

　市内小学１年生への防犯ブザーの貸与をはじめ、街頭
でのキャンペーン活動について、青少年育成団体や地
域、学校と連携し、啓発活動を実施するとともに、有害
図書、薬物の防止を関係機関と連携し推進します。ま
た、学校裏サイトなどの書き込みによるいじめやイン
ターネット犯罪から子どもたちを守るため、インター
ネット有害情報の監視などの取組を進めます。

※支援学区数（平成22年度）：18学区

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

子どもの安全活動に
係る支援学区数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

19学区

19学区

子どもの安全を守る
都市の推進

平成2５年度

19学区

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 7,760 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　海岸青少年会館・福祉会館複合施設の再整備について
は、「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に基づき、
平成26年度以降の基本設計・実施設計に向け、庁内調整
や関係機関との協議を行います。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

複合施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関との協議

関係機関との協議

海岸青少年会館・福
祉会館外複合施設再
整備事業（海岸青少
年会館整備）

平成2５年度

関係機関との協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　青少年課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　（仮称）小出第二小学校用地を活用し、周辺の保存す
べき貴重な自然環境に配慮した野外研修施設の整備に向
けた検討を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

野外研修施設の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

施設導入に係る諸条
件の整理

施設導入に係る諸条
件の整理

野外研修施設の検
討・整備

平成2５年度

施設導入に係る諸条
件の整理

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　青少年広場は住宅地に設置されているものが多いた
め、青少年広場で遊ぶ子どもたちのボールなどが隣接す
る住宅などに飛び込むことによる被害を防ぐため、実施
計画期間内に３広場の外柵の改修を目指します。

※外柵の改修箇所数（平成21年度）：２か所

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

外柵の改修箇所数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１か所

１か所

青少年広場の再整備

平成2５年度

１か所

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 33,156 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　パートナー（安全管理員）が見守る中、学校施設にお
いて異年齢児童間の自主的な遊びを促進します。利用施
設については、各小学校体育館を中心に運動場なども
パートナーを配置するなどの対応により、活動場所の拡
大を目指します。コーディネーターなどの運営委員が、
計画的な運営を行うとともに、学習アドバイザーの配置
による事業の充実を図り、学校・地域・保護者たちとの
調整を行いながら、安全な居場所づくりを推進します。

 ※小学校ふれあいプラザ事業開設校数（平成21年
度）：15校

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

小学校ふれあいプラ
 ザ事業開設校数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

18校

19校

小学校ふれあいプラ
ザ事業

平成2５年度

19校

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 54,090 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０６　思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　青少年課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　自然環境を利用した青少年の育成及び子どもの多様な
居場所づくりのため、市民の森などを実施会場とし、
「虫取り」「泥遊び」「ロープ遊び」「火おこし」「木
工作」など、月１回を目標に禁止事項の少ない、子ども
たちの遊び場の提供を目指します。

 ※冒険遊び場事業開設数（平成21年度）：11回（雨天
 中止１回）　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

冒険遊び場事業開設
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

12回

12回

冒険遊び場事業

平成2５年度

12回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 1,200 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　子どもたちの居場所
づくり

　社会教育嘱託員の雇用形態や報酬体系の見直しによる
処遇改善を行い、優れた社会教育嘱託員を確保し、青少
年会館管理及び主催事業の充実を図ります。

※社会教育嘱託員の勤務日数（平成21年度）：624日
（156日×４人）

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

任用する社会教育嘱
託員の勤務日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

698日

698日

社会教育嘱託員の処
遇改善（青少年会
館・海岸青少年会
館）

平成2５年度

698日

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 174 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                    教育推進部 青少年課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0６ 思いやりの心とたくましく生きぬく力を育てる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

青少年をとりまく環境調査及び浄化活動               （１ 青少年育成の推進） 

 青少年の健全育成に大きな影響を与えている各種営業等の実態を明らかにするとともに、地域の青

少年を取り巻く社会環境健全化推進の取り組みに資するため、青少年指導員の協力によるカラオケボ

ックス、インターネットカフエなどの立入り調査や有害図書の回収を行います。 

 
青少年育成のつどいの開催                     （１ 青少年育成の推進）

 青少年の健全育成の重要性を広く市民に周知するとともに、地域の青少年活動の活性化を図ること

を目的とします。青少年指導員連絡協議会が主体となり、地域・学校等と連携した取り組みを進めま

す。 

 
青少年指導員活動支援                       （１ 青少年育成の推進） 

 青少年を非行や健全育成を阻害するおそれのある行為から守るために、地域において青少年指導員

を中心として行われるパトロールなど青少年を見守り、指導する活動を支援することで青少年の健全

育成を進めます。 

 
青少年会館主催事業の開催                 （２ 子どもたちの居場所づくり） 

青少年事業、子ども事業、親子事業、地域交流事業、共催事業、施設開放事業などの青少年会館主

催事業を開催し、青少年の育成を図ります。 

 
青少年広場の整備事業                   （２ 子どもたちの居場所づくり）

 子どもたちの安全な遊び場として青少年広場を整備し、安全な居場所・遊び場所、地域活動の場と

して整備を行います。青少年広場の定期的な巡回、外柵の破損やゴミの投棄などへの対処、除草や高

木剪定などの管理を行います。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育推進部 図書館 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0７ 地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 図書館の充実 

だれもが利用しやすい図書館を目指し、施設設備、図書館資料、データベースや自主事業などの

充実を図るとともに、市民の読書支援、学習支援を行います。 

 

  ２ 読書に親しむ環境づくり  

お話し会などを通して、子どものころから読書に親しめるよう環境づくりを進めます。 

 
 
 

 

 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

図書館利用者
数 

273,248 人 
（平成 21 年度） 

300,000 人 

図書館の市民
登録率 

47.1％ 
（平成 21 年度） 

50.0％ 

 市民が図書館を情報拠点として利用するための、図書
館利用者登録者を１割増やし、市民登録率を２人に１人
が登録している状態まで伸ばすことを目標としました。 

施策目標：７ 

地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる  （図書館） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０７　地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　図書館

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　図書館の充実

　図書館と各分室のネットワーク化とインターネットに
より、図書館資料の予約の利便性の向上を進めるととも
に、配送システムの整備などにより、身近な公民館など
の分室で、予約資料が受け取りやすい環境づくりを進め
ます。

※インターネット利用等予約冊数（平成21年度）：
104,368冊

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

インターネット利用
等予約冊数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

147,000冊

150,000冊

図書館資料予約事業

平成2５年度

153,000冊

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 22,237 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　読書に親しむ環境づ
くり

　子ども読書活動の普及と啓発のために、家庭での読み
聞かせが行えるよう、読み聞かせの案内や絵本の配布を
乳幼児とその保護者に行うブックスタート事業や学校図
書館などとの連携事業を実施します。併せて、本事業に
は、ボランティアの協力が必要であり、ボランティア団
体の育成と資質の向上のため研修などを実施します。

※ブックスタートパック配付数（平成21年度）：1,618
  パック　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

ブックスタートパッ
ク配付数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1,800パック

1,800パック

子ども読書活動推進
事業

平成2５年度

1,800パック

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 7,658 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育推進部 図書館 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0７ 地域社会を支える情報拠点としての機能をたかめる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

図書館資料収集事業                          （１ 図書館の充実） 

 市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資するため、図書、記録その他必要な資料を収集、

整理、保存し、一般公衆利用に供します。市民の生涯学習を支援するため、多岐多様な学習要望に応

えられるよう図書館資料を充実します。 

 

図書館利用及び貸出事業                        （１ 図書館の充実） 

 市民ニーズを把握し、図書、記録その他必要な資料を収集、整理、保存し、提供します。また、貸

出・返却の利便性を高め、更に利用しやすい環境を整えます。 

 

図書館自主事業                            （１ 図書館の充実） 

 生涯学習のきっかけづくりと推進のため、色々な市民が生涯学習活動を充実できるようなテーマや

開催方法により事業を実施します。特に図書や読書活動に関連する講習や講演会を実施するととも

に、ボランティアの育成と資質の向上を図ります。 

 

図書館の相互利用事業                         （１ 図書館の充実） 

 平塚市、藤沢市及び寒川町に住んでいる人に図書等の貸出を行うとともに、茅ヶ崎市に住んでいる

人は、平塚市、藤沢市及び寒川町の図書館で貸出を受ける相互利用を行い、利用者の利便を図ります。

また、関係行政機関からの図書の借り入れや大学図書館との連携を進めます。 

 

移動図書館運営事業                          （１ 図書館の充実） 

 ２週間に一度のサイクルで 18 箇所を巡回し、図書館を利用することが困難な遠隔地の住民を対象

に図書の貸出を行います。利用者の要望を的確につかみ、積載図書に反映します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 教育政策課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0８ 教育理念を実現する政策を推進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 教育力の向上 

茅ヶ崎の教育力が、学校教育の充実とともに、社会教育の展開により、幼児期の教育が振興され、

地域の教育力や家庭の教育力が向上し、次世代の育成に向けての推進力となるよう取り組みます。 

 

  ２ 基礎研究に基づく重点施策の立案と事業展開 

茅ヶ崎の教育がその効果を発揮できるよう、基礎研究に基づいて重点施策を立案し、事業を展開

します。 

 

  ３ 教育マネジメントの推進  

教育行政を効率的・効果的に運営するため、政策・施策の点検・評価を実施し、総合的な進行管

理を行います。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

地域教育懇談
会の参加者数 

157 人 
（平成 21 年度） 

300 人 

 市における教育の現状と市民ニーズを把握し、茅ヶ崎
市が進める教育政策の基礎資料とするとともに、情報の
共有化を図り、相互理解を深めるための地域教育懇談会
への参加者の２倍増を目標としました。 

教育施策の点
検評価の結果
の施策への反
映数 

－ ９件 

点検・評価の結果は、施策や事務事業などの企画立案
作業における重要な情報です。この結果を活用し、当該
年度以降に適切に反映することで教育基本計画の理念
を実現するための施策を推進します。実施計画期間内に
９施策への反映を目標としました。 

施策目標：８ 

教育理念を実現する政策を推進する  （教育政策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０８　教育理念を実現する政策を推進する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　教育政策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　基礎研究に基づく重
点施策の立案と事業展開

　教育センターにおける幼児期の教育に関する基礎研究
事業と連携し、家庭教育応援プログラムを作成します。
  

　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

プログラムの進行管
理

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 プログラムの作成

 プログラムの実施

家庭教育応援プログ
ラムの作成

平成2５年度

プログラムの実施

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 60 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　教育マネジメントの
推進

　第三者による評価を積極的に活用し、市民などに分か
りやすく公表します。また、計画・実行・評価・改善
（ＰＤＣＡ）のマネジメントサイクルにより、評価など
の結果に基づく事業改善を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

外部評価に附する施
策数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

５施策

７施策

教育施策の点検・評
価

平成2５年度

９施策

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 130 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育推進部 教育政策課 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0８ 教育理念を実現する政策を推進する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

教育に係る調査研究                          （１ 教育力の向上） 

 地域教育懇談会を青少年育成推進協議会の依頼による開催に加え、定期的に開催することで、市に

おける教育の現状と市民ニーズを把握し、茅ヶ崎市が進める教育政策の基礎資料とするとともに、情

報の共有化を図り、相互理解を深めます。 

 
学校規模の適正化                           （１ 教育力の向上） 

 保護者や地域との話し合いを重ね、さまざまな手段を検討し、学校規模の適正化を実現することで、

児童・生徒にとって良好な教育環境を整備します。 

 

教育施策の総合企画            （２ 基礎研究に基づく重点施策の立案と事業展開） 

 茅ヶ崎市の教育がその効果を発揮し、生きる力を備えた次世代を育成するよう基礎研究に基づい

た、効果的、効率的な施策を企画、立案及び推進します。 

 

教育施策の総合調整                     （３ 教育マネジメントの推進） 

 教育に係る施策を部局横断的に実施できるよう、調整を進め、教育に係る施策を総合的に調整し、

効率的、効果的な教育行政を推進します。 

 

教育基本計画（政策・施策）の進行管理             （３ 教育マネジメントの推進） 

 定量的評価、定性的評価及び関係者からの意見聴取に基づく分析により、効率的、効果的な教育行

政を展開します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育推進部 教育センター 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0９ 子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する 
 

 

 
 
 
 
 
   

１ 子どもの成長発達についての調査・研究 

幼児期からの成長過程の中で、どのような経験をすることが豊かな人間性と自律性をはぐくむこ

とにつながっていくのか、教育的側面から研究します。 

 

  ２ 教育課題についての調査・研究 

子どもたちの学習や生活の状況を把握し、幼児期の教育のあり方など教育課題の調査・研究を進

め、学校教育と社会教育の新たな取り組みの展開につなげます。 

 

  ３ 教職員の研修機会の提供と学校の支援 

児童･生徒の学び続ける意欲と豊かな人間性をはぐくむために必要な教育者としての資質や指導

力向上に向けた研修機会の提供と学校支援を実施します。 

 

  ４ 質の高い授業づくりの支援 

学習内容・指導方法に関する実際的な授業研究を踏まえ、質の高い授業の実践を目指した学校づ

くりを実現するための研修を展開します。 

 

  ５ 相談・支援体制の充実 

子どもたちが抱える問題や課題の解決のために必要な相談・支援体制を充実します。特に、教育

相談について、相談者のニーズに応じた総合的、横断的な取り組みができる体制を構築します。 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

教育関係職員の
研修等の参加者
数 

1,583 人 
（平成 21 年度） 

2,000 人 

 教育センターの教育課題についての調査・研究成果を
踏まえ，学校教育及び社会教育の教育関係職員の専門的
資質及び問題解決力等の向上に関する研修の場を設定
し，参加者数の 25％増を目標としました。 

青少年教育相談
室の相談件数 1,808 件 1,900 件 

青少年教育相談室の「相談室」の相談環境を整備充実す
ることにより，心理相談員等による面接相談を拡充し、
相談件数の５％増を目標としました。 

市民・保護者の
講座等の参加者
数 

121 人 
（平成 21 年度） 

250 人 

子どもの成長発達についての調査・研究を進めることに
より，子どもの健やかな育ちを促すために必要な内容の
講座を開催し，市民や保護者，教育関係団体の方々の参
加者を２倍に増やすことを目標としました。 

施策目標：９ 

子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する  （教育センター） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０９　子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　教育センター

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　子どもの成長発達に
ついての調査・研究

　健やかな心身の調和的な発達に必要な教育のあり方に
ついての基礎研究や幼児期の教育のあり方について研究
を進めます。また、研究を生かして、幼児期教育研修会
などの研修の充実を図るとともに、保護者や市民を対象
とした教育セミナー・シンポジウムを開催するなど教育

 への関心を醸成します。　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

基礎研究の公開件数
(セミナー,シンポジ
ウム,講座,会議等)

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

15回

幼児期の教育に関す
る基礎研究・研修事
業

平成2５年度

15回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 360 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　教育課題についての
調査・研究

　茅ヶ崎市内の児童・生徒の学習や生活状況を把握し、
教育研究員会による調査結果を分析し、総合計画及び教
育基本計画の指標目標値と併せて検討することをとおし
て、課題を明確にし、改善や取組に繋げます。また、学
校教育・社会教育連携研究会を開催し、教育関係職員及
び教育関係者への課題の周知を図っていきます。

＊児童生徒意識調査の対象（平成22年度）：小学校３年
生2,133名、小学校６年生2,100名、中学校３年生
1,790名

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

児童生徒意識調査実
施回数及び対象者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 年１回４月実施(小
３，小６,中３　 

 年１回４月実施(小
３，小６,中３　 

子どもたちの学習・
生活状況に関する調
査研究事業

平成2５年度

 年１回４月実施(小
３，小６,中３　 

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　教育課題についての
調査・研究

　茅ヶ崎郷土資料集編さん委員会を設置し、茅ヶ崎郷土
資料集の編さん作業を進めます。学校では、郷土にある
資源を生かした授業で活用するとともに、社会教育での
学習機会において利用できる資料を目指します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

編纂委員会の開催
 　郷土資料集編纂

状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

編纂作業の実施

編纂作業の実施

茅ヶ崎郷土資料集編
纂刊行事業

平成2５年度

編纂作業の実施

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

２　次世代をはぐくむ教育力に富んだまち

０９　子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する

基本理念

政策目標

施策目標

教育推進部　教育センター

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　質の高い授業づくり
の支援

　教育研究機関や大学などの研究者との連携を進め、学
習指導講座の充実を図ることにより、質の高い授業づく
りに関する学校内の研修を支援します。また、学びを創
る教職員の授業力向上プログラムの開発や教育活動の実

  践展開に役立つ情報の収集と提供を行います。　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

授業力向上プログラ
 ムの開発状況、学

習指導講座開催数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

授業力向上プログラ
ムの開発、24回

 

28回

学校内研修支援事業

平成2５年度
 

32回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 12,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　相談・支援体制の充
実

　来所相談の増加に対応することができるよう、必要な
部屋数を確保します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

環境整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 施設整備完了新相
談室稼働

－

教育センター研修・
相談環境整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 600 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　相談・支援体制の充
実

　平成23年４月に開校する汐見台小学校に心の教育相談
員を新規配置します。また、心の教育相談員の勤務日数

  を授業日数と同日数とすることを目指します。　

＊心の教育相談員の勤務日数（平成22年度）：120日

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

心の教育相談員の勤
務日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

120日

120日

心の教育相談拡充事
業

平成2５年度

120日

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育推進部 教育センター 

政策目標２ 次世代をはぐくむ教育力に富んだまち 
施策目標 0９ 子どもの健やかな育ちを促す教育を研究し支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

「子どもの教育」講座・講演事業         （１ 子どもの成長発達についての調査・研究） 

 子どもの成長発達に関する基礎研究を踏まえ、次世代育成に関わる学校や関係団体をはじめ、市民

全体に向けて教育への意識醸成につながる講座、講演等の事業を実施します。 

 

茅ヶ崎教育調査研究推進事業               （２ 教育課題についての調査・研究） 

 茅ヶ崎の教育のあり方について調査研究を行い，多様な教育課題に対応します。教育基本計画を実

効的にしていくために必要な研究及び教育課題を解決していくための研究を推進します。 

 

神奈川県立総合教育センター等関係研修推進事業  （３ 教職員の研修機会の提供と学校の支援） 

 神奈川県総合教育センター及び体育センターが実施する基本研修，指定研修等を活用して、教育人

材の育成、支援教育の総合的推進、教職員の資質・能力と組織力の向上に関する研修を推進し，学校

支援を実施します。 

 

質の高い授業実践講座事業                 （４ 質の高い授業づくりの支援） 

 小中学校教職員が，日々の授業改善に生かすことができる研修の機会を提供します。新教育課程の

趣旨を踏まえた教科ごとの質の高い授業の具現化を図ることができるよう、調査研究の成果を活用し

た内容の実践講座を開催し、児童生徒の学び続ける意欲を育てる授業づくりを支援します。 

 

青少年教育相談事業                       （５ 相談・支援体制の充実） 

 青少年が教育上直面する問題と不安や悩みの相談に対応し、その健全な育成、非行化防止及び自立

を目指した支援・相談を行います。複雑化・多様化する相談内容に適切かつ迅速に対応し、児童・生

徒、青少年の健全な育成を援助します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標３ 次代にむかって教育環境ゆたかなまち 

 
 
 
 
 
 
◇ より広い視野から教育方針を決定している 
◇ 一貫した教育方針を基に、安定した継続性のある施策を実施している 
◇ 教育行政の推進と学校教育環境の充実が図られている 
◇ 教育施設の改善が進み、児童・生徒の安全性、快適性が保たれている 
◇ 児童・生徒が健康で安全・安心な学校生活を送ることができる教育環境が整備されている 
◇ 地産地消、食の安全、栄養バランスなど、食育に配慮された給食が提供され、児童・生徒 
たちが健やかに育っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 2０ 2,767 百万円

定例・定型的事業 1１3 3,361 百万円

人件費          4,099 百万円

 

一般会計概算事業費合計         10,227 百万円

 

次代にむかって教育環境ゆたかなまち 

 目指すべき将来像 

教育環境政策目標 

３ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性  児童・生徒数は、全国的には減少傾向にありますが、茅ヶ崎市ではしばらくの間増加し、平成
32 年にピークを迎え、その後減少に転じると見込まれています。長期的視点に立ちながら、計画
期間においてはハード・ソフト両面にわたる整備・充実が求められます。 
学校校舎や屋内運動場の耐震工事は終了しています。大規模改修事業や環境改善事業により学

校施設の格差を解消し、児童・生徒が快適で充実した教育環境の中で学べるよう学校施設の整備
を進めます。 
健やかな体をはぐくむため、質の良い給食の提供、健康管理に関する指導と助言体制を整備し

ます。また、確かな学力と豊かな人間性をはぐくむため、教職員の確保と適正な配置などにより、
児童・生徒が安全・安心に学べる良好な教育環境と質の高い教育を受けられる体制を整えます。

政策目標における３年間の目指すべき方向性 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育総務部 教育総務課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１0 円滑に教育行政を進める 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 理解され、信頼される教育行政の推進 

教育委員会の役割や活動について情報を発信し、市民から理解され、信頼される教育行政を推進

します。 

 

  ２ 教育行政の効率的・効果的な運営 

教育行政を効率的・効果的に運営するため、継続性のある施策を充実したものとするとともに、

組織、人事、事務管理の一層の適正化を図ります。 

 

  ３ 教育効果を発揮できる環境づくり 

教育効果を発揮できる教育行政を円滑に推進するため、教育を取り巻く社会環境の変化などに対

し、充実した審議で適切な意思決定とそれに伴う施策を実現できる環境づくりを進めます。 

 

  ４ 学校備品などの適正管理 

教育環境と授業の充実を図り、児童・生徒の学ぶ意欲をはぐくむため、学校備品、学校遊具・体

育器具の管理を適正に行います。 

 
 
 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

小学校の学校
図書館の蔵書
率 100％の学校
数 

８校 
（平成 21 年度） 

17 校 

児童の読書環境充実のため、引き続き学校図書館の蔵
書整備に努め、国が定める小学校の学校図書館の蔵書率
100％を達成した学校が、全 19 校のうち 17 校となるこ
とを目標としました。 

中学校の学校
図書館の蔵書
率 100％の学校
数 

３校 
（平成 21 年度） 

５校 

生徒の読書環境充実のため、引き続き学校図書館の蔵
書整備に努め、国が定める中学校の学校図書館の蔵書率
100％を達成した学校が、全 13 校の内５校となることを
目標としました。 

施策目標：１０ 

円滑に教育行政を進める  （教育総務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１０　円滑に教育行政を進める

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　教育総務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　教育効果を発揮でき
る環境づくり

　「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公
益社団法人及び公益財団法人の認定などに関する法律の
施行に伴う関係法律の整備などに関する法律」の施行に
より平成25年11月30日までに(財)茅ヶ崎市学校建設公
社組織を整理します。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事務の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

組織の整理

公社の整理手続完了

学校建設公社の組織
整理に係る事務

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　学校備品などの適正
管理

　平成23年４月１日開校する汐見台小学校の開校後の円
  滑な学校運営を行います。　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

汐見台小学校管理日
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

366日

365日

汐見台小学校管理事
業

平成2５年度

365日

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 63,720 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                   教育総務部 教育総務課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１0 円滑に教育行政を進める 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

教育委員会の運営業務               （１ 理解され、信頼される教育行政の推進） 

 教育委員会の活動を地域住民に広く伝えるとともに、学校訪問、学校行事などへの参加、教育関係

者、児童・生徒との積極的な交流、自主的な勉強会など教育委員活動の調整を行います。 

 

小学校の運営・維持のための事務            （２ 教育行政の効率的・効果的な運営） 

 学校教育法にしたがって、普通教育を実施するため、市立小学校の運営・維持に必要な事務を行い

ます。 

 

中学校の運営・維持のための事務            （２ 教育行政の効率的・効果的な運営） 

 学校教育法にしたがって、普通教育を実施するため、市立中学校の運営・維持に必要な事務を行い

ます。 

 

小学校の義務教育教材の整備                 （４ 学校備品などの適正管理） 

 教科書だけでなく、有益で適切な教材を使用することで、授業の効果を高めるため、必要な教材を

準備します。 

 

中学校の義務教育教材の整備                 （４ 学校備品などの適正管理） 

 教科書だけでなく、有益で適切な教材を使用することで、授業の効果を高めるため、必要な教材を

準備します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育総務部 教育施設課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１１ 安全で快適な教育環境をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 教育施設の整備 

老朽化した教育施設の整備など日ごろの教育環境の向上に努めるとともに、児童・生徒をはじめ

多くの人々が安全・安心で快適に学習と利用ができるように、大規模改修事業や環境改善事業など

を行い、教育施設を整備します。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

大規模改修事
業の進捗  

０％ 
（平成 21 年度） 

20.0％ 

学校教育施設が良好に整備されているかどうかを測
ります。 
大規模改修事業計画校 20 校(小学校 14 校、中学校６
校)のうち、平成 21 年度までに改修に着手したのは２校
ですが、平成 32 年度までに 20 校の改修完了を目指し、
平成 25 年度までに４校の改修を行うこととし、進捗率
20％を目標としました。 

施策目標：１１ 

安全で快適な教育環境をつくる  （教育施設課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１１　安全で快適な教育環境をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　教育施設課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　平成21年３月末現在において築３０年を超えた小学校
を対象として、校舎棟の外壁改修、屋上防水、内装改修

 などの適切な改修工事を行います。
　実施計画期間内に２校４棟の改修と、４校９棟の設計
を行います。

※実施済み棟数（平成22年度）：５棟

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

改修工事実施棟数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

設計委託５棟

工事実施２棟

小学校大規模改修整
備事業

平成2５年度

工事実施２棟、設計
委託４棟

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 857,992 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　小学校のトイレの３Ｋ(暗い･臭い･汚い)解消に向けた改
修を行い、明るく、快適なトイレ空間を作ります。
　実施計画期間内に、小学校大規模改修整備事業に併せ
て３系列の改修と、７系列の設計を行います。（小学校

 大規模改修整備事業費で対応）

※改修済み系列数（平成22年度）：28系列
※系列：校舎各階の同位置にあるトイレ排水施設の縦配

 列　　　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

トイレ改修の系列数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

設計委託４系列

工事実施２系列

小学校トイレ改修整
備事業

平成2５年度

工事実施１系列、設
計委託３系列

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　図書室に空調設備を設置し、快適な室内環境を創設す
ることにより、本に親しみやすい環境づくりを行いま
す。実施計画期間内に10校を整備します。

※空調設備の設置校数（平成22年度）：図書室６校、音
楽室10校

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

空調設備の設置校数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３校

３校

小学校特別教室等空
調設備設置事業

平成2５年度

４校

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 48,700 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１１　安全で快適な教育環境をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　教育施設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　近年中に増改築などが予定されているなど底地整理の
必要性についての順位付けを行い、緊急性の高い小学校
から学校敷地内に登記簿上残存する道水路を整理する底
地整理事業を行います。
　実施計画期間内に１校実施します。

※事業実施校数（平成22年度）：３校

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

校舎等の増改築など
が可能な敷地条件の
把握又は整理

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

小学校敷地底地整理
事業

平成2５年度

１校

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　小学校19校の良好な教育環境を確保するため、各小学
校施設の老朽化に応じた、校舎棟の外壁改修、屋上防
水、グラウンド改修、電気設備、内装改修などの修繕工
事を行います。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

快適、良好な教育環
境の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

全小学校

全小学校

小学校施設整備事業

平成2５年度

全小学校

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 555,640 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　近年中に増改築などが予定されているなど底地整理の
必要性についての順位付けを行い、緊急性の高い中学校
から学校敷地内に登記簿上残存する道水路を整理する底

  地整理事業を行います。
　実施計画期間内に２校を実施します。

※事業実施校数（平成22年度）：２校

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

校舎等の増改築など
が可能な敷地条件の
把握又は整理

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１校

１校

中学校敷地底地整理
事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 8,800 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１１　安全で快適な教育環境をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　教育施設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　中学校13校の良好な教育環境を確保するため、各中学
校施設の老朽化に応じた、校舎棟の外壁改修、屋上防
水、グラウンド改修、電気設備、内装改修などの修繕工
事を行います。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

快適、良好な教育環
境の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

全中学校

全中学校

中学校施設整備事業

平成2５年度

全中学校

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 348,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　(財)茅ヶ崎市学校建設公社の組織の整理に伴い、公社が
保有する残余財産について整理します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

学校建設公社の保有
財産の整理

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

保有財産の整理手続
完了

学校建設公社の整理
に係る事務

平成2５年度

－

□□

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 58,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　教育施設の整備

　中学校のグラウンドの拡張を図るため、運動場の用地
買収、建物補償及び運動場敷地の整備などを検討しま
す。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

対象地の不動産鑑定
調査

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

中学校グラウンド
(一校)拡張事業

平成2５年度

調査

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                  教育総務部 教育施設課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１１ 安全で快適な教育環境をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

小学校施設の維持管理                        （１ 教育施設の整備） 

 小学校施設の良好な状態を確保するため、小学校施設を適切に管理します。 

 
中学校施設の維持管理                        （１ 教育施設の整備） 

 中学校施設の良好な状態を確保するため、中学校施設を適切に管理します。 

 

教育施設の工事の設計及び監理事務                  （１ 教育施設の整備） 

 教育施設の建築･修繕工事の見積もり、設計図書の作成、管理･監督、工事台帳の管理などを行いま

す。 

 

小学校施設の保守管理                        （１ 教育施設の整備） 

 法令に基づく小学校施設の点検検査などを適切に実施し、児童の安全で良好な教育環境の確保及び

学校施設の適切な維持管理を行います。 

 

中学校施設の保守管理                        （１ 教育施設の整備） 

 法令に基づく中学校施設の点検検査などを適切に実施し、生徒の安全で良好な教育環境の確保及び

学校施設の適切な維持管理を行います。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育総務部 学務課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１２ 健やかで安心できる学校生活を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 就学が困難な児童・生徒への支援 

経済的な理由で就学が困難な児童・生徒に対して学用品費、学校給食費などを支援します。 

 

  ２ 学校給食の充実 

健やかな心身の育成のため、献立を充実し、食の安全確保、衛生管理を徹底し、質の良い給食の

提供に努めるとともに、食の大切さを伝えます。 

 

  ３ 学校保健の充実 

健康診断を実施し、児童・生徒の健康状況を把握するとともに、健康管理に関する指導・助言体

制を整備し、児童・生徒の健康保持増進を図ります。 

 

  ４ 教職員の適正配置 

教職員の確保と適切な配置により、児童・生徒が効果的に教育を受けられる体制を整えます。 

 
  ５ 登下校時の児童の安全確保 
    警察など関係機関や家庭・学校・地域と連携し、登下校時の児童の安全を図ります。 

 

６ 適正な就学事務の実施 

    児童・生徒が義務教育を受けるための就学事務を適正に行います。 
 
 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

朝食を毎日食
べている児童
の割合 

89.7％ 
（平成 21 年度） 

100.0％ 
 学校給食や授業をとおした食育により、朝食の重要性
を伝え、健やかに育つ力を養います。すべての児童が朝
食を毎日食べることを目標としました。 

施策目標：１２ 

健やかで安心できる学校生活を支援する  （学務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　学務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　就学が困難な児童・
生徒への支援

　経済的理由により就学困難な児童に就学援助費を支給
します。併せて、就学援助制度の周知を行うとともに、
子どもたちを取り巻く社会経済情勢・生活環境などの変
化に対応した制度運用を図ります。

※支給件数（平成21年度）：5,446件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

支給件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

5,500件

5,500件

要保護及び準要保護
児童就学援助(小学
校）

平成2５年度

5,500件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 387,138 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　就学が困難な児童・
生徒への支援

　経済的理由により就学困難な生徒に就学援助費を支給
します。併せて、就学援助制度の周知を行うとともに、
子どもたちを取り巻く社会経済情勢・生活環境などの変
化に対応した制度運用を図ります。

※支給件数（平成21年度）：2,541件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

支給件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

2,600件

2,600件

要保護及び準要保護
生徒就学援助（中学
校）

平成2５年度

2,600件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 163,930 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　施設の改修及び施設の新設に併せ強化磁器の食器の導
入を進めます。実施計画期間内に鶴嶺小学校への導入を

 行います。

※強化磁器の導入済み校（平成22年度）：14校

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

強化磁器の導入

 目標

平成2３年度

平成2４年度

鶴嶺小強化磁器導入
完了

－

学校給食食器改善事
業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 9,568 千円

施策の方向性

－90－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　学務課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　給食調理場の修繕を行い、適切な維持管理に努めま
す。実施計画期間内に梅田小学校・西浜小学校の修繕整
備します。

※修繕校数（平成21年度）：２校

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

修繕校数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１校

学校施設（調理場）
の整備に係る事務
（修繕）

平成2５年度

１校

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 10,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　児童数の増加及び強化磁器食器化への対応のため、調
理機器などの入れ替えや増設整備を行います。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

鶴嶺小学校調理場大
規模改修工事

 目標

平成2３年度

平成2４年度

工事完了

－

鶴嶺小学校調理場施
設整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 204,949 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　予測される児童数に併せた調理機器入れ替え及び食器
消毒保管庫などを増設するとともに、調理場の屋上防
水・外壁・内壁及び給湯設備などの改修を行います。実

  施計画期間内に２校を整備します。　
　・香川小学校
　・浜須賀小学校

※調理場の施設整備（平成21年度）：０校

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

調理場の施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1校

1校

調理場施設整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 29,696 千円

施策の方向性

－91－



１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

３　次代に向かって教育環境ゆたかなまち

１２　健やかで安心できる学校生活を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

教育総務部　学務課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　学校給食の充実

　児童に作りたての学校給食が提供できるよう単独調理
場未設置校に給食調理場を設置します。実施計画期間内
に１小学校への着手を目指します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

学校施設（調理場）
新設事業

平成2５年度

調理場設計委託１校

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 9,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　教職員の適正配置

　各学校の課題解決や特色ある学校運営のため、市費に
よる教員を任用し、学校の状況に応じて配置し、学校教
育の質を高めます。

※市費教員（非常勤嘱託職員）の任用数（平成22年
度）：６人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

市費教員（非常勤嘱
託職員）の任用

 目標

平成2３年度

平成2４年度

６人

６人

市費教員任用事業

平成2５年度

６人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 972 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　登下校時の児童の安
全確保

　登下校時の児童の安全を確保するため、平成23年４月
に開校する汐見台小学校通学路の交差点に、学校の見守
り体制が整うまでの間、交通誘導員を配置します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

交通誘導員の配置

 目標

平成2３年度

平成2４年度

200日

－

通学路の安全対策事
業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,040 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり                     教育総務部 学務課 

政策目標３ 次代に向かって教育環境ゆたかなまち 
施策目標１２ 健やかで安心できる学校生活を支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

要保護児童・要保護生徒就学援助            （１ 就学が困難な児童・生徒への支援） 

 経済的理由により就学困難な児童・生徒のための就学援助事務の適正な執行を図ります。 

 
学校給食の管理及び運営に係る事務                  （２ 学校給食の充実） 

 給食を実施するための献立の検討や備品・消耗品等の購入のほか、給食費のあり方などを検討し、

学校給食の充実を図ります。 

 

学校保健の推進に係る事務                      （３ 学校保健の充実） 

 学校医、各種委員会と協力し、学校保健の管理維持及び充実を図ります。 

 

教職員の採用・辞職・配置換に係る事務               （４ 教職員の適正配置） 

 教職員の採用・辞職・配置換に必要な事務手続を行い、教職員の適正な配置と教職員の編制の強化

を図ります。 

 

学齢簿の編製及び加除訂正に係る事務              （６ 適正な就学事務の実施） 

 児童生徒の就学や転出入学に伴う事務を適正に行い、学齢簿を編製します。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり 
政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 

 
 
 
 
 
 
 
◇ 市民の学習意欲に応えて、学習拠点とともに、市民、大学、事業者などとの協働によって 
新しい学習の場や機会が充実している 

◇ 地域文化への愛着と未来への創造力があふれ、だれもが自然に文化・芸術に親しんでいる 
◇ 世代を超えてスポーツに親しみ、健康に暮らしている人が増えている 
◇ 互いを尊重しながら、自らの意思で積極的に等しく社会に参画できる環境が整っている 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 ８ 2,412 百万円

定例・定型的事業 54 1,739 百万円

人件費           816 百万円

  

一般会計概算事業費合計          4,967 百万円

 
 

多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

 目指すべき将来像 

生涯学習 

・文化 

政策目標 

４ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

生涯を通じて、学習、文化活動、スポーツ、健康づくり、都市や人との交流などによって人が
成長するあらゆる過程において支援を行います。 
「まなび人材事業」、「文教大学公開講座」、「ちがさき市民大学」、「市民まなび講座」など、市
民一人一人が自ら課題を持って学べる学習機会を提供しています。市民文化会館や美術館などの
芸術・文化施設は、安定した利用状況であり、市民に親しまれています。市民が学びや芸術活動
に参加し易い環境を整え、活発な市民の生涯学習活動や文化活動がより多く行われるよう施策を
展開します。 
市民がスポーツに親しめる機会を提供するため、各種スポーツ教室、市総合体育大会や各種大

会を開催しています。一次予防(疾病の発生そのものを予防する) を目的に、栄養改善教室や運動
教室などの健康教室と保健指導を実施しています。多くの市民が主体的に健康づくりに取り組み、
それぞれの体力や年齢、目的などに応じて、いつでも、どこでもスポーツに親しむ生涯スポーツ
と健康づくりとの連携を推進します。 
茅ヶ崎市の外国人登録者数は、年々増加傾向にあり、国際化に対応したサービスが求められて

います。固定的性別役割分担意識、男女の不平等感が根強く残っています。性別、年齢、国籍、
障害の有無などにとらわれることなく、あらゆる場面で個人の個性と能力を発揮できる社会環境
づくりを進めます。 

 

－94－



基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 文化生涯学習課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１３ まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 市民の自主的な学習活動の促進 

だれもが自由に参加し、互いに学び、学んだことを生かせる学習環境を整えることにより、市民
の自主的な学習活動を促します。 

 
  ２ 生涯学習を担う人材の活用 

生涯学習を担う人材を活用して、時代の変化に対応し、自立した個人の成長を支援します。 
 
  ３ 生涯学習拠点の整備とネットワークの構築 

生涯学習の拠点を整備し、生涯学習を総合的に展開していきます。また、企業・ＮＰＯ・学校・
市民のネットワークを構築します。 
 

  ４ 芸術・文化に触れ合う機会の増加 
芸術・文化を通して、だれもが日々の暮らしを豊かにし、心の充足感、生きる力、他人に対する
優しさなどをはぐくむことができるよう努めます。 
 

  ５ 身近なところで触れる芸術活動の展開 
芸術・文化への最初の接点への取り組みや、芸術・文化鑑賞事業や創造育成事業、次世代育成事
業で「気づき」の仕掛けにより、芸術・文化になじみが薄かった層の新たな参画を促します 
 

  ６ 市史の編さん、情報発信 
茅ヶ崎市に関する歴史資料を調査・収集・保存し、歴史講座の開催や「ヒストリアちがさき」の
刊行などにより、成果を広く発信することにより、わがまち、わが地域への愛着心をはぐくみます。 
 

  ７ 文化生涯学習プランの推進 
    本市の文化と生涯学習の施策推進の基本プランを策定するとともに、本プランに定められた事業

の推進を図ります。 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市民講師登録
人数 

56 人 
（平成 21 年度） 61 人 

 平成 16 年度より、まなびの市民講師の登録数は 47
人から 61 人の間を推移しています。学習指導や支援へ
の参加意識を高めるように努め、1 割増の登録数 61 人
を目標としました。 

文化芸術事業
参加者数 

497,519 人 
（平成 21 年度） 517,000 人 

市民文化会館と美術館を茅ヶ崎市の文化芸術の拠点
と考え、同施設を訪れ文化芸術に触れた人たちの数が増
加することにより、だれもが自然に文化芸術に親しんで
いる将来になることを目指し、参加者数の４％増加を目
標としました。 
文化芸術事業参加者数＝茅ヶ崎市民文化会館入場
者・利用者数（大ホール・小ホール・展示室・会議室・
練習室の入場者・利用者総計）＋茅ヶ崎市美術館入館者
数（入館者総計）とします。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：１３ 

まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力

をはぐくむ                              （文化生涯学習課） 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基本理念

政策目標

施策目標

文化生涯学習部　文化生涯学習課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合
う機会の増加

　市民ギャラリー利用予約事務に関して、公共施設予約
システムを改修することにより、紙媒体の申請書・手作
業による予約手続から電子機器を活用した予約システム
に移行するため、施設予約システムを導入します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

システムの導入

－

市民ギャラリーの施
設予約システムの導
入

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,400 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合
う機会の増加

　茅ヶ崎市にゆかりのある川上音二郎の没後100年、そ
の妻貞奴の生誕140年に際して、九代目市川団十郎との
関係や、日本の女優第一号である貞奴の人物像、また、
高砂緑地の邸宅を紹介し、欧州での経験に基づく日本演
劇の改良や西洋近代演劇、劇場のシステム、戯曲等川上
音二郎・貞奴の功績を広く市民に紹介するための展覧会
を開催します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

事業開催

－

（仮称）没後100年
記念川上音二郎・生
誕140年記念川上貞
奴展

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合
う機会の増加

　郷土の発展、変遷の理解を促すとともに、茅ヶ崎ゆか
りの文人などの軌跡を通し、茅ヶ崎への愛着をはぐく
み、文化に触れ合う機会の増加を図るため、茅ヶ崎市ゆ
かりの文人などを紹介する資料などを展示する機会や展
示スペースの確保を検討します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

庁内調整・展示場所
の調査・研究

庁内調整・展示場所
の具体的検討

茅ヶ崎市ゆかりの文
人等を紹介する展示
スペース等の検討

平成2５年度

展示開始に向けた調
整

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

１３　まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ

基本理念

政策目標

施策目標

文化生涯学習部　文化生涯学習課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　芸術・文化に触れ合
う機会の増加

　「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に基づき、平
成26年以降の施設整備に向け、庁内調整及び関係機関と
の協議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関との協議

関係機関との協議

茅ヶ崎市民文化会館
再整備事業

平成2５年度

関係機関との協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

７　文化生涯学習プラン
の推進

　市民の意見や各個別計画との整合性を考慮し、文化生
涯学習プラン推進委員会での答申をふまえ、本市におけ
る文化行政・生涯学習行政の推進に関する総合的・計画
的な施策展開の方向性を示す指針としての新たなプラン
を平成22年度・平成23年度の２か年で策定します。

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

プランの策定

－

文化生涯学習プラン
の策定

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,530 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 文化生涯学習課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１３ まなびを通して、自らが住むまちについて知り、愛着を持ち、未来を創造する力をはぐくむ 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

生涯学習の機会の提供                 （１ 市民の自主的な学習活動の促進） 

 地域に根ざした学習活動の促進のため、学習を通じて身につけた知識や技術の成果を生かせる、市

民の自主的な運営による事業の展開を行います。また、関係課や関係団体などとの連携により、市民

の多様な学習ニーズに応えます。 

 
まなび人材事業                      （２ 生涯学習を担う人材の活用） 

 専門的な知識や技術を持っている人や地域で活躍している団体の指導者に生涯学習における身近

な支援者（まなびの市民講師）としての活躍の場となる登録制度の充実を図るとともに、登録制度の

活用を促します。また、人材育成として生涯学習支援者養成講座などを開講し、スキルアップを図り

ます。 

 
生涯学習情報の収集・提供と相談体制の充実   （３ 生涯学習拠点の整備とネットワークの構築） 

 市民の学習活動が円滑にしかも活発に行われるよう学習情報の収集・発信を行うとともに、市民に

身近で気軽に学習相談ができる相談体制を整備し、充実を図ります。また、市民の生涯学習を支援す

る情報の発信・交流拠点として、生涯学習事業の情報が一元的に収集できるシステムを構築します。

 
茅ヶ崎市民文化会館維持管理事業           （４ 芸術・文化に触れ合う機会の増加） 

 利用者が安心して文化活動を行うことができるように安全で快適な施設を維持します。耐用年数を

考慮し、比較的早い時期に修繕を要するもの、早急ではないが規模の大きなもの等をリスト化するな

ど整理し、修繕を計画的に行うことで適切な維持管理を行います。 

 
文化活動推進及び支援事業               （４ 芸術・文化に触れ合う機会の増加） 

 文化芸術に携わる団体と連携して事業を行い、人々が文化活動を親しみ、生きがいをもつ機会を提

供するとともに、将来の地域文化を担う人材の育成を図ります。より多くの市民へ文化芸術の紹介を

行っていくとともに、本市の文化活動を行っている団体を支援します。 

 
市史資料の収集・保管及び刊行事業              （６ 市史の編さん、情報発信） 

 市民の郷土意識やまちに対する愛着心を育むために資料を収集して「市史」、「市史現代」、「市史ブ

ックレット」、「市史史料集」、「市史資料所在目録」、「市史研究」、「ヒストリアちがさき」などを刊行

してきました。今後も、資料の調査・収集・整理をして、「ヒストリアちがさき」などを刊行します。
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 スポーツ健康課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１４ いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 生涯スポーツ・健康づくりの推進 

市民のだれもが、それぞれの体力や年齢、技術、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまで

もスポーツに親しみ健康づくりができる、生涯スポーツと健康づくりの推進を図ります。 

 

  ２ さまざまなスポーツに取り組める環境づくり 

スポーツ人口を増やし、指導者を育成し、さまざまな種類のスポーツに多くの人が気軽に参加す

る環境づくりを進めます。 

 

  ３ スポーツ施設整備の推進 

市民のだれもが、気軽にスポーツに親しめるよう、既存スポーツ施設のバリアフリー化を含めた

機能充実と新たなスポーツ施設整備の推進を図ります。 

 

  ４ 健康意識の向上 

市民一人一人が、健康づくりに主体的に取り組めるよう、健康に関する適切な情報と場を提供し、

健康意識の向上を図ります。 

 

  ５ 食育についての正しい知識の普及 

市民一人一人が、主体的自発的に健全な食生活を送ることができるよう、食育についての正しい

知識を普及します。 

 

  ６ 一次予防に重点を置いた健康づくりの推進 

生活習慣を改善して健康を増進し、生活習慣病などを予防する一次予防に重点を置き、健康教室

や保健指導などを実施し、市民全体の健康づくりを推進します。 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市営体育施設
の利用者数 
 

437,307 人 
（平成 21 年度） 539,000 人 

施設の予約方法の改善、指定管理者との運営状況につ
いての協議などにより、利便性の向上を図りながら、ス
ポーツ実施率の上昇率と合わせ、市営体育施設の利用者
を増やします。平成 22 年 3 月の温水プール新規開設に
よる 88,000 人の増と既存施設の３～４％の稼働率向上
を見込み利用者 539,000 人を目標としました。 

健康事業への
参加者数 

1,297 人 
（平成 21 年度） 1,450 人 

健康に対する意識を向上させるため、健康教室の開催
数を増やし、知識の普及を図ります。健康教室開催数の
増による 150 人程度の増加を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：１４ 

いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる 

（スポーツ健康課） 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

１４　いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

文化生涯学習部　スポーツ健康課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生涯スポーツ・健康
づくりの推進

　（仮称）柳島スポーツ公園は、多様な市民ニーズに対
応したスポーツ拠点として、総合競技場、テニスコー
ト、多目的広場、駐車場などの施設を配置するととも
に、緑地の確保や防災機能を備えた施設整備を図りま
す。また、公園整備にあわせ、周辺施設との連携や動線

 計画などを考慮した道路や歩道の整備を目指します。
　平成22年度に基本計画を策定しました。平成28年度
完成を目指し、実施計画期間内に用地買収を行います。
（総事業費6,649,721千円）
※事業の進捗状況（平成22年度）：基本計画策定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

都市計画決定、事業
認可

用地買収

（仮称）柳島スポー
ツ公園整備事業

平成2５年度

用地買収

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,399,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　一次予防に重点を置
いた健康づくりの推進

　アンケート調査や（仮）健康づくり推進委員会の協議
を踏まえて、市民の健康増進を総合的に推進する施策を
とりまとめた、「（仮）茅ヶ崎市健康増進計画」を策定
します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

計画の骨子案の作成

計画の策定

健康増進計画の策定

平成2５年度

 施策の推進（管
理・評価）

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,472 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 スポーツ健康課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１４ いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

各種体育大会等の開催                        （１ 生涯スポーツ・健康づくりの推進） 

 市民の健康の保持増進及び体力の向上を図るため、市総合体育大会、各種事業など及びスポーツ教

室を開催し、スポーツに親しめる機会を提供します。 
 

総合型地域スポーツクラブの育成                  （１ 生涯スポーツ・健康づくりの推進） 

 総合型地域スポーツクラブの継続的活動に向けて、既存の活動団体の支援を行うとともに、市民へ

の周知や啓発活動を行います。 
 

体育施設の管理・運営                              （３ スポーツ施設整備の推進） 

 スポーツ・レクリエーション活動に対する市民ニーズは高まっており、既存スポーツ施設の適正な

維持・管理や新たなスポーツ施設の整備が求められています。指定管理者との協議などを通して、適

切な管理に対する指導を行い、市民サービスの向上を図ります。 
 

食育推進事業                    （５ 食育についての正しい知識の普及） 

 日々忙しい生活を送る中では「食の大切さ」を忘れがちになります。また、不規則な食事や栄養バ

ランスの偏りにより生活習慣病が増加するなど、心身ともに健康に暮らすために基本である食生活の

改善が必要です。一人一人が自立的に食生活を営む力を育てる環境づくりや、それらを支援・推進す

るネットワークづくりを総合的に進めます。 
 

健康教育事業                （６ 一次予防に重点を置いた健康づくりの推進） 

 高齢社会とともに食生活や運動、喫煙などの生活習慣を原因とした、高血圧症、脂質異常症、糖尿

病、がんなどの生活習慣病が増大しています。そのため、生活習慣を改善して病気を予防する一次予

防が重要です。市民が健康な生活習慣の重要性に対する関心と理解を深め、生涯にわたって、自らの

健康状態を自覚するとともに、健康の増進に努められるように支援します。 
 

栄養改善事業                （６ 一次予防に重点を置いた健康づくりの推進） 

 現在、死因の上位を占めているがん、脳卒中、心臓病や糖尿病などの生活習慣病やメタボリックシ

ンドロームは、食生活と深く関係しています。食からの健康づくりを意識している市民は増えつつあ

ります。生活習慣病の発症を防ぐための、栄養に関する正しい知識と技術を普及するとともに、地域

で食生活改善を推進できる市民を増やし、市民活動の活性化を図ります。 
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 男女共同参画課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１５ 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

１ だれもが社会参画できる環境づくり 

すべての人が個人として尊重され、あらゆる人権侵害となる問題の解決と家庭や地域における生

活や職場などにおいて、男女が性別にかかわりなく、個人の個性と能力を対等に発揮できる男女共

同参画社会実現に向けた環境づくりに取り組みます。 

 

  ２ 国際化に対応した行政サービスの提供と地域交流の支援 

外国籍市民が、適切に行政サービスを享受し、地域で円滑にコミュニケーションを図ることがで

きるよう、国際化に対応した行政サービスの提供や地域での交流を支援します。 

 

  ３ 都市交流の推進 

多くの都市やそこに暮らす人々と交流することにより、異なる環境に暮らす人々の生活や文化を

理解し、相互に尊重する心を育てます。 

 

  ４ 平和の尊さの啓発 

戦後 60 余年が経過し、戦争の記憶が薄れ、戦争を体験した世代が少なくなる中、「平和のつどい」

の開催などを通して、市民に平和の尊さを認識してもらう活動を進めます。 

 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

固定的性別役
割分担意識に
ついて、反対だ
と思う人の割
合 

35.1％ 
（平成 21 年度） 

50.0％ 

多様な生き方を認め合う男女共同参画社会の意識の
浸透の目安として、「男は仕事、女は家庭」という固定
的性別役割分担意識について反対と思う人の割合を１
５％延ばして、２人に１人の割合を目標としました。 

男女の地位に
おける平等感
（社会通念・習
慣・しきたりに
おける平等と
思う人の割合） 

12.3％ 
（平成 21 年度） 

17.0％ 

 
男女平等の意識の浸透の目安として、社会通念・習
慣・しきたりにおいて男女の地位が平等であると思う人
の割合を５％伸ばして、６人に１人の割合まで上げる目
標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：１５ 

互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 

（男女共同参画課） 
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１　学び合い育ち合う　みんなの笑顔がきらめく　ひとづくり

４　多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち

１５　互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

文化生涯学習部　男女共同参画課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　だれもが社会参画で
きる環境づくり

　地域における男女共同参画を推進するため、男女が互
いにその人権を尊重し、その能力と個性を発揮できる男
女共同参画社会の実現に向け、その意識を育てるための

  講座の開催や情報提供などの啓発事業を推進します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

啓発講座等開催数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２回

２回

地域における男女共
同参画の推進

平成2５年度

２回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念１ 学び合い育ち合う みんなの笑顔がきらめく ひとづくり              文化生涯学習部 男女共同参画課 

政策目標４ 多様な機会に学び、活動し、交流する、豊かな感性をはぐくむまち 
施策目標１５ 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

男女共同参画社会実現に向けた啓発等推進事業    （１ だれもが社会参画できる環境づくり） 

 女性センターを拠点とした多岐にわたる意識啓発等事業の実施と情報提供により、学習機会を提供

することで、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性

と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現を図ります。 

 

女性問題の研究調査及び啓発事業          （１ だれもが社会参画できる環境づくり） 

 男女共同参画の推進に関する市民意識などの基礎データやさまざまなデータを積極的に収集しま

す。情報紙、関連図書など女性センターの情報コーナーを充実し、情報提供の場としても充実を図り

ます。 

 

国際交流関係事業        （２ 国際化に対応した行政サービスの提供と地域交流の支援） 

 茅ヶ崎市国際交流協会と連携しながら、市内在住の外国人や、海外の人々との交流活動を行い、国

際理解と国際協力の輪を広げます。相模湾沿岸とゴールドコースト海岸との海岸を基盤とした友好交

流の方策を県及び沿岸市町と共同で調査、検討し、市民等による交流事業を支援することにより、民

際交流活動の進展を図ります。 

 

ゆかりのまち交流事業                         （３ 都市交流の推進） 

 江戸時代の名奉行「大岡越前守忠相」が１万石を領し、大名となったのが現在の岡崎市であり、そ

の忠相を輩出した大岡家が茅ヶ崎の堤村を領地として治めていたことが縁で昭和５８年７月愛知県

岡崎市と「ゆかりのまち」の提携を結び、両市市民の交流を図っているゆかりのまち交流事業の活性

化を図ります。 

 

平和啓発事業                           （４ 平和の尊さの啓発） 

 戦後 60 年余年が経過して、戦争の体験者も少なくなっており、平和の大切さが実感として伝わり
にくくなっているなか、「平和のつどい」の開催や各種講演会、展示会など平和啓発事業を実施し、

戦争の悲惨さ、平和の尊さを一人でも多くの市民に伝えます。 
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いきいきと暮らす 

ふれあいのある 

地域づくり 

 

 

政策目標 ５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 

政策目標 ６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 

 

基本理念２ 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり 
政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
 ◇ だれもが安心して医療を受けている 
◇ 在宅生活を支援するサービスが充実し、住み慣れた地域で暮らし続ける人が増えている 
◇ ボランティアに取り組む人が増え、地域での見守り、支え合いができている 
◇ 地域の総合的な相談機関や専門相談員が設置され、だれもがより身近なところで相談で 
きている 

◇ 元気な高齢者が増えている 
◇ 日ごろの見守り活動とともに、災害時要援護者の支援体制も整っている 

◇ 地域で活動する自立した障害者が増えている 
◇ だれもが生活の不安なく暮らしている 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 28        4,071 百万円

定例・定型的事業 153       38,191 百万円

人件費           1,922 百万円

 
特別会計 事業件数 概算事業費 

国民健康保険事業特別会計 76 68,000 百万円

後期高齢者医療事業特別会計 ５  7,242 百万円

介護保険事業特別会計 21 37,300 百万円

   

一般会計・特別会計概算事業費合計  156,726 百万円

 

共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 

 目指すべき将来像 

保健・福祉
政策目標 

５ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

現在、高齢者のうち要支援・要介護認定をうけた人の割合は 12.9％ですが、今後のさらなる高
齢化の進展を考慮すると、要支援・要介護認定を受ける人の増加が見込まれるため、保健・医療
の基盤を維持し、充実していくことや、各種健診の受診率向上で、人々が日ごろから疾病の予防
や早期発見・早期治療などに努めるようにします。また、障害者・生活保護対象者に対し、社会
参加や安定した生活を支援することが必要です。 
一方で、身の回りの手助けが必要になっても、だれもが住み慣れたまちで、自分らしく暮らし

ていくことができるような地域づくりを目指し、制度による公的な福祉サービス（公助）と制度
によらない福祉サービス（共助）が切れ目なく提供される支え合いの仕組みを構築します。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 保健福祉課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１６ 健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 各種健診の受診率の向上 

疾病の早期発見・早期治療のために、検診の必要性を広報紙や個別通知などで啓発し、健康診査な

どの受診率を上げ、だれもが生涯にわたり健康的な生活を送ることができるようにします。 
 

  ２ 地域医療の充実 

救急医療事業のあり方を再検討するとともに、地域に必要な医療提供体制を確保し、いざというと

きに身近なところで医療サービスが受けられるようにします。 

 

  ３ 支え合える環境づくり 

地域住民のつながりを再構築し、住み慣れた地域でだれもが充実した生活を送ることができるよう

な社会環境を整備します。 
 

  ４ 地域福祉活動の充実 

地域での多様な福祉活動の担い手を増やし、その活動を支えるための拠点を整備充実します。 
 

  ５ 地域福祉活動のネットワーク化 

支援が必要な人に対して、公的な制度による福祉サービスと制度によらない民間主体の福祉サービ

スが切れ目なく提供できるような体制を構築します。 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

胃がん検診を
受ける人の割
合 

12.1% 
(平成 21 年度) 

20.0% 

 生涯にわたり健康的な生活を送ることができるよう
に、疾病の早期発見・早期治療に向けた取り組みが効果
的に実施できているかを測ります。 
国民健康保険に加入している 40 歳以上の人を対象
に、受診率を約８％増加することを目標としました。 

 

施策目標：１６ 

健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる  （保健福祉課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１６　健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　保健福祉課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　各種検診の受診率の
向上

　日本人の死因第1位であるがんの早期発見・早期治療を
目指し、検診場所を拡充及び個人通知の充実を行い、が
ん検診の重要性の周知・啓発を行います。
　また、乳房がん検診（マンモグラフィ）を実施する医
療機関の拡大を図ります。

  ※実施医療機関数（平成22年度）　1か所　　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

乳房がん検診（マン
モグラフィ）を実施
する医療機関数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２か所

３か所

がん検診事業

平成2５年度

４か所

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,207,849 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　地域医療の充実

　市民の健康管理と疾病予防、健康の保持・増進を図る
ため、一次医療の中心となっている地域医療センターに
ついて、地域医療推進協議会において検討を行うほか、
実施計画期間中に、整備に向けた具体的協議を行いま
す。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

基本的方針の策定

地域医療センター再
整備事業

平成2５年度

計画策定の具体的協
議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎 南湖

松林 湘北

海岸 鶴嶺東

小和田 松浪

鶴嶺西 湘南

浜須賀 小出

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　支え合える環境づく
り

　海岸青少年会館・福祉会館複合施設の再整備について
は、「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に基づき、
平成26年以降の基本設計・実施設計の着手に向け、庁内
調整や関係機関との協議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

海岸青少年会館・福
祉会館外複合施設再
整備事業（福祉会館
の整備）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１６　健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　保健福祉課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　支え合える環境づく
り

　茅ヶ崎市地域福祉計画推進委員会において「第２期地
域福祉計画」の施策の推進を図るとともに、各施策の進
捗状況を検証し、「第３期地域福祉計画（平成27年度～
32年度）」を策定するため、アンケート調査などを実施
します。

※地域福祉計画推進委員会開催回数（平成21年度）：７
回
　地域福祉活動交流会開催回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

地域福祉計画推進委
員会の開催
地域福祉活動交流会
の開催

 目標

平成2３年度

平成2４年度

４回
１回

４回
１回

地域福祉の推進事業

平成2５年度

５回
１回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,733 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　支え合える環境づく
り

　市内に居住する被爆者健康手帳を持っている人に対
し、茅ヶ崎市原子爆弾被爆者援護手当支給要綱に基づき

  援護手当てを支給します。

※支給人数（平成21年度）：136人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

支給人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

130人

130人

被爆者援護手当支給
事業

平成2５年度

130人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,680 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　支え合える環境づく
り

　「公共施設整備・再編計画（改訂版）」及び「本庁舎
再整備基本方針」に基づき、保健活動・福祉活動の拠点
施設の整備について、「本庁舎再整備基本計画」におい
て検討します。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

方針の決定

関係機関協議

保健福祉センター整
備事業

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１６　健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　保健福祉課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域福祉活動の充実

　小和田三丁目に建設が予定されている市営住宅複合施
設内における地区ボランティアセンターの整備につい
て、「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に基づき平
成26年度以降の実施設計や施設整備に向け、庁内調整及
び関係機関との協議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

（仮称）茅ヶ崎市営
小和田住宅外複合施
設整備事業（地区ボ
ランティアセンター
の整備）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域福祉活動の充実

　地域福祉活動の拠点である地区ボランティアセンター
について、各地区の独自性の確保及び全体調整を図りな
がら市内12地区への整備を進めるとともに、相談機能及
び情報発信機能を拡充するほか、地区ボランティア講座
の開催を支援し、地域福祉活動の担い手の育成を継続し

 て実施します。また、各地区でのサロン活動の立ち上げ
を支援します。

※サロン活動数（平成21年度）：52か所

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

新規サロンの活動数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

５か所

７か所

地域福祉活動支援事
業

平成2５年度

８か所

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 51,965 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　地域福祉活動のネッ
トワーク化

　こどもや障害者を含めた全ての地域住民の保健や福祉
に関する初期相談などに応じる体制を整備するため、今
後12地区に整備予定の地域包括支援センター（委託型）
内に（仮称）地域福祉総合相談室を設置します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

（仮称）地域福祉総
合相談室の整備地区
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

7地区

7地区

（仮称）地域福祉総
合相談室運営事業

平成2５年度

9地区

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 104,125 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１６　健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　保健福祉課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　地域福祉活動のネッ
トワーク化

　実施計画期間中、モデル地区２地区において、地区ボ
ランティアセンターを起点に、茅ヶ崎市社会福祉協議会
の地区担当職員及び地域包括支援センターの職員が地区
支援チームを結成し、地域での相談支援を中心としたモ

 デル事業を実施します。　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

モデル地区数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２地区

２地区

コーディネーター配
置事業

平成2５年度

２地区

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 1,614 千円

施策の方向性
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 保健福祉課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１６ 健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みをつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

女性特有のがん検診推進事業                 （１ 各種健診の受診率の向上） 

 女性特有のがん（乳房がん・子宮頚がん）検診の受診率向上のため、受診に係る費用の全額を負担

することで、経済的な負担の軽減を図ります。 

 
かかりつけ医制度の推進                       （２ 地域医療の充実） 

健康と自立した生活を支え合える地域の仕組みづくりを進めるため、身近な地域の医療機関で、健

康管理や健康状態の相談を行い、適切な助言を受けることができる「かかりつけ医制度」の定着を進

めます。 

 
新型インフルエンザ対策事業                     （２ 地域医療の充実） 

 県・医療関係団体などの関係団体と連携を図り、感染予防等の周知や感染拡大を抑制する対策を推

進します。 

 
医療関係団体補助事業                        （２ 地域医療の充実） 

 地域に寄与する事業を行う医療関係団体に補助を行い、眼科・耳鼻咽喉科の救急医療の確保や市民

の健康保持増進を図ります。 

 
保健福祉総合相談事業                     （３ 支え合える環境づくり） 

 高齢者や障害者（児）、児童などの保健福祉に関する様々な相談に対し、各種福祉サービスや制度

等の情報提供などを行います。 

 
戦没者追悼関連事業                      （３ 支え合える環境づくり） 

 戦没者遺族に対する国の補償事業等の代行を行うほか、戦没者追悼式を通じ、戦争の悲惨さと平和

の尊さを戦争未体験世代に伝えていきます。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 保険年金課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１７ 医療を受けられる保険制度を安定的に運営する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 国民健康保険事業などの安定した事業運営 

国民健康保険と後期高齢者医療制度の安定的で健全な運営を確保し、だれもが安心して医療が受け

られるようにします。 

 

  ２ 特定健康診査の実施率の向上 

特定健康診査の実施率を向上させ、内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の該当者と予備

群を掘り起こし、効果的な保健指導を行い、糖尿病など生活習慣病の改善につなげることで、健康の

保持に努めます。 
 

  ３ 国民年金への加入促進 

一人一人の年金受給権確保のために、国と協力・連携し、きめ細かな年金相談を推進するとともに、

国民年金に係る各種届出などの適切な事務処理を進めることで、国民年金への適正な加入と保険料納

付を促進します。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

国民健康保険
料現年度分収
納率 

88.7% 
（平成 21 年度） 

89.5% 

国民健康保険事業の安定した事業運営が行われてい
るかを測ります。 
国保財政の財源を確保するため、戸別徴収及び電話等
による催告等の拡充及び被保険者証の発行による滞納
者との接触機会の確保を図るとともに、収納課との連携
を強化し、収納率約１％の増加を目標としました。 

 

施策目標：１７ 

医療を受けられる保険制度を安定的に運営する  （保険年金課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１７　医療を受けられる保険制度を安定的に運営する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　保険年金課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　国民健康保険事業な
どの安定した事業運営

　保険給付費の抑制を図るため、被保険者に対し、特に
医師の指示がなければ選択できるジェネリック医薬品に
ついてのパンフレットや希望カードの配付を行うほか、
切り替えた場合の削減額通知の発送を新たに行うことに
より、ジェネリック医薬品の普及啓発を図ります。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

削減額通知回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1回

1回

ジェネリック医薬品
普及啓発事業

平成2５年度

1回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 37,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　国民健康保険事業な
どの安定した事業運営

　被保険者の健康及び保険に対する意識の向上を図るた
め、年間を通じた受診状況が分かるように、医療費通知

  の回数を増やします。

※医療費通知回数（平成22年度）：６回

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

医療費通知回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

12回

12回

医療費通知送付事業

平成2５年度

12回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 60,975 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　国民健康保険事業な
どの安定した事業運営

　40歳以上74歳未満の被保険者の特定健康診査受診に
係る費用を無料にすることにより、特定健康診査の実施

 率の引き上げを図ります。

※特定健康診査実施率（平成20年度）：36.7%

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

特定健康診査の実施
率の引き上げ

 目標

平成2３年度

平成2４年度

60.0%

65.0%

特定健康診査受診料
助成事業

平成2５年度

65.0%

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 584,649 千円

施策の方向性
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 保険年金課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１７ 医療を受けられる保険制度を安定的に運営する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

レセプトの再審査事務            （１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

医療費の適正化を図るため、医療機関などから請求された診療報酬明細書（レセプト）の再点検を

行い、国民健康保険事業の安定した事業運営を図ります。 

 
被保険者証の一斉更新に関する事務      （１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

 医療機関などにかかるときに必ず提示しなければならない被保険者証を、毎年 10 月 1 日に届くよ

う更新を行い、だれもが安心して医療が受けられるようにします。 

 
高齢受給者証の一斉更新に関する事務     （１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

 適正な一部負担割合で医療が受けられるようにするため、70 歳以上の被保険者の一部負担金の割合

を示す証を交付することで、だれもが安心して医療が受けられるようにします。 

 
国保システム改修に関する事務        （１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

 医療制度の改正に対応したシステム改修を行うことで、国民健康保険事業の安定した事業運営を図

ります。 

 
共同電算処理事業費支払い事務        （１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

 診療報酬明細書などの確認事務について、国保連合会に電算処理手数料を支払い、一元的な共同処

理を行うことにより、保険者事務の効率化及び国民健康保険事業の安定した事業運営を図ります。 

 
保険料の決定通知書、納入通知書、納付書等の作成及び発送事務 

（１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

被保険者への公平公正な保険料賦課と適正な賦課事務を行い、国民健康保険事業の安定した事業運

営を図ります。 

 
督促状及び催告状の作成、電話催告に係る事務  

（１ 国民健康保険事業などの安定した事業運営） 

保険給付の財源となる保険料の収納率の向上を図るため、督促、催告を適切に行い、被保険者の公

平公正な保険料納付の周知と適正な収納事務を進めます。 

 
 

－115－



基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                    保健福祉部 高齢福祉介護課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１８ 高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 高齢者の健康づくりと生きがいづくりの支援 

高齢者が、できるだけ健康で、その人らしく生きがいをもって生活できるよう、体力・健康づくり

と生きがいづくりを支援します。 
 

  ２ 介護サービスの充実 

介護が必要な高齢者に対して、身近な地域で安心して、必要なサービスが利用できるよう、介護保

険サービスを充実します。 
 

  ３ 認知症高齢者に対する支援の充実 

認知症高齢者が、住み慣れた地域で尊厳ある暮らしが続けられるよう、地域ケア体制を整備します。 
 

  ４ 地域包括支援センターの機能充実 

高齢者とその家族に対して、身近な地域で、保健・福祉・介護に関する相談ができるよう、地域包

括支援センターの機能を充実させるとともに、さらなる施設整備を行い、地域支援体制を整備します。 
 

  ５ 権利擁護体制の充実 

高齢者が、主体的な生活を選択する際に、権利を侵害されたり財産を脅かされたりすることがない

よう、成年後見制度などの権利擁護制度を活用し、いざというときも安心して生活できるようにしま

す。 
 

  ６ 災害時要援護者支援制度の充実 

一人暮らしの高齢者や障害者など、日常生活の中で手助けを必要とする人が、災害が発生した際に

地域の中で支援を受けられるようにするための災害時要援護者支援制度を充実します。 
 
 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

高齢者のうち
要介護・要支援
認定を受けた
人の割合 

12.9％ 
（平成 21 年度） 

13.5% 

 介護予防に主眼をおいた健康づくり生きがいづくりの
支援事業が効果的に行われているかを測ります。 
今後の人口推計やこれまでの要支援・要介護認定者数
の伸びを考慮し、要支援・要介護認定を受ける人の割合
を 13.5％以下に抑えることを目標としました。 

施策目標：１８ 

高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する  （高齢福祉介護課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１８　高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　高齢福祉介護課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　介護者の疾病、事故、失踪など社会的理由により，在
宅介護を受けることが一時的に困難になった要介護高齢
者を、緊急に特別養護老人ホームへ一時入所させ、介護
保険の給付限度額を超えた利用日数分の費用を負担する
ことで、介護家族の支援を行います。

※年間利用日数（平成21年度）：延べ58日

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

年間利用日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

延べ58日

延べ58日

家族介護支援事業

平成2５年度

延べ58日

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,003 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　老衰、心身の障害又は傷病などの理由で炊事が困難な
 高齢者などに対して配食を行います。

※年間配食数（平成21年度）：18,500食　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

年間配食数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

20,000食

22,000食

給食サービス事業

平成2５年度

24,000食

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 66,558 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　日常生活の維持継続に家事的援助が必要な高齢者など
にヘルパーを派遣し、調理、洗濯、掃除、生活必需品の
買い物その他のサービスを提供します。

※ヘルパー利用時間数（平成21年度）：０時間

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

ヘルパー利用時間数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

60時間

60時間

軽度生活援助サービ
ス事業

平成2５年度

60時間

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 353 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１８　高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　高齢福祉介護課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　独居老人に交流の場を提供し、閉じこもり防止、健康
維持などを図るため、公衆浴場の入浴料金を助成しま
す。

※利用枚数（平成21年度）：14,887枚

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

利用枚数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

15,000枚

15,000枚

公衆浴場入浴サービ
ス事業

平成2５年度

15,000枚

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 13,544 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　経済的に困窮し、立ち退きを受けた高齢者及び重度障
害者に対して、公営住宅に入居できるまでの間、現在の
家賃から新たに住む賃貸住宅の差額家賃を月額3万5千円

 を上限として助成します。

※制度利用人数（平成21年度）：２人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

制度利用人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３人

４人

高齢者等居住支援事
業

平成2５年度

４人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,651 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　寝たきりまたは認知症で失禁の見られる高齢者に対し
て、衛生的で快適な生活が送れるように寝具の乾燥（年8

  回）及び丸洗いサービス（年4回）を行います。

※年間利用件数（平成21年度）：156件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

年間利用件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

180件

180件

寝具類等洗濯乾燥消
毒サービス事業

平成2５年度

180件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,806 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１８　高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　高齢福祉介護課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　高齢者の健康づくり
と生きがいづくりの支援

　基本的生活習慣に課題のある高齢者などに対して、養
護老人ホームへの短期宿泊を行うことにより、日常生活
の訓練及び支援を行います。

※入所日数（平成21年度）：688日

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

入所日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

600日

600日

生活管理指導短期宿
泊事業

平成2５年度

600日

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,247 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域包括支援セン
ターの機能充実

　小和田三丁目に建設が予定されている市営住宅複合施
設内における地域包括支援センターの整備については、
「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に基づき、平成
26年度以降の実施設計や施設整備に向け、庁内調整及び
関係機関との協議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

（仮称）茅ヶ崎市営
小和田住宅外複合施

 設整備事業（地域
包括支援センターの
移転・併設）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域包括支援セン
ターの機能充実

　海岸青少年会館・福祉会館複合施設内における地域包
括支援センターの整備については、「公共施設整備・再
編計画（改訂版）」に基づき、平成26年以降の基本設
計・実施設計の着手に向け、庁内調整や関係機関との協
議を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

施設整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

海岸青少年会館・福
祉会館外複合施設再

 整備事業（地域包
括支援センターの移
転・併設）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１８　高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　高齢福祉介護課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　地域包括支援セン
ターの機能充実

　公的な相談支援機能として、きめ細やかなサービスを
提供できるよう、現在市内７か所に設置している委託型
地域包括支援センターを、平成26年度までに12地区に1
か所ずつ設置します。
　また、市直営によるセンターを平成25年度中に1か所
設置します。

※整備地区数（平成22年度）：7か所（委託型のみ）

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

整備地区数
・委託型
・基幹型（市直営）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

　７か所
　－

　７か所
　－

地域包括支援セン
ター運営事務

平成2５年度

　９か所
　１か所

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 580,335 千円

施策の方向性
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                    保健福祉部 高齢福祉介護課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１８ 高齢者の健康でいきいきとした暮らしを支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

老人クラブ等助成事業          （１ 高齢者の健康づくりと生きがいづくりの支援） 

 高齢者の生きがいづくり及び健康づくりなどのため、老人クラブの自主的な活動の支援を行いま

す。 

 
脳の健康教室              （１ 高齢者の健康づくりと生きがいづくりの支援） 

 高齢者の脳の活性化（認知症予防・介護予防）を図り、高齢者の自立支援を行い、心身の健康を保

つとともに社会参加を促進します。 

 
介護予防・健康づくり事業        （１ 高齢者の健康づくりと生きがいづくりの支援） 

 在宅の高齢者に対して、転倒予防・運動機能の低下の防止のため、筋力トレーニングや健康体操な

どを実施し、自立した日常生活の維持継続を図ります。 

 
特別養護老人ホームの整備に関する事務              （２ 介護サービスの充実）

 介護サービスの充実を図るため、市内に新たに特別養護老人ホームを運営する事業者を選定し、建

設にあたり補助金を交付します。 

 
介護保険に係る任意事業               （３ 認知症高齢者に対する支援の充実）

 認知症に関する正しい知識や成年後見制度等の普及啓発を図り、認知症高齢者などが住み慣れた地

域で安心して暮らしていけるよう制度利用の支援を行います。 
 

災害時要援護者支援事業（高齢者）           （６ 災害時要援護者支援制度の充実）

一人暮らしの高齢者など日常生活の中で手助けを必要とする人が、災害発生時に地域の中で支援を

受けることができるよう交流会を開催するなど地域での体制づくりの支援を行います。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 障害福祉課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１９ 障害者の自立した生活と社会参加を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 障害者が暮らしやすい条件や環境の整備 

障害者が、自分の住んでいる地域で安心して生活できるよう、暮らしの場の整備をはじめ生活全般

にわたる支援など、障害者の暮らしを支えるサービスを充実します。 
 

  ２ 主体性や自立性の確立 

障害者が、その人らしく生きていくために、能力や特性に応じた活動の場の確保や就労に向けた多

様な支援を行い、主体性や自立性を確立できるようにします。 
 

  ３ ノーマライゼーションの浸透 

障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重しあい、共に社会を築いていく市民であるとい

う意識を啓発していきます。 
 

  ４ 権利擁護体制の充実 

障害者が主体的な生活を選択する際に、権利を侵害されたり財産を脅かされたりすることのないよ

う、成年後見制度などの権利擁護制度を活用し、いざというときも安心して生活できるようにします。 
 

  ５ 災害時要援護者支援制度の充実 

一人暮らしの高齢者や障害者など、日常生活の中で手助けを必要とする人が、災害が発生した際に

地域の中で支援を受けられるようにするための災害時要援護者支援制度を充実します。 
 

  ６ 医療費助成制度の維持 

重度障害者医療費助成を安定的に継続運営することで、対象者の健康や福祉の増進と経済的負担の

軽減を図ります。 
 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

施設から地域
生活へ移行し
た人の数 

２人 
（平成 21 年度） 

５人 

 地域での自立した生活を支援する事業が効果的に行
われているかを測ります。グループホームなどの生活の
場や在宅福祉サービス、地域生活支援事業などを充実さ
せ、「障害者保健福祉計画」及び過去の実績を勘案して、
目標値は、地域生活に移行する人の数を毎年５人としま
した。 

施策目標：１９ 

障害者の自立した生活と社会参加を支援する  （障害福祉課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１９　障害者の自立した生活と社会参加を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　障害福祉課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　障害児（者）が行方不明となった場合に、関係機関が
連携して早期に発見・保護できるよう、予め行方不明に
なる恐れがある障害児（者）の登録を行います。また、
関係機関との情報共有や連携を密にするために、協議会
を合同で開催します。

※防災無線利用者（平成21年度）：延べ７人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

防災無線利用者

 目標

平成2３年度

平成2４年度

５人

５人

SOSネットワーク事
業

平成2５年度

５人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,273 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　重症心身障害者を受け入れる施設を確保するため、重
症心身障害者を受け入れる施設に対し支援を行います。

  　

※対象人数（平成22年度）：６人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

対象人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

９人

９人

重症心身障害者通所
加算に関する事務

平成2５年度

９人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 10,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　在宅障害者の経済的支援のために手当の支給を行いま
  す。　

※受給人数（平成22年）：4,489人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

受給人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

4,530人

4,550人

重度障害者の支援、
特別障害者手当（市
手当）の支給に関す
る事務

平成2５年度

4,550人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 359,528 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１９　障害者の自立した生活と社会参加を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　障害福祉課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　在宅の障害者の社会参加と生活圏の拡大の支援のた
 め、タクシー料金の基本料金部分の助成を行います。

　
※助成件数（平成21年度）：70,321件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

助成件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

72,000件

72,000件

重度障害者へのタク
シー利用の助成に関
する事務

平成2５年度

72,000件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 155,403 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　増加する障害児に対し、社会生活に対応できるように
児童デイサービスなどの療育体制の整備や障害児（者）
の居場所確保などのために日中一時支援事業所の誘致な
どを行います。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

施設の誘致

施設の誘致

障害児(者）の支援
に関する事務

平成2５年度

施設の誘致

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　施設に通所することによる経済的負担の解消及び障害
者の社会参加を促進するため、施設通所に要する交通費

  の一部を助成します。　

※利用者数（平成22年度）：423人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

利用者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

450人

470人

障害者通所交通費の
助成に関する事務

平成2５年度

490人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 74,600 千円

施策の方向性
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

５　共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち

１９　障害者の自立した生活と社会参加を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

保健福祉部　障害福祉課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　障害者が暮らしやす
い条件や環境の整備

　障害者の社会参加の促進のため、障害者及び保護者が
 運転する自動車燃料費の助成を行います。

※助成件数（平成21年度）：660件　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

助成件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

720件

720件

身体障害者への自動
車燃料費の助成に関
する事務

平成2５年度

720件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 6,356 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　権利擁護体制の充実

　成年後見人制度を利用する重度の知的障害者又は精神
障害者に対し、当該費用（申立費用、後見人報酬）の一
部又は全部を助成します。

※利用件数（平成21年度）：申立2件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

利用件数（申立件数
＋後見人報酬対象件
数）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

６件

６件

成年後見制度利用支
援事業

平成2５年度

６件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 9,501 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　医療費助成制度の維
持

　重度障害者の経済的な負担の軽減を図るため、保険内
診療分の医療費の助成を行います。

※助成件数（平成21年度）：91,574件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

助成件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

108,510件

113,930件

重度障害者医療費助
成事業

平成2５年度

119,630件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,984,329 千円

施策の方向性
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 障害福祉課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標１９ 障害者の自立した生活と社会参加を支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

障害者のスポーツ育成と健康の増進事業     （１ 障害者が暮らしやすい条件や環境の整備） 

 障害者に対するスポーツ大会などの支援を行うことで、障害者のスポーツ振興及び健康増進を図

り、自立した生活と社会参加を支援します。 

 
地域自立支援協議会の運営に関する事務     （１ 障害者が暮らしやすい条件や環境の整備） 

 障害者の地域社会での自立と社会参加を進めるため、関係団体と連携して地域の実情にあった課題

解決に向けた取り組みを進めます。 

 
障害者就労支援事業                      （２ 主体性や自立性の確立） 

障害者の就労支援及び雇用の確保を目標とし、社会参加と自己実現に向けた支援の充実を図りま

す。 

 
ふれあい作品展に関する事務               （３ ノーマライゼーションの浸透） 

 地域作業所などで障害者が制作した作品を展示することで、障害者の作業意欲の向上及び自立した

生活と社会参加を支援します。 

 
 

災害時要援護者支援事業（障害者）             （５ 災害時要援護者制度の充実） 

 一人暮らしの障害者など日常生活の中で手助けを必要とする人が、災害発生時に地域の中で支援を

受けることができるよう交流会を開催するなど地域での体制づくりの支援を行います。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 生活支援課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標２０ 安定した生活を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 生活困窮者への自立支援 

生活保護の開始には至らないものの、さまざまな理由で生活に困窮している人に対し、自立支援に

向けた施策を講じることで、将来的に生活保護の開始に至らないようにします。 
 

  ２ 生活保護世帯の自立支援 

生活保護を受給している世帯に対し、必要な支援を行いながら自立を促し、できるだけ短期間で自

立できるようにします。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

就労が決定し、
収入を得た被
保護者の人数 

63 人 
（平成 21 年度） 

104 人 

 生活保護を受給している世帯に対し、就労支援を行
い、自立が進んでいるかを測ります。経済状況と過去５
年間の対象世帯の平均増加率 14.2%を考慮し、104 人を
目標としました。 

施策目標：２０ 

安定した生活を支援する  （生活支援課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                       保健福祉部 生活支援課 

政策目標５ 共に見守り支え合いすこやかに暮らせるまち 
施策目標２０ 安定した生活を支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

住宅手当緊急特別措置事業                  （１ 生活困窮者への自立支援） 

 就労能力及び就労意欲のある離職者のうち、住宅を喪失又は喪失のおそれがある者に対して、住宅

手当を支給し、就労支援を行い新たな就労へ結びつけます。 

 
ホームレス支援事業                     （１ 生活困窮者への自立支援） 

 ホームレスが地域社会の中で可能な限り自立した生活を営むことができるよう、保健福祉事務所・

ハローワーク等の関係機関と連携し、生活相談や就職相談などを行い、自立に向けた支援を行います。

 
被保護者の自立支援事業                   （２ 生活保護世帯の自立支援） 

 被保護者の生活実態や能力を把握し、的確な指導・援助を行うことにより、自立に向けた支援を行

います。 

 
生活保護の決定及び実施に関する事務             （２ 生活保護世帯の自立支援） 

 生活困窮者に対し、その程度に応じた必要な保護を行い最低限の生活を保障する生活保護制度の適

確かつ迅速に実施します。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり 
政策目標６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 

 
 
 
 
 
 
  ◇ 地域の基幹病院である市立病院が健全に経営されている 
◇ 市立病院は、小児科・産科・麻酔科などの不足しがちな診療科目の医師も充足されている 
◇ 市立病院は、救急医療体制が整っており、急病時に安心して医療を受けることができる 
◇ 市立病院が地域の基幹病院として、急性期医療を担っている 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別会計 事業件数 概算事業費 

病院事業会計 44 34,060 百万円

   

特別会計概算事業費計  34,060 百万円

 
 

質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 

 目指すべき将来像 

医 療 
政策目標 

６ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

平成 16 年４月に新病院としてフルオープンした市立病院は、同年７月に策定した「茅ヶ崎市立
病院経営計画」を基調に医療機能の充実と経営の効率化に取り組み、全国で多くの公立病院で経
営が悪化している中にありながら、平成 18 年度には経常黒字を達成しました。その後は、黒字達
成できず累積欠損金は微増しています。しかしながら、平成 19 年度まで職員給与費対医業収益比
率は 50％未満、病床利用率も 90％前後を維持しており、これまでの経営改善の取り組みの効果は
現れています。 
これからも市立病院は、平成 21 年３月に策定した「茅ヶ崎市立病院改革プラン（茅ヶ崎市立病

院経営計画改訂版）」を基調に、地域の基幹病院として、発症後間もない患者や病状が不安定な患
者を中心に、高度で専門的な医療を迅速かつ集中的に行う急性期医療を担います。また、地域の
医療機関とそれぞれの機能で分担した連携を推進します。 
このような役割を果たしながら、より一層の経営健全化を図り、できるだけ早期に経常収支比

率 100％（経常黒字）を継続的に達成することで、地域に必要な医療を安定的に提供できるよう
努めます。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                        市立病院 病院総務課 
政策目標６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 

施策目標２１ 効果的・効率的に病院を経営する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 経営健全化による安定した病院経営 

救急医療、災害時医療、小児医療、周産期医療など地域医療確保のために担う役割を果たしつつ、

経営の健全化を図り、安定した病院経営を行います。 
 
２ 効果的、効率的な医療機器の購入  

  市民の医療ニーズと医療の技術進歩に対応するため、高度医療を支える医療機器を計画的に購入

します。 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

経常収支比率 99.9％ 
（平成 21 年度） 

100.0%以上 

 市立病院の経営が安定的に行われているかを測りま
す。 
地方公営企業決算状況における医業収益と医業外収
益の和を医業費用と医業外費用の和で除して、100 を乗
じた値で 100%を超えると経常黒字となります。 
 国が公立病院改革ガイドラインで平成 23 年度までに
経常黒字の達成を示しているため、経常収支比率 100％
以上を目標としました。 

病床利用率 81.9% 
(平成 21 年度) 

91.5%以上 

入院状況を知る数値で、年間延べ入院患者数を年間
延べ病床数で除して、100 を乗じた値で、病床が有効に
活用されているかを測ります。 
入院収益を確保し経常黒字を達成するため、過去の
実績から推計し、安定的に経常黒字が達成できる 91.5%
を目標としました。 

施策目標：２１ 

効果的・効率的に病院を経営する  （病院総務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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２　いきいきと暮らす　ふれあいのある　地域づくり

６　質の高い医療サービスを安定的に提供するまち

２１　効果的・効率的に病院を経営する

基本理念

政策目標

施策目標

病院事務局　病院総務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　質の高い医療の提供

　地域の基幹病院として、高度で良質な医療を提供する
ため、平成23年度中の整備・運用を目指します。

事業実施年度 □継続拡充

事業主体 市

 指標

集中治療室の新設

 目標

平成2３年度

平成2４年度

整備完了

－

集中治療室の新設

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 120,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　効果的、効率的な医
療機器の購入

　医療機器の水準及び性能の向上を図るため、高度医療
  を支える医療機器を計画的に購入します。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

医療機器の購入

 目標

平成2３年度

平成2４年度

計画的な購入及び翌
年度購入計画の策定

計画的な購入及び翌
年度購入計画の策定

市立病院の医療機器
の充実

平成2５年度

計画的な購入及び翌
年度購入計画の策定

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 490,000 千円

施策の方向性
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                        市立病院 病院総務課 
政策目標６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 

施策目標２１ 効果的・効率的に病院を経営する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

経営健全化の推進に関する事務           （１ 経営健全化による安定した病院経営） 

 経営推進会議、幹部会議等で病院事業の経営健全化策の検討を行い、病院運営連絡調整会議等で職

員に周知し、推進します。 

 
 

病院運営方針の策定、調整、推進に関する事務    （１ 経営健全化による安定した病院経営） 

 安定した病院経営を進めるため、内部職員による会議のほか外部委員による運営協議会等を開催

し、病院事業の検討を行います。 

 
 

材料の購入に関する事務              （１ 経営健全化による安定した病院経営） 

 医療行為に必要となる薬品材料、診療材料、医療消耗品等の安定的かつ適切な購入と出庫管理を行

うことで、安定した病院経営を行います。 

 
 

経費の支払い等に関する事務            （１ 経営健全化による安定した病院経営） 

 病院業務の管理運営に必要な契約及び支払い等の事務のほか、病院設備の維持管理を適切に行い、

安定した病院経営を行います。 

 
 

医療安全に関する事務               （１ 経営健全化による安定した病院経営） 

 医療安全管理委員会やリスクマネージャー会議等を定期的に開催し、医療の安全に関する協議を行

い、医療事故０を目指します。 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                          市立病院 医事課 

政策目標６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 
施策目標２２ 高度で良質な医療サービスを提供する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

  １ 質の高い医療の提供 

市立病院は、地域の基幹病院として急性期の患者を中心に、質の高い医療を提供します。 

 

  ２ 病診連携と機能分担の促進 

かかりつけ医を中心とした地域医療の連携や民間病院・診療所との機能分担と連携を促進

します。 

 
  ３ 良質な医療サービスの安定的な提供 
     高度で良質な医療を安定的に提供するため、病院経営における経済性を高めます。 
 
 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

地域医療機関
から市立病院
への紹介率 

33.1％ 
（平成 21 年度） 

60.0％以上 

初診患者のうち、他の医療機関から紹介された患者

と救急入院した患者の割合を示す数値で、病診連携の

取り組みが効果的に実施できているかを測ります。 
地域の基幹病院として、登録医制度の充実を図るこ

とで、地域診療所との連携を深め、地域医療支援病院

と認められるための一つの指標である紹介率 60.0%以

上を目標としました。 

施策目標：２２ 

高度で良質な医療サービスを提供する  （医事課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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基本理念２ いきいきと暮らす ふれあいのある 地域づくり                          市立病院 医事課 

政策目標６ 質の高い医療サービスを安定的に提供するまち 
施策目標２２ 高度で良質な医療サービスを提供する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

診療記録の保管に係る事務                    （１ 質の高い医療の提供） 

 診療録（カルテ）の保管・管理を適切に行い、患者の記録を適正に管理し、診療がスムーズに行え

るようにします。 

 
 

電算の運用管理に係る事務                    （１ 質の高い医療の提供） 

 院内各部門が個々の患者の医療に関わる情報を共有することで、質の高い医療の提供が行えるよう

にします。 

 
他医療機関との連携に係る事務               （２ 病診連携と機能分担の促進） 

 紹介率の向上のため、かかりつけ医や療養型病院などとの合同研修等を行い、連携体制の充実を図

ります。 

 
 

診療報酬請求に係る事務              （３ 良質な医療サービスの安定的な提供） 

 良質な医療サービスの安定的な提供を行うため、保険制度の変更や診療報酬改正に適確に対応し、

院内の他部門との連携を強めるほか医療事務専門の企業と業務委託を行うことで、適正かつ公正な診

療報酬の請求を行います。 

 
 

未収金の管理、督促及び徴収に係る事務       （３ 良質な医療サービスの安定的な提供） 

 入院・外来患者に医療費の請求を適正に行うとともに、多様な取り組みにより収納事務の効率化を

図り、収益性を高めます。 
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安全でやすらぎのある 

持続可能な 

暮らしづくり 

 

 

政策目標 ７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 

政策目標 ８ 安全で安心して暮らせるまち 

政策目標 ９ 生命や財産が守られるまち 

 

基本理念３ 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり 
政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 

 
 
 
 
 
 
  ◇ 低炭素・資源循環・自然共生社会の形成に向け、日常生活や事業活動・行政活動におい 

て、環境配慮への意識の向上や自主的・連携した取り組みが実践され、温室効果ガスの排 
出量が減少している 

  ◇ 空気がおいしく、澄み渡った空が見られるきれいな環境を身近に感じることができる 
  ◇ 多くの市民が、ごみ・資源の適正分別や排出マナーなどに配慮した行動をとっており、廃 

棄物の削減が進み資源の有効活用が図られている 

◇ 適正で効率的な資源分別・収集が定着し、焼却残さの削減と温室効果ガス排出量の削減が 
進んでいる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 27 3,800 百万円

定例・定型的事業 67 4,051 百万円

人件費 4,056 百万円

  

一般会計概算事業費合計 11,907 百万円

 

環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 

 目指すべき将来像 

環境・資源
政策目標 

７ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 環境への重要な取り組みとして、循環型の地域社会システムを構築していくことが求められて
います。 
 このため、市民一人一人のごみ排出量を抑制していくことで、資源循環化に取り組んでいきま
す。燃やせるごみの量は、平成 15 年度の 6 万 847 トンをピークに減少傾向にあり、平成 21 年度
は 5万 6736 トンと 6.8％減少しています。 
 また、資源物は周辺自治体に比べて分別品目が少なく、リサイクル率も 17.7％（県調査による
平成 20 年度実績値）と県内平均の 24.9％より低いため、品目の拡大を図るなどの施策展開によ
り資源化を進めます。 
 不法投棄は、看板の設置や巡回による取り組みにより、平成 21 年度には 248 件に減少しており、
200 件を目標に看板の設置やパトロールなどを強化します。 
 市内の大気汚染状況は全般的には改善が進んでいますが、光化学オキシダントのみ環境基準不
適合の状況です。今後、環境基準値超過日数の低減に向け、事業場立入調査を積極的に進め、VOC
排出削減の指導、監視を強化し、削減に努めます。 
 また、地球温暖化対策への取り組みとして、市域の温室効果ガスの排出量を削減するため、率
先して市民・事業者が、日常生活で発生する温室効果ガス排出の抑制に取り組むことや、事業内
容に照らして創意工夫を行うことなどの行動を促します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 環境政策課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２３ 環境に配慮した市民・事業者・行政の率先した活動と連携による活動を促進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 環境に配慮した活動の実践 

深刻化している地球温暖化や生物多様性の喪失などの地球環境問題に対処し、持続可能な社会を構

築するため、低炭素社会、資源循環型社会、自然共生社会への転換を目指します。また、市民一人一

人の日常生活、事業者それぞれの事業活動において、温室効果ガスの排出削減や省エネルギーなどを

実践できるような仕組みや、多様な生物が生息できるよう海・川・里山・農地などの自然が保全され、

維持管理されるような仕組みにより、市域全体で環境に配慮した活動を促進します。 

 

  ２ 環境意識の高揚 

環境教育の充実とさまざまな機会を活用した環境情報の提供などを通じて、理解を深めながら環境

意識の高揚を図ります。 

 

  ３ 地域組織や団体への活動支援 

既に環境に配慮した活動に自主的に取り組んでいるコミュニティ、事業者、学校などとのネットワ

ークの充実と新たに取り組む意欲のある団体などの活動を支援します。 

 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

住宅用太陽光
発電システム
の補助設置数 

134 件 
（平成 21 年度） 250 件 

 市の補助を受けて設置した住宅用太陽光発電システ
ムの設置状況を測ります。地球温暖化対策として、シス
テムの導入を促進します。現状値に加え、100 件を補助
することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：２３ 

環境に配慮した市民・事業者・行政の率先した活動と連携による活動を促進す

る                                       （環境政策課） 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２３　環境に配慮した市民・事業者・行政の率先した活動と連携による活動を促進する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境政策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　環境に配慮した活動
の実践

　国及び県の動向及び社会情勢の変化に対応するため 平
成21年３月策定の「茅ヶ崎市地球温暖化対策地域推進計
画」の短期目標などの見直しと計画の推進を図ります。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市 

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

計画の改定作業

計画の改定完了

地球温暖化対策地域
推進計画改定事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 7,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　環境に配慮した活動
の実践

　電気自動車（ＥＶ）を普及させ、地球温暖化の防止に
貢献するため、購入費用の一部を補助します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市 

 指標

電気自動車（ＥＶ）
の補助件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

15件

20件

電気自動車（ＥＶ）
普及推進に関する補
助制度

平成2５年度

20件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　環境に配慮した活動
の実践

　省エネルギー機器を普及させ、地球温暖化の防止に貢
献するため、高効率給湯システムなどを設置する費用の

  一部を補助します。　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市 

 指標

高効率給湯システム
等設置補助件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

300件

省エネ機器等の導入
支援事業

平成2５年度

300件

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 12,000 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２３　環境に配慮した市民・事業者・行政の率先した活動と連携による活動を促進する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　環境に配慮した活動
の実践

　住宅用太陽光発電システムを普及させ、地球温暖化の
防止に貢献するため、設置費用の一部を補助します。

※太陽光発電設置補助件数（平成21年度）：134件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市 

 指標

太陽光発電設置補助
件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

250件

250件

太陽光発電設置補助
事業

平成2５年度

250件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 56,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　環境に配慮した活動
の実践

　地球温暖化の防止に貢献している、住宅用太陽光発電
システムを良好な状態で維持できるよう、パワーコン
ディショナ（太陽電池の直流電力を交流電力に変換する
装置）を交換する費用の一部を補助します。

※パワーコンディショナの補助件数（平成21年度）：０
件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市 

 指標

パワーコンディショ
ナの補助件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

5件

5件

太陽光発電装置用パ
ワーコンディショナ
補助事業

平成2５年度

5件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 900 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 環境政策課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２３ 環境に配慮した市民・事業者・行政の率先した活動と連携による活動を促進する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

茅ヶ崎市環境基本計画推進事業               （１ 環境に配慮した活動の実践） 

 「茅ヶ崎市環境基本計画」を適切に進行管理し、本計画に位置づけた施策を推進します。 

 
地球温暖化対策地域推進計画の推進             （１ 環境に配慮した活動の実践） 

 市民、事業者、市が連携・協力し、市域で地球温暖化対策に取り組み、市域の温室効果ガスを削減

します。 
 茅ヶ崎市温暖化対策推進協議会と連携し、市民・事業者などの様々な視点に立ち、温暖化対策に関

する普及啓発活動を展開します。 
 エネルギー使用量を把握するための機器（エコナビ）の貸出促進を図ります。 

 
茅ヶ崎市環境マネジメントシステム推進事業         （１ 環境に配慮した活動の実践） 

 平成 22 年３月に返上したＩＳＯによる環境マネジメントシステムに代わり、市独自の環境マネジ

メントシステムを推進します。 

 
学校版環境マネジメントシステム推進事業          （１ 環境に配慮した活動の実践） 

 児童・生徒の環境意識を育て、学校生活の中で環境活動を継続的に実践するための仕組みを確立し

ます。 

 
自然エネルギーの利用促進                      （２ 環境意識の高揚） 

 協働推進事業として、自然エネルギー等の普及啓発事業を市民団体と実施します。 
 太陽光発電設置相談会等を開催します。 

 
環境学習推進事業                          （２ 環境意識の高揚） 

 里山はっけん隊事業やこどもエコクラブ事業といった環境学習を通じ、環境の保全を目指します。

 
市民・事業者・市との連携体制の推進           （３ 地域組織や団体への活動支援） 

 市民・事業者が参加する「環境市民会議 ちがさきエコワーク」を支援します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 環境保全課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２４ 快適で安全な生活環境を守る 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 市民・事業者などの意識やモラルの向上 

だれもが安心して暮らせる快適な環境を保全する活動に、市民・事業者などの参加を促すとともに、

公害の監視活動や情報開示を通じて、市民・事業者などの環境に対する意識とモラルを向上させる仕

組みを構築し、市民・事業者・行政が一体となった環境保全活動を進めます。 

 

  ２ 地域の環境保全活動や美化活動の促進と支援 

地域、地区レベルで自治会組織や市民一人一人が、地域の環境保全活動や美化活動に自発的に取り

組めるよう、仕組みづくりや支援に努めます。 

 

  ３ 環境衛生の向上 

    公衆便所の維持管理や狂犬病予防注射接種の促進などを通じて環境衛生の向上を図ります。 
 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

揮発性有機化
合物（ＶＯＣ）
大気排出量削
減率 

０％ 
（平成 20 年度） 30.0％ 

 光化学スモッグの主な原因物質である、ＶＯＣ多量排
出事業所への立入調査等の指導により、大気排出量の削
減を推進します。現状値から毎年６％削減することを目
標としました。 

水質排水規制
基準適合率 

88.6％ 
（平成 21 年度） 91.7％ 

 工場・事業場への排水検査を伴う立入調査で、排水基
準の遵守を指導することにより、河川水質への環境負荷
の低減を図ります。排水検査立入予定 24 件のうち、毎
年 22 件以上の基準適合を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：２４ 

快適で安全な生活環境を守る  （環境保全課） 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２４　快適で安全な生活環境を守る

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境保全課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　市民・事業者などの
意識やモラルの向上

　工場・事業場の排出水について規制基準適合状況把握
のため、排水検査を実施します。

※排水検査立入件数（平成21年度）：26件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

排水検査立入件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

24件

24件

水・土壌環境保全調
査事業

平成2５年度

24件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 43,082 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　環境衛生の向上

　茅ヶ崎駅南口公衆便所は、昭和60年４月に供用開始し
使用されていますが、施設の老朽化に伴い改修などの検
討を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

改修等の検討

改修等の検討

茅ヶ崎駅南口公衆便
所整備事業

平成2５年度

改修等の検討

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 環境保全課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２４ 快適で安全な生活環境を守る 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

大気環境保全調査事業             （１ 市民・事業者などの意識やモラルの向上） 

 工場・事業場の排出ガスについて、規制基準適合状況の確認及び排出抑制のため、工場・事業場立

入検査を実施します。 
 自動車排出ガスの状況を把握するため新たな大気調査を実施します。 

 
騒音・振動・悪臭対策事業           （１ 市民・事業者などの意識やモラルの向上） 

 自動車騒音・振動は、市内道路沿線で測定し、状況を把握します。 
 航空機騒音は、市内特定箇所で通年測定し、状況を把握します。 
 悪臭公害の解決を図るため、臭気指数による規制を行います。 

 
美化運動推進団体支援事業         （２ 地域の環境保全活動や美化活動の促進と支援） 

 地域清掃を実施している団体に対し、ゴミ袋、軍手を提供し、地域の環境保全や美化運動を支援し、

促進します。 

 
海岸美化推進事業             （２ 地域の環境保全活動や美化活動の促進と支援） 

 美化キャンペーンクリーン茅ヶ崎や街頭美化キャンペーンを実施し、市民の美化意識の高揚を図り

ます。 
 海岸の環境保全を目的とする（財）かながわ海岸美化財団による活動を支援します。 

 
狂犬病予防事務事業                         （３ 環境衛生の向上） 

 飼育犬の登録、狂犬病予防注射接種 100％を目指し事業を推進します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 資源循環課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２５ 資源循環型社会の形成を目指す 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ ごみの排出抑制 

大量生産・大量消費・大量廃棄型の生活様式からの脱却を目指して、啓発活動の充実を図るととも

に、レジ袋削減に向けた取り組みなどを通じて、ごみに対する意識の高揚を図り、全市民と協働して

ごみの排出抑制を進めます。 

 

  ２ 資源循環の仕組みの充実 

ごみ処理の広域化を推進し、処理施設と資源化施設の共同整備や有効活用を図るとともに分別品目

や収集方法を見直して資源化を促進します。 

 

  ３ 廃棄物の適正処理 

    循環型社会の形成に向けた収集計画を策定し、家庭から出るごみをはじめ、事業系ごみ、し尿、浄

化槽汚泥などの適正処理を行います。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

１人１日当た
りの資源物を
除いたごみ排
出量 

748ｇ 
（平成 21 年度） 

666ｇ 

 資源循環の取り組みが効果的に実施できているかを
測ります。排出抑制施策の効果を見る指標です。人口の
増減による排出量への影響を取り除くため市民１人１
日当たりの排出量を指標としています。 
 排出抑制や資源化促進などの施策展開により、ごみ排
出量の削減を図ります。 
 「一般廃棄物処理基本計画」に定める、家庭系ごみ及
び事業系ごみの排出抑制目標を積み上げ、目標設定しま
した。 

リサイクル率 17.8％ 
（平成 21 年度） 30.0％ 

 資源化促進のための取り組みが効果的に実施できて
いるかを測ります。資源化の進捗状況を見る指標です。
分別収集方法を見直し、資源物として回収する品目を拡
大することにより、平成 32 年度リサイクル率 34.7％を
目標としました。 
※リサイクル率：ごみ排出量に占める資源化量の割合 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：２５ 

資源循環型社会の形成を目指す  （資源循環課） 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２５　資源循環型社会の形成を目指す

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　資源循環課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　ごみの排出抑制

　ごみの排出を抑制するため、情報発信と教育の充実、
三者協調型資源回収制度の見直しを図るとともに、戸別

  収集やごみ処理有料化についても検討します。

※１人１日当たりの資源物を除いたごみの排出量（平成
21年度）：748ｇ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

１人１日当たりの資
源物を除いたごみの
排出量

 目標

平成2３年度

平成2４年度

746ｇ

697ｇ

ごみの排出抑制推進
事業

平成2５年度

666ｇ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 118,400 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　資源循環型社会を構築するため、平成20年３月に策定
した「茅ヶ崎市一般廃棄物処理基本計画」を社会環境に
あったものに改め、常に効果的なものにするため、基本
計画及び実施計画を改訂します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基本計画素案策定
実施計画策定

基本計画改訂
実施計画策定

茅ヶ崎市一般廃棄物
処理計画の改訂

平成2５年度

実施計画策定

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 13,860 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　資源循環型社会を構築するため、平成22年５月に策定
した「茅ヶ崎市分別収集計画」を社会環境にあったもの
に改め常に効果的なものにするため、一般廃棄物処理基
本計画を考慮し、分別収集計画を改定します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

茅ヶ崎市分別収集計
画の改定

平成2５年度

計画改定

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

－145－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２５　資源循環型社会の形成を目指す

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　資源循環課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　資源物を広域で処理するため、寒川町にリサイクルセ
ンターを建設します。
　建設工事を平成22年度から進めており、平成23年度
中の完成を目途に、引き続き工事を進めます。

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

建設工事完了

－

（仮称）広域リサイ
クルセンター整備事
業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 826,009 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　広域リサイクルセンターの稼働にあわせ、旧施設を除
却します。
　選別施設を解体します。
　汚染土壌を除去します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

解体設計完了

解体工事完了
汚染土壌の除去完了

資源物選別処理施設
の解体整理事業

平成2５年度

跡地の適正管理

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 153,294 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　寒川町に資源物の処理を委託します。
　剪定枝を資源化します。
　プラスチック製容器包装類を資源化します。

  　廃食用油、金属類を資源化します。　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

モデル事業実施

分別収集方法の見直
し

資源化促進事業

平成2５年度

分別収集方法の見直
し

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,101,952 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２５　資源循環型社会の形成を目指す

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　資源循環課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　広域による資源循環型社会を構築するため、湘南東ブ
ロック（藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町）内で検証し、一般
廃棄物会計基準を導入します。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

会計基準マニュアル
の作成

会計基準の導入

ごみ処理広域化事業

平成2５年度

ごみ処理経費の検証

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,981 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　資源循環の仕組みの
充実

　焼却処理施設を可能な限り長期間に渡って使用するた
  め、地域計画及び延命化計画を策定します。　

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

地域計画の策定

延命化計画策定

焼却処理施設の延命
化事業

平成2５年度

基本設計

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 11,770 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　廃棄物の適正処理

　データ管理の効率化を図るとともに、収納事務の一元
化にも対応できるよう、し尿処理手数料システムの改修
に向け、システムを検証します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

システム検証

システム検証

し尿処理手数料用オ
フコンの改修

平成2５年度

システム検証

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２５　資源循環型社会の形成を目指す

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　資源循環課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　廃棄物の適正処理

　最終処分場周辺の生活環境を整備します。
　地域の生活環境向上を考慮し、地域内道路を整備しま
す。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

201ｍ

205ｍ

市道6342号線等道
路改良事業

平成2５年度

175ｍ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 177,028 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                        環境部 資源循環課 

政策目標７ 環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２５ 資源循環型社会の形成を目指す 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

ごみの減量化・資源化に関する支援制度            （２ 資源循環の仕組みの充実） 

 生ごみの資源化・減容化のため、生ごみ処理容器の普及を促進します。 

 
ごみの減量化・資源化に関する啓発事業               （３ 廃棄物の適正処理） 

 資源物選別処理施設をはじめとした施設見学会や「ごみ通信ちがさき」、ホームページを通じてご

みに関する情報を発信することにより、ごみの減量化・資源化を進めます。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                    環境部 環境事業センター 

政策目標７ 環境に配慮し 次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２６ ごみや資源物を効率的に収集・処理する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 資源物の適正排出の指導・周知の徹底と収集の効率化 

燃やせるごみ・燃やせないごみ（破砕すれば燃やせるごみも含む）に含まれている資源物を減らす

ため、資源物の適正排出の指導・周知を徹底するとともに、資源物の分別収集品目の拡大により、ご

みの減量化を推進します。また、資源物の効率的な収集を実施します。 

 

  ２ 最終処分場の適正な維持管理 

最終処分場の適正な維持管理のため、ごみの排出抑制・資源化を推進するとともに、焼却残さの溶

融化・有効活用を促進します。 

 

  ３ 不法投棄防止事業の推進 

    監視カメラや看板の設置、昼間の市内巡回監視指導のほか、夜間パトロールを実施し、「不法投棄し

ない、させない」環境を目指します。 

 

  ４ 中間処理施設の整備 

    廃棄物の適正処理のため中間処理施設の施設整備は欠かすことができません。周辺地域の環境に配

慮し、安定的な運転のため、保守点検、整備を進め、加えて中長期的な視点に立った維持管理を図り

ます。 

 
 
 

 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

ごみ不法投棄
件数 

248 件 
（平成 21 年度） 200 件 

 ごみの不法投棄状況を測ります。パトロールや監視カ
メラの設置などを進め、不法投棄を毎年 10 件減少する
ことを目標としました。 

施策目標：２６ 

ごみや資源物を効率的に収集・処理する  （環境事業センター） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２６　ごみや資源物を効率的に収集・処理する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境事業センター

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　資源物の適正排出の
指導・周知の徹底と収集
の効率化

　計画的に車両を更新するとともに、環境に配慮した低
公害車を導入します。

※車両購入台数（平成22年度）：２ｔパッカー車３台

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

車両購入台数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２ｔパッカー車２台

２ｔパッカー車２台

収集車両購入事業

平成2５年度

２ｔパッカー車２台

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 45,786 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　資源物の適正排出の
指導・周知の徹底と収集
の効率化

　平成２５年度からの処理に向け、市施設から排出され
  た、PCB廃棄物を適正に保管処理します。　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

PCB廃棄物の状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

保管

保管

PCB廃棄物保管及び
処理委託事業

平成2５年度

早期登録予約分の処
理完了

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 12,727 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　資源物の適正排出の
指導・周知の徹底と収集
の効率化

　平成22年５月策定の「茅ヶ崎市分別収集計画」に基づ
き、効率的に資源物を収集・運搬します。

  　民間活用による収集・運搬を実施します。　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

新たな分別方法での
収集・運搬状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

試行

実施

収集・運搬業務の民
間活用

平成2５年度

実施

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 666,000 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２６　ごみや資源物を効率的に収集・処理する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境事業センター

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　資源物の適正排出の
指導・周知の徹底と収集
の効率化

　寒川町との広域リサイクルセンター建設に伴い、寒川
町民及び事業者の直接搬入ごみを支障なく受け入れま
す。

※許可業者、業者、町民受入れ件数（平成21年度）：
8,089件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

許可業者、業者、町
民受入れ件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

8,200件

8,200件

広域処理に伴うごみ
の搬入業務

平成2５年度

8,200件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　資源物の適正排出の
指導・周知の徹底と収集
の効率化

　寒川町との広域リサイクルセンター建設に伴い、本市
は、寒川町民及び事業者の直接搬入ごみを受け入れるた
め、賦課徴収事務を支障なく実施します。

※許可業者、業者、町民受入れ件数（平成21年度）：
8,089件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

許可業者、業者、町
民受入れ件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

8,200件

8,200件

広域処理に伴う搬入
ごみの賦課・徴収に
係る業務

平成2５年度

8,200件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　最終処分場の適正な
維持管理

　焼却残渣を資源として有効利用できる方法に処理方法
を転換すると同時に、安全な処理及び再資源化を推進し
ます。

  ※再資源化処理量（平成22年度）：900ｔ　

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

再資源化処理量

 目標

平成2３年度

平成2４年度

975ｔ

1,000ｔ

焼却灰等有効利用事
業

平成2５年度

1,050ｔ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 151,207 千円

施策の方向性

－152－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２６　ごみや資源物を効率的に収集・処理する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境事業センター

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　最終処分場の適正な
維持管理

　最終処分場が法で定められた技術上の基準に適合し、
安定して運転管理できるよう施設を維持します。
　各設備の保守点検を実施し、その結果から適正な修繕
計画を策定し修繕を実施します。

※稼働施設数（平成22年度）：３施設

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

稼働施設数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

3施設

3施設

最終処分場の修繕

平成2５年度

3施設

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 26,100 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　中間処理施設の整備

　ごみ焼却処理施設が法で定められた技術上の基準に適
合し、安定して焼却できるよう施設を維持します。
　各設備の保守点検を実施し、その結果から適正な修繕
計画を策定し修繕を実施します。

※稼働炉数（平成22年度）：３炉

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

稼働炉数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

3炉

3炉

ごみ焼却処理施設の
修繕

平成2５年度

3炉

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 307,435 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　中間処理施設の整備

　粗大ごみ処理施設が法で定められた技術上の基準に適
合し、安定して処理できるよう施設を維持します。
　各設備の保守点検を実施し、その結果から適正な修繕
計画を策定し修繕を実施します。

※稼働施設数（平成22年度）：２施設
※粗大ごみ処理施設
　　３軸破砕機
　　ハンマ式破砕機

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

稼働施設数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

2施設

2施設

粗大ごみ処理施設の
修繕

平成2５年度

2施設

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 58,200 千円

施策の方向性

－153－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

７　環境に配慮し次代に引き継ぐ潤いのあるまち

２６　ごみや資源物を効率的に収集・処理する

基本理念

政策目標

施策目標

環境部　環境事業センター

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　中間処理施設の整備

　焼却炉施設の建設によるアナログテレビ放送の電波障
害が、地上デジタル放送開始に伴い解消されたため、各
戸受信方式に切り替えていただきます。
　各世帯のアンテナなどの設置を支援します。
　既存共同受信設備を撤去します。

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

電波障害対策状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

デジタル対策支援と
既設設備撤去完了

－

電波障害対策事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,363 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                    環境部 環境事業センター 

政策目標７ 環境に配慮し 次代に引き継ぐ潤いのあるまち 
施策目標２６ ごみや資源物を効率的に収集・処理する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

環境指導員制度の推進事業     （１ 資源物の適正排出の指導・周知の徹底と収集の効率化） 

 ごみの分別や出し方が守られない方へ適正な排出を指導・啓発するため、環境指導員制度を推進し

ます。 

 
不適正排出者に対する啓発業務   （１ 資源物の適正排出の指導・周知の徹底と収集の効率化） 

 「ごみと資源物の分け方・出し方」、「ごみと資源物の収集カレンダー」を各戸に配布し、適正排出

を周知徹底します。 
 不適正排出物に対する啓発シール貼り付けによる排出指導を推進します。 

 
最終処分場の維持管理業務                （２ 最終処分場の適正な維持管理） 

 焼却灰の埋立が法で定められた技術上の基準に適合し、安定して処理できるよう維持管理します。

 旧処分場については、周辺の生活環境に影響がないように継続して監視します。 

 
最終処分場の公害対策業務                （２ 最終処分場の適正な維持管理） 

 最終処分場周辺の生活環境に影響がないよう、浸出水、放流水、地下水等の測定を実施します。 

 
不法投棄防止事業                      （３ 不法投棄防止事業の推進） 

 職員による巡回や監視カメラの設置により、不法投棄を未然に防止します。 

 
ごみ焼却処理施設の公害対策業務                 （４ 中間処理施設の整備） 

 ごみ焼却処理施設周辺の生活環境に影響がないよう、排出水、排ガス等の測定を実施します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり 
政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 

 
 
 
 
 
 
  ◇ 地域ぐるみの防犯活動が進み、犯罪が抑制されている 
◇ 自転車利用のマナーが徹底され、自転車事故が減少している 

  ◇ 地域の自主防災組織の組織化が進み、防災リーダーのもと、避難訓練、防災活動が活発に 
行われ、日ごろから災害に備えられている 

◇ 市民の不安や悩みに対する相談に対応できている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 13 436 百万円

定例・定型的事業 47 566 百万円

人件費 736 百万円

 

一般会計概算事業費合計 1,738 百万円

 
 
 

安全で安心して暮らせるまち 

 目指すべき将来像 

安全・安心
政策目標 

８ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

市民の安全・安心に向けて、日常生活における地域ぐるみの防犯活動が効果的に実施できるま
ちを目指し、平成 21 年に 1,062 件発生している犯罪件数の減少を図ります。 
平成 21 年において、1,073 件発生している交通事故発生件数を減少していくため、警察関係機

関と連携し交通安全教室などの取り組みなどを進めていきます。 
地震災害などへ備えるため、地域防災計画、防災備蓄品の充実を図り、初動体制の整備を行う

とともに市民の防災に対する意識の向上を推進します。また、災害時に自主防災組織が自助・共
助組織としての役割を担えるように防災リーダーの養成に力を入れていきます。 
 また、近年多発している犯罪や安全な消費を脅かす諸問題などに対する市民の悩みや不安の解
消を図るため、相談体制の強化を行い、解決に向けた取り組みを進めます。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 安全対策課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２７ 市民生活の安全を確保する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 犯罪の未然防止 

オレオレ詐欺や還付金詐欺に代表される主に高齢者をターゲットとした振り込め詐欺事件が急増し

ており、その犯罪の未然防止に取り組みます。 

 

  ２ 防犯体制の強化 

地域での防犯に対する意識が高まっていることから、地域の防犯活動の核となる防犯リーダーの育

成が必要です。そのための講座の開催や人材育成には、多くの市民の参加を促すための柔軟性をもっ

た取り組みを検討するとともに、地域防犯活動に対する支援を充実します。また、関係機関、関係団

体と連携し防犯体制の強化に努めます。 

 

  ３ 駅周辺の放置自転車の解消 

放置自転車により歩行者空間や通行の確保が阻害されており、駅周辺の放置自転車の解消を図る対

策を講ずるとともに、自転車駐車場の整備を推進します。 

 

  ４ 交通安全教育と広報啓発活動の推進 

関係機関、関係団体との連携強化を図りながら、受講機会が少ない大人に重点を置いた交通安全

教室を実施するとともに、自転車の安全利用についての広報啓発活動を充実します。 

 

  ５ 放置自転車・違法駐車の解消 

    「茅ヶ崎市のまちづくりにおける手続き及び基準等に関する条例」による指導や違法駐車防止啓発

活動を進め、放置自転車や違法駐車の解消を図ります。 

 

  ６ 交通安全対策の推進 

    通学路の安全対策や交通指導員の活動支援など、交通安全対策を推進します。 

 

 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年 
の目標値 

指標の説明・意図 

交通事故発生
件数 

1,073 件 
（平成 21 年） 990 件 

 交通安全対策が効果的に実施できているかを測りま
す。交通ルールの周知、交通安全教室、街頭キャンペー
ンなどの啓発、ドライバーに対する意識啓発看板設置な
どの事業を進め、交通事故を毎年 20 件減少することを
目標としました。 

施策目標：２７ 

市民生活の安全を確保する  （安全対策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

８　安全で安心して暮らせるまち

２７　市民生活の安全を確保する

基本理念

政策目標

施策目標

市民安全部　安全対策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　犯罪の未然防止

　犯罪抑制効果が期待される防犯灯の設置により、安全
で安心なまちづくりを推進します。
　LED（発光ダイオード：消費電力を抑えることができ
ます。）防犯灯や、照度の高い防犯灯、青色防犯灯を設
置します。

※防犯灯数（平成22年度）：14,000灯
※LED等防犯灯の新設・切り替え灯数（平成21年度）：
新設 ０灯・切替 150灯

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

LED防犯灯の新
設・切り替え灯数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

新設 95灯
切替 100灯

新設 95灯
切替 30灯

防犯灯設置による防
犯対策事業

平成2５年度

新設 95灯
切替 30灯

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 197,289 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　防犯体制の強化

　地域防犯活動団体への物品貸与などの支援をします。
　防犯活動に関する情報提供や相談事業、防犯に関する
講座、防犯ネットワーク会議を開催します。

※累計地域防犯活動団体数（平成22年度）：50団体

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

累計地域防犯活動団
体数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

55団体

60団体

地域防犯活動推進事
業

平成2５年度

65団体

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,600 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　駅周辺の放置自転車
の解消

　民間自転車駐車場の建設に対し、建設費の一部を助成
し、自転車駐車場の整備を促進します。
　自転車駐車場の需要調査を実施します。

※茅ヶ崎駅南口の自転車駐車場累計整備台数（平成22年
度）：4,469台

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

茅ヶ崎駅南口の自転
車駐車場累計整備台
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

4,469台

4,800台

自転車駐車場施設整
備事業

平成2５年度

4,800台

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 14,660 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 安全対策課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２７ 市民生活の安全を確保する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

防犯関係団体育成事業                        （２ 防犯体制の強化） 

 防犯関係団体の活動支援や育成を行うことにより、防犯活動を促進し、防犯意識の高揚を図ります。

 
自転車駐車場管理運営事業                 （３ 駅周辺の放置自転車の解消） 

 市営自転車駐車場を指定管理者方式により管理運営します。 

 
交通安全教育事業                 （４ 交通安全教育と広報啓発活動の推進） 

 幼児から高齢者まで、年代に合わせた内容で、段階的な交通安全教室を実施し、交通ルールの周知

徹底、マナーの向上を図ります。 

 
自動車駐車場管理運営事業                （５ 放置自転車・違法駐車の解消） 

 市営自動車駐車場を指定管理者方式により管理運営します。 

 
交通安全計画の推進                       （６ 交通安全対策の推進） 

 交通事故防止を目指してあらゆる機関が適切かつ効果的な交通安全対策を講ずることができるよ

う、「第９次茅ヶ崎市交通安全計画」を策定し、計画を推進します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 防災対策課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２８ あらゆる災害や危機に効果的に対応する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 迅速な避難・救出の体制整備 

災害が発生した場合に、災害対策本部を設置し、迅速な避難や救出など市民の生命と安全を確保で

きる体制を整えます。 

 

  ２ 防災意識の普及と自主防災組織への支援 

自主防災組織との連携を強化するため、自助、共助、公助、それぞれの役割を認識できるよう意識

の普及に努めるとともに、自主防災組織への支援をさらに充実・強化し、総合的な地域防災力の強化

を図ります。 

 

  ３ 防災基盤の整備 

災害時に重要な役割を担う防災行政用無線などの情報発信インフラなどの防災基盤の整備に努めま

す。災害時の応急対策として備蓄品の備蓄率の向上を目指します。また、ライフラインの耐震性の強

化を関係機関と連携しながら進めます。 

 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

防災リーダー
研修（再履修研
修）の受講率 

39.6％ 
（平成 21 年度） 60.0％ 

 防災リーダーの育成が効果的に実施できているかを
測ります。啓発や開催方法の工夫により、受講率を年
５％向上することを目標とします。 

施策目標：２８ 

あらゆる災害や危機に効果的に対応する  （防災対策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

８　安全で安心して暮らせるまち

２８　あらゆる災害や危機に効果的に対応する

基本理念

政策目標

施策目標

市民安全部　防災対策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　迅速な避難・救出の
体制整備

　関係機関などとの平時からの情報の提供と収集や、県
との津波警報受伝達訓練、啓発普及活動及び津波対策訓
練を実施します。
　民間施設などとの災害時協定を締結します。

※津波対策訓練・県との津波警報受伝達訓練回数（平成
22年度）：０回・１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

津波対策訓練の実施
回数
県との津波警報受伝
達訓練回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1回
1回

０回
1回

津波対策訓練事業

平成2５年度

1回
1回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 72 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　防災意識の普及と自
主防災組織への支援

　防災リーダーの増員と活動能力を向上すると共に、自
主防災組織の強化・充実を図ります。
　幅広い年齢層などの参加が可能となるよう内容などの
見直しを行い、また防災リーダーの防災知識及び技術な
どの向上を図るために実施するフォローアップ研修の受
講率を高めることを目標とし、各研修会を開催します。
　防災資機材及び地区訓練の補助金制度を活用し、地域
の組織の強化・充実を図ります。
※防災リーダー研修（再履修件数）の受講率（平成21年
度）：39.6％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

防災リーダー研修
（再履修研修）受講
率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

50.0％

55.0％

自主防災組織育成事
業

平成2５年度

60.0％

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 52,620 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　災害時に必要な防災資機材、食糧及び生活必需物資な
どを整備します。
　神奈川県防災戦略における減災目標との整合性を図り
ながら、災害発生時における応急対策活動の円滑な対応
のための整備を図ります。
　新たな災害時協定締結先との流通備蓄などの整備を図
ります。

※汚物処理セットの整備数（平成22年度）：600セット

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

汚物処理セットの整
備数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

800セット

800セット

防災資機材整備事業

平成2５年度

800セット

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 62,478 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

８　安全で安心して暮らせるまち

２８　あらゆる災害や危機に効果的に対応する

基本理念

政策目標

施策目標

市民安全部　防災対策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　公共施設などの建設にあたっては、防災倉庫設置場所
の協議を行い、計画的に設置します。

 　既設の防災倉庫を管理・修繕します。

※防災備蓄コンテナ倉庫設置数（平成22年度）：１基
※防災備蓄コンテナ数（平成22年度）：43基

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

防災備蓄コンテナ倉
庫設置数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1基

０基

防災倉庫整備事業

平成2５年度

０基

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,300 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　平成23年5月に使用できなくなるアナログ通信方式の
地域防災無線を、デジタル通信方式に移行します。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

デジタル方式へ移行

安定稼働

地域防災無線整備事
業

平成2５年度

安定稼働

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 52,515 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　既設の防災行政用無線屋外拡声子局を管理・修繕しま
す。
　不感地域の解消などのため、計画的に屋外拡声子局を
整備します。

※屋外拡声子局の整備状況（平成22年度）：１局新設
※屋外拡声子局数（平成22年度）：115局

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

屋外拡声子局の整備
状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１局移設

０局

防災行政用無線屋外
拡声子局整備事業

平成2５年度

１局新設

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 17,250 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

８　安全で安心して暮らせるまち

２８　あらゆる災害や危機に効果的に対応する

基本理念

政策目標

施策目標

市民安全部　防災対策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　災害時などの情報提供を行うための通信手段の一つと
 してシステムを維持します。

　戸別受信機の配備を進めます。

※戸別受信機配備数（平成22年度）：17台
※戸別受信機配備箇所数（平成22年度）：309か所

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

戸別受信機配備数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

７台

５台

地域情報配信システ
ム整備事業

平成2５年度

５台

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 16,868 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災基盤の整備

　広域避難場所案内看板、津波注意標識などの維持管理
を進めます。

※避難標識等基数（平成22年度）：155基

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

標識などの整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

破損０

破損０

避難標識整備事業

平成2５年度

破損０

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 510 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 防災対策課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２８ あらゆる災害や危機に効果的に対応する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

国民保護対策事業                    （１ 迅速な避難・救出の体制整備） 

 国民保護の措置に必要な情報を収集し、関係機関との連絡調整を行い、図上訓練などを実施します。

 
地域防災計画推進事業                  （１ 迅速な避難・救出の体制整備） 

 地震等の災害に適切に対応するため、地域防災計画の見直しを進めます。 

 
防災行政用無線等維持管理事業                    （３ 防災基盤の整備） 

 災害発生時や災害発生が予想される際に、速やかに防災行政用無線で情報の提供を行うため、防災

行政用無線を維持管理します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 市民相談課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２９ 市民の悩みや不安を解消する 
 

 

  
 
 
 
 
 
  １ 情報提供の充実と相談の環境整備 

近年、高齢者や生活弱者を狙った訪問販売や電話勧誘など、悪質商法による手口は巧妙化していま

す。情報提供のあり方や相談しやすい環境を整備します。 

 

  ２ 消費者意識の啓発 

市民が安全・安心な消費生活を送ることができるよう、消費者啓発講座の開催、ホームページなど

での情報提供などにより、消費者意識の啓発を推進し、複雑・多様化する消費生活問題の被害を予防

するとともに、未然に被害を防ぐための相談を充実します。 

 

  ３ 関係機関との連携強化 

相談の充実を図るとともに、関係機関との連携・強化により早期での被害者の救済に対応します。 

 

  ４ 相談の充実 

市民が抱えるさまざまな悩みを解決し、安心して生活ができるよう、内容に応じた各種相談を充実

します。 

 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

消費生活相談
件数 

2,089 件 
（平成 21 年度） 2,300 件 

 相談体制が整っているかを測ります。相談体制の啓発
などを通じて、相談件数を毎年 50 件増加させることを
目標としました。 

各種市民相談
件数 

3,827 件 
（平成 21 年度） 4,000 件 

 相談体制が整っているかを測ります。相談体制の啓発
などを通じて、相談件数を毎年 50 件増加させることを
目標としました。 

施策目標：２９ 

市民の悩みや不安を解消する  （市民相談課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

８　安全で安心して暮らせるまち

２９　市民の悩みや不安を解消する

基本理念

政策目標

施策目標

市民安全部　市民相談課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　情報提供の充実と相
談の環境整備

　消費者被害を未然に防ぐため、消費生活啓発紙の発
行、啓発コーナーの整備、講演会の開催を通じて、市民
への情報提供を行います。また、消費生活相談員への研
修や家計あんしん相談、消費生活法律相談を開催し、相
談窓口の高度化を図ります。

※家計あんしん相談・消費生活法律相談の回数（平成22
年度）：22回・12回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

家計あんしん相談の
回数
消費生活法律相談の
回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

24回
12回

24回
12回

消費生活センター活
性化事業

平成2５年度

24回
12回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 14,389 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　相談の充実

　犯罪などの被害者や犯罪・事故・いじめなどにより理
不尽に命を奪われた犠牲者遺族の、身近な相談場所とし
ての犯罪被害者相談窓口を設置し、心のケアや支援を行
います。

※相談窓口開設回数（平成22年度）：24回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

相談窓口開設回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

24回

24回

犯罪被害者支援事業

平成2５年度

24回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 816 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      市民安全部 市民相談課 

政策目標８ 安全で安心して暮らせるまち 
施策目標２９ 市民の悩みや不安を解消する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

人権擁護活動事業                  （１ 情報提供の充実と相談の環境整備） 

 人権問題に関する相談に応じ、関係機関への連絡、助言などの必要な措置を実施します。 

 
消費者団体育成事業                        （２ 消費者意識の啓発） 

 市内で消費者問題に取り組んでいる団体の育成や調整事務を行い、消費生活の安定・向上につなげ

ます。 

 
消費者啓発事業                          （２ 消費者意識の啓発） 

 消費生活に関する知識の普及と情報の提供など、消費者に対する啓発活動を推進することにより、

消費者としての自立を支援します。 

 
家庭二法立入検査の実施及び報告事業              （３ 関係機関との連携強化） 

 市民が商品の知識を正しく認識し、その購入に際し不測の損失を被ることがないようにするととも

に、製品の安全性を確保し、消費者の生命、身体に対する危害発生を防止します。 
 家庭用品品質表示法、消費生活用製品安全法にもとづき市内事業者への立入検査を実施するととも

に、市民への周知を進めます。 

 
相談業務事業                              （４ 相談の充実） 

 社会環境の変化に伴い市民の相談ニーズも多様化しているなか、各種相談窓口を開設し、安全・安

心な生活が送れるよう、市民が抱える様々な悩みや不安を解消します。 

 
消費生活相談事業                            （４ 相談の充実） 

 消費者トラブルを相談し解決を図るうえで最も身近となる消費生活相談窓口を開設し、適正かつ確

実に対応することにより、消費者の安全と安心を確保します。 

 
多重債務相談事業                            （４ 相談の充実） 

 多重債務に陥った市民などへの適切な助言を行い、二次相談先へ繋ぐことにより、債務の解消を目

指すとともに、市民が健全な経済生活を送ることができるよう、総合的に支援します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり 
政策目標９ 生命や財産が守られるまち 

 
 
 
 
 
 
  ◇ 安全を守るという目標のもと一丸となり効果的な消防業務を効率的に推進している 
◇ 市民に消防活動への理解と高い防火・防災意識があり、地域での助け合いの仕組みが 
整っている 

◇ 火災や事故、急病などの際に、消防車や救急車が迅速に駆けつける 
◇ 多様化する災害に効果的に対応できるよう、消防職員が高い能力を持っている 
◇ 消防部隊や消防団の連携が強く、高い消防力を持っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 26 724 百万円

定例・定型的事業 58 500 百万円

人件費 5,554 百万円

  

一般会計概算事業費合計 6,778 百万円

 

生命や財産が守られるまち 

 目指すべき将来像 

消防 
政策目標 

９ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 例年、放火やたばこの不始末を原因とした火災が全体の３～４割と多くを占めています。また、
救急搬送した傷病者の約５割が軽症者です。継続して防火・防災意識の向上や救急車の適正利用
について広く市民に周知するなどの対策を進め、市民とともに安全・安心なまちを目指します。
 火災による死傷者数の減少や救命率の向上を図るため、立入検査の実施や住宅用火災警報器の
普及促進、各種救命講習会の実施など、さまざまな取り組みを進めています。今後もその効果を
検証しつつ、高齢化の進展による世帯構成の変化など社会情勢の変化も視野に入れ事業を進めて
いきます。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                       消防本部 消防総務課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３０ 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 組織の効率化と職場環境の整備 

効率的な組織の構築、職場環境の整備を行い、消防組織が持つ力を最大限に発揮します。 

 

  ２ 消防業務への理解と協力 

消防の業務を市民に広く発信することにより、消防活動の行いやすい環境を作り、安全なまちを支

えます。 

 

  ３ 消防職員の能力向上 

複雑・多様化する消防業務に対応するため、専門的知識や技術の習得を図り、消防職員の総合的な

能力の向上を図ります。 

 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

消防力の整備
率 

100％ 
（平成 22 年度） 100％  消防力の状況を測ります。消防力の整備指針に基づく

目標水準を維持することを目標としました。 

施策目標：３０ 

消防業務を円滑に実施するための体制を整備する  （消防総務課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３０　消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　消防総務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　組織の効率化と職場
環境の整備

　消防の広域化などについて、関係市町による協議を進
めます。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

広域化の検討

広域化の検討

消防の広域化の検討

平成2５年度

広域化の検討

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　組織の効率化と職場
環境の整備

　メンタルヘルスに関する職員研修を実施します。
　専門家の面談等相談体制の構築や、職員によるメンタ

  ル不調者の支援及び復職支援を充実します。　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

面談・研修の回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

30回

25回

消防職員のストレス
ケア対策

平成2５年度

20回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,250 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　消防業務への理解と
協力

　消防への理解を深め、防火意識の向上を図るための広
報手段として、消防出初式を開催します。

※来場者数（平成22年度）：2,800人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

来場者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

2,850人

2,900人

消防出初式の実施

平成2５年度

2,950人

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 696 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３０　消防業務を円滑に実施するための体制を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　消防総務課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　消防業務への理解と
協力

　消防団をはじめ、防火・防災協力団体や地域の協力事
業所と連携し、消防活動への理解と防火・防災意識の向
上を図るため、体験型のイベントを実施します。

※消防フェスティバル実施回数（平成22年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

消防フェスティバル
実施回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

消防フェスティバル
実施事業

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,304 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防職員の能力向上

　消防職員・消防団員の技術を維持向上するための消防
  訓練施設を移転整備します。　

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

建設用地の調整

建設用地の調整

消防訓練施設整備事
業

平成2５年度

移転整備

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 21,880 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                       消防本部 消防総務課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３０ 消防業務を円滑に実施するための体制を整備する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

消防用財産の管理事務                 （１ 組織の効率化と職場環境の整備） 

 防災拠点である消防本部、消防署・所の庁舎を適切に管理し、災害に万全の体制で対応します。 

 
消防職員研修事業                        （３ 消防職員の能力向上） 

 あらゆる災害や多様化する市民ニーズに迅速かつ的確に対応するため、職務知識の向上を図りま

す。消防大学校や先進都市などへ職員を派遣するとともに、職員研修を充実します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 予防課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３１ 火災発生と火災危険を減らす 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 防火意識の普及・啓発 

火災予防の調査研究を行い、防火意識の普及・啓発を進め、火災のないまちを目指します。 

 

  ２ 消防用設備などの整備促進 

建築物の消防用設備などの整備を適切に指導することで、火災を予防し、火災が発生したときの危

険を減らします。 

 

  ３ 火災予防対策の推進 

    火気使用器具等の防火安全対策について適切に指導し、出火防止を図ります。 

 

  ４ 危険物施設等の安全性向上 

    危険物施設などの保安基準を適切に指導することにより、安全性を向上し、事故防止を目指します。 

 

 
 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成２５年 
の目標値 

指標の説明・意図 

平均出火率 2.8 件 
（平成 21 年） 

平成 25 年時点
の県平均値以

下 

 過去３か年を平均した出火率を測ります。火災予防の
施策を推進し、県平均値以下を維持することを目標とし
ました。 
※平均出火率：人口１万人あたりの市内出火件数を、過
去３年間にさかのぼり平均した値 
※平成 21 年の県平均値：3.1 件 

施策目標：３１ 

火災発生と火災危険を減らす  （予防課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３１　火災発生と火災危険を減らす

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　予防課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　防火意識の普及・啓
発

　住宅防火対策の啓発活動を実施するとともに、住宅用
火災警報器の設置を促進します。

 　住宅防火指導のための個別訪問を実施します。

※茅ヶ崎市平均設置率（平成22年６月）：51.4％
※県平均設置率（平成22年６月）：50.9％

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

住宅用火災警報器の
設置率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

県平均設置率以上

県平均設置率以上

住宅防火安全対策事
業

平成2５年度

県平均設置率以上

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 602 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　防火意識の普及・啓
発

　年2回、市内事業所や関係機関・団体と協力し、火災予
防運動を実施します。
　火災予防の普及啓発を実施します。

※火災予防運動協力事業所等箇所数（平成22年度）：
300か所

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

火災予防運動協力事
業所等箇所数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

300か所

300か所

火災予防運動事業

平成2５年度

300か所

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 468 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　防火意識の普及・啓
発

　実行委員会で催し物の内容を協議し、幼年消防クラブ
防火大会を実施します。
　幼稚園・保育園の各協会と日程などの調整を行い、参
加園の増加を図るとともに、多くの幼年者に防火教育を
行います。

※防火大会参加人数（平成20年度）：1,200人
※平成21・22年度は荒天などの理由により中止になり
ました。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間・市

 指標

防火大会参加人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1,200人

1,200人

幼年消防クラブ促進
事業

平成2５年度

1,200人

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 20 千円

施策の方向性

－174－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３１　火災発生と火災危険を減らす

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　予防課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　防火意識の普及・啓
発

　危険物安全週間の時期をとらえ、安全意識の向上を図
るために講習会を開催し、「危険物取扱マニュアルブッ
ク」の配布、年間を通しての広報などにより事故防止対
策を啓発します。
　各事業所に対する計画的な立入検査による違反是正
で、事故に対する自主保安体制の向上を図ります。
　危険物移送運搬車両（タンクローリーなど）に対する
路上検査を実施し、事故防止意識の向上を図ります。

※違反是正率（平成21年度）：100％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

 違反是正率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

100％

100％

危険物施設等の安全
確保事業

平成2５年度

100％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 174 千円

施策の方向性

－175－



基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 予防課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３１ 火災発生と火災危険を減らす 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

火災予防に係る普及啓発事務                  （１ 防火意識の普及・啓発） 

 火災による被害を軽減し、死傷者の発生を防ぐため、火災予防思想を普及します。 

 
 

建築確認を伴う消防用設備等の設置に関する事務       （２ 消防用設備などの整備促進） 

 防火対象物の消防用設備などの整備を適切に指導することで、火災を予防し、火災が発生したとき

の被害の軽減を図ります。 

 
 

火災予防促進事務                        （３ 火災予防対策の推進） 

 火災予防上必要な事項を定め、わかりやすい指導や事前相談を行うことで、災害のない安全なまち

づくりを促進します。 

 必要に応じて火災予防条例、規則等を改廃します。火災予防条例に関する事前相談や届出の審査を

行います。 

 
 

危険物の規制に関する事務                 （４ 危険物施設等の安全性向上） 

 危険物による事故は重大事故となる可能性が高いため、危険物規制に係る法令に適合しているか審

査、検査を実施し、安全を確保します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 警防課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３２ 消防力を充実し、災害活動体制を強化する 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 消防活動環境の調査・整備 

消防活動に関する調査・整備を通して、消防署部隊・消防団部隊の消防活動能力を高めます。 

 

  ２ 消防団との連携強化 

消防団との連携を深め、効果的・効率的に災害に対処する能力を高めます。 

 

  ３ 消防緊急通信指令システムの運営 

    消防緊急通信指令システムを始めとする消防通信指令室にある機器を活用し、消防署・消防団部隊

への指令を迅速・的確に行い、あらゆる災害に対応します。また、それら機器を適切に維持管理し、

常に活用できる状態を維持します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

消防団員充足
率 

97.7％ 
（平成 22 年度） 

100％ 

 消防団員の充足状況を測ります。消防団員の情報を積
極的に発信することや消防団員の処遇を改善し、充足率
を高めることを目標としました。 
※消防団員充足率：条例定数 427 人に対する現員数の割
合 

施策目標：３２ 

消防力を充実し、災害活動体制を強化する  （警防課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３２　消防力を充実し、災害活動体制を強化する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　警防課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　赤羽根土地改良区の整備終了後、地権者から用地を借
用し、器具置場を建設します。
　借地に建設している施設の内、国有地などの物件につ
いては、今後の財政状況を踏まえ調整を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

器具置場建設のため
の調整

器具置場建設

消防団活動施設整備
事業

平成2５年度

器具置場建設のため
の調整

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 25,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　活動体制を維持するため、自動車NOｘ・PM法の規制
を受ける車両２台及び老朽化した救急車１台を更新しま
す。

※車両整備状況（平成22年度）：消防ポンプ自動車等３
台更新

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

車両整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

屈折はしご車等２台
更新

救急自動車１台更新

消防ポンプ自動車等
整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 150,973 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　車両故障などに対応するため非常用消防団車両を１台
導入します。
　老朽化した消防団車両４台を更新します。

※車両整備状況（平成22年度）：０台

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

車両整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

１台増車

消防団車両等整備事
業

平成2５年度

４台更新

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 35,900 千円

施策の方向性

－178－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３２　消防力を充実し、災害活動体制を強化する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　警防課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　浜須賀小学校敷地に防火水槽を整備します。
　計画的な防火水槽整備のため、第２次実施計画への反
映を目途に、中長期的な消防水利の整備計画を作成しま
す。

※防火水槽設置数（平成21年度）：１基
※公設防火水槽数（平成21年度）：215基

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

防火水槽設置数
計画の作成状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1基
基礎調査・計画作成

－
計画作成完了

防火水槽整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 9,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　計画的な消火栓整備のため、第２次実施計画への反映
を目途に、中長期的な消防水利の整備計画を作成しま
す。

※公設消火栓数（平成21年度）：2,311基

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

計画の作成状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基礎調査・計画作成

計画作成完了

消火栓整備事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　消防活動環境の調
査・整備

　消防団員の安全な活動環境を整備するため防火衣及び
防火帽を更新します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

防火衣及び防火帽の
整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

消防団防火衣等整備
事業

平成2５年度

20着・個整備

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,500 千円

施策の方向性

－179－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３２　消防力を充実し、災害活動体制を強化する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　警防課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防緊急通信指令シ
ステムの運営

　消防緊急通信指令システムの中枢であるコンピュー
ター部分が老朽化しているため、更新し、それに伴うシ
ステムを再構築します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

指令システム部分改
修状況及び運用状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

新システム構築及び
機器リース運用開始

機器リースによる安
定運用

消防緊急通信指令シ
ステム部分改修事業

平成2５年度

機器リースによる安
定運用

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 55,194 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防緊急通信指令シ
ステムの運営

　消防救急無線を、平成28年５月で使用できなくなるア
ナログ方式から、デジタル方式に更新します。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

整備状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

共通波 実施設計
活動波 基本設計

共通波 整備工事
活動波 実施設計

消防救急無線再整備
事業

平成2５年度

共通波 整備工事
活動波 整備工事

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 308,608 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防緊急通信指令シ
ステムの運営

　消防車両の位置を把握するためのシステムです。
　平成24年３月に終了になる、NTTのＤｏｐａ通信方式
からFOMA通信方式に更新します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

新システム運用状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

新システム運用開始

機器リースによる安
定運用

車両動態位置管理装
置システム改修事業

平成2５年度

機器リースによる安
定運用

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 41,623 千円

施策の方向性

－180－



３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３２　消防力を充実し、災害活動体制を強化する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　警防課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防緊急通信指令シ
ステムの運営

　119番通報者の場所を把握するシステムです。
　先発のＮＴＴ固定発信地表示システムと後発のＩＰ・
携帯発信地システムを統合し、管理の合理化を図りま
す。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

システム改修状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

改修完了

－

発信地表示システム
改修事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,802 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　消防緊急通信指令シ
ステムの運営

　災害情報などを統計的に管理することや災害報告書を
作成するためのシステムが老朽化しているため、そのシ
ステムを更新します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

消防支援情報管理装
置の運用状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

システム運用開始

システム安定運用

消防支援情報管理装
置更新事業

平成2５年度

システム安定運用

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 23,700 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 警防課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３２ 消防力を充実し、災害活動体制を強化する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

消防車両維持管理事業                   （１ 消防活動環境の調査・整備） 

 出動に支障がないよう消防車両を定期的に点検し、突発の故障には迅速に対応します。 

 
 

消防団員訓練関係事務                   （１ 消防活動環境の調査・整備） 

 消防団員の活動能力を向上するため、訓練及び研修を行います。 

 
 

消防団活動施設等維持管理事業               （１ 消防活動環境の調査・整備） 

 消防団の車両や活動拠点である器具置場を維持管理し、消防団員が迅速的確に活動できる環境を維

持します。 

 
 

消防水利維持管理事業                   （１ 消防活動環境の調査・整備） 

 火災の際に使用する、消火栓、防火水槽を維持管理します。 

 迅速な消火活動を行うため、消火栓や防火水槽の視認性を高めます。 

 
 

消防団連携強化事業                       （２ 消防団との連携強化） 

 効率的に災害に対応するため、消防職員と消防団員との連携を強化します。 

 
 

消防緊急通信指令システム運用事務          （３ 消防緊急通信指令システムの運営） 

 消防緊急通信指令システムを適切に運用し、119 番通報への対応、消防署部隊への出動などの指令、

各種災害支援情報の収集を実施します。 

 
 

消防緊急通信指令システム維持管理事業        （３ 消防緊急通信指令システムの運営） 

 消防緊急通信指令システムを常に使用可能な状況にしておくために、保守点検や消耗部品の交換な

ど、維持管理を実施します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 救命課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３３ 救急業務の高度化を図り、質の高い救急サービスを提供する 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 救急・救助活動環境の調査・整備 

救急・救助活動に関する調査・整備を通して、消防署部隊の救急・救助活動能力を高めます。 

 

  ２ 救命講習会などの受講環境の整備 

市民に対する救命講習会などの受講環境を整備し、救命に必要な技術や知識を習得した市民を増や

すことで、市民が市民を救うまちを目指します。 

 

  ３ 救急車利用の適正化 

広報紙や市ホームページを活用するなどして、救急車の適正な利用方法を周知し、不適正な利用

を抑制します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

各種救命講習
会の累計受講
者数 

25,000 人 
（平成 21 年度） 

45,000 人 
 各種救命講習会の累計受講者数を測ります。開催日
時・場所などの受講環境や広報手法を工夫することによ
り、年間 5,000 人受講することを目標としました。 

施策目標：３３ 

救急業務の高度化を図り、質の高い救急サービスを提供する  （救命課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３３　救急業務の高度化を図り、質の高い救急サービスを提供する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　救命課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　救急・救助活動環境
の調査・整備

　定期巡回点検の実施と使用期間の限られた消耗品
（バッテリー、電極パッド）を定期的に交換します。

※バッテリー交換数・電極パッド交換数（平成22年
度）：37器・173組

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

バッテリー交換数
電極パッド交換数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

51器
175組

4器
175組

ＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の整備及
び運用

平成2５年度

23器
175組

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 10,567 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　救急・救助活動環境
の調査・整備

　計画的に養成することにより、一定数の人員を維持し
ます。
　計画的に研修などを実施することにより、常に最新の
技術、知識を維持します。

※救急救命士の養成、研修人数（平成22年度）：養成２
人・研修21人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

救急救命士の養成、
研修人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

養成2人
研修20人

養成2人
研修22人

救急救命士の養成及
び育成

平成2５年度

養成2人
研修24人

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 21,022 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　救急・救助活動環境
の調査・整備

　研修・セミナーなどによる救急隊員のスキルアップを
図るとともに、教育体制を維持するための受け入れ医療
機関を拡充します。
　症例に応じた各ガイドラインなどを作成するととも
に、救急救命士が特定の救命行為を行う際に医師から指
導、助言を受ける体制を維持します。

※協議会内のセミナー・各部会等開催回数（平成21年
度）：62回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間・市

 指標

協議会内のセミ
ナー・各部会等開催
回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

65回

65回

湘南地区メディカル
コントロール(地域
医療機関との連携)
事業

平成2５年度

65回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,442 千円

施策の方向性
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３３　救急業務の高度化を図り、質の高い救急サービスを提供する

基本理念

政策目標

施策目標

消防本部　救命課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　救急・救助活動環境
の調査・整備

　かかりつけ病院や氏名、生年月日などの医療情報を記
入した安心カードを、容器に入れて自宅に備え付け、又
は外出時に携帯してもらうことにより、急病など緊急時
の安心感を高めます。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

安心カードセット配
布数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

5,000セット

4,000セット

安心カプセル・安心
カード推進事業

平成2５年度

4,000セット

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,200 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　救命講習会などの受
講環境の整備

　救命講習会の指導者となる応急手当普及員（指導員）
を養成・育成し、多くの市民が救命講習会を受講できる
環境を整えます。
　講習会用資器材を整備します。

※各種救命講習会の累計受講者数（平成21年度）：
25,000人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

各種救命講習会の累
計受講者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

35,000人

40,000人

救命講習会拡大事業

平成2５年度

45,000人

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 4,624 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                         消防本部 救命課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３３ 救急業務の高度化を図り、質の高い救急サービスを提供する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

市内医療機関との連携及び調整事務          （１ 救急・救助活動環境の調査・整備） 

 救急業務が適切に実施できるよう、市内医療機関との連携を進めます。 

 
 

救急隊員の教育及び訓練実施事業           （１ 救急・救助活動環境の調査・整備） 

 救急需要に対し適切に対応できるよう、救急隊員の研修及び訓練を実施します。 

 
 

救助隊員の教育及び訓練実施事業           （１ 救急・救助活動環境の調査・整備） 

 救助需要に対し適切に対応できるよう、救助隊員の研修及び訓練を実施します。 

 
 

救急車利用適正化事業                      （３ 救急車利用の適正化） 

 真に必要な患者のもとへ迅速に出動するため、救急車を適正に利用していただくための情報を、市

広報紙など様々な媒体を活用して、発信します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                          消防署 指導課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３４ 防火対策の指導を効果的に実施する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 立入検査の環境整備と効果的・効率的な実施 

事業所などへの立入検査を行う体制を整備し、また、効果的・効率的な立入検査を実施し、火災危

険のないまちを目指します。 

 

  ２ 火災予防対策の支援 

    防災アカデミー・防火講習会などを開催し、防火管理意識の向上を図り、火災予防対策を支援しま

す。 

 

  ３ 消防活動の支援等 

    消防活動用品を、使用頻度などを考慮しつつ限られた財源の中で整備し、消防活動を支援します。 

    り災者の必要に応じて、り災証明書や救急搬送証明書を発行します。 

 

 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

防火対象物へ
の立入検査件
数 

499 件 
（平成 21 年度） 525 件以上 

 防火対象物への立入検査の状況を測ります。計画的に
立入検査を実施し火災発生の予防や被害の軽減を図り
ます。「茅ヶ崎市消防署立入検査要領」に定める年間 525
件以上の立入検査実施を目標としました。 

施策目標：３４ 

防火対策の指導を効果的に実施する  （指導課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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３　安全でやすらぎのある　持続可能な　暮らしづくり

９　生命や財産が守られるまち

３４　防火対策の指導を効果的に実施する

基本理念

政策目標

施策目標

消防署　指導課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　火災予防対策の支援

　小学生の消防署見学の内容を充実します。
　中学生への出張講話の実施や、職場体験の内容を充実
します。

※防災アカデミー実施校数（平成22年度）：小学校19
校・中学校７校

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

防災アカデミー実施
校数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

小学校19校
中学校8校

小学校19校
中学校9校

防災アカデミー事業

平成2５年度

小学校19校
中学校10校

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 60 千円

施策の方向性
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                          消防署 指導課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３４ 防火対策の指導を効果的に実施する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

消防対象物の不備欠陥事項の改修指導等事務 （１ 立入検査の環境整備と効果的・効率的な実施） 

 消防対象物が消防法令などに基づき適正に維持管理されているか立入検査を実施し、不備欠陥事項

があれば指導や命令などにより改善を図ります。 

 
事業所等の消防訓練に関する事務                 （２ 火災予防対策の支援） 

 消防訓練が義務化されている事業所などへの訓練指導や、訓練資機材などの貸出を行い、効果的な

消防訓練の実施を促進します。 

 
消防活動用品の管理事務                      （３ 消防活動の支援等） 

 災害に確実に対応するため、消防活動用品の整備、管理を行います。 

 
り災証明書及び救急搬送証明書の発行事務              （３ 消防活動の支援等） 

 火災などの災害にり災した方や救急搬送された方の求めに応じて証明書を発行します。 
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基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      消防署 警備第一・二課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３５ 消防業務を効果的・効率的に実施する 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ あらゆる災害への対応 

災害に効果的に対応できる能力を高め、あらゆる災害に対応します。 

 

  ２ 効率的な消防の展開 

消防のあらゆる業務を主体的・補完的に担い、効率的な消防を支えます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成２５年 
の目標値 

指標の説明・意図 

救急現場到着
平均時間 

6.2 分 
（平成 21 年） 

6.1 分 

 119 番入電から現場到着までの平均時間を測り、救急
部隊の初動体制が効果的に機能しているか、消防施設が
適正に配置されているかを測ります。平成 17 年から平
成 21 年の神奈川県内到着平均時間の平均値 6.3 分以下
を目標としました。 

施策目標：３５ 

消防業務を効果的・効率的に実施する  （警備第一・二課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

－190－



基本理念３ 安全でやすらぎのある 持続可能な 暮らしづくり                      消防署 警備第一・二課 

政策目標９ 生命や財産が守られるまち 
施策目標３５ 消防業務を効果的・効率的に実施する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

火災・救助業務                        （１ あらゆる災害への対応） 

 火災や風水害への対応を進め、災害による被害を軽減します。 

 硫化水素を使用した自殺など特殊な案件が発生しており、訓練・研修を充実し、能力を向上して被

害の軽減に努めます。 

 
 

救急業務                           （１ あらゆる災害への対応） 

 救急要請に迅速的確に対応し、茅ヶ崎市域にある方全ての安全・安心を高めます。 

 訓練・研修を充実し救急技術を向上します。 

 
 

立入検査業務                          （２ 効率的な消防の展開） 

 火災発生を防止し、火災による損害を軽減するため立入検査を実施します。 

 計画的に立入検査を実施し、安全なまちづくりを促進します。 
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人々が行きかい 

自然と共生する便利で快適な 

まちづくり 

 

 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 

政策目標１３ 地域の魅力と活力のある産業のまち 

政策目標１４ 農地の適正で有効な利用を図る 

 

基本理念４ 

－192－



基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 10 魅力にあふれ住み続けたいまち 

 
 
 
 
 
 
 
 ◇ 都市計画制度が適正に運用され、市街地と自然の良好なバランスが保たれている 
◇ 地域特性を生かしたきめ細かなルールで、秩序ある土地利用や良好な住環境が維持・創出 
されている 

◇ 中心市街地や都市拠点の利便性が高まり、徒歩や公共交通、自転車を利用する割合が高ま 
っている 

◇ 都市の防災性能が向上している 
◇ 地域特性を生かした魅力ある景観を、市民・事業者・行政が一体となって、維持・創出し 
ている 

◇ 豊かな自然環境が保全され、身近にみどりが感じられる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 38 576 百万円

定例・定型的事業 9９ 224 百万円

人件費                   1,439 百万円

 

一般会計概算事業費合計                           2,239 百万円

 
 

魅力にあふれ住み続けたいまち 

 目指すべき将来像 

都市づくり
政策目標 

１０ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

昭和 45 年に市街化区域と市街化調整区域に区域区分され、市街地と自然環境のバランスが良好
に保たれています。今後は、大きな区域区分の変更を行わず、現在の都市構造を基本に魅力と活
力のある都市空間の形成を図ります。 
市街地の良好な住環境の整備、開発、保全及び景観形成などの取り組みを効果的に実施するた

め、市民を対象にした講座や勉強会を通して啓発活動を行いながら、地区計画及び都市計画提案
制度などを活用し、市民との連携によるまちづくりを進めます。 
徒歩や公共交通、自転車の利用により、歩行者に配慮した環境負荷の少ない交通体系の形成を

進め、公共交通利用回数の増加を図ります。 
市域の貴重なみどりの保全・再生・創出を図るため、生物多様性のある自然を守り、次世代へ

豊かなみどりを継承します。 
また、災害に強いまちづくりを目指し特定建築物や住宅の耐震化を進め、安全で住みやすい都

市を形成します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市計画課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３６ 地域特性を生かした都市空間をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 地域特性に配慮した土地利用の推進 

魅力と活力ある都市空間の形成に向け、地域特性に応じた適切な規制・誘導で、良好な住宅地な

どの形成や自然環境に配慮した土地利用を進めます。 

 

  ２ 地域特性を生かしたルールの整備 

安心して住み続けることができる住環境の形成に向け、地域住民と協働して、地域の特性を生か

した地区計画など、ルールの制定や拡充を進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

地区計画を活
用して快適な
住環境の整備
を規定した制
度の導入件数 

 ６件 
（平成 21 年度） 

８件 
（累計） 

 快適な住環境が誘導されているかを測ります。地区計
画制度の啓発を実施し、地区の実情にあったきめ細やか
な規制・誘導を行います。 
 現在、調整中である２地区について、平成 25 年度ま
でに地区計画を指定することを目標としました。 

施策目標：３６ 

地域特性を生かした都市空間をつくる  （都市計画課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３６　地域特性を生かした都市空間をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市計画課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性に配慮した
土地利用の推進

　地区計画制度とは、居住環境などの課題を抱える地区
において、その地区の良好な居住環境などの形成及び維
持・保全を目標に地区独自のルールを定める都市計画制
度です。本制度の推進に当たっては、地区内住民と、こ
の制度の充分な理解と合意形成が必要であり、そのため
の啓発活動を行います。
※啓発活動件数（平成21年度）：７件
※地区計画指定件数（平成21年度）：６地区
（上の田地区　柳島地区　室田二丁目地区　香川下寺尾
地区　茅ヶ崎漁港地区　浜見平地区）

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

啓発活動件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３件

３件

地区計画制度の啓発
活動

平成2５年度

３件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性に配慮した
土地利用の推進

　安全・安心なまちづくりを推進するため、建替えの相
談があった物件について建物の共同化、不燃化を図る補
助制度（優良建築物整備事業）の説明を行います。

※相談件数（平成21年度）：１件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

相談件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

1件

1件

優良建築物整備事業

平成2５年度

1件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性に配慮した
土地利用の推進

　指定用途地域と現状の土地利用が乖離している工業系
用途地域及び行政拠点地区公共施設再編整備に伴う市役
所周辺地区の用途地域の見直しを検討し、都市計画変更
手続きを実施します。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

都市計画手続き

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 用途見直し素案、
原案の作成

 都市計画手続き、
図書作成

用途地域見直し事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市計画課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３６ 地域特性を生かした都市空間をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

都市計画決定及び変更業務             （１ 地域特性に配慮した土地利用の推進） 

 魅力と活力ある都市空間の形成に向け、地域特性に応じた適切な規制・誘導で、良好な住宅などの

形成や自然環境に配慮した土地利用を進めるため、都市計画決定及び変更手続きを行います。 

 
 

都市計画の周知業務                （１ 地域特性に配慮した土地利用の推進） 

 都市計画総括図や都市計画概要図などの頒布、市民まなび講座開催などにより、市民事業者に対し

都市計画の周知に努めます。 

 
 

都市計画基礎調査業務               （１ 地域特性に配慮した土地利用の推進） 

 都市計画の基礎資料とするため、５年に１度、人口規模、産業分類別就業人口規模、市街地面積、

土地利用、交通量、都市の現状・将来の見通しなどについて、調査を行います。 

 
 

都市計画審議会業務                （１ 地域特性に配慮した土地利用の推進） 

 都市計画法の規定により、その権限に属する事項の調査審議を行う業務及び市長の諮問に応じて調

査審議した結果を答申する業務を行います。 

 
 

住居表示未実施区域の住居表示整備          （２ 地域特性を生かしたルールの整備） 

 住居表示未実施地区への住居表示事業の啓発、また街区変更などが必要となっている地区への説明

会を実施します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市政策課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３７ 住みやすく住み続けたいまちをつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 集約型都市構造の実現に向けた交通体系の構築 

集約型都市構造の実現に向け、利便性が高く、人と環境にやさしい交通体系を構築します。また、

公共交通を優先した新たな交通システムを導入します。 

 

  ２ 鉄道輸送力の増強 

ＪＲ東海道本線、ＪＲ相模線の輸送力増強について事業者へ働きかけます。 

 

  ３ 防災体制の構築 

都市防災推進事業の推進を図り、災害時の被害を軽減し、被災後の迅速な復旧のため、自助・共

助・公助による取り組み体制の構築を目指します。 

 

  ４ 住環境整備の調査・研究 

住環境整備を進めるため、必要な支援や法制度の導入を進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

年間公共交通
利用回数 
（１人当たり） 

401.5 回 
（平成 21 年度） 420.5 回 

 市民が公共交通機関をどれだけ使用しているかを測
ります。交通事業者と連携を図りながら、公共交通の利
用促進に向けた取り組みを行います。過去の伸び率を勘
案し、毎年１％程度増加する数値を目標としました。 
※年間公共交通利用回数：鉄道・路線バス・コミュニテ
ィバスの利用者数をその年度の人口で割り返すことに
より、市民１人当たりの年間の公共交通利用回数を算出
します。 

施策目標：３７ 

住みやすく住み続けたいまちをつくる  （都市政策課） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

－197－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　各路線の運行改善を行いつつ、市民からの要望の多い
地区への乗り入れや、平成14年３月策定の「茅ヶ崎市乗
合交通整備計画」の見直しなどにも着手し、市内全体で
の支線としての体系をより完成度の高いものとします。
また、コミュニティバスを使用したイベントなども実施

 し、利用促進を図ります。
※コミュニティバス利用者数（平成21年度）：
333,641人
※導入済みコミュニティバス路線：４路線
（中海岸南湖循環　北部循環　鶴嶺循環　東部循環）

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

コミュニティバス利
用者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

370,000人

410,000人

コミュニティバス運
行事業

平成2５年度

455,000人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 341,904 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　学識者や交通事業者、警察、市民などで構成した（仮
称）茅ヶ崎市地域公共交通会議を設置し、関係者による
合意形成を図る場として位置づけます。また需要予測調
査、アンケート調査及び新たな交通システムの研究を行
います。

※平成23年度（仮称）茅ヶ崎市地域公共交通会議設置予
定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

（仮称）茅ヶ崎市地
域公共交通会議の開
催回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

２回

(仮称）茅ヶ崎市地
域公共交通会議の推
進

平成2５年度

２回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 10,581 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　平成14年３月策定の「茅ヶ崎市乗合交通整備計画」に
基づき、神奈川中央交通茅ヶ崎営業所にある路線バス車
両の３０％をノンステップバスとする（移動等円滑化の
促進に関する基本方針）ため、事業者に対し協調補助を
行い、ノンステップバス３台を導入します。

※ノンステップバス累計台数（平成22年度）：27台

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

ノンステップバス累
計台数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

28台

29台

茅ヶ崎市乗合交通整
備計画推進事業（ノ
ンステップバス導入
促進）

平成2５年度

30台

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,700 千円

施策の方向性

－198－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　平成16年３月策定の「ちがさき自転車プラン」の将来
像である「人と環境にやさしい自転車のまち茅ヶ崎」を
実現するためにちがさき自転車プラン推進連絡協議会、
ちがさき自転車プランアクション２２、ちがさき自転車
プラン庁内推進会議の３者が、連携を図りながら「ちが
さき自転車プラン」に位置づけられた施策を推進しま
す。

※連絡協議会の開催回数（平成21年度）：３回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

連絡協議会の開催回
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２回

２回

ちがさき自転車プラ
ン推進事業

平成2５年度

２回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 7,343 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　市と交通事業者が連携し、必要性の高い地区に、バス
利用者がバス停まで自転車を利用し、バス停付近に駐輪
できるサイクルアンドバスライドについて、これまで市
内５か所に設置しました。
　新規設置に向けて、ニーズ調査を行い、具体的な調整
を行います。
　また、新規設置箇所の検討を行うとともに既存の箇所
についても適正な維持管理を行います。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

サイクルアンドバス
ライド新規設置

 目標

平成2３年度

平成2４年度

ニーズ調査

ニーズ調査

ちがさき自転車プラ
ン推進事業(サイク
ルアンドバスライ
ド）

平成2５年度

新規設置に向けた
具体的調整

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　平成16年３月策定の「ちがさき自転車プラン」に位置
づけられた既存道路の整備・改善、モデル路線の整備に
ついて、関係機関などとの協議や市民と協働しながら、
自転車走行環境調査を基に市内道路での整備のあり方や
自転車ネットワークの検討を行います。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

整備のあり方・ネッ
トワークの検討

整備のあり方・ネッ
トワークの検討

ちがさき自転車プラ
ン推進事業(自転車
走行環境調査）

平成2５年度

整備のあり方・ネッ
トワークの検討

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

－199－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　集約型都市構造の実
現に向けた交通体系の構
築

　公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向
上の促進を図るため、移動等円滑化の促進に関する基本
方針に基づき、関係事業者と協議し基本構想を作成しま
す。基本構想の策定後、基本構想に基づいた事業を実施
するための特定事業計画（道路特定事業等）を作成し、
バリアフリー化事業を推進します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

（仮称）茅ヶ崎市交
通バリアフリー基本
構想策定委員会の設
置及び開催回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

バリアフリー基本構
想策定

平成2５年度

委員会の設置
開催回数　４回

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　神奈川県及び県内市町村で構成する神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議を通じて、国やJR東日本に対して、ＪＲ
相模線の香川駅～北茅ヶ崎駅間に新駅設置の要望活動を

 行います。

※要望回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市・民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

(仮称）西久保駅の
設置要請

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 87 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　神奈川県及び県内市町村で構成する神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議を通じて、国やJR東日本に対して、茅ヶ
崎駅ホーム拡幅の要望活動を行います。

※要望回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

ＪＲ茅ヶ崎駅ホーム
の拡幅要請

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

－200－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　神奈川県及び県内市町村で構成する神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議を通じて、国やJR東日本に対して、相模
鉄道のJR相模線への乗り入れの要望活動を行います。

※要望回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

ＪＲ相模線の各私鉄
との相互乗り入れ要
請

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　神奈川県及び沿線市町で構成する相模線複線化等期成
同盟会を通じて、国やJR東日本に対して、JR相模線の全
線複線化に向けた要望活動を行います。

※要望回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

ＪＲ相模線の複線化
の整備促進

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 300 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　バリアフリー新法の基本方針に基づき、１日当たりの
利用者が５千人以上の駅については、段差解消などのバ
リアフリー化が位置付けられており、北茅ヶ崎駅利用客
の安全性・利便性の向上及び公共交通利用促進を図るた
め、駅のバリアフリー化とあわせて自由通路の設置や駅
舎橋上化などの整備の検討を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 民間

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基礎調査

基礎調査

JR相模線北茅ヶ崎
駅整備事業

平成2５年度

基礎調査

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

－201－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　神奈川県及び県内市町村で構成する神奈川県鉄道輸送
力増強促進会議を通じて、国やJR東日本に対して、東海
道貨物線の本格的な旅客線化の要望活動を行います。

※要望回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

ＪＲ東海道本線の貨
物線旅客線化の促進

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　鉄道輸送力の増強

　寒川町倉見地区に新幹線新駅を誘致し、同地区及び相
模川対岸に位置する平塚市大神地区に環境共生モデル都
市（ツインシティ）を整備するため、期成同盟会総会参
加、新駅設置要望・陳情活動、フォーラム開催・イベン
ト参加などの広報活動を行います。

※広報活動回数（平成21年度）：５回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県・市

 指標

広報活動回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

５回

５回

ツインシティ整備・
東海道新幹線新駅設
置促進事業

平成2５年度

５回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 540 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　防災体制の構築

　市民と協働で防災都市づくりワークショップを開催し
ます。同ワークショップの中で、地域の防災上の課題に
ついて、地域がどのような体制で取り組むべきかを検証
し、地域主体の防災都市づくりの仕組みを構築していく
とともに、行政の役割についても確認します。

※都市防災の推進（平成21年度）：ワークショップの開
催（浜竹一・二丁目地内対象）

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

都市防災の推進

 目標

平成2３年度

平成2４年度

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなど取りま
とめ・実施支援

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟなど実施支
援

都市防災推進事業

平成2５年度

地域危険度調査・ﾜｰ
ｸｼｮｯﾌﾟなど実施支援

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 15,360 千円

施策の方向性

－202－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３７　住みやすく住み続けたいまちをつくる

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　都市政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　住環境整備の調査・
研究

　多様化する居住ニーズを世代ごとに捉え、既存ストッ
クの住宅活用ができるような制度の導入のための調査研
究を行い、住宅政策の方向性を明確化します。また、本
市の住宅に係る支援制度などを整理し、活用できるよう
誘導を図ります。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

住宅政策の方向性の
明確化

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査・研究

調査・研究

住環境整備事業の調
査・研究

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 9,785 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　住環境整備の調査・
研究

　人口減少、少子高齢化、多様化する消費者のニーズを
捉え、今後の中心市街地のあり方について調査研究を行
います。また、行政拠点地区の再整備などに併せて、中
心市街地の活性化に関する法律に基づく認定計画策定に
向け検討を行います。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

中心市街地の方向性
の明確化

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査・研究

調査・研究

中心市街地活性化事
業

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 都市政策課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３７ 住みやすく住み続けたいまちをつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

市内主要幹線道路等交通量調査      （１ 集約型都市構造の実現に向けた交通体系の構築） 

 茅ヶ崎市における交通実態調査を把握するとともに将来の道路計画及び建設などの立案・検討のた

め基礎資料を得ることとし、３年に１度調査を行います。 

 
 

都市マスタープランの進行管理・見直し            （４ 住環境整備の調査・研究） 

 都市マスタープランの重点的に取り組む施策や市民と協働で取り組む戦略プランについて、進行管

理を実施し、進捗状況を把握します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                   都市部 景観みどり課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３８ 美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  １ 地域特性を生かした景観の形成 

歴史の積み重ねの中で形づくられてきた「地域らしさ（地域特性）」を感じさせる魅力的な景観

を、市民・事業者・行政が一体となって守り、育て、創造していくことで、快適な都市環境を実現

します。 

 

  ２ みどりの保全・再生・創出 

生物多様性のある自然を守り、次世代へ豊かなみどりを継承し、快適な都市と健康で心豊かな生

活を支えるみどりを創造します。 
都市緑地法などの法制度の活用や茅ヶ崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例の見直しなど

により、みどりの保全・再生・創出に努めます。 
市民・事業者・行政の主体的な取り組みと協働による実効性のあるみどり豊かなまちづくりを推

進します。 
計画の実効性を高めていくために、緑のまちづくり基金の充実を図ります。 

 
 
 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市域面積にお
ける緑地面積
率 

17.4％ 
（平成 21 年度） 

19.3％ 

 市域の緑地面積を測ります。みどりの保全・再生・創
出を効果的に実施し、緑地面積を増やします。「みどり
の基本計画」策定時から緑地面積率の伸び率を案分し、
緑地面積を年 0.5％程度増加させる数値を目標としま
した。 
※緑地面積率：公園・農園・緑地などの合計面積を市域
面積で除したもの。 

景観資源の指
定件数 

７件 
（平成 21 年度） 

11 件 

 地域のシンボルとして、市民などに親しまれている歴
史的建造物や樹木を景観資源に指定します。景観資源の
維持管理を実施するとともに市民などに広く周知・啓発
活動を行います。毎年、１件程度指定することを目標と
しました。 
※景観資源：景観法に基づき規定する景観重要建造物、
景観重要樹木及び茅ヶ崎市景観条例に基づき指定する
ちがさき景観資源 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：３８ 

美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する 

（景観みどり課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした
景観の形成

　平成20年７月策定の「茅ヶ崎市景観計画」の景観重要
建造物、景観重要樹木、ちがさき景観資源の指定方針に
則した建造物、樹木、資源を抽出し、景観法及び茅ヶ崎
市景観条例に基づいて、本市の景観資源として指定しま
す。なお、景観重要建造物、景観重要樹木の所有者に
は、当該建造物及び樹木を中心とした良好な景観の保全
と形成を図るための維持管理に必要な経費の助成を行い
ます。また、広く市民などに対し周知・啓発活動を行い
ます。
※景観資源の指定（累計）（平成21年度）：７件

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

景観資源の指定件数
（累計）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

９件

10件

景観資源の保全

平成2５年度

11件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,614 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした
景観の形成

　さらなる景観の向上を図るため、茅ヶ崎駅北口周辺地
区の緑化の推進を図ります。また平成23年４月に特別景
観まちづくり地区に指定した浜見平地区及び茅ヶ崎海
岸・漁港周辺地区において、周知活動を行います。

※周知活動などの回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

周知活動などの回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１回

１回

特別景観まちづくり
地区景観推進事業

平成2５年度

１回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした
景観の形成

　各地域特性及び施設特性を把握し、茅ヶ崎の良好な景
観形成の手本となるようなまちづくりを進めるため、市
民・事業者・行政の関わり方や参加方法、規制・基準の
考え方を整理し、特別景観まちづくり地区及び景観重要
公共施設の指定に向けた研究を行います。
※研究会などの開催回数（平成21年度）：１回
※特別景観まちづくり地区数（平成23年４月予定）：３
地区
（茅ヶ崎駅北口周辺地区　浜見平地区　茅ヶ崎海岸・漁
港周辺地区）

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

研究会などの開催回
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２回

３回

特別景観まちづくり
地区及び景観重要公
共施設指定業務

平成2５年度

６回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,400 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした
景観の形成

　誰にでも分かりやすい公共サインの設置を推進するた
め、公共サインのデザインや設置場所・設置方法を定め
る（仮称）茅ヶ崎市公共サインガイドラインの策定に向
けた調査・研究を実施します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

（仮称）茅ヶ崎市公
共サインガイドライ
ンの策定

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査・研究

調査・研究

（仮称）茅ヶ崎市公
共サインガイドライ
ンの策定

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　地域特性を生かした
景観の形成

　景観法を活用し、市民・事業者・行政が連携・協働し
てまちづくりを進めるため、都市景観の側面から本市の
まちづくりを総合的にとらえ、専門的な知識の裏付けを
もって事業展開することにより、行政だけではなしえな
い、住民主導型のきめ細やかなまちづくりを持続的に推
進できる組織の設立について調査・研究を進めます。

※検討会議の開催回数（平成21年度）：１回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

（仮称）まちづくり
センターの設立

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査・研究

調査・研究

（仮称）まちづくり
センターの調査研究

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 150 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　近年、資材置き場や荒廃地が見られるようになってお
り、北部丘陵のみどり及び動植物の生育・生息環境を保
全するため、北部丘陵の特別緑地保全地区の指定及び緑
地の維持管理手法の検討を進めます。

※特別緑地保全地区指定累計箇所数（平成21年度）：０
か所

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

特別緑地保全地区の
累計指定箇所数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１か所

１か所

特別緑地保全地区指
定の推進

平成2５年度

１か所

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 25,700 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　自然環境を保全するため、「茅ヶ崎市緑の保全及び緑
化の推進に関する条例」に保全すべき地域の指定や貴重
種の生育・生息環境への配慮義務を盛り込むことについ
て検討します。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

改正案の検討

改正案の検討

茅ヶ崎市緑の保全及
び緑化の推進に関す
る条例の見直し

平成2５年度

条例改正

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　自然環境評価調査において、特に重要とした市内７か
所のコア地域ごとに保全管理計画を作成するとともに、
市民や土地所有者から構成される保全管理活動組織を設
置します。

※保全管理計画の累計作成数（平成21年度）：０地域

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

保全管理計画の累計
作成数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３地域

５地域

自然環境評価調査の
コア地域における管
理保全の推進

平成2５年度

７地域

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的
な計画である生物多様性地域戦略を策定するため、北部
丘陵を中心とした基礎調査を実施するとともに市民や学
識経験者などで構成される生物多様性地域戦略検討会議
を設置します。

※平成23年度生物多様性地域戦略検討会議設置予定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

生物多様性地域戦略
検討会議の開催回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

３回

３回

自然環境基礎調査業
務

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 10,000 千円

施策の方向性

－208－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　市域の自然環境の指標種を専門家や市民団体などと市
が協働で調査を実施し、その調査内容を地理情報システ
ムへ反映することにより、自然環境保全のための施策に
活用します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市 

 指標

自然環境調査のデー
タ件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

2,000件

－

自然環境評価マップ
データの更新

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 868 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　みどりや公園緑地が不足している地区の解消を図るた
め、建築物の屋上や壁面の緑化を行った事業者などに補
助金を助成する制度を創設します。

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

助成金制度の創設

助成件数　１件

緑化重点地区の緑化
推進

平成2５年度

助成件数　１件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 3,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　良好な自然環境を形成している緑地の取得・維持管理
を進めるため、基金の充実を図ります。
　また、基金を使用する優先度などの基準を検討しま
す。

※緑のまちづくり基金の積立額（平成21年度）：
20,000千円

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

緑のまちづくり基金
の積立額

 目標

平成2３年度

平成2４年度

3,000千円

3,000千円

茅ヶ崎市緑のまちづ
くり基金の充実

平成2５年度

3,000千円

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,569 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　開発事業に伴う緑化の基準を見直し、接道部の緑化や
既存樹木の利活用など新たな緑化基準を設け、公園や緑
化の質の向上を図ります。
　また、開発事業完了後の緑地の適正な維持管理を確認
できる体制づくりを進めます。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

改正案の検討

開発事業に伴う緑化
の基準の見直し 

平成2５年度

条例の改正

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　生け垣の築造と保全による緑化推進を図るため、倒壊
の危険性があるブロック塀などの生け垣への転換や生け
垣の保全を行うとともに市民の緑化推進への意識向上を
図ります。

※生け垣の築造延長（平成21年度）：364ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

生け垣の築造延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

500ｍ

500ｍ

生け垣の築造及び保
全事業

平成2５年度

500ｍ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 24,498 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　緑地の保全や市民のレクリエーション空間創出のた
め、市民緑地制度を活用し、良好な緑地を市民に公開し
ます。
　また、市民との協働による緑地の維持管理手法につい
て検討を進めます。

※市民緑地制度：土地所有者や建築物などの所有者と市
が契約し、地域の人々が利用できる緑地や緑化施設を公
開する制度

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

市民緑地の設置累計
箇所数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

０か所

１か所

市民緑地制度の推進

平成2５年度

１か所

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,400 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３８　美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　景観みどり課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　民有地緑化の推進を図るため、家屋の建て替えや引っ
越しにより引き取った不用樹木を希望する市民に配布し
ます。

※不用樹木（高木）の配布本数：26本

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

不用樹木（高木）の
配布本数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

30本

30本

グリーンバンク事業

平成2５年度

30本

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　みどりの保全・再
生・創出

　緑化の推進と緑化意識の向上のため、住宅新築の際に
記念樹を配布します。

※記念樹配布対象者に対する引き取り率（平成21年
度）：44.4％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

記念樹配布対象者に
対する引き取り率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

50％

50％

記念樹配布事業

平成2５年度

50％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,400 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                   都市部 景観みどり課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３８ 美しい景観を形成し、命をはぐくむみどりを保全・再生・創出する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

違反屋外広告物除去事業                 （１地域特性を生かした景観の形成） 

 都市の良好な景観を維持するとともに、歩行者などの安全を確保するため、違反屋外広告物の除去

やパトロールを実施します。 

 
 

景観条例に基づく届出等の受理事務       （１地域特性を生かした景観の形成） 

 良好な景観の保全を図るため、一定規模以上の建築物及び工作物などについて、景観条例に基づき

良好な景観形成への誘導を図ります。 

 
 

緑化教室事業                       （２ みどりの保全・再生・創出） 

 緑化に対する具体的な手法などを広く周知する中で、市民の緑化推進に対する意識の醸成を図るた

め、緑化教室を開催します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 建築指導課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３９ 安全で秩序ある住環境を形成する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 建築確認・許認可制度の適正な運用 

建築確認・許認可制度を適正に運用することで、安全、防火、衛生面などが良好なまちづくりを

進めます。 
 

  ２ バリアフリー化や福祉のまちづくりの推進 

「バリアフリー新法」や「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」などに基づき、建築物

などのバリアフリー化やユニバーサルデザイン化を図り、だれもが暮らしやすいまちをつくります。 

 

  ３ 住宅・建築物の耐震化 

地震に強いまちづくりを目指し、住宅、建築物の耐震補強や建て替えを促進し、耐震化率の向上

を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

特定建築物 
86.1％ 

（平成 21 年度） 
89.0％ 

特定建築物や
住宅の耐震化
率 

住宅 
69.1％ 

（平成 21 年度） 
84.0％ 

 市内の特定建築物及び住宅がどれだけ耐震化されて
いるかを測ります。耐震改修促進計画に基づき、耐震化
を行った住宅などに補助金を交付するとともに耐震化
の普及・啓発を実施し、住宅などの耐震化率を向上させ
ます。 
 平成 20 年度に策定した「茅ヶ崎市耐震改修促進計画
（実施計画）」に設定した数値を目標としました。 
※耐震化率：耐震性のある建物の数を建物総数で除した
もの。 
※特定建築物：多数の人が利用する建築物（学校・病院
など）や地震時に通行を確保しなければならない道路沿
いの建築物 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：３９ 

安全で秩序ある住環境を形成する  （建築指導課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１０　魅力にあふれ住み続けたいまち

３９　安全で秩序ある住環境を形成する

基本理念

政策目標

施策目標

都市部　建築指導課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　住宅・建築物の耐震
化

　市内にある建築物の耐震化率向上による安全、安心な
まちづくりを目指すため、市民のニーズに応じた補助制
度の構築や茅ヶ崎たいあっぷ９０推進協議会を軸とした
普及、啓発を進めます。また、補助金交付制度に限定し
ない耐震化への支援を行います。

※住宅の耐震化率（平成21年度）：69.1％

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

住宅の耐震化率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

76.0％

80.0％

耐震改修促進計画事
業

平成2５年度

84.0％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 92,424 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 建築指導課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標３９ 安全で秩序ある住環境を形成する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

建築確認及び検査に関する業務           （１ 建築確認・許認可制度の適正な運用） 

 建築確認申請などに対し、適正かつ迅速に確認審査・検査業務を実施します。 

 
 

神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例に関する業務  

（２ バリアフリー化や福祉のまちづくりの推進） 

 高齢者、障害者などの移動等の円滑化の促進に関する法律を補完し、バリアフリー化や福祉のまち

づくりを促進するため、「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」に基づく指導・助言・検査

業務などを実施します。 

 
 

建築協定に関する業務               （１ 建築確認・許認可制度の適正な運用） 

 良好な住環境を保全することにより秩序あるまちなみを形成するため、開発行為などにあわせて建

築協定への誘導を図ります。 
 既存の建築協定については、関係権利者に対して適切に運用できるように周知します。 

 
 

建設リサイクル法に関する業務           （１ 建築確認・許認可制度の適正な運用） 

 建設廃材の不法投棄などの廃棄物をめぐる問題が多発しており、環境への負荷を軽減するため、解

体事業者への適正な指導や定期的な解体現場パトロールを実施します。 

 
 

震後対策（応急危険度判定）推進事業              （３ 住宅・建築物の耐震化） 

 いつ発生するかわからない大地震に対して、発生後すみやかに判定を実施できる体制を整備しま

す。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 開発審査課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標４０ 開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 無秩序な市街化の抑制 

無秩序な市街化を防ぎ、良好な都市環境の形成に資する土地利用を促進するため、宅地開発など

にあたって、一定の基準に沿った指導を行います。 

 

  ２ 開発・建築の許可制度などの適正な運用 

都市計画法に基づく開発許可や建築許可、「茅ヶ崎市のまちづくりにおける手続き及び基準等に

関する条例」など、各制度の適正な運用を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

開発許可事務
及び特定開発
事業確定事務
の処理期間 

28 日 
（平均値） 
（平成 21 年度） 

25 日 

 開発許可及び特定開発事業確定事務の処理日数を測
ります。適正な審査を行うとともに、事務の迅速化を図
り、平成 25 年度までに３日短縮することを目標としま
した。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４０ 

開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する  （開発審査課） 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    都市部 開発審査課 

政策目標１０ 魅力にあふれ住み続けたいまち 
施策目標４０ 開発行為時の規制と秩序あるまちづくりを促進する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

各種申請手続に先行する窓口業務                 （１ 無秩序な市街化の抑制） 

 開発事業に関連する各種の相談に対し、適切に指導・誘導を行います。 

 
 

まちづくり条例に係る指導及び特定開発事業の確認 （２ 開発・建築の許可制度などの適正な運用） 

 秩序あるまちづくりの促進を図り、良好な都市環境を形成するため、まちづくり条例に係る指導を

行います。 

 
 

都市計画法第２９条における開発許可      （２ 開発・建築の許可制度などの適正な運用） 

 開発許可申請を受理し、許可申請に係る書類・図面などの内容が、許可基準に適合しているか否か

審査します。 

 
 

市街化調整区域内における建築許可       （２ 開発・建築の許可制度などの適正な運用） 

 開発許可申請を受理し、許可申請に係る書類・図面などの内容が、許可基準に適合しているか否か

審査します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 11 だれもが快適に過ごせるまち 

 
 
 
 
 
 
 ◇ 道路情報管理システムが構築され、道水路敷が効率的に管理・利用されている 
◇ 道路・橋りょうの整備により、渋滞の緩和効果があらわれている 
◇ 生活道路の整備などにより、狭あい道路の多いエリアが縮小している 
◇ 公園・緑地が市民の憩いや交流の場として、親しみを持って利用されている 
◇ 公共建築物の耐震化が進み、安心して利用し、住み続けることができる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 2３ 3,057 百万円

定例・定型的事業 66 2,846 百万円

人件費                       1,714 百万円

 

一般会計概算事業費合計                      7,617 百万円

 
 

だれもが快適に過ごせるまち 

 目指すべき将来像 

土木・基盤
政策目標 

１１ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 都市計画道路は、都市の機能を支える重要な都市施設ですが、近隣市に比べて整備率（55.1％
平成 21 年度）が低い状況であり、交通の円滑化や歩行者の安全性の向上のため、国・県が事業主
体として２路線（1,620ｍ）、市が事業主体として、２路線のうち東海岸寒川線（高田地区 340ｍ）
を整備し、整備率 58.2％を目指します。また、安全な生活環境を確保するため、歩道整備や狭あ
い道路の整備を進めます。 
 都市公園の市民１人当たりの面積は、2.37 ㎡/人と県内市平均 4.68 ㎡/人に比べて低い水準で
あり、新たな公園・緑地などの整備により、面積の向上を図ります。 
 老朽化した公共建築物の耐震化や橋りょうの耐震補強を促進して安全性を向上することによ
り、快適に過ごせるまちづくりを目指します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 建設総務課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４１ 道水路敷の効率的な管理・利用を進める 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 法令に基づく市道の管理 

法令に基づき、市道を管理するため、市道の認定と廃止、区域の決定や供用の開始などを

行います。 

 

  ２ 道水路敷の有効利用 

行政財産である道水路敷の有効利用を図るため、積極的に用途廃止、交換、払い下げ業務

を行います。あわせて、道路敷の寄付採納と道水路敷の付け替えを行います。 

 

  ３ 道水路敷の境界確定や電子データ化による管理 

 道水路敷を管理するため、境界確定業務を推進するとともに、境界確定図交付事務の簡素

化と迅速化を図るため、電子データ化による道路情報管理システムの運用を推進します。 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

道水路敷の境
界確定や電子
データ化によ
る管理 

認定道路延長
（655.642 ㎞） 
（平成２１年度） 
その他認定外
道路及び水路
延長が確定で
きていない。 
（0％） 

公図ベースに
おいて、現在認
定外の道路・水
路の総延長が、
確定できてい
る。 
（100％） 

 市内全域の道路は、認定道路（655.642 ㎞）と認定外
道路が存在していますが、未確定箇所もあるため、道路
としての総延長は不明となっています。 
道路情報管理システムを活用することにより、市内道
路の総延長について、公図ベースで毎年 33.3％確定す
ることを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４１ 

道水路敷の効率的な管理・利用を進める  （建設総務課） 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 建設総務課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４１ 道水路敷の効率的な管理・利用を進める 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

道路の認定及び廃止                     （１ 法令に基づく市道の管理） 

 新設道路、開発行為により整備された帰属道路及び寄付による道路を認定し、主に一般交通の用に

供する必要がなくなった道路の廃止手続きを行います。 

 
 

道路の区域変更及び供用開始                 （１ 法令に基づく市道の管理） 

 既存道路の拡幅整備（歩道設置、狭あい道路整備）などによる区域の変更及び供用開始（新設道路

を含む）の告示を行います。 

 
 

道路台帳の補正                       （１ 法令に基づく市道の管理）

 道路の詳細な情報を整備し、必要な情報を市民や事業者などへ提供するため、前年度に実施された

道路認定、廃止、区域変更等に基づき台帳の補正を行います。 

 
 

建設部門間の全般業務の調整                 （１ 法令に基づく市道の管理）

 庁内関係課、茅ヶ崎警察署、道路占用者（水道、ガスなど）において、年２回工事箇所及び工事期

間などの調整会議を開催し、事業の円滑化を図り、市民生活への影響を軽減します。 

 
 

道水路の境界確定及び境界確定図の交付 （３ 道路水路敷の境界確定や電子データ化による管理） 

 道水路等の財産管理のため、境界確定・復元測量・境界確定図の交付を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路建設課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４２ 交通を円滑に処理する道路網を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 幹線道路・環状道路の整備 

都市機能を支える都市計画道路を主とした幹線道路、環状道路の整備により通過交通車両

を抑制し、地域間の移動の利便性の向上と歩行空間・自転車走行空間の確保に努め、交通の

円滑化により、安全な道づくりを進めます。また、災害時における緊急活動の円滑化や避難

路の確保、景観や環境に配慮した道路づくりを進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

都市計画道路
の整備率 

55.1％ 
（平成 21 年度） 58.2％ 

 都市計画道路 27 路線のうち、現在整備中の主要幹線
を整備し、安全で円滑に移動ができる骨格的な道路網の
整備進捗率を測ります。 
 国・県が事業主体として２路線延長 1,620ｍ、市が事
業主体として２路線のうち、東海岸寒川線（高田地区延
長 340m）を整備し、整備率が 3.1％上昇することを目標
としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４２ 

交通を円滑に処理する道路網を整備する  （道路建設課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４２　交通を円滑に処理する道路網を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　道路建設課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　香川甘沼線は、JR香川駅から香川小学校北側を連絡す
る東西の幹線市道であり、「香川駅周辺地区まちづくり
整備計画」との連携を図るとともに、利用者の安全性の
向上を目指すものです。
　このうち、特に狭あいな区間である香川一丁目18番先
から東側の180ｍ区間について、用地買収を継続し、平
成25年度を目標に道路改良工事を行います。

※事業の進捗状況（平成21年度）：用地買収

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況
用地買収率
工事延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

用地買収面積
92%

用地買収面積
100%

香川甘沼線道路改良
事業

平成2５年度

工事完了
L＝180ｍ　W１２

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 245,232 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　市道0109号線は、新鶴嶺橋から産業道路区間延長約
900ｍについて、既存歩道幅員1.0mを2.5mに拡幅し、
歩道の段差解消等により、安全性の向上を図ります。
　平成23、24年度で整備実施に向けた設計業務を行
い、25年度から用地購入・補償などに着手します。

※事業の進捗状況（平成22年度）：基本計画の策定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

設計業務完了

用地測量完了

市道0109号線（鶴
嶺通り）歩道設置事
業

平成2５年度

用地買収面積
112㎡

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 32,400 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　市道0110号線は、歩車道の分離がされていない道路
であり、歩行者等の通行に危険が生じている状況から、
両側２ｍの歩道を整備し、安全性の確保を図る事業で
す。　
　堤3786番地（浄見寺入口付近）から東側へ約660m
区間の歩道を整備します。

※事業の進捗状況（平成21年度）：用地買収・歩道整備
工事

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況
用地買収
歩道整備工事

 目標

平成2３年度

平成2４年度

用地買収64㎡
整備工事L=20m

整備工事L=60m

市道0110号線（大
岡越前通り）設置事
業

平成2５年度

用地買収53㎡
整備工事L=43m

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 71,597 千円

施策の方向性

－222－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４２　交通を円滑に処理する道路網を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　道路建設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　神奈川県事業である小出川河川改修計画に伴い、県、
寒川町及び茅ヶ崎市の共同事業として、平成25年度完了
を目標に、橋りょう及び取り付け道路を整備し、交通の
利便性と歩行者の安全性を確保し、円滑な通行を確保す
るものです。

※事業の進捗状況（平成21年度）：関係機関協議

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

下部工　2基

上部架設工L=44m
取付道路工L=40m

寺尾橋橋りょう整備
事業

平成2５年度

取付道路工L=26m

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 591,030 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　新国道線は、都市計画道路東海岸寒川線から主要地方
道丸子・中山・茅ヶ崎線間の延長922ｍ、幅員18.1～
28.5ｍが事業認可された都市計画道路です。一里塚北通
りから東海岸寒川線区間について、平成23年度末に歩行
者、自転車が通行できるよう、歩道などの整備を行いま
す。24年度は、未整備区間のうち、千ノ川河川整備事業
と関連する箇所の建物補償を行います。

※事業の進捗状況（平成21年度）：用地買収

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

工事延長L=405m
w=4～20m

建物補償1箇所

新国道線街路整備事
業

平成2５年度

事業区間の調査・研
究

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 215,790 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　幹線道路・環状道路
の整備

　東海岸寒川線は、国道134号から市域中央部を通り、
寒川町へと接続する骨格的な道路網の柱軸となる南北の
幹線道路です。
　平成23年度は、高田五丁目地内から円蔵一丁目地内の
340ｍ及び前後の暫定区間を含む街路整備工事総延長
590ｍ、幅員16ｍについて、平成23年度完了を目標と
しました。

※事業の進捗状況（平成21年度）：用地買収

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

整備工事L=590m

事業区間の調査・研
究

東海岸寒川線街路整
備事業

平成2５年度

事業区間の調査・研
究

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 179,000 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路建設課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４２ 交通を円滑に処理する道路網を整備する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

街路・道路用地維持管理事業                 （１ 幹線道路・環状道路の整備） 

 都市計画道路などの事業用地として購入した用地などの維持管理を行う事業です。 
 また、用地買収に伴う境界復元等の測量業務や登記図面の作成を行います。 

 

 
国・県からの道路事業費等の調査事務             （１ 幹線道路・環状道路の整備） 

 道路事業・街路事業に係る国・県からの調査依頼等に対して、事業実績などの報告を行います。 

 
 
 
 
 

国・県補助金交付申請書等の作成               （１ 幹線道路・環状道路の整備） 

 事業の実施にあたり国・県の交付金などを活用するため、必要な申請手続きを行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路管理課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４３ 身近な生活道路を安全で快適にする 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 生活道路の整備 

安全で快適な生活環境を確保するため、狭あい道路などの整備や舗装修繕を積極的に行い、

生活道路の整備を推進します。 
 

  ２ 道路排水施設などの整備 

 集中豪雨対策として、道路冠水発生箇所については、状況に応じた道路排水施設の整備を

行います。また、迅速な交通誘導と通行の制限により、道路の安全な通行の確保を推進しま

す。 
 

  ３ だれもが利用しやすい道路空間の確保 

道路の無電柱化やバリアフリー化を推進することにより、だれもが利用しやすい道路空間

を確保し、交通事故の減少を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

狭あい道路の
整備延長率 

17.2％ 
（平成 21 年度） 

18.7％ 

生活道路が安全で快適な生活環境を確保するため、建
築確認や自主後退後の道路用地を取得して整備を行い
ます。現在の申請件数である 300 件が毎年継続すると想
定して、整備することを目標としました。 
 
※狭あい道路整備事業：昭和 61 年度から「狭あい道路
整備事業」として、狭あいな道路に接する敷地において、
家屋の建築等を行う場合、また、自主的に後退する場合
に、土地所有者からの申請に基づき実施している事業で
す。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４３ 

身近な生活道路を安全で快適にする  （道路管理課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４３　身近な生活道路を安全で快適にする

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　道路管理課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　既に整備されている道路を適切に維持・保全していく
ため、幹線道路の舗装や照明灯、ガードレールといった
道路付属物・安全施設等に関する維持・保全計画を策定
するものです。
　平成23年度は、基礎データの収集や方向性の検討を行
い、平成24年度に、計画を策定するため専門的な解析業
務を行います。

※計画の策定（平成22年度）：計画策定準備

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

計画の策定

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基礎データの収集
基本計画の整理

全体計画の策定
舗装構成の検討

幹線道路維持保全計
画

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 7,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　阪神淡路大震災以降の構造指針改正に伴い、旧指針に
基づき築造された14橋りょうについて、平成２７年度末

  を目標に耐震補強工事を行います。
　また、橋りょうの効率的な維持管理のため、長寿命化
修繕計画を平成２４年度までに策定します。

※橋りょう数（平成22年度）：３橋

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

橋りょう数（全14
橋）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２橋

１橋

橋りょう耐震補強整
備事業

平成2５年度

１橋

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 195,450 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　生活道路の整備

　生活道路の安全性の向上を図るため、建築確認申請な
どに基づき発生する道路の後退用地の測量、分筆、所有

  権移転、整備及び工作物の補償を行います。

※事業件数　 （平成21年度）：316件
 　整備延長率（平成21年度）：17.2％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業件数
整備延長率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

300件
18.0%

300件
18.4%

狭あい道路整備事業

平成2５年度

300件
18.7%

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 780,340 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４３　身近な生活道路を安全で快適にする

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　道路管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　道路排水施設などの
整備

　鳥井戸地下道の冠水被害を軽減するため、雨水調整
  池・雨水排水施設工事を行います。　

　平成23年度末を目標に、機械、電気及び施設整備工事
を完了し、供用開始をします。

※事業の進捗状況（平成22年度）：土木・建築工事の完
了

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

電気・機械・施設整
 備工事の完成

－

鳥井戸地下道冠水対
策事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 107,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやす
い道路空間の確保

　国や神奈川県は、無電柱化に対する時代の要請や課題
への対応を図るため、「無電柱化推進計画」を策定して
います。
　都市景観の形成や防災機能の向上、バリアフリー化等
の観点から茅ヶ崎駅北口周辺地区を事業区域とし、23年
度までに市道2244号線を完了し、24年度より市道
2241号線の無電柱化工事を行います。
※事業の進捗状況（平成22年度）：市道2244号線の完
了

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

家屋事後調査18箇
所、補償3か所

無電柱化工事
 

茅ヶ崎駅北口周辺道
路整備事業

平成2５年度

道路整備工事
 

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 55,710 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやす
い道路空間の確保

　歩行者、学童などの安全性の向上を図るため、幸町交
差点から東側区間延長620ｍの歩道・車道の段差を解消
するため、バリアフリー化工事を行います。

※計画の策定（平成22年度）：詳細設計完了

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

工事延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 工事Ｌ＝207ｍ

 工事Ｌ＝207ｍ

市道0107号線（桜
道）整備事業

平成2５年度

工事Ｌ＝206ｍ

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 92,000 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４３　身近な生活道路を安全で快適にする

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　道路管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやす
い道路空間の確保

　歩行者、学童などの安全性の向上を図るため、梅田
小、中学校前及び茅ヶ崎保健福祉事務所前の交差点付近
の歩道設置工事を行います。

※事業の進捗状況（平成22年度）：用地測量完了

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

用地買収 29㎡
補償1か所

市道0210号線（梅
田通り）整備事業

平成2５年度

歩道工事 34m

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 20,400 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　だれもが利用しやす
い道路空間の確保

　鶴嶺参道は、国道１号から矢畑萩園線を連絡する南北
の主要な道路で、延長740ｍ、幅員９～10ｍについて、
既存の松並木の保全及び景観に配慮し、両側歩道の道路
整備を行うものです。
　平成24年度末を目標に鶴嶺参道中央付近から国道1号
間の歩道・車道の整備工事を行います。

※事業の進捗状況（平成22年度）：工事延長360ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

道路整備工事
L=160m

道路及び植栽整備工
事L=220m

市道5634号線（鶴
嶺八幡宮参道）整備
事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 101,400 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 道路管理課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４３ 身近な生活道路を安全で快適にする 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

道路安全施設設置事業                        （１ 生活道路の整備） 

 歩行者や車両の安全性を確保するため、道路照明灯・道路反射鏡・路面標示などの整備を図ります。

 
 

道路舗装修繕事業                          （１ 生活道路の整備） 

 舗装の老朽化などによる路面損傷箇所の修繕工事を行い、交通の安全性の確保を図ります。 

 
 

道路整備事業                            （１ 生活道路の整備） 

 歩行者や車両の安全性を確保するため、道路舗装工事、土留めなど付帯工事などの整備を図ります。

 
 

駅周辺及び道路施設等の維持管理事業                 （１ 生活道路の整備） 

 茅ヶ崎駅周辺、国道１号地下道の施設について維持管理、監視を行い、利用者の安全性及び利便性

の向上を図ります。 

 
 

道路の占用、掘削等の許可に関する事業                （１ 生活道路の整備） 

 道路内に埋設されている水道管、ガス管の交換や新設工事に伴う道路の使用について、申請・許可

業務を実施、「道路損傷復旧日負担金」の徴収を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 公園緑地課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４４ 公園・緑地を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ レクリエーション拠点の整備 

海岸や里山などの豊かな自然・景観を生かしたレクリエーション拠点となる公園・緑地を

整備します。 
 

  ２ 既存の公園・緑地の再生整備 

身近な公園・緑地の整備に加えて、既存の公園を対象として、地域住民のニーズに対応し

た再生整備を推進します。 
 

  ３ 協働による既存公園・緑地の管理運営 

既存の公園・緑地に関しては、地域住民が愛着を持ち、親しみのあるみどりを増やしてい

くために協働による管理運営を目指します。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市民１人当た
りの都市公園
面積 

2.37 ㎡/人 
（平成 21 年度） 

2.72 ㎡/人 

 安全・安心で快適なくらしを支える公園・緑地の整備
が効果的に実施できているかを測ります。 
 平成 21 年度に策定した「みどりの基本計画」に基づ
き、整備を予定している公園・緑地や提供公園など、
0.37％（8.9ha）増加することを目標としました。 

 施策の方向 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４４ 

公園・緑地を整備する  （公園緑地課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

44　公園・緑地を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　公園緑地課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　レクリエーション拠
点の整備

　緑の保全とともに市民生活に安らぎや憩いの場を提供
し、地域の交流や防災活動などの拠点ともなる、借地を
含めた公園、緑地等の整備について検討を行います。

※公園、緑地整備の検討（平成22年度）：１か所

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市、民間

 指標

公園、緑地整備の検
討

 目標

平成2３年度

平成2４年度

地元、関係機関との
調整

地元、関係機関との
調整

住区基幹公園等整備
事業

平成2５年度

地元、関係機関との
調整

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　レクリエーション拠
点の整備

　神奈川県と協議を進め、県立柳島青少年キャンプ場の
本市への移管に向け作業を進めます。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

キャンプ場施設の移
管

 目標

平成2３年度

平成2４年度

移管に伴う手続

－

柳島青少年キャンプ
場の移管

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の
再生整備

　安心して利用できる公園、緑地（樹苗園を含む）を目
指して、市内に162か所ある公園施設全般の改修及び更
新を行います。また、平成20年度に実施した遊具の点検
に基づき、交換が必要とされた、遊具の更新などを行い

 ます。

※交換予定遊具の改修率（平成22年度）：46.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　全体55基　
（25基）

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

交換予定遊具の改修
率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

55.0％
（30基）

60.0％
（33基）

既存公園等改修整備
事業

平成2５年度

66.0％
（36基）

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 14,000 千円

施策の方向性

－231－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

44　公園・緑地を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　公園緑地課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の
再生整備

　市営浜須賀水泳プールは、昭和40年に開設されてお
り、市民の憩いの場となっています。施設の老朽化が進
行しているため、「公共施設整備・再編計画（改訂
版）」においても、施設の改修が必要とされているた
め、管理棟の建て替え及びプール設備の計画的な改修工
事を行うものです。

※事業の進捗状況（平成22年度）：関係機関調整

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関との調整

測量、設計業務

市営水泳プール施設
改修事業

平成2５年度

管理棟及びプールの
改修工事

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 198,200 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　既存の公園・緑地の
再生整備

　市民の森は、誰もが気軽に自然にふれあえる場として
市民との合意形成を図りつつ、都市公園としての整備に
取り組んで行きます。
　平成24年度に老朽化した施設（管理棟、園路など）の
改修整備を行います。また、市民ワーキンググループと
の協働作業により、森の管理や手作りによる整備などを
継続して行います。

※管理棟、園路の整備（平成21年度）：ワーキングでの
検討

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市、市民

 指標

管理棟・園路の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

整備内容の検討

管理棟、園路の整備

市民の森再整備事業

平成2５年度

協働による園路整備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 5,500 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　協働による既存公
園・緑地の管理運営

　みどりの里親ボランティアとしての有益な知識の習得
及び新規登録者の拡大を図るため、協働事業として園芸
や植栽管理に関する講座を開き、ボランティア育成のた
めの機会を設けます。

事業実施年度 □継続拡充

事業主体 市・市民

 指標

受講者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

120名

－

みどりの里親制度普
及促進事業
（協働推進事業・行
政提案型）

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 452 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    建設部 公園緑地課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４４ 公園・緑地を整備する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

公園・緑地等管理運営事業                （２ 既存の公園・緑地の再生整備） 

 都市公園 162 か所などについて、施設の清掃、機械設備の保守・点検、管理業務委託等を行い、安

全面の向上を図ります。 

 
 

市営水泳プール管理運営事業               （２ 既存の公園・緑地の再生整備） 

 屋外型の市営水泳プール２箇所（浜須賀及び殿山）について、毎年７月１日から８月 31 日まで開

場し、管理運営を業者委託により実施しています。 

 
 

茶室・書院管理運営事業                 （２ 既存の公園・緑地の再生整備） 

 高砂緑地と一体とした施設として、市民の文化教養の向上のため、茶道等を通じた日本文化を承継

する施設の維持管理を行うとともに、利用者の増加を図ります。 

 
 

氷室椿庭園管理運営事業                  （２ 既存の公園・緑地の再生整備） 

 個人庭園の寄贈を受け、椿の特殊公園として一般に開放し、潤いのある憩いの場としての活用を図

るとともに、利用者の増加を図ります。 

 
 

みどりの里親制度                 （３ 協働による既存公園・緑地の管理運営） 

 公園や緑地などにおいて、地域住民が愛着を持ち、親しみあるみどりを増やしていくため、みどり

の里親登録者と活動箇所の増加を図るものです。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                      建設部 建築課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４５ 安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 公共建築物の整備 

安全で環境に配慮した快適なだれにもやさしい施設づくりを進めます。 

 

  ２ 既存住宅ストックの有効活用 

市営住宅は、半数以上が築後 30 年以上を経過しており老朽化が顕著になっていることか

ら、的確な整備・保全を行い、既存住宅ストックの有効活用を図ります。 
 

  ３ 住宅セーフティネットの機能向上 

多様化する住宅困窮者を支援するため、市営住宅における暮らしやすい環境などの整備を

進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

公共建築物の
耐震改修工事
等の未実施棟
数 

５棟 
（平成 21 年度） 

５棟 

 昭和 56 年以前の旧耐震基準で建設された耐震性の不
足した 10 棟の公共建築物（教育施設以外）について、
平成 17 年度までに５施設の耐震改修工事を行いまし
た。 
残り５施設について、耐震改修促進計画に基づき計画

的に改修工事等を実施することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４５ 

安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる  （建築課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１１　だれもが快適に過ごせるまち

４５　安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

建設部　建築課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

　市営住宅ストックを良質なストックとして将来世代に
継承していくため、「茅ヶ崎市営住宅等長寿命化計画」
に基づき、外壁改修や屋上防水工事などの計画修繕を効
果的・効率的に行うほか、浴槽や給湯設備の設置などの
改善事業を実施し、住宅セーフティネットとしての居住
性や安全性の確保を図ります。

※給湯設備整備戸数（平成21年度）：０戸

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

給湯設備整備戸数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10戸

5戸

市営住宅の維持管理

平成2５年度

5戸

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 72,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

　小和田三丁目に予定されている市営住宅複合施設内に
おける児童クラブの整備については、「公共施設整備・
再編計画（改訂版）」に基づき、平成26年度以降の実施
計画や施設整備に向け、庁内調整及び関係機関との協議
を進めます。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関協議

関係機関協議

市営住宅の整備（市
営住宅建替）

平成2５年度

関係機関協議

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 協働 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市
茅ヶ崎 南湖

松林 湘北

海岸 鶴嶺東

小和田■ 松浪

鶴嶺西 湘南

浜須賀 小出

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　公共建築物の整備

　公的賃貸住宅のひとつとして、住宅に困窮するファミ
リー世帯や高齢者世帯に対し、良質な賃貸住宅を供給す
るため、民間の土地所有者により建設した、整備基準に
あった住宅を借り上げ、低所得階層への供給を目指しま
す。住宅の供給にあたっては、市民ニーズのほか、地域
や世帯のバランスなども考慮します。

※借上型市営住宅整備戸数（平成21年度）：52戸

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

借上型市営住宅整備
戸数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

20戸

市営住宅の整備（借
上型市営住宅）

平成2５年度

20戸

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 72,000 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                      建設部 建築課 

政策目標１１ だれもが快適に過ごせるまち 
施策目標４５ 安全で環境に配慮しただれにもやさしい公共建築物をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

建設・修繕工事の監理・監督                    （１ 公共建築物の整備） 

 市発注工事について、工事期間中の品質、安全及び工程の管理を的確に行います。 

 
 

市営住宅の補修事業                   （２ 既存住宅ストックの有効活用） 

 市営住宅の建物、設備等について、法定点検、定期点検の結果を活用し、適切な現状把握を行うと

ともに、予防保全型の維持管理を行います。 

 
 

借上型市営住宅の整備事業              （３ 住宅セーフティネットの機能向上） 

「茅ヶ崎市借上型市営住宅制度」は、民間の土地所有者の方々に国や市の定めた基準にあった賃貸住

宅を建設していただき、市が 20 年間一括して借り上げ、市営住宅として供給を行います。 

 
 

市営住宅の管理事業                 （３ 住宅セーフティネットの機能向上） 

 市営住宅における適正な入居者及び施設の管理を行い、安全・安心な住まいの供給を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 1２ 快適な水環境が守られるまち 

 
 
 
 
 
 
◇ 下水道経営方針に基づき、経営の健全化、安定化が図られている 
◇ 水洗化により多くの世帯が快適な生活を営んでいる 
◇ 下水道の整備と水洗化普及率の向上により、川の水質が良好に保たれている 
◇ 雨水対策が充実し、浸水被害が減少している 
◇ 川辺の自然と人がふれあえる水辺空間が整備され、多くの市民に親しまれている 
◇ 下水道の長寿命化が進められている 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 5         6,814 百万円

定例・定型的事業 11   468 百万円

人件費                             277 百万円

 
特別会計 事業件数 概算事業費 

下水道事業特別会計 33 21,826 百万円

  

一般会計・特別会計概算事業費合計   29,385 百万円

 
 

快適な水環境が守られるまち 

 目指すべき将来像 

下水道・河川

政策目標 

１２ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 昭和 38 年度より着手した公共下水道の汚水施設は、順調に整備率を延ばしています。平成 21
年度末の整備率は、96.3％と県内の平均より高く、公衆衛生、生活環境の向上が図られ、河川の
水質が改善されるなどの効果が得られています。今後も河川の水質保全に努めます。 
 雨水施設は、面整備率が 46.9％と低いことや、河川整備が遅れていることから、近年浸水被害
が数多く発生し、その軽減を図るため、雨水施設や河川の整備を進めます。また、河川の整備に
当たっては、周辺の空間との調和を図り、市民に親しまれること河川整備を目指します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川総務課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４６ 下水道経営を健全に安定して行う 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 下水道経営の健全化・安定化 

平成 24 年４月からの地方公営企業法適用に伴い、下水道経営の方針を樹立し、経営の健

全化、安定化を図ります。 

 

  ２ 水洗化普及率の向上 

公共下水道供用開始告示区域内の水洗化普及率 100％を達成するための指導・啓発に努め

ます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

公共下水道使
用料徴収率 

97.78％ 
（平成 21 年度） 

98.58％ 

 下水道事業会計の自主財源である下水道使用料が適
切に徴収できているかを測ります。 
 水道局との同時徴収により、毎年 0.2％の徴収率の増
加を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４６ 

下水道経営を健全に安定して行う  （下水道河川総務課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４６　下水道経営を健全に安定して行う

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川総務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　下水道経営の健全
化・安定化

　下水道事業の経営状況に評価を与えるための判断材料
を市民に提供するとともに、下水道事業経営者としての
説明責任を確立するため、地方公営企業法を下水道事業
に適用します。
　平成23年度は、地方公営企業法適用に係わる移行業務
全般を行い、平成24年4月1日の適用を目指します。

※移行業務全般（平成22年度）：資産台帳の作成完了

事業実施年度 □継続拡充

事業主体 市

 指標

移行業務全般

 目標

平成2３年度

平成2４年度

移行業務の完了

－

地方公営企業法適用
移行業務

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 47,600 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川総務課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４６ 下水道経営を健全に安定して行う 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 
 

公共下水道事業受益者負担金賦課徴収事務          （１ 下水道経営の健全化・安定化） 

 下水道事業の受益者に負担金の説明会や個別説明会を行うとともに、受益者負担金の賦課及び徴収

事務を的確に行います。 

 
 

下水道使用料賦課徴収事務                 （１ 下水道経営の健全化・安定化） 

 公共下水道使用料の料金水準及び料金体系の適正化を図るとともに、使用料滞納額の減少を図りま

す。 

 
 

相模川流域下水道維持管理事務               （１ 下水道経営の健全化・安定化） 

 下水道処理区域内の下水は、相模川流域下水道に接続され処理されています。これらの施設利用に

対して、維持管理費用などの一部を相模川流域下水道維持管理負担金として支出しています。 

 
 

藤沢市公共下水道維持管理事務               （１ 下水道経営の健全化・安定化） 

 茅ヶ崎市堤地内土地区画整理事業の区域は、藤沢市の公共下水道を利用しています。このため、使

用量に応じた施設の維持管理負担金を支出しています。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川建設課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４７ 公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 計画的な公共下水道施設の整備 

公共下水道は、生活環境の改善をするとともに、河川や海などの公共用水域の水質を保全

し、健全な水環境を守るという役割を担う重要な都市基盤であることを認識し、快適環境都

市づくりに向けて計画的に公共下水道施設の整備を推進します。 

 

  ２ 雨水対策 

雨水対策は、下水道事業の重要な役割のひとつであり、その対策に当たっては緊急度を考

慮し、雨水排除能力の確保に加えて、面的な対策である貯留・浸透などの流出抑制対策も含

めた方策を検討し、浸水の少ない安全なまちづくりを目指します。 
 

  ３ 河川整備 

河川整備は、治水を基本としながら、条件の整った区域では、親しみやすい水辺空間を創

造することで、川辺の自然とふれあいを通じた心豊かな暮らしの実現に向けた整備を、計画

的に推進します。 

 
 
 

 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

公共下水道（汚
水）整備率 

96.3％ 
（平成 21 年度） 

98.4％ 

 平成 20 年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備方針」に基
づき、市街化区域内の面整備率について、平成 28 年度
100％を目指して設定し、年 0.53％増加することを目標
としました。 

公共下水道（雨
水）整備率 

46.9％ 
（平成 21 年度） 

47.9％ 

平成 20 年度策定の「茅ヶ崎市下水道整備方針」に基づ
き、平成 41年度 56.0％を目指して設定し、浸水被害軽
減のため、雨水の雨水整備率を毎年 0.26％増加するこ
とを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４７ 

公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する  （下水道河川建設課） 

－241－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４７　公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川建設課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道
施設の整備

　市街化区域内の未整備区域の面整備率の向上を目指
し、公共下水道の普及により、公共水域の水質保全及び
生活環境の保全を図るため、汚水管渠の整備を行いま
す。　

※公共下水道（汚水）整備率（平成21年度）：96.3％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

公共下水道(汚水)整
備率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

97.3％

97.8％

公共下水道整備事業
(汚水整備)

平成2５年度

98.3％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 734,871 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道
施設の整備

　雨天時に雨水と共に排出される汚水を道路下の管路に
一時貯留して、公共用水域の水質の保全を行うもので

 す。　本工事は第一工区工事に引き続き平成２２年度よ
り３か年で、松が丘排水区及び浜須賀排水区の合流区域
の水質改善を図る地下貯留施設（内径φ2,600㎜　Ｌ＝
約1,500ｍ）を設置するものです。

※汚濁負荷の削減量（平成21年度）：０％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

汚濁負荷の削減量

 目標

平成2３年度

平成2４年度

72.0％

100.0％

合流式下水道緊急改
善事業(第二工区)事
業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 2,312,640 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　計画的な公共下水道
施設の整備

　今後、予想される東海地震の被害時において、流下機
能を確保できるよう管渠・マンホールの耐震化を行いま

  す。　

※耐震化整備延長（平成21年度）：53ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

耐震化整備延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

100ｍ

100ｍ

地震対策の推進

平成2５年度

79ｍ
設計委託の完了

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 292,000 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４７　公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川建設課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　雨水対策

　近年の集中豪雨などによる浸水被害に対して、浜竹、
萩園及び千ノ川雨水幹線の整備や古相模橋、新千ノ川橋
左岸ポンプ施設の整備を行い、雨水浸水被害の軽減を図
るものです。

※（雨水）整備率　　　（平成21年度）：46.9％
  （雨水幹線）整備率　 （平成21年度）：88.9％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

公共下水道(雨水)整
備率
 

公共下水道(雨水幹

 目標

平成2３年度

平成2４年度

47.4％
90.7％

47.7％
91.6.％

公共下水道整備事業
(雨水整備)

平成2５年度

47.9％
92.5％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,083,010 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　河川整備

　千ノ川流域の浸水被害対策として、準用河川千ノ川未
改修区間である、梅田橋上流からJR相模線下流間延長

 900ｍについて、将来河川幅での護岸工事を行います。
　平成23年度は、共同調理場付近の護岸工事を60ｍ施
工。平成24から26年度で、用地交渉を行います。

※河川整備の進捗率（平成21年度）：47.6％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

河川整備の進捗率

 目標

平成2３年度

平成2４年度

50.6%

50.6%

千ノ川整備事業

平成2５年度

24～26年度用地取
得   　　　　 

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 440,300 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川建設課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４７ 公共下水道（雨水・汚水）・河川を整備する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

合併浄化槽設置整備事業                （１ 計画的な公共下水道施設の整備） 

 生活排水による公共用水域の水質汚濁及び生活環境の悪化を防止するため、補助交付制度を活用

し、市街化調整区域内の合併処理浄化槽の設置を推進します。 

 
 

雨水貯留タンク設置奨励事業                        （２ 雨水対策） 

 近年の集中豪雨などによる浸水被害に対して、雨水の貯留・浸透などの流出抑制対策を行うため、

平成 21 年度より、雨水貯留タンク設置に対する補助金を交付しています。 

 
 

遊水機能土地保全事業                           （２ 雨水対策） 

 平成 5年度より、遊水機能を保有する市街化区域内の土地の保全を図るため、補助金を交付してい

ます。平成 21 年度から、対象区域を市街化調整区域に拡大し、浸水被害の軽減や水田などの保全を

図っています。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川管理課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４８ 下水道・河川施設の信頼性を確保する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 管路の耐震化と計画的・効率的な改築 

緊急輸送路に埋設されている管路や避難所からの排水を受ける管路の耐震化に着手するとと

もに、下水道維持管理計画を策定し計画的・効率的な改築事業に着手します。 

 

  ２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理 

  河川・水路の改修や計画的な維持・管理を行い、市内の浸水箇所を無くし、安全で快適な生活

を確保します。 
      
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

河川の水質測
定値（BOD）が
３㎎/L 以下の
箇所数 

２か所 
（平成 21 年度） 

２か所 

 市内河川の水質の汚濁具合を９か所で測定し、清浄な
水質の確保ができているかを測ります。 
 平成 17 年度～21 年度の平均値は、6.3 ㎎/L ですが、
公共下水道の普及などにより、21 年度は 4.0 ㎎/L に改
善されています。 
 平成 22 年度から、相模川の基準水質(BOD)が、5㎎/L 
から３㎎/L 以下に、厳しくなったことを受け、市河川
についても９か所ある測定箇所のうち、現在と同じ２か
所での測定値を現状維持することを目標としました。 

 施策の方向 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４８ 

下水道・河川施設の信頼性を確保する  （下水道河川管理課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川管理課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画
的・効率的な改築

　現在、中央局である今宿ポンプ場と連携の取れていな
い雨水ポンプ施設及び雨水吐きの機器の動作状況を常時
監視するシステムを構築し、大雨などに対して迅速な対
応を図るものです。
　実施計画期間中に５局の連携システムの構築を目指す
ものです。

※事業の進捗状況（平成22年度）：１局

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１局

２局

下水道施設情報シス
テム構築事業

平成2５年度

２局

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 50,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画
的・効率的な改築

　下水道施設の老朽化による事故や機能停止を未然に防
ぐため、予防保全的な管理及び管更正工法、または、部
分取り替えなどにより既存施設を活用し、耐用年数の延
伸やライフサイクルコストの縮減を図るための計画を策
定します。

※事業の進捗状況（平成22年度）：基本計画の策定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

計画策定完了

同意取得

下水道長寿命化計画
策定

平成2５年度

実施設計完了

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 35,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画
的・効率的な改築

　下水道管渠への不明水の侵入対策については、下水道
管渠の流下能力を確保する上で必須であり、不明水調査
を行い、不具合箇所の管更生工事を実施することによ
り、流下能力の確保を行うものです。
　また、管渠の破損に起因した道路内などにおける不測

 の陥没事故を防止するものです。　

※不明水調査調査延長（平成22年度）：3,500ｍ
  管更生延長：（平成22年度）：1,850ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

不明水調査延長
管更生延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

4,000ｍ
4,100ｍ

4,000ｍ
4,100ｍ

不明水調査及び管更
生事業

平成2５年度

4,000ｍ
4,100ｍ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 300,000 千円

施策の方向性

－246－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　管路の耐震化と計画
的・効率的な改築

　柳島ポンプ場は、施設の稼働後37年を経過し、機器な
どの老朽化が進み、耐震性が不足しているものです。こ
のため、平成25年度から、基本設計業務に着手し、降雨
時及び災害時における機能確保のため、今後の維持管理
も含めた総合的な費用を考慮した上で、施設の改築を行

 います。　

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

柳島ポンプ場改築事
業

平成2５年度

基本設計委託完了

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 20,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　河川・水路の改修と
計画的な維持・管理

　駒寄川整備事業は、大雨時における浸水被害の軽減を
図るため、県相模川左岸農業用水から上流部へ約1,000
ｍの区間について、現況断面の拡幅整備（暫定計画断
面）を行います。

※整備延長（平成22年度）：67ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

整備延長 

 目標

平成2３年度

平成2４年度

50m

95m

駒寄川整備事業

平成2５年度

80m

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 145,470 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　河川・水路の改修と
計画的な維持・管理

　浄見寺付近の駒寄川整備事業は、将来的に予定されて
いる文化資料館の移転計画に合わせて、周辺の環境など
に配慮した多自然護岸による現況断面の拡幅（暫定計画
断面）整備の検討を、平成25年度を目標に着手するもの
です。　

※事業の進捗状況（平成22年度）：全体計画の検討

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

庁内調整
関係機関調整

庁内調整
関係機関調整

駒寄川整備事業 (文
化資料館建設関連事
業)

平成2５年度

調査・基本計画の策
定

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 5,000 千円

施策の方向性

－247－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１２　快適な水環境が守られるまち

４８　下水道・河川施設の信頼性を確保する

基本理念

政策目標

施策目標

下水道河川部　下水道河川管理課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　河川・水路の改修と
計画的な維持・管理

　公共下水道の未整備地区や排水不良地区において、浸
水被害の軽減と環境浄化を図るため、排水路の新設、改

  良を行います。　

※整備延長（平成22年度）：305ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

整備延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

77m

100m

排水路新設事業（排
水不良地区の解消）

平成2５年度

１00m

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 40,200 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり             下水道河川部 下水道河川管理課 

政策目標１２ 快適な水環境が守られるまち 
施策目標４８ 下水道・河川施設の信頼性を確保する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 
 

管路施設及び雨水吐きの維持補修に係る事務   （２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理） 

 雨天時における浸水被害の軽減を図るため、管路施設・放流渠に浚渫、除草など適切な維持管理を

行います。 

 
 

ポンプ場の維持管理に係る事務         （２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理） 

 雨天時における浸水被害の軽減を図るため、ポンプ施設などの適切な維持管理を行います。 

 
 

水路の維持管理に係る事務           （２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理） 

 平常時における悪臭や害虫の発生防止、大雨時における浸水被害の軽減を図るため、排水路の浚渫、

除草など適切な維持管理を行います。 

 
 

河川の維持管理に係る事務           （２ 河川・水路の改修と計画的な維持・管理） 

 平常時における悪臭や害虫の発生防止、大雨時における浸水被害の軽減を図るため、河川（千ノ川・

駒寄川）の浚渫、除草など適切な維持管理を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 1３ 地域の魅力と活力のある産業のまち 

 
 
 
 
 
 
 

◇ 地場産品のブランド化が進み、茅ヶ崎の魅力の発信により、まちが活性化している 
◇ 商業や農業・水産業の後継者が増加している 
◇ 既存企業の操業環境が充実され、新たな企業立地や雇用が創出されている 
◇ 観光のネットワークが形成されている 
◇ 市民生活の利便性の高い都市拠点が整備され、活力あるまちとなっている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 25 4,938 百万円

定例・定型的事業 71             610 百万円

人件費                         917 百万円

 

一般会計概算事業費合計                            6,465 百万円

 
 
 

地域の魅力と活力のある産業のまち 

 目指すべき将来像 

産業・雇用

政策目標 

１３ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

茅ヶ崎市の産業は、農業、漁業、商業、工業のそれぞれにおいて、高齢化が進み、後継者不足
などにより、従事者数、従業員数や事業者数が減少傾向にあります。 
 茅ヶ崎市の高い知名度や地域資源、企業の先端技術などを生かしながら、各産業の連携を促進
し、生産性の向上やブランド価値の創造などの環境づくりを進め、多くの人が訪れる魅力と活力
を育てるとともに、市内での雇用創出や次世代の定住を図ります。 
市内における従業員数や事業所数の増加を図り、経営改善や農業・水産業の担い手の確保・育

成などを支援し、まちの活性化を図ります。 
また地域特性に配慮した都市拠点整備として、辻堂駅西口地区、香川地区及び浜見平地区の整

備を継続し、市民生活の利便性の高い活力あるまちづくりを目指します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 産業振興課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標４９ 多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 企業の安定的な経営支援 

市内企業が、安定した経営を行えるように関係機関と連携を図り、金融支援や経営指導などを行い、

企業の安定した経営基盤の整備について支援します。 

 

  ２ 企業の立地支援 

新たな交通網の整備を視野に入れ、企業の立地を図り、雇用の創出を支援します。 

 

  ３ 茅ヶ崎ブランド製品の販売促進支援 

地域の特産品や産業の連携で、茅ヶ崎ブランド製品の創出を進めるとともに、関係団体と連携し、

効果的な情報発信と流通経路の確立を支援します。 

 

  ４ 魅力ある商店街と個店の育成支援 

地域の魅力を生かした商店街の育成を支援するとともに、個性ある個店の魅力づくりを、関係機関

と連携して支援します。 

 

  ５ 観光資源の開発の促進 

海や里山の自然に恵まれた地域の特性を生かした観光資源の開発や、既存の資源の有効活用を促進

し、観光イベントを充実します。 

 

  ６ 回遊性の確保 

茅ヶ崎海岸や里山公園などの観光資源や、地域に根付いた地域資源が多数存在します。多くの居住

者や来訪者が利便的な移動が可能となるように、交通機関の活用も含めた回遊性を確保します。 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市内における 
増加事業所数 

119 事業所 
（平成 21 年度） 

120 事業所 

 法人の新規開設事業所数から廃業所数との差を測り
ます。企業の操業環境を支援し、新規開設事業所数を増
やします。経済状況の悪化が見込まれる中、現状の数値
を維持することを目標としました。 

観光客消費額 1,299 百万円 
（平成 21 年度） 

2,000 百万円 

 市内の観光客の消費額を図ります。観光客の誘致や観
光資源の活用などにより観光客の消費額を増やします。
年 200 百万円前後の増加を目指すことを目標としまし
た。 
※観光客消費額：年間の観光客数に１人当たりの平均消
費額を乗じた額 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：４９ 

多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する  （産業振興課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

４９　多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　産業振興課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　企業の安定的な経営
支援

　中小企業の経営基盤の確立と経営の近代化を促進し、
中小企業の健全な発展を図るため、茅ヶ崎市中小企業融
資制度と創業支援融資信用保証料補助制度などを時代背
景に応じて、より利用しやすい制度とします。
　また、中小企業を対象とした経営相談・経営診断を実
施し、健全な発展を支援します。

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

中小企業融資制度が
有効だと判断した企
業の割合

 目標

平成2３年度

平成2４年度

60.0％

65.0％

中小企業経営安定支
援事業

平成2５年度

70.0％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,393,959 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　企業の立地支援

　新たな企業の進出や既存企業の設備投資などを支援
し、産業の活性化を図ります。優遇施策の周知を行うと
ともに、優遇施策を活用し、積極的に企業支援を行いま
す。

※奨励措置適用申請件数（平成21年度）：３件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

奨励措置適用申請件
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

30件

30件

企業の誘致・立地へ
の支援

平成2５年度

30件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　魅力ある商店街と個
店の育成支援

　商業の活性化を図るために、地域商店街が実施する販
売の促進を図る事業、独自性のある戦略的販売促進事
業、空き店舗を活用する事業、コミュニティビジネスな
どに対し、補助金の交付や必要に応じた支援を行いま
す。

※補助件数（平成21年度）：２８件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 民間

 指標

補助件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

28件

29件

商店街の魅力とにぎ
わい創出事業

平成2５年度

30件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 54,408 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

４９　多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　産業振興課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　観光資源の開発の促
進

　交流拠点となっているサザンビーチ周辺地区の利便性
の向上を図るため、海岸利用者のためのトイレや足洗い
場を設置します。

※海岸利便施設の整備（平成21年度）：庁内検討会議の
開催

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市・民間

 指標

海岸利便施設の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関・団体調整

関係機関・団体調整

海岸利便施設の整備

平成2５年度

整備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 40,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　回遊性の確保

　観光客の回遊性の向上と滞在時間を長期化させる仕組
みを構築し、観光資源のネットワーク化や観光スポット
間の移動手段を整理します。また、茅ヶ崎の魅力を発信
します。

※観光資源の回遊性の充実（平成21年度）：観光ルート
作成

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市・民間

 指標

観光資源の回遊性の
充実

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基礎調査/観光素材
集作成

基礎調査/ﾏｽﾒﾃﾞｨｱを
利用しての情報発信

観光資源の回遊性の
充実事業

平成2５年度

基礎調査/ﾏｽﾒﾃﾞｨｱを
利用しての情報発信

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 6,090 千円

施策の方向性

－253－



基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 産業振興課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標４９ 多くの人々を誘う魅力あるまちづくりを支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

中小企業特許取得支援事業                   （１ 企業の安定的な経営支援） 

 中小企業の技術や製品開発を促進し、企業の独自性や優位性を発揮させるため、特許制度に関する

セミナーや特許取得者へ補助金を交付します。 

 
 

中心市街地商業活性化補助事業             （４ 魅力ある商店街と個店の育成支援） 

 中心市街地の中小小売商業の振興を図るため、商工会議所に商業活性化補助金を交付します。 

 
 

海水浴場運営事業                        （５ 観光資源の開発の促進） 

 本市のランドマーク的存在である海水浴場のイメージアップを図るための管理・運営を行います。

 
 

観光客誘致事業                            （６ 回遊性の確保） 

 観光客の誘致を図るため、茅ヶ崎市観光協会に観光ガイドマップなどの作成及び誘客キャンペーン

事業に対して補助を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 農業水産課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５０ 農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める 
 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 異業種交流の場の提供 

農・水産・商業による異業種交流の場の提供を行い、新たなビジネスチャンスの創出を行います。 

 

  ２ 経営の安定化支援 

農業・水産業の担い手の確保育成や経営能力の向上を図り、魅力ある産業として就労意欲が高まる

ような仕組みづくりを進め、経営の安定化を支援します。 

 

  ３ 地産地消の推進 

農業・水産業は環境や食の安全に対する消費者の関心の高まりと地場産業振興の観点から地産地消

を進めるとともに、消費地の中に生産地がある特徴を生かし地産地消の拠点づくりを進めます。 

 

  ４ 海岸侵食対策の推進 

漁港西側に堆積する砂を中海岸へ搬送するとともに、関係機関へ要望し侵食対策を推進します。 

 

  ５ 海岸活用の支援 

海浜地の利用に対して、湘南海岸の特性が生かせるようなイベントなどの開催に対し支援します。 

 

  ６ 農地の保全・活用の推進 

生産基盤整備や意欲の高い担い手への農地の利用集積を進め、優良農地の確保と有効利用を図り、

農地の保全・活用を推進します。 

 

  ７ 海岸の保全・活用の推進 

    海岸の基盤整備などを行い、利便性の向上を図るとともに海岸の保全・活用を推進します。 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

耕地面積 379ha 
（平成 21 年度） 

373ha 

 有効利用されている農地面積を測ります。今後も増加
が見込まれる耕作放棄地について、有効利用策を効果的
に推進することにより、耕地面積の減少幅を縮小しま
す。毎年１％程度減少していますが、耕作放棄地の年２
ha の解消と発生防止に努め、耕地面積 373ha を目標と
しました。 

漁業の組合員
数 

71 人 
（平成 21 年度） 

70 人以上 
漁業の組合員数を測ります。漁業に従事する後継者の
育成・確保を図ることにより、現状の漁業の組合員数を
維持することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５０ 

農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める  （農業水産課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　農業水産課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　経営の安定化支援

　農業後継者団体活動支援事業として、農業後継者団体
であるＪＡさがみ青壮年部の組織強化及び同団体が農業
理解と都市農業の推進のため、実施する体験農園事業を
支援します。
　新規就農支援事業として、農業の新たな担い手を積極
的に確保するため、藤沢市・寒川町とも連携し広域で取
り組みます。

※新規就農研修支援人数（平成21年度）：０人

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

新規就農支援人数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

１人

２人

農業後継者等育成対
策事業

平成2５年度

２人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 720 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　地産地消の推進

　地産地消の推進による都市農業の振興及び農業理解の
促進を図るため、農業者の地産地消を推進する取り組み
に対し、農業者団体などを通じた支援を行うとともに、
農産物の多様な地場流通販売の促進や市民の農業理解の
向上を図ります。

※地場農産物普及の取り組みによる事業所等への斡旋成
立件数（平成21年度）：10件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

地場農産物普及の取
組による事業所等へ
の斡旋成立件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10件

10件

地産地消推進事業

平成2５年度

10件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 66,429 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　海岸侵食対策の推進

　侵食の著しい海岸線を豊かな海浜に再生するため、漁
港西側に堆積する砂を掘削・集積し、侵食の著しい中海

  岸へ運搬・養浜を行います。

※堆積砂の移動（平成21年度）：3,000㎥

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

堆積砂の移動

 目標

平成2３年度

平成2４年度

3,000㎥

3,000㎥

海岸侵食防止対策推
進事業

平成2５年度

3,000㎥

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 8,295 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　農業水産課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　海岸侵食対策の推進

　柳島海岸・中海岸・菱沼海岸など、侵食の著しい海岸
線を豊かな海浜に再生するため、海岸侵食対策を国・県
に要望し、促進を図ります。

※浚渫砂の移動（平成21年度）：柳島海岸7,000㎥
　　　　　　　　　　　　　　 　中海岸40,000㎥
　　　　　　　　　　　　 　　　菱沼海岸7,000㎥

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県

 指標

浚渫砂の移動

 目標

平成2３年度

平成2４年度

30,000㎥

30,000㎥

海岸侵食防止対策促
進事業

平成2５年度

30,000㎥

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀■ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

５　海岸活用の支援

　環境に負荷をかけない海岸づくりを進め、海岸にふさ
わしい景観の形成を図るため、平成19年３月策定の
「茅ヶ崎海岸グランドプラン」に位置づけた事業推進プ
ログラムについて支援します。
　また、茅ヶ崎海岸の自然環境を生かした公園などの整
備を推進します。

※(仮)海岸づくり推進機構による事業推進プログラムの進
捗状況（平成21年度）：(仮)海岸づくり推進機構設立支
援発足会議10回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業推進プログラム
の実施

 目標

平成2３年度

平成2４年度

県及び関係各課調整

地元調整・設計

茅ヶ崎海岸グランド
プラン推進事業

平成2５年度

公園等整備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 83,722 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の
推進

　柳島向河原地区の営農環境の改善、都市農業の活性化
並びに持続的な発展を図るため、都市農業の活性化とし
て、地区内の農業施設の整備を目指すとともに、農地の
集約、土地利用のゾーニングなど農地の集約化を推進し
ます。

※農業施設の整備（平成21年度）：意向調査

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

農業施設の整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基本計画策定

地元調整・設計

柳島向河原地区土地
利用推進事業

平成2５年度

排水管等整備

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 57,000 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　農業水産課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の
推進

　耕作放棄地の発生防止と解消により、農地の有効利用
の促進を図るため、農家とボランティアが協力し、市内
にある耕作されなくなった農地を市民農園などへ改良し
ます。

※事業実施による対象農地面積（平成21年度）：87a

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業実施による対象
農地面積

 目標

平成2３年度

平成2４年度

180ａ

160ａ

耕作放棄地解消対策
事業

平成2５年度

330ａ

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 582 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の
推進

　市内で収穫されたお米を学校給食米や災害備蓄食糧
（おかゆ）として活用し、お米の地産地消を推進し、農
家の生産意欲・保全意識の向上を図ります。
　また、市民へ、水田の持つ景観機能の周知を図るた
め、レンゲ草を植栽します。

※水田保全策実施面積（平成21年度）：210ａ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

水田保全策実施面積

 目標

平成2３年度

平成2４年度

230ａ

230ａ

水田保全対策事業

平成2５年度

230ａ

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎■ 南湖□

松林■ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東■

小和田■ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 4,380 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の
推進

　芹沢地内の排水路が経年の影響により、機能が低下し
ています。農業生産の効率を向上させるため、排水路整
備を実施します。

※排水路整備延長（平成21年度）：1,419ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

排水路整備延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

L=150m

L=80m

農とみどりの整備事
業

平成2５年度

L=100m

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 25,000 千円

施策の方向性

－258－



４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５０　農業・水産業の振興と農地・海浜の保全活用を進める

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　農業水産課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

６　農地の保全・活用の
推進

　農業施設の老朽化や未整備により農作業に支障をきた
している地区があることから、農業用道路及び用排水路
の整備を行います。

※農業用道路整備延長（平成21年度）：370.7ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

農業用道路整備延長

 目標

平成2３年度

平成2４年度

L=190m

L=90m

農道・用排水路整備
事業

平成2５年度

L=200m

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林■ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 23,516 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

７　海岸の保全・活用の
推進

　漁港区域の国有海浜地払い下げに伴う基盤整備を図
り、海岸利用者の利便性を図るため、漁港区域内の道路
整備の検討を行います。

※道路整備（平成21年度）：工事延長196.9ｍ

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

道路整備

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

漁港区域整備基本構
想に基づく道路整備
事業

平成2５年度

調整・検討

２５年度□

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

７　海岸の保全・活用の
推進

　漁港区域の国有海浜地は公益性を喪失していることか
ら、用途の廃止及び払い下げについて、国及び県・占用
者と調整を行い、平成24年４月を目途に用途廃止を行い
ます。
　用途廃止後の払い下げについては関東財務局横浜財務
事務所が実施します。

※事業の進捗状況（平成21年度）：協議６回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

協議

用途廃止

国有海浜地払い下げ
促進事業

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 農業水産課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５０ 農業・水産業の振興と農地・海浜の保全・活用を進める 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

援農ボランティア事業                        （２ 経営の安定化支援） 

 人手不足を感じている農家が増加している中、農家に援農ボランティアを派遣するとともに、研修

講座を行い、即戦力となるボランティアを養成します。 

 
 

 

漁港外郭施設・漁港区域の維持管理事務                                （５ 海岸活用の支援） 

 漁港区域内の堆積砂の除去や自動車・船舶類放置禁止区域の放置禁止物件の処理を実施するなど、

漁港区域の適正な管理を行います。 

 
 

 

農地保全管理事業                                            （６ 農地の保全・活用の推進） 

 農地の適切な保全管理や地元農業者と住民との交流・学習の場として、農業ふれあい広場の維持管

理を行うとともに「農業振興地域整備計画」の見直しを行います。 

 
 

 

家庭菜園事業                         （６ 農地の保全・活用の推進） 

 市民の土と親しみ余暇の充実を図るため、遊休農地を家庭菜園として市民に提供し、農作業を通し

て農業への理解と関心を深めてもらうとともにその有効利用を図ります。 

 
 

 

環境保全型農業の推進事業                      （２ 経営の安定化支援） 

 環境に負荷を与えない地域循環型農業及び優良農地の保全と化学肥料を使用しない環境に優しい

土づくりを推進します。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 雇用労働課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５１ 充実感をもって働けるための就労を支援する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 充実した労働支援の実現 

関係機関と定期的な意見交換を通じ情報を共有することで連携を強化し、充実した就労支援体制を

整えます。 

 

  ２ ワーク・ライフ・バランスの促進 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向けて、市内事業所との協力体制を構築

します。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

新規就業者数 1,103 人 
（平成 21 年度） 

1,600 人 

 就職活動支援が効果的に行われたかを新規就業者数
で測ります。就職に関する相談やカウンセリング、求人
情報の提供をはじめ、各種講座、セミナーによる知識や
技術の習得により就職・転職活動を支援します。毎年、
新規就業者数を 10％程度増加させることを目標としま
した。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５１ 

充実感をもって働けるための就労を支援する  （雇用労働課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５１　充実感を持って働けるための就労を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　雇用労働課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の
実現

　勤労者世帯の経済的な負担軽減を図るため、勤労者の
ニーズの把握に努め、住宅、教育資金の融資に関わる利
子の一部の補給や低利による資金の貸し付けを行いま
す。

※住宅・教育資金利子補給利用件数（平成21年度）：
351件

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

住宅・教育資金利子
補給利用件数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

360件

390件

勤労者福祉事業

平成2５年度

420件

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 558,900 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の
実現

　若年層を対象に今後の職業人生の設計や職場での対人
関係の悩みなど、一人一人の課題に応じ、専門のキャリ
アコンサルタントによる相談を実施します。

※利用者数（平成21年度）：112人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

利用者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

110人

112人

若年労働者キャリア
形成支援・相談事業

平成2５年度

114人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,160 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の
実現

　求職者に就職の機会を提供し、求人企業にとって、有
能な人材確保につながる合同就職面接会を開催します。

※参加者数（平成21年度）：549人
　採用者数（平成21年度）：22人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 国・３市１町

 指標

参加者数
採用者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

300人
20人

300人
25人

湘南就職面接会事業

平成2５年度

300人
30人

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 900 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５１　充実感を持って働けるための就労を支援する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　雇用労働課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　充実した労働支援の
実現

　公共職業安定所が茅ヶ崎市では未設置なことから、藤
沢公共職業安定所と連携して職業紹介・相談が可能な場
所を設置し、職業相談事業を行います。

※利用者数（平成21年度）：47,287人

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 国・市

 指標

利用者数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

40,000人

40,800人

地域職業相談事業

平成2５年度

41,600人

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 6,696 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 雇用労働課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５１ 充実感をもって働けるための就労を支援する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

勤労市民会館の維持管理                                      （１ 充実した労働支援の実現） 

 民間のノウハウを活用し、施設利用者・勤労者・求職者にとって、満足度の高い会館運営・事業な

どの企画・実施を図ります。 

 
 

事業所訪問事業                        （１ 充実した労働支援の実現） 

 事業所の活性化や雇用の維持・拡大に向け、労政アドバイザーの協力を得て事業所を訪問し、行政

への要望などを把握します。 

 
 

労働相談事業                                                （１ 充実した労働支援の実現） 

 社会保険労務士による職場での問題や社会保険、年金などの疑問に関する相談を勤労市民会館で実

施します。 

 
 

障害者雇用啓発事業                                          （１ 充実した労働支援の実現） 

 事業者や労働者の理解を含めた新たな職域開拓や就労可能な障害者と事業所とのマッチングを行

うことにより、就労が可能な障害者の就職活動を支援します。 

 
 

技能者育成事業                                              （１ 充実した労働支援の実現） 

 技能者のさらなる技能・技術を磨くとともに、後進の育成指導により各業種の発展を図るため、同

一業種に永年従事し、技能の錬磨及び後進の育成などの顕著な活躍のあった技能者を表彰するととも

に、情報発信することにより、その業種の向上発展に寄与します。 

 
 

労働団体育成事業                                    （２ ワーク・ライフ・バランスの促進） 

 健全な労働運動の展開、地域労働者の福祉活動の推進を図るために、労働団体の労働運動や自主福

祉活動に関する事業費に対して一部助成を行います。 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり                    経済部 拠点整備課 

政策目標１３ 地域の魅力と活力ある産業のまち 
施策目標５２ 地域特性に配慮した都市拠点を整備する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 住宅、商業、工業などが調和した土地利用の誘導（辻堂駅西口周辺） 

辻堂駅西口周辺は、隣接する藤沢市の湘南 C－X（シークロス）を軸に、駅施設の改良などの整備を

進め、住宅、商業や工業などが調和した土地利用へと誘導します。 

 

  ２ 交通基盤の整備・都市機能の導入（香川駅周辺） 

香川駅周辺の交通基盤の整備や都市機能の導入を段階的に進めます。 
 

  ３ 公共施設・商業施設の段階的整備（浜見平地区周辺） 

浜見平地区は、周辺地区も含め、少子・高齢化を考慮し、団地の建て替えに合わせ生活の利便性や

防災性の向上を目指すとともに、地域に必要な公共施設や商業施設の整備を段階的に進めます。 
 

  ４ 基盤整備の推進（萩園地区） 

萩園地区は、産業系土地利用への誘導を図るための基盤整備の推進を図ります。 

 

  ５ 都市整備の推進 

    市街地の基盤整備や市街地再開発を推進し、防災性の高いまちづくりを進めます。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

「辻堂駅西口
周辺整備事業」
の整備進捗率 

18.1％ 
（平成 21 年度） 

37.8％ 

 総事業費に対し、執行事業費の割合を算出します。藤
沢市の湘南Ｃ－Ｘの土地利用計画と連携し、段階的な都
市基盤施設整備を進めます。平成 46 年度の完了を目指
し、整備進捗率を年約５%ずつ増加させることを目標と
しました。 

「香川駅周辺
地区整備事業」
の整備進捗率 

0.6％ 
（平成 21 年度） 

11.6％ 

 総事業費に対し、執行事業費の割合を算出します。相
模線の利便性向上を見据え、段階的に駅周辺の交通基盤
を進めます。平成 37 年度の完了を目指し、整備進捗率
を年約３％ずつ増加させることを目標としました。 

「浜見平地区
拠点整備事業」
の整備進捗率 

3.4％ 
（平成 21 年度） 

31.1％ 

ＵＲ都市再生機構の団地建替え事業に合わせ、少子・
高齢化を考慮し生活利便性向上や防災性の向上を目指
し、松尾川の緑道化・左富士通りの電線類地中化を進め
ます。平成 43 年度の完了を目指し、整備進捗率を年約
７％ずつ増加させることを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５２ 

地域特性に配慮した都市拠点を整備する  （拠点整備課） 
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５２　地域特性に配慮した都市拠点を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　拠点整備課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　住宅、商業、工業な
どが調和した土地利用の
誘導（辻堂駅西口周辺）

　藤沢市の湘南Ｃ－Ｘ都市再生事業を軸とし、平成18年
３月策定の辻堂駅西口重点整備地区整備計画に基づいた
基盤整備を行い、住宅・商業・工業などが調和したまち
づくりを進めるため、平成23年度末までに辻堂駅西口駅
舎及び自由通路の整備を行います。
　また、辻堂駅西口周辺における基盤整備などの事業化
を検討します。

※辻堂駅西口周辺整備（平成21年度）：市境道路及び辻
堂駅西口北側跨線橋工事

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

西口駅舎及び南側跨
線橋工事完了

既存跨線橋撤去工事
完了

辻堂駅西口周辺整備
事業

平成2５年度

事業の検証

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田■ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 672,174 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　交通基盤の整備・都
市機能の導入（香川駅周
辺）

　住民との協働によるまちづくりを継続的に展開しなが
ら、将来の相模線の利便性向上を見据え、西口駅前広場

  及び交通基盤の整備を進めます。

※西口駅前広場整備（平成21年度）：西口駅前広場設計

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

用地購入・補償

用地購入・補償

香川駅周辺整備事業

平成2５年度

整備完了

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 362,669 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　公共施設・商業施設
の段階的整備（浜見平地
区周辺）

　UR都市機構による団地の建て替えに併せ、生活利便性
や防災性の向上を図るため、松尾川雨水幹線の暗渠化・
緑道化工事、鉄砲道などの電線類地中化工事、住民など
からなるまちづくり協議会の開催を実施します。平成22
年10月策定の「浜見平地区まちづくり整備実施計画」に
基づき、事業実施や都市ﾃﾞｻﾞｲﾝの調整を行うため、市・
UR都市機構・学識者からなる（仮称）浜見平まちづくり
推進会議を設立し、運営支援を行います。
※浜見平地区拠点整備（平成21年度）：松尾川雨水幹線
暗渠化156ｍ

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

電線地中化247m

暗渠化341ｍ
電線地中化314m

浜見平地区拠点整備
事業

平成2５年度

緑道化129ｍ
歩道整備950m

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 523,397 千円

施策の方向性
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４　人々が行きかい　自然と共生する便利で快適な　まちづくり

１３　地域の魅力と活力のある産業のまち

５２　地域特性に配慮した都市拠点を整備する

基本理念

政策目標

施策目標

経済部　拠点整備課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　基盤整備の推進（萩
園地区）

　相模縦貫道の開通に伴い、交通利便性が向上する萩園
地区において、乱開発防止や地域の環境に配慮しつつ、
産業系（工業・流通系）への土地利用転換の促進を図る
ため、周辺開発（田端西地区）や既存の工業団地などと
連携した土地利用を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 民間

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

合意形成

事業計画（案）策定

萩園地区産業系市街
地整備事業

平成2５年度

事業計画策定

２５年度２３年度

政策共通認識 0 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 47,200 千円

施策の方向性
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 1４ 農地の適正で有効な利用を図る 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

定例・定型的事業 12 5 百万円

人件費 163 百万円

 

一般会計概算事業費合計                        168 百万円

 
 
 
  １ 適正な農地利用の管理 

後継者不足に伴い農地の減少がみられる中、農地の使用貸借など利用関係の調整、交換分合 

による効率的な利用の促進を図ります。また、農地法に基づき転用規制の厳格化などにより農 

地の確保を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

耕作放棄地面
積 

47.0ha 
（平成 21 年度） 

49.0ha 

 耕作放棄地は、農業者の高齢化や後継者不足などか
ら、年 2.5ha 程度の増加傾向を示しています。 
利用権の設定・耕作放棄地解消ボランティアの活動支
援、県農業サポーター制度農地の手配等により、年平均
2.0ha の農地復元・防止を見込み、増加面積について年
0.5ha を目標としました。 

農地の適正で有効な利用を図る 

農業委員会

政策目標 

１４ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 農家の高齢化や後継者の不足に伴う農地の減少傾向にある中で、農地の使用貸借など権利関係の
調整などにより、効率的な利用を図り農業の発展、推進に努めます。 

 施策の方向 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 
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基本理念４ 人々が行きかい 自然と共生する便利で快適な まちづくり 
政策目標 1４ 農地の適正で有効な利用を図る 

 主要な定例・定型的事業 
 

農業の発展、推進に関する事業                 （１ 適正な農地利用の管理） 

 農業発展、推進のため、各種品評会への会長賞の交付や、関係機関との情報交換・交流で得た情報

などを農家だより「ふれあい」等を通じて提供します。 

 
 

農業委員会総会等の開催                    （１ 適正な農地利用の管理） 

 農業委員会総会等を月一回定期的に開催し、許可申請書等の審査を実施します。 

 
 

遊休農地の有効利用に係る事務                 （１ 適正な農地利用の管理） 

 市内の遊休農地の有効利用を図るため、農地法に基づき毎年 1回全ての農地の利用状況を調査し、
指導・勧告を実施します。 

 
 

農地基本台帳の整備・保管                    （１ 適正な農地利用の管理） 

 実施要領の変更により、農業基本台帳については、これまでの農家単位から土地単位で台帳管理を

行うこととなりました。このため、資産税課データを基に台帳を整備します。また、旧書式について

も引き続き管理を行い、事務の効率化を図ります。 
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一人一人の思いが調和し 

未来をひらく 

行政経営 

 

 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 

政策目標１８ 公金の管理を適正に行い、安全かつ有利な運用を図る 

政策目標１９ 住民の意思を行政に反映させる 

政策目標２０ 行政執行の適法性、効率性、妥当性を維持し確保する 

基本理念５ 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し、未来をひらく 行政経営 
政策目標 1５ 社会の変化に対応できる行政経営 

 
 
 
 
 
 
◇ 市民ニーズや時代の変化に迅速に対応した市民サービスが提供されている 
◇ 各種情報を整理・体系化し、一元的かつ総合的にわかりやすい形で市民に提供されている 
◇ 目標が明確に示され、成果指標による PDCA※サイクルに基づく改善が行われている 
◇ 経営的視点に立った改善により、無駄のない組織・人員による執行体制がとられている 
◇ 組織の使命や責任が明確になっている 
◇ 国・県・他の自治体との連携が強化され、市民サービスの充実が進んでいる 
◇ 時間、場所などに制約されない利便性の高い市民サービスが行われている 
 
※PDCA：Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（改善計画） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 19 4,878 百万円

定例・定型的事業 74 2,231 百万円

人件費    1,484 百万円

 

一般会計概算事業費合計   8,593 百万円

 
 
 
 

社会の変化に対応できる行政経営 

 目指すべき将来像 

企画 
政策目標 

１５ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 平成 15 年４月に特例市へ移行し、様々な事務を権限移譲により実施しています。市民生活に最
も近い基礎的自治体として、より多くの事務を行うことが市民サービスの向上に繋がることから、
今後も更なる権限移譲を進めてまいります。併せて、権限移譲に伴う財源の移譲を国へ要望し、
確実な財源の移譲を引き続き求めていきます。 
明確な目標に基づく政策の選択と集中により効率的に市政運営を行います。また、具体的な施

策・事業を立案し実行する過程で、行政評価と予算・組織編成などを連動させた PDCA マネジメ
ントサイクルによる改善を通して、まちづくりのためのさまざまな政策・施策を着実に行い、暮
らしの質や市民満足度の向上を図ります。 
地震等により倒壊する危険性のある市役所本庁舎については、市民の安全性・利便性を最優先

に建て替えを実施します。 

－271－



基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                    企画部 秘書広報課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５３ 市の情報を広く発信し、市長・副市長の執務を円滑にする 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 市長・副市長の執務環境の整備 

市政運営の中心である市長と市長を補佐する副市長が、市政運営に必要な情報を的確につ

かみ、タイムリーかつ正確に市民や職員に発信する環境を整備し、市長・副市長の執務環境

を整えます。 

 

  ２ 市民との情報共有 

わかりやすい表現の広報紙、統一感のあるホームページなど広報媒体を工夫し、さまざま

な広報媒体の活用により、市民に情報を提供し、情報の共有化を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

ホームページ
のアクセス件
数 

1,560,000 件 
（平成 22 年度） 

1,654,000 件 

 CMS 導入によるホームページを平成 22 年１月に公開
しました。公開後のアクセス件数により、市民への情報
提供はできているかを測ります。 CMS 導入による効果
等を考慮し、年２％の増加を目標としました。 
 
※CMS：Web コンテンツを構成するテキストや画像など
のデジタルコンテンツを統合、体系的に管理し、配信な
ど必要な管理を行うシステムの総称 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５３ 

市の情報を広く発信し、市長・副市長の執務を円滑にする  （秘書広報課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５３　市の情報を広く発信し、市長・副市長の執務を円滑にする

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　秘書広報課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民との情報共有

　市民の皆さまから多く寄せられる質問の回答集をホー
ムページへ掲載し、市役所に問い合わせをしなくても確
認できるようにします。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

ＦＡＱページの構築
運用管理

 目標

平成2３年度

平成2４年度

ページ作成・運用開
始、随時更新

 

随時更新

ホームページによる
頻度の高い質問と回
答の公開

平成2５年度
 

随時更新

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民との情報共有

　市民団体を対象に市のマイクロバスで、市内公共施設
を案内します。また、市民有識者などによるガイドを行
います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

実施回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

10回

公共施設見学会

平成2５年度

10回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民との情報共有

　茅ヶ崎市の四季折々の風景を紹介するため、定点カメ
ラを茅ヶ崎海岸に設置し、インターネット上で映像紹介
を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

 定点カメラの設置
ホームページで映像
を配信

 目標

平成2３年度

平成2４年度

カメラ設置と配信開
 始24時間配信

24時間配信

定点カメラによる魅
力ある景色放映

平成2５年度

24時間配信

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 350 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                    企画部 秘書広報課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５３ 市の情報を広く発信し、市長・副市長の執務を円滑にする 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

市長及び副市長の秘書に関する事業           （１ 市長・副市長の執務環境の整備） 

 市長及び副市長の秘書業務を行い、市民や各種団体などとの親善・相互理解を図り、円滑な市政を

遂行します。 

 
 

特定の政策課題についての調査研究及び調整       （１ 市長・副市長の執務環境の整備） 

 緊急性や重要性が高い特命事項について、情報収集、調査研究を行い、行政施策の方向性を定める

ための総合的な調整を行います。 

 

 
市ホームページ管理運営事業                    （２ 市民との情報共有） 

 インターネット利用者の増加に伴い、ホームページによるタイムリーで特色のある情報提供が求め

られているため、平成 22 年 1 月からは CＭSを導入し、更新のしやすい環境整備を行いました。今後
もアクセスの件数を伸ばし、情報提供の充実を図ります。 

 
 

ケーブルテレビ等広報番組制作事業                 （２ 市民との情報共有） 

 映像を活用して、紙媒体では伝えきれない内容の掘り下げや地域・人物の動きを伝える番組を放送

します。また、インターネットにも動画を配信し、ケーブルテレビを視聴できない世帯にも情報の発

信を行います。 

 
 
 
 

広報ちがさき等発行事業                      （２ 市民との情報共有） 

 広報紙などの紙媒体を使って、タイムリーな行政情報を提供し、市民との情報共有を図ります。ま

た、視覚障害の方々へは、点字や音声媒体によるサービスを行うなど行政施策の発信について充実を

図ります。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 企画経営課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５４ 先を見据えた政策を実現する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 戦略的な計画立案と成果を上げる事業展開 

市全体の経営方針や重点施策、行財政改革などの具体的な方向性を示すとともに、厳しい

財政状況を認識したうえで、各組織が使命、ビジョンを明確にし、目標の設定や政策・事務

事業の優先順位付けを行い、目的指向、成果指向の市政運営を推進します。 

 

  ２ 総合計画の確実な進行管理 

政策や施策の推進に当たっては行政評価を活用し、組織としての使命の明確化、外部環境

や内部環境などの現状の分析、目的や方針の設定、定量的な目標の設定などを行うことで、

組織としての戦略形成や的確な改善を行うとともに、評価の客観性、公平性、透明性を高め

るため、行政外部の主体による外部評価を導入します。 

 

  ３ 変化に対応した行政経営 

地域の特性を生かしたまちづくりを進めていくため、さらに複雑・多様化する市民ニーズ

に対応できるよう組織の機動性を高めるとともに、市民や事業者との連携を図ります。 

 

  ４ 行政改革の実施 

効率的・効果的な行政運営を推進するため、行政自らが行うべき事柄を明確にした中で、

民間委託の推進、職員の定数・給与の適正化、効率的な組織の構築、事務事業の見直しなど

を積極的に推進し、行政改革に取り組みます。 

 
 

 
 

 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

「行政改革大
綱」の実施事項
の取り組みに
対する評価 

57.8％ 
（平成 21 年度） 

70％以上 

 「第３次行政改革大綱（平成 20 年度～24 年度）」に
定める重点事項等に基づいて策定した、実施計画の実施
事項について、積極的な取り組みを推進し、取り組みに
対する A 評価の割合について 70％以上の達成を目標と
しました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５４ 

先を見据えた政策を実現する  （企画経営課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５４　先を見据えた政策を実現する

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　企画経営課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　変化に対応した行政
経営

　「外郭団体の見直しの基本方針」に基づき、平成22年
5月に政策決定した外郭団体の整備統合の方向性により、
(財）都市施設公社を解散するとともに、解散に伴う所管
事務について、（財）文化振興財団及び（社）シルバー
人材センターへの整備統合を行います。
　また、平成24年度においては、（財）文化振興財団及
び(社）シルバー人材センターにおいて、公益財団化、公
益社団法人化への移行により、更に安定的な経営を目指
します。
　※経営改善状況（平成22年度）：事務調整

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

経営改善状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

（財）都市施設公社
の解散

財団法人、社団法人
の公益化

外郭団体の経営改善

平成2５年度

外郭団体の経営改善
の検証

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 380 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　変化に対応した行政
経営

　市役所本庁舎の再整備及び情報システムの最適化等に
あわせ、市民サービスの提供（市役所機能）のあり方を
検討し、事務処理の効率化と待ち時間の短縮、効率的・
効果的な窓口配置及びITを活用したシステムの導入やコ
ンビニエンスストア・郵便局での住民票等証明発行など
民の活用により、更なるサービスの向上を目指します。

※本庁舎整備（平成22年度）：基本計画の検討

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

本庁舎再整備
（H27年度）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

本庁舎再整備基本計
画への位置付け

基本設計、実施設計
に基づく事務調整

事務の効率化の推進
及びサービスの向上

平成2５年度

基本設計、実施設計
に基づく事務調整

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 企画経営課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５４ 先を見据えた政策を実現する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

政策的な調整に関する事務          （１ 戦略的な計画立案と成果を上げる事業展開） 

 緊急性、重要性が高い事業などについて、庁内の横断的な調整を行うとともに、関係機関などとの

総合的な調整により、的確な方向性を示します。 

 
 

総合計画実施計画策定事務                 （２ 総合計画の確実な進行管理） 

 「茅ヶ崎市総合計画基本構想」が示す政策目標・施策目標を達成するため、具体的な事業内容を示

した実施計画を策定します。平成 23～25 年度の第１次実施計画の進行管理を行いつつ、24 年度から

第２次実施計画の策定に着手します。 

 
 

行政評価システムの活用による組織マネジメントの推進    （２ 総合計画の確実な進行管理） 

 総合計画の進ちょく状況を把握し、行政評価と予算・人員編成などを連動させた PDCAサイクルに
よる計画の進行管理を行います。 

 
 

指定管理者制度に係る検討・調整                （３ 変化に対応した行政経営） 

 公の施設の管理について、指定管理者制度を導入し、その適正かつ効果的な運営を図ります。 

 
 

第 3次行政改革の推進                        （４ 行政改革の実施） 

 平成 20 年３月に策定した「第３次行政改革大綱」に基づき、多様な主体との協働による質の高い

行政経営を目指します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 広域事業政策課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５５ 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 他の自治体との連携による課題解決と市民サービス向上 

防災や交通網の整備、環境問題など、単一自治体だけでは解決が難しい課題に対応するた

め、他の自治体との連携を強化し、一体となった取り組みにより解決を図り、市民サービス

の向上に努めます。 

 

  ２ 国や県との連携による事業の円滑な推進 

国や県と連携を図ることにより、事業の円滑な推進を目指します。また、国や県の事業に

伴う地域住民との調整を行います。 

 

  ３ 権限移譲の促進 

自立的・主体的に個性豊かな地域づくりを展開し、事務の簡素化やスピードアップによる

市民サービスの向上など、市民が最も身近な行政機関で総合的な市民サービスを利用するこ

とができるようにするため、県からの事務権限移譲の受け入れを進めます。 

 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

広域連携に向
けて取り組ん
だ課題の件数 

12 件（予定） 
（平成 22 年度） 

24 件 

 藤沢市・寒川町との共通の課題解決や事業化に向けた
調査研究など、平成 22 年度に設立した湘南広域都市行
政協議会の事務研究部会で取り組んだ課題件数の累積
を測ります。 
年４件程度の新規課題を発掘し、着手することを目標

としました。  
さがみ縦貫道路 

1.9 ㎞ 
（平成 21 年度） 

34.0 ㎞ 国・県事業が事
業主体の道路
の整備延長 藤沢大磯線 

2.5 ㎞ 
（平成 21 年度） 

6.5 ㎞ 

 さがみ縦貫道路及び藤沢大磯線の整備など、国・県が
事業主体のインフラ整備について、事業に協力を行うと
ともに、早期整備についての要望活動を積極的に行いま
す。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５５ 

国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる  （広域事業政策課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５５　国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　広域事業政策課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　　国や県との連携に
よる事業の円滑な推進

　斎場建設に伴う地元要望道路と県立公園外周道路の整
備により、地域住民と施設利用者の利便性、安全性を図
るため、平成２５年度の県立茅ヶ崎里山公園の全面開園

  に合わせ、早期整備促進を図ります。

※事業の進捗状況（平成21年度）：工事延長216ｍ

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

工事延長L=93ｍ

工事延長L=350ｍ

北部地域道路整備事
業

平成2５年度

工事延長L=260ｍ

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 186,140 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　圏央道の神奈川県区間の広域的な幹線道路であり、近
隣市町との連携を図り、国に対して早期整備の促進要望
を行うとともに、地域との調整を行います。
　また、関連事業として、地元要望であるポケットパー
ク、農道整備や高架下の有効活用などの検討を行いま
す。

※要望回数（平成21年度）：20回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 国・民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

20回

20回

さがみ縦貫道路の整
備促進

平成2５年度

20回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　北部地域の自然環境を生かした広域公園について、神
奈川県に対して、平成２５年度の全面開園に向け、整備
促進の要望を行うとともに、地域との調整を行います。

※要望回数（平成21年度）：10回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

10回

県立茅ヶ崎里山公園
整備の促進

平成2５年度

10回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５５　国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　広域事業政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　台風や集中豪雨による浸水被害を削減するため、神奈
川県に対して、引き続き早期整備の促進要望を行い、整
備にあたっては自然に配慮した改修を要望していくとと
ともに、地域との調整を行います。

※要望回数（平成21年度）：10回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

10回

小出川の改修整備促
進

平成2５年度

10回

２５年度２３年度

政策共通認識 0 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖■

松林□ 湘北■

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　国道134号及び国道1号の慢性的な交通渋滞解消のた
め、近隣市町と連携を図り、国に対して早期整備の促進
要望を行うとともに、地域との調整を行います。　

※要望回数（平成21年度）：10回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 国・民間

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

10回

新湘南国道(Ⅱ期)の
整備促進

平成2５年度

10回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 360 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　相模川の築堤整備は、平塚市側に比べて茅ヶ崎市側の
整備が遅れているため、近隣市町村と連携を図り、国に
対して早期整備の促進要望を行うとともに、地域との調
整を行います。

※要望回数（平成21年度）：20回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 国

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

20回

20回

相模川の整備促進

平成2５年度

20回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南■

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 360 千円

施策の方向性

－280－



５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５５　国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　広域事業政策課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　都市計画決定された南北の幹線道路であり、藤沢大磯
線の供用開始なども踏まえ、神奈川県に対して早期整備
を引き続き要望します。

※要望回数（平成21年度）11回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

10回

10回

中海岸寒川線の整備
促進

平成2５年度

10回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　国や県との連携によ
る事業の円滑な推進

　県道丸子中山茅ヶ崎線から県道相模原茅ヶ崎線区間の
暫定供用開始のため、近隣市町との連携を図り、神奈川
県に対して、早期整備の促進要望を行うととともに、地
域との調整を行います。
　また、関連事業として、地元要望であるポケットパー
ク、農道整備や高架下の有効活用などの検討を行いま
す。

※要望回数（平成21年度）20回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 県

 指標

要望回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

20回

20回

藤沢大磯線の整備促
進

平成2５年度

20回

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東■

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　　権限移譲の促進

　県の権限となっている旅券発給業務の権限移譲を受
け、２市１町がパスポートセンターを開設することにつ
いて、必要な費用と効果、事業運営の手法や組織体制な
どを総合的に研究します。その研究の成果を踏まえ、２
市１町が権限の移譲を受けるとの意思決定がされれば、
パスポートセンターを平成２４年度中に開設します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

パスポートの発給件
数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

7,500件

旅券発給業務

平成2５年度

10,000件

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 41,370 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 広域事業政策課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５５ 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

湘南広域都市行政協議会事務   （１ 他の自治体との連携による課題解決と市民サービス向上） 

 藤沢市、寒川町及び茅ヶ崎市において、それぞれが所有する公共施設を相互に利用し、同じような

課題については共同して調査研究を行い、市民サービスの向上や行政の合理化、効率化を図ります。

 
 

国・県の施策・制度・予算に関する要望調整事務（２ 国や県との連携による事業の円滑な推進） 

 本市が抱えている課題の解決や本市が目指すまちづくりを推進するため、国や県の施策・制度・予

算に関する要望活動を積極的に行います。 

 
 

湘南地域市町連絡協議会事務          （２ 国や県との連携による事業の円滑な推進） 

 それぞれの行政間で共通の目的を持った施策の実施について、施策の効果を高めるよう行政間の情

報交換や連携を図り、湘南地域全体の住民サービスの向上や地域の活性化を目指します。 

 
 

権限移譲事務                            （３ 権限移譲の促進） 

 地域の実情にあった自主的な行政運営を進めるため、本市が抱える課題の解決や市民の利便性向上

に資する権限の移譲を進めます。 
 また、地域主権改革で移譲される事務の受け入れ体制を整えます。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                    企画部 情報推進課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５６ 情報セキュリティを確保しながら利便性を向上させる 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 情報の一元的かつ総合的な提供 

行政情報の安全性を確保しながら、各種情報を整理・体系化し、一元的かつ総合的にわか

りやすい形で市民に提供することにより、質の高い市民サービスを実現します。 

 

  ２ 場所、時間などに制約されない市民サービスの提供 

インターネットなどを活用し、時間や場所に制約されない利便性の高い市民サービスや市

政への市民参加の機会の拡大を進めます。 

 

  ３ 情報通信技術の活用 

情報セキュリティ対策を実施したうえで、情報通信技術の活用により市民サービスの向上

を図ります。 

 

  ４ 情報による地域力の向上 

市民、企業、大学などとの協働や優れた情報発信と防災対策、産業振興などにより、行政

を含めた地域力の向上を図ります。 
 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

電子申請可能
な業務数 

13 件 
（平成 21 年度） 

20 件 

 インターネットを活用した電子申請が可能な事務手
続きの種類数により、行政サービス提供の便利度を測り
ます。過去の実績として、各種職員採用試験や採用説明
会参加申し込みの手続きが増加傾向にあることにより、
7件増加することを目標としました。 

施設予約利用
数 

256,000 件 
（平成 21 年度） 

258,000 件 

 平成 15 年に開始したシステムの利用件数増加に伴
い、利用者にとってより利用しやすいシステムを構築す
ることにより、利用件数の増加を目指します。 
 現在の実績数値に加え、平成 23、24 年度に整備され
る公共施設の利用予約数が 500 件程度増加することを
目標にしました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５６ 

情報セキュリティを確保しながら利便性を向上させる  （情報推進課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５６　情報セキュリティを確保しながら利便性を向上させる

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　情報推進課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　情報の一元的かつ総
合的な提供

　体系的な情報システムの管理の実現やトータルコスト
を削減するため、専門事業者による支援及び助言の活用
を図り、システム再構築・システム共通基盤の整備を行

  います。　
　平成23年度は、共通基盤（運用含む）、住民記録、国
民健康保険料等のデータ移行。平成24年度は、介護保
険、後期高齢システムの開発、データ移行。平成25年度
は、税関連のシステム開発。

※システム改修数（平成22年度）：1か所

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

システム改修箇所数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

6か所

2か所

情報システム最適化
の推進

平成2５年度

4か所

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,204,526 千円

施策の方向性

－284－



基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                    企画部 情報推進課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５６ 情報セキュリティを確保しながら利便性を向上させる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

情報セキュリティ対策                 （１ 情報の一元的かつ総合的な提供） 

 各職員について、セキュリティ意識の向上を図るため、情報セキュリティ研修の充実、ウイルス対

策や外部監査を行います。 

 
 

情報化の推進                     （１ 情報の一元的かつ総合的な提供） 

 業務効率を上げ、効果的な行政経営を進めるため、最適化計画を進めるとともに、現行システム運

用のために機器の賃貸借契約を行います。 

 
 

ホストコンピューター及び関連機器等の賃貸、保守業務  （１ 情報の一元的かつ総合的な提供） 

 ホストコンピューターは、システム最適化計画移行までの間、システムダウンや情報漏洩を防ぐた

め、保守点検を行います。 

 
 

施設予約管理            （２ 場所、時間などに制約されない市民サービスの提供） 

 市内公共施設の予約管理システムについて、アクセス数の増加に対応するため、使用者にとって使

いやすいシステムの導入を目指します。 

 
 

パソコン体験コーナー運営管理    （２ 場所、時間などに制約されない市民サービスの提供） 

 「パソコン体験コーナー」は、パソコンで解らないこと、学びたいこと、困っていることなどに対

して、知識豊富なボランティアの講師が指導を行っています。今後は、インターネット回線の契約な

ど、時代にあった運営方法のあり方などを検討します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 施設再編整備課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５７ 公共施設の再編整備と適切な維持管理を進める 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 戦略的かつ経営的視点に立った公共施設の再編整備 

  老朽化し、耐震性などに課題のある公共施設について、戦略的かつ経営的視点に立って、

再整備を行います。 
 

  ２ 資産の有効活用 

公共施設の再編整備に当たっては、廃止した施設の跡地と小規模な市有地の売却や貸し付

けを行うとともに、再編整備で生まれた余剰スペースの有効活用を図ります。 
 

  ３ 公共施設の適切な維持管理と長寿命化 

 公共施設の維持管理に当たっては、活用状況やライフサイクルコストを明らかにし、最適

な対策を行うとともに、中長期の保全計画により計画的な維持管理を行い、財政負担の平準

化を図りながら施設の長寿命化を行います。 

 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

公共施設の再
整備完了件数 

５件 
（平成 21 年度） 

１件 

 老朽化し、耐震性などに課題のある公共建築物につい
ては、戦略的かつ経営的視点に立って、再整備を行いま
す。市営浜須賀水泳プール施設（管理棟・プール）の改
修を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５７ 

公共施設の再編整備と適切な維持管理を進める  （施設再編整備課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５７　公共施設の再編整備と適正な維持管理を進める

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　施設再編整備課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　戦略的かつ経営的視
点に立った公共施設の再
編整備

　「公共施設整備・再編計画（改訂版）」に位置付けら
れている施設の計画的、かつ、効果的な再整備に必要と
なる財源の確保を図ります。

※基金の積み立て累計額（平成22年度）：531,222千
円

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

基金の積み立て累計
額

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 ９億円

 15億円

公共施設等再編整備
基金事業

平成2５年度

０億円

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,000,925 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　戦略的かつ経営的視
点に立った公共施設の再
編整備

　市役所本庁舎は、防災上重要な拠点であり、耐震性能
の不足や施設の老朽化に対応するため、総合的に判断し
た結果、極めて緊急性が高いため、本庁舎の建て替えを
行うものです。
　平成22年度から基本方針の策定に着手し、平成27年
度の新庁舎供用開始を目標に事業を推進します。（総事
業費：7,200,000千円）

※事業の進捗状況（平成22年度）：基本方針の策定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

基本設計・実施設計

基本設計・実施設計

市役所本庁舎再整備
事業

平成2５年度

 監理委託建設工事

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 2,143,238 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　戦略的かつ経営的視
点に立った公共施設の再
編整備

　経済情勢や本市の財政状況などを総合的に考慮し、新
たに策定した整備プログラムに基づき、各施設の再整備
や、資産運用などを推進します。
　具体計画としては、老朽化が著しい市営浜須賀プール
について、平成24年度に調査・設計、平成25年度に改
修工事を行います。

※事業の進捗状況（平成22年度）関係機関調整

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

 関係機関との調整

 浜須賀プールの調
査・設計

公共施設整備・再編
計画推進事業

平成2５年度

 浜須賀プールなど
の改修工事

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１５　社会の変化に対応できる行政経営

５７　公共施設の再編整備と適正な維持管理を進める

基本理念

政策目標

施策目標

企画部　施設再編整備課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　公共施設の適切な維
持管理と長寿命化

　公共建築物の長寿命化の推進のため、「事後保全的な
維持管理」から「予防保全の維持管理」への転換を図り
ます。また、将来にわたる財政推計を勘案した中で、効

 率的な保全工事を行います。

※事業の進捗状況（平成22年度）：公共建築物中長期保
全計画の策定

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

実施事業数
6施設

実施事業数
10施設

公共建築物中長期保
全計画推進事業

平成2５年度

実施事業数
10施設

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 300,000 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                   企画部 施設再編整備課 

政策目標１５ 社会の変化に対応できる行政経営 
施策目標５７ 公共施設の再編整備と適切な維持管理を進める 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

管理支援システムの運用             （３ 公共施設の適切な維持管理と長寿命化） 

 茅ヶ崎市公共建築物管理支援システムの保守管理及び公共建築物の維持管理に必要となる基礎デ

ータの管理を行います。 

 
 

建築基準法第 12 条に基づく法定定期点検の実施   （３ 公共施設の適切な維持管理と長寿命化） 

 建築基準法の改定に伴い、一定の用途や規模の建築物について、有資格者により法定点検を実施し

ます。 

 
 

「建物維持管理の手引き」に基づく管理及び指導   （３ 公共施設の適切な維持管理と長寿命化） 

 「建物維持管理の手引き」による統一された基準により、建築物の点検を毎年５月及び 11 月に実

施し、施設の長寿命化を図ります。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し、未来をひらく 行政経営 
政策目標 1６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 

 
 
 
 
 
 
◇ 市民参加が進み、市民がまちづくりの主役となっている 
◇ 市民によって多くの公共的な役割が主体的に担われている 
◇ 職員一人一人の能力が生かされ、組織としても個人としても大いに発揮されている 
◇ 行政文書や各種資料が適正に管理され、市政に関する情報がわかりやすく提供されている 
◇ 新たな課題に的確に対応する施策展開を支える例規が整備されている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 11 1,303 百万円

定例・定型的事業 169 1,574 百万円

人件費          6,391 百万円

 

一般会計概算事業費合計                 9,268 百万円

 
 

それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 

 目指すべき将来像 

総務 
政策目標 

１６ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 超高齢社会の到来、経済状況の悪化などを受けた厳しい財政見通し、複雑多様化する市民ニー
ズに対応するため、民間団体や民間企業の知恵を生かした連携と協働により、市民サービスを安
定的に提供する新しい公共の形成を図ることが望まれています。 
 茅ヶ崎市に登録されている市民活動団体は年々増加し、251 団体（平成 21 年度）となり、活発
に活動しています。市民団体の活動を支援し活性化する「市民活動げんき基金」や市民活動団体
の特性を生かして新たな市民サービスを担う手法として協働推進事業を実施しています。今後も
各団体の自立的活動を応援します。 
時代の変化に敏感に対応できる職員、市民ニーズに的確に対応し、市民と協働できる職員育成

が必要不可欠です。 
市民参加をさらに進めながら、分権社会における自治体経営の担い手となる人材の育成を支援

するとともに、市民と行政が情報を共有し、それぞれが持つ力をまちづくりに十分に発揮できる
体制を構築します。 
茅ヶ崎市における自治の基本を明らかにした自治基本条例に基づき、新たに必要となる制度な

どを整備し、その進行管理を適切に行うことで、市民主体による自治の推進を図ります。 
人材育成基本方針の推進と人事評価システムの活用により、職員の能力向上と適材適所の職員

配置による効率的な事務執行を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                      総務部 市民自治推進課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標５８ 市民と行政が協力して自治の進展を図る 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 多様な形態による市民サービスの提供 

行政から提供されるだけでなく、市民や市民活動団体、ＮＰＯなどの多様な主体から、協働を

はじめとしたさまざまな形態により提供される市民サービスによって、まちづくりが進められる仕

組みを構築します。 

 

  ２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成 

公共の新たな担い手として、自立した市民が主体的に活動できる環境づくりを進めるとともに、

その活動と活動のリーダーとなる人材の育成を支援します。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市民活動団体
の登録数 

251 団体 
（平成 21 年度） 

280 団体 

協働の多様な主体となり得る市民活動団体の状況を
測ります。 
協働推進事業や新たな公共の担い手として期待され
る市民活動団体を増やしていきます。そのため、情報発
信ツールである「ちがさき市民活動団体ガイドブック」
をより定着させ、団体の設立支援や掘り起こしによって
掲載団体数の年３～５％の増加を目標としました。 
 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５８ 

市民と行政が協力して自治の進展を図る  （市民自治推進課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

５８　市民と行政が協力して自治の進展を図る

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　市民自治推進課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　多様な形態による市
民サービスの提供

　協働の更なる向上を目指し、附属機関や庁内で十分審
議し、現行制度の課題を検証しながら、実効性のある仕

 組みづくりを行います。

※実施事業数（平成22年度）：12事業

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

実施事業数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２事業

８事業

多様な主体との協働
事業の推進

平成2５年度

15事業

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 30,000 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　平成24年度開設を目指し、中海岸・共恵地区にコミュ
ニティ形成の拠点として、地域集会施設を建設します。

※地域集会施設・保育園複合施設の進捗状況（平成22年
度）：工事着工

事業実施年度 □継続

事業主体 市

 指標

地域集会施設・保育
園複合施設の進捗状
況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

施設整備完了

－

コミュニティ施設の
整備事業（中海岸・
共恵）

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 561,765 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　地域住民が地域活動を通じて交流を深め、文化教養及
び研修講習、または講演会などのコミュニティ活動の場

  として利用できる施設を運営します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

開館日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

指定管理者選定

306日

（仮称）中海岸・共
恵コミュニティセン
ター管理運営事業

平成2５年度

306日

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎■ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸■ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 28,020 千円

施策の方向性
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

５８　市民と行政が協力して自治の進展を図る

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　市民自治推進課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　平成23年４月に開館する鶴嶺西地区コミュニティセン
ターにおいて、地域住民が地域活動を通じて交流を深
め、文化教養及び研修講習、または講演会などのコミュ
ニティ活動の場として利用できる施設運営を行います。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

開館日数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

307日

306日

鶴嶺西地区コミュニ
ティセンター管理運
営事業

平成2５年度

306日

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西■ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 39,866 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　新しい地域コミュニティ制度の構築を目指し、新たな
コミュニティ制度を活用した事業の実施を目指します。
モデル地区による試行を行い、制度構築に向けた検討を

  進めます。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

地域コミュニティ制
度を活用した事業の
実施

 目標

平成2３年度

平成2４年度

モデルケース設置

モデルケースでの事
業実施

地域コミュニティ事
業

平成2５年度

モデルケースでの事
業実施及び検証　　

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 12,600 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　より実効性のある市民参加を保障するため、現行の市
民参加推進のための基本方針を見直し、課題を整理し
て、条例として整備します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

条例の制定

 目標

平成2３年度

平成2４年度

平成24年3月まで
に条例を制定

－

市民参加条例の策定

平成2５年度

－

□２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

５８　市民と行政が協力して自治の進展を図る

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　市民自治推進課

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　市民主体の活動の環
境づくりと人材育成

　地域住民、関係団体との意見交換を行い、複合型の地
域集会施設の建設を検討します。また、建設敷地となる

  用地を購入します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

地域集会施設・消防
署出張所複合施設の
進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

関係機関との調整

用地取得

コミュニティ施設の
整備事業（松浪）

平成2５年度

施設整備に向けた検
討、調整

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市□
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪■

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 614,000 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                      総務部 市民自治推進課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標５８ 市民と行政が協力して自治の進展を図る 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

自治会活動運営事務              （２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成） 

 自治会連絡協議会、地区連合会、単位自治会との連絡調整をし、自治会活動の円滑な運営を補助し

ます。 

 

市民活動推進補助事業             （２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成） 

 市民活動の総合的かつ計画的な推進を図るため、市民活動団体が行う公益的な活動に対して財政的

支援を行うことにより市民活動の活性化を推進します。 

 

市民参加推進・啓発事業            （２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成） 

 市の施策や計画の企画・立案のプロセスにおける市民参加の機会をこれまで以上に拡充し、効果

的・効率的で、透明性のある行政運営を推進します。実効性のある市民参加を進めるため、市民参加

推進のための情報を提供と意識啓発を行います。 

 

コミュニティセンター管理運営業務       （２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成） 

 コミュニティセンターの管理運営を、指定管理者との連絡調整により円滑に行います。 

 

市民ふれあいまつり開催事業          （２ 市民主体の活動の環境づくりと人材育成） 

 実行委員会との協議により、業務分担の明確化、各業務委託内容の精査をし、市民参加型の祭りと

して開催していくことで、市民のレクリエーション及びコミュニケーションの場としての啓発を図り

ます。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          総務部 職員課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標５９ 職員がやる気を持ち、成果を出せる体制をつくる 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 適材適所の職員配置 

積極的に職員採用活動を行い、多様で有用な人材を確保するとともに、職員の意向調査などを踏

まえ、専門性や実績に配慮した適材適所の職員配置を行い、複雑多様化する市民ニーズに的確に対

応した行政経営を行います。 

 

  ２ 適正な実績評価 

人事評価システムを透明性、公平性、公正性、納得性を軸に実施し、個々の職員の実績を適正に

評価することにより、職員の意欲、知識・技術の向上を図り、職員一人一人の能力を高めるととも

に、各職員が持つ能力が最大に発揮される仕組みとして総合的な人事給与制度を確立します。 

 

  ３ 人材育成 

さまざまな行政課題に対応するため企画力・政策形成能力の向上を図る諸研修を実施するととも

に、職員の能力・意識・技術の向上を図る諸研修を充実することで、分権型社会における自治体経

営の担い手となり、多様化する市民ニーズに的確に対応できる人材を育成します。 

 
  ４ 適正な人事管理 
    人事給与制度について社会情勢に配慮した市民の理解の得られる適正なものとなるよう調査、研

究し、必要に応じて改正するとともに適正な運用を行います。市民から信頼される職員としての自

覚を促し、服務規律の意識の向上を図ります。 
 
  ５ 職員の健康の保持・増進 
    職員の仕事の能率の向上と健康増進のため福利厚生事業を実施するとともに、職員の心身の健康

を保持するため健康管理体制の充実及び職場環境の整備を進めます。 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

定員の適正化
による職員数  

1,867 人 
（平成 21 年度） 

1,838 人 

定員の適正化による職員数の状況を測ります。 
事務事業の効率化、組織機構の簡素合理化、外部委託
の活用等、スクラップ・アンド・ビルドの徹底により、
「第４次定員適正化計画」に従った定員の適正化を目標
としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：５９ 

職員がやる気を持ち、成果を出せる体制をつくる  （職員課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

５９　職員がやる気を持ち、成果を出せる体制をつくる

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　職員課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　人材育成

　多様化・複雑化する市民ニーズに迅速かつ的確に対応
できる職員・組織となるよう、積極的な採用活動を行
い、有用で多様な人材を確保するとともに職員研修制度
を充実させ、職員の能力・意識・技術の向上を図りま
す。人事評価システムを適正に運用し、実績評価を行う
ことにより職員の意欲・知識の向上を図ります。また、
複線型人事システムを本格実施し、特定分野での職員の

 専門性の向上を目指します。
※人材育成基本方針の進捗状況（平成22年度）：担当課
長以上に処遇への反映を含めた人事評価システムを運用

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

人材育成基本方針の
進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

一般行政職員へ人事
評価ｼｽﾃﾑを本格実施

複線型人事システム
の本格実施

人材育成基本方針の
推進

平成2５年度

人材育成基本方針の
着実な推進

２５年度２３年度

政策共通認識 ■ 共生社会 ■ 環境 ■ 協働 ■ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          総務部 職員課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標５９ 職員がやる気を持ち、成果を出せる体制をつくる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

部課かいの職員数の検討、決定                  （１ 適材適所の職員配置） 

 市民ニーズの多様化や、さまざまな社会制度の改正などによる業務量が増加している中、社会情勢、

行政需要の変化、法律の制定改廃などに対応するため、各部課かいの適正な職員数を決定します。 

 
職員の採用、退職                        （１ 適材適所の職員配置） 

 民間志向の就職活動者にも受験しやすくなるように採用試験の方法、採用情報の周知を積極的に改

善し、有用で多様な人材を確保するとともに、再任用を希望する職員については、従前の勤務実績な

どを評価し、任用することで、制度改革などによる人員増や退職者の補充に対応します。 

 
職員の配置替え                         （１ 適材適所の職員配置） 

市民ニーズに的確に対応する適材適所の人事配置を行うため、職員の意向調査を実施し、専門性や

実績に配慮した職員の配置替えを定期的あるいは随時に行い、組織を活性化します。 

 
職員の交流                                （３ 人材育成） 

 神奈川県などとの職員の相互交流を行い、地方分権の時代にふさわしい「相互理解」と「相互応援」

の充実を図るとともに、複雑化する行政課題へより幅の広い視野で対応できる職員を育成します。 

 
人事、給与制度の調査、研究及び例規の整備、改廃           （４ 適正な人事管理） 

 国などが行っている新しい人事給与制度への改正などの情報把握に努め、的確に対応し、人事、給

与制度の適正化と職員の労働環境の整備を行います。 

 
職員の健康管理                       （５ 職員の健康の保持・増進） 

 職員の心身の健康を保持するため、健康診断事業を実施し、職員相談事業の充実を図るとともに、

保健室の設置、運営など職場環境の整備を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 行政総務課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６０ 市が保有する情報を総括的に管理する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 情報の適正管理と公開 

行政文書をはじめ市が保有する情報を適正に管理し、市民に対し市政に関する情報をわかりやす

く提供します。 
 

  ２ 円滑な議会運営事務の展開 

議会の招集・議案書等の調製など、円滑な議会運営のための行政側の事務を行います。 

 

  ３ 統計調査の実施と提供 

各種統計調査を実施し、統計情報を提供します。 

 
  ４ 自治の更なる推進 

    市民、市議会、行政が、自治基本条例に基づいて自治を推進します。市民や職員に自治基本条例

の周知を図るとともに、自治を推進するための様々な制度の検討及び整備を推進します。 
 
  ５ 行政境界確認事務 

    藤沢市、平塚市との行政境界の確認・復元を、開発事業などによる確認の必要に伴い随時行いま

す。 
 
    
 
 

 
   

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

 
 
自治基本条例
の検証 
 
 

平成22年４月
自治基本条例
施行 

検証結果に基
づく改善計画
の策定 

 平成 22 年度に「自治基本条例施行に伴うアクション
プラン」を作成し、自治の推進を図っています。 
自治基本条例第 30 条の規定に従い、平成 24 年度に条
例の検証を行います。検証結果に基づく改善点について
の改善計画の策定を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６０ 

市が保有する情報を総括的に管理する  （行政総務課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

６０　市が保有する情報を総括的に管理する

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　行政総務課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

４　自治の更なる推進

　自治基本条例の理念に基づき、様々な制度の検討及び
整備状況などの進行管理をし、市民に周知するととも
に、職員を対象とした研修会及び市民を対象とした講演
会など条例の周知を進めます。また、自治基本条例の検
証を行い、必要に応じて適切な措置を講じます。

※開催回数（平成21年度）：２回

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

職員研修会・市民講
演会などの開催回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

２回

２回

自治基本条例推進事
務

平成2５年度

２回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 1,559 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 行政総務課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６０ 市が保有する情報を総括的に管理する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

市政情報コーナー事務                               （１ 情報の適正管理と公開） 

 市民が市政に関する情報を市と共有することは、市民が市政に参加したり、協働に取り組んだりす

る上で必要なことです。公正で開かれた市政を推進していくため、市政に関する重要かつ基本的な情

報を、積極的に公表又は提供し、市と市民の情報共有化を進めます。 

 

情報公開事務                                    （１ 情報の適正管理と公開） 

 公正で開かれた市政の推進するため、市の保有する行政文書を請求により公開し、市民等の知る権

利を尊重し、行政の説明責任と行政文書の公開義務を果たし、公正で開かれた市政を推進します。 

 

議会運営事務                                  （２ 円滑な議会運営事務の展開） 

 定例会（年４回）及び臨時会（必要に応じ開催）の招集告示を行い、各課かいが提案する議案をと

りまとめ、議会へ提出します。各課かいが提出する議会資料及び議員が要求する資料の調整を行い、

委員会等の出席課を調整するなど議会運営を円滑に進めます。 

 

基幹統計調査事務                       （３ 統計調査の実施と提供） 

 国からの実施計画などに基づいて、基幹統計調査を行います。 

 

統計調査普及啓発事務                              （３ 統計調査の実施と提供） 

様々な統計情報から、茅ヶ崎市に関するデーターを集めて、冊子やホームページにおいて情報を提

供しています。統計年報などを作成し各種行政施策に活用します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 市民課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６１ 戸籍・住民基本台帳事務を迅速・正確に行う 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 戸籍簿と住民基本台帳の適正な整備と事務処理の迅速性・正確性のさらなる向上 

行政事務の基本情報である戸籍簿と住民基本台帳の整備を適正に行うとともに、事務処理の

迅速性と正確性を向上させます。 
 
  ２ 斎場の適正な管理運営 

    火葬及び葬儀が円滑に行えるよう斎場の業務を適正に管理運営します。 
 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

住民基本台帳
カードの発行
枚数 

9,927 枚 
（平成 21 年度） 

15,000 枚 

 
 住民基本台帳カードの利用促進を図ります。毎年度
1,700 枚程度を発行し、累積発行枚数 1.5 倍を目標とし
ました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６１ 

戸籍・住民基本台帳事務を迅速・正確に行う  （市民課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１６　それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営

６１　戸籍・住民基本台帳事務を迅速・正確に行う

基本理念

政策目標

施策目標

総務部　市民課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　戸籍簿と住民基本台
帳の適正な整備と事務処
理の迅速性・正確性のさ

　窓口の総合化・一元化や市民窓口センターの位置付け
の見直しを行うとともに、民間企業の有効活用の推進を
踏まえ、コンビニエンスストアでの証明発行サービスの
実施を検討します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

調査研究

住民記録システムな
どの再構築

コンビニエンススト
アでの住民票等証明
書発行

平成2５年度

コンビニでの住民票
等証明発行

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 ■ 協働 □ 生涯学習 ■ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　斎場の適正な管理運
営

　火葬業務で最重要箇所に位置づけられる火葬炉制御シ
ステム機器が老朽化しているため機器を更新します。併

  せて、新機器に対応したシステムに更新します。

事業実施年度 □新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

－

－

斎場火葬炉制御シス
テム機器の交換

平成2５年度

機器の交換

２５年度□

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出■

平成２３～２５事業費 15,000 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 市民課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６１ 戸籍・住民基本台帳事務を迅速・正確に行う 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

住民基本台帳法に基づく各種届に係る事務 

（１ 戸籍簿と住民基本台帳の適正な整備と事務処理の迅速性・正確性のさらなる向上） 

 本庁、小出支所及び香川市民窓口センターにおいて受け付けた住民異動届を迅速・正確に住民基本

台帳に登録します。 

 

戸籍法に基づく各種届に係る事務 

（１ 戸籍簿と住民基本台帳の適正な整備と事務処理の迅速性・正確性のさらなる向上） 

 戸籍法に基づく適正な戸籍簿の整備と戸籍届出に係る事務処理を迅速・正確に行います。 

 

茅ヶ崎市印鑑条例に基づく印鑑の登録に係る事務 

（１ 戸籍簿と住民基本台帳の適正な整備と事務処理の迅速性・正確性のさらなる向上） 

 印鑑登録事務を適正に処理・執行します。 

 

住民基本台帳ネットワークシステム業務管理 

（１ 戸籍簿と住民基本台帳の適正な整備と事務処理の迅速性・正確性のさらなる向上） 

 行政機関などに対する本人確認情報の提供や市町村の区域を越えた住民基本台帳に関する事務の

処理を行うため、地方公共団体共同のシステムとして、住民基本台帳のネットワーク化が行われまし

た。住民基本台帳法ネットワークシステムを適正に運用します。 

 

斎場運営業務                         （２ 斎場の適正な管理運営） 

 火葬及び葬儀が円滑に行えるよう斎場の業務を適正に管理運営します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 文書法務課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６２ 自立的に、適正な法的判断を行うことのできる体制を構築する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
   

１ 市民に有益な政策や施策を支える例規の整備 

現行法制度を遵守する中で、市民に有益な政策や施策を展開するために、それを支える例規の整

備を行います。 

 

２ 行政文書の適正な管理 

行政文書の作成・整理・保存・廃棄などの事務について、適正かつ円滑な処理を進めます。 

 

 
 

 
 
   

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

審査基準等に
係る意見公募
手続の条例化 

検討中 条例の施行 
申請に対する処分の審査基準などの制定改廃時に意
見公募手続を行うことを条例で定めます。実施計画期間
内の施行を目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６２ 

自立的に、適正な法的判断を行うことのできる体制を構築する  

（文書法務課） 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        総務部 文書法務課 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６２ 自立的に、適正な法的判断を行うことのできる体制を構築する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

条例（案）、規則（案）等の審査事務     （１ 市民に有益な政策や施策を支える例規の整備） 

 例規等審査会により条例（案）、規則（案）などについて審査を行います。 

 

例規集の編集、管理及び整備事務       （１ 市民に有益な政策や施策を支える例規の整備） 

 条例、規則などを分野別に編集した例規集を発行するとともに、そのデータ及び新たに公布又は公

表をした条例、規則などについて、市ホームページ及びイントラネットに掲載し、市民及び職員に最

新の例規情報をわかりやすく提供します。 

 

政策法務事務               （１ 市民に有益な政策や施策を支える例規の整備） 

 課題研究を通じて職員の自治立法及び法令の自主解釈のための能力の向上を図ります。 

 
行政文書管理事務                       （２ 行政文書の適正な管理） 

 行政文書管理規則などに基づき、行政文書の作成・保存などが適正に処理されるよう指導します。

 

郵便物等に関する事務                     （２ 行政文書の適正な管理） 

 郵便物等の受領、庁内集配及び発送などを適正かつ効率的に行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         総務部 小出支所 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６３ 北部の行政拠点を充実する 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

１ 北部の行政拠点としての小出支所の充実 

高齢社会に対応するため、身近なところで市民サービスを受けられる環境づくりの推進として、

小出支所が北部の行政拠点となって取扱業務項目の拡大など取扱事務を充実します。 

 

  ２ 小出支所を活用した多様な施策展開 

地域の団体活動への協力と支援を行い、防災活動・地域福祉活動など小出支所を地域の活動拠点

とした多様な施策を展開します。 

 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

小出支所での
取扱業務項目
数 

213 件 
（平成 21 年度） 

220 件 

北部の行政拠点としてより多くの手続・申請を受け付
けます。取扱業務項目を拡大し、多種多様な市民ニーズ
に適応した行政サービスを提供していくことで、所管区
域外の市民にも利用していただき、本庁各窓口の混雑の
緩和を図ります。 
 実施計画期間に取扱業務項目を３％増やすことを目
標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６３ 

北部の行政拠点を充実する  （小出支所） 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         総務部 小出支所 

政策目標１６ それぞれが持つ力を最大限に発揮する行政経営 
施策目標６３ 北部の行政拠点を充実する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

 

住民基本台帳事務（小出支所）          （１ 北部の行政拠点としての小出支所の充実） 

 住民基本台帳法に基づき住民異動届の受付及び証明発行を正確かつ迅速に行います。 

 

各種申請書等の取次事務（小出支所）          （１ 北部の行政拠点としての小出支所の充実） 

 本庁で取り扱っている業務の各種申請書等の取次事務を適正に行います。 

 

施設維持管理及び集会施設の貸出（小出支所）    （１ 北部の行政拠点としての小出支所の充実） 

 茅ヶ崎市支所設置条例、茅ヶ崎市役所小出支所集会室管理規則に基づき、快適に利用できるよう施

設維持管理及び集会施設の貸出を行います。 

 

市民の相談・要望の処理と関係機関への連絡調整（小出支所） 

（１ 北部の行政拠点としての小出支所の充実） 

 所管区域内の市民の相談・要望の処理と関係機関への連絡調整を迅速に行います。 

 

所管区域の団体活動への協力・支援（小出支所）      （２ 小出支所を活用した多様な施策展開） 

 地域コミュニティのため所管区域内の団体活動への協力・支援を行います。小出地区自治会連合会

や地域市民団体との連絡と協調を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し、未来をひらく 行政経営 
政策目標 1７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 

 
 
 
 
 
 
 
◇ 中長期的な視野に立った、計画的な財政運営が行われている 
◇ 財政状況が市民にわかりやすく公表され、市の財政運営が市民に理解されている 
◇ 市民が納付しやすい体制が整い、高い徴収率が確保されている 
◇ 市民から信頼される、市民税の課税が行われている 
◇ 市民から信頼される、固定資産税の課税が行われている 
◇ 財産管理や契約行為が透明性・公正性・公平性を確保している 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

政策的事業 ６    31 百万円

定例・定型的事業 119 22,469 百万円

人件費        2,421 百万円

 
特別会計 事業件数 概算事業費 

公共用地先行取得事業特別会計 ３ 2,101 百万円

  

一般会計・特別会計概算事業費合計   27,022 百万円

 
 

ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 

 目指すべき将来像 

財務 
政策目標 

１７ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 中期の見通しでは、低迷する経済の行方が不透明なことから、確保できる財源が大幅に変動する
ことが予想され、長期的には、少子高齢化による就労人口の減少や年金受給者の増加による、構
造的な財源不足を生じる可能性があります。 
 このような環境の中で、将来への投資が可能な財政基盤を維持するため、限られた資源を有効
に活用するとともに、市税徴収率の向上を図り安定した歳入を確保します。 
 また、平成 21 年度は経常収支比率が 96.1％となり、財政の硬直化が進んでいます。そのため、
今後は経常経費の抑制を図るとともに基礎的財政収支（プライマリーバランス）の黒字に努め、
効率的かつ適正な予算編成を行い、ゆるぎない基盤を持ち続ける体制を構築します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          財務部 財政課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６４ 政策の実現を支える健全な財政運営を維持する 
 

 

 
 
 
 
 
 
  １ 安定した財源確保 

10 年間の財政推計のもと、安定した財源を確保し、計画的な財政運営を行います。 

 

  ２ 事業評価に基づく効率的な予算配分 

事業評価の手法を用いて、常に事業を見直し無駄のない効率的な予算配分を行います。 

 

  ３ 財務情報の透明化 

積極的に財務情報を公開し、透明化を図るとともに、市民にわかりやすく説明します。 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

経常収支比率 96.1％ 
（平成 21 年度） 

96.0％ 

 経常的収入に対して、どれだけ経常的支出が占めてい
るかを測ります。経常経費の縮減や自主財源の充実を図
り、平成 25 年度までに 0.1％減少させることを目標と
します。 

財政健全化判断比率 
財政状況が健全であるかを測ります。中長期的な視野
に立ち、計画的な財政運営を行うことにより、平成 25
年度まで現状を維持することを目標とします。 

実質赤字比率 黒字 
（平成 21 年度） 

黒字 

※実質赤字比率：一般会計などの赤字状況を表す比率。
一般会計や一部の特別会計について、歳出に対する歳入
の不足額を標準財政規模（地方公共団体の経常的一般財
源の規模）で除したもの。（早期健全化基準（平成 21
年度）：赤字 11.49％、財政再生基準：赤字 20.00％） 

連結実質赤字
比率 

黒字 
（平成 21 年度） 

黒字 

※連結実質赤字比率：すべての会計の黒字・赤字を合算
した状況を表す比率。地方公共団体全体の不足額を標準
財政規模で除したもの。（早期健全化基準（平成 21 年
度）：赤字 16.49％、財政再生基準（平成 21 年度）：
40.00％） 

実質公債費比
率 

4.1％ 
（平成 21 年度） 

4.1％ 

※実質公債費比率：公債費などの財政負担の程度を表す
比率。義務的に支出しなければならない公債費などの経
費を標準財政規模を基本とした額（標準財政規模から元
利償還金などを除いた額）で除したものの３カ年の平均
値。（早期健全化基準：25.0％、財政再生基準：35.0％）

将来負担比率 16.3％ 
（平成 21 年度） 

16.3％ 

※将来負担比率：借入金など将来負担すべき負債が将来
の財政を圧迫する可能性が高いかどうかを表す比率。将
来負担しなければならない実質的な負債にあたる額を
標準財政規模を基本とした額（標準財政規模から元利償
還金などを除いた額）で除したもの。（早期健全化基準：
350.0％） 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６４ 

政策の実現を支える健全な財政運営を維持する  （財政課） 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          財務部 財政課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６４ 政策の実現を支える健全な財政運営を維持する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

有料広告等新たな財源の確保事務                                    （１ 安定した財源確保） 

 現在、実施している広報紙、ホームページ及びエレベーター扉以外に広告媒体になり得る対象を検

討し、新たな財源の確保に努めます。 

 
 

予算編成事務                                      （２ 事業評価に基づく効率的な予算配分） 

 限られた財源で最大の効果が得られるよう、財源の適正化に努め、予算編成を行います。 

 
 

予算の配当及び執行管理事務                        （２ 事業評価に基づく効率的な予算配分） 

 予算執行に当たっては、一般財源、特定財源とも収入状況に留意し、財政状況を考慮し執行に努め

るよう職員への周知を図るとともに、効率的・効果的な予算執行を行うよう管理します。 

 
 

業務棚卸評価システムの推進事務            （２ 事業評価に基づく効率的な予算配分） 

 限られた財源で最善の市民サービスを実施するため、事務事業の評価に基づき、事業の見直しを行

い、予算編成事務へ反映します。 

 
 

財政状況の公表事務                                                （３ 財務情報の透明化） 

 財政状況の透明化を図るため、「茅ヶ崎市財政状況の公表に関する条例」に基づき、毎年５月及び

11月に財政状況を公表します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          財務部 収納課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６５ 徴収率を向上させる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 納付しやすい環境づくり 

市民ニーズに対応するため、多様な機関（コンビニエンスストア、銀行など）との連携のほかに

インターネットなどの活用でサービス提供を図り、納付しやすい環境を整えます。 

 

  ２ 滞納額の縮減 

    現年度課税分は、新規滞納者に対する電話催告を民間委託する「納税推進センター」事業で

早期に滞納額の縮減を行います。過年度滞納繰越分は、効果的な滞納整理の強化を図り、滞納

額を縮減します。 

 

 
 

 

 

 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

市税徴収率 92.8％ 
（平成 21 年度） 

93.6％ 
 市税が適正に徴収されているかを測ります。納付しや
すい環境の整備、効果的な滞納整理の強化を図り、平成
25 年度までに 0.8％増加することを目標としました。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６５ 

徴収率を向上させる  （収納課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１７　ゆるぎない基盤を待ち続ける行政経営

６５　徴収率を向上させる

基本理念

政策目標

施策目標

財務部　収納課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　納付しやすい環境づ
くり

　既に導入している自治体や関係機関などとの情報を共
有し、平成22年３月策定の「茅ヶ崎市情報システム最適
化計画」に基づき、平成27年度を目途に銀行のＡＴＭや
クレジットなどにより納税できる電子納税サービスを導
入します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

先進自治体の運用状
況の把握

調査・研究

電子納税サービスの
導入

平成2５年度

システム開発

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　滞納額の縮減

　経済情勢の悪化により新規滞納者が増加する中で、新
規滞納者に対する徴収強化を図るため、督促状送付後に
新規滞納者への電話による納付呼びかけ及び催告書の送

  付を行います。

※収入率（滞納額に対する納付額）（平成21年度）：
34.0％

事業実施年度 ２４年度継続

事業主体 市

 指標

収入率（滞納額に対
する納付額）

 目標

平成2３年度

平成2４年度

45.0％

45.0％

納税推進センター事
業

平成2５年度

45.0％

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 □ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 31,347 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                          財務部 収納課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６５ 徴収率を向上させる 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

納税意識の啓発                                              （１ 納付しやすい環境づくり） 

 税の重要性及び納税意識の高揚を図るため、中学生から「税についての作文」を募集し、表彰を行

うとともに、税の納期などについて、広報紙やホームページなどにより周知を行います。 

 
 

 

市税条例の整備                                               （１ 納付しやすい環境づくり） 

 毎年、地方税法などの改正があり、市税条例との整合性を保つため、市税条例などの改正を行い、

適切な税制事務の向上に努めます。 

 
 

 

市たばこ税及び入湯税の賦課及び徴収事務                       （１ 納付しやすい環境づくり） 

 市たばこ税及び入湯税について、申告書の内容を適正に審査し、賦課及び徴収事務を円滑に行いま

す。 

 
 

 

税証明及び課税台帳の閲覧事務                                 （１ 納付しやすい環境づくり） 

 税の証明については、土地・建物の登記や各種の申請などに広く利用されているため、市税の証明

発行及び課税台帳の閲覧事務を行います。 

 
 

 

現年度分の徴収に関する事務                                            （２ 滞納額の縮減） 

 新規滞納者への電話による納付呼びかけ及び催告書の送付を行うことにより、徴収強化を図りま

す。 

 
 

 

滞納繰越分の徴収に関する事務                                          （２ 滞納額の縮減） 

 滞納繰越分の滞納者へ電話・文書催告や自宅臨場を実施するとともに、財産調査を徹底することに

より、滞納処分を強化します。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         財務部 市民税課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６６ 市民税の公平・適正な課税を行う 
 

 

 
 
 
  
 
 
 
  １ 課税対象の正確な把握 

課税対象となる個人、法人を正確に把握し、公平で適正な課税を行います。 

 

  ２ 市民税に対する理解の向上 

公平・適正な課税を行うとともに、納税者への分かりやすい説明を行うことで、市民税に対する

理解を深め、安心して納税できる環境づくりを進めます。 
 

  ３ 効率的な課税事務の遂行 

電子化された課税情報のデータ通信において、国（所得税）との連携を進め、効率的な課税事務

を行います。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

個人市民税の
未申告調査対
象者における
未申告率 

28.0％ 
（平成 21 年度） 

26.0％以下 

法人市民税の
未申告調査対
象法人におけ
る未申告率 

90.0％ 
（平成 21 年度） 

87.0％以下 

 市民税が公平・適正に課税されているかを測ります。
申告指導・現地調査の強化を図ることにより、過去の実
績に基づき、平成 25 年度までに個人市民税の未申告率
については２％、法人市民税の未申告率については３％
減少させることを目標とします。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６６ 

市民税の公平・適正な課税を行う  （市民税課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１７　ゆるぎない基盤を待ち続ける行政経営

６６　市民税の公平・適正な課税を行う

基本理念

政策目標

施策目標

財務部　市民税課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

３　効率的な課税事務の
遂行

　既に導入している自治体の運用状況などを把握し、課
題や問題点などを調査・研究し、平成22年３月策定の
「茅ヶ崎市情報システム最適化計画」の進捗状況に合わ
せ、平成26年度を目途に個人・法人市民税に係わる電子
申告サービスを導入します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

先進自治体の運用状
況の把握

調査・研究

個人・法人市民税に
係わる電子申告サー
ビスの導入

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         財務部 市民税課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６６ 市民税の公平・適正な課税を行う 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

個人市民税の課税事務                                          （１ 課税対象の正確な把握） 

 個人市民税の課税対象者を的確に把握することにより、公平・適正な課税処理を行い、納税通知書

などを発送します。 

 
 

法人市民税に係る事務                                          （１ 課税対象の正確な把握） 

 法人市民税の課税対象法人を的確に把握することにより、確定申告などの提出を促し、公平・適正

な課税処理を行います。 

 
 

個人市民税未申告者への申告指導事務                        （２ 市民税に対する理解の向上） 

 個人市民税未申告者に対し、申告の督促、現地調査を実施し、税制度とともに税負担の公平性につ

いて、分かりやすく申告指導を行います。 

 
 

法人市民税未申告法人への申告指導事務                      （２ 市民税に対する理解の向上） 

 大型店舗のテナント調査や把握している未申告法人に対して、文書や電話、現地調査により申告指

導を行います。 

 
 

個人市民税申告・確定申告の相談受付及び仮収受事務           （２ 市民税に対する理解の向上） 

 市民からの申告に関する相談を受け付け、正確に申告書を提出してもらうことにより、適正な課税

を行います。確定申告については、会場の効率的な配置や臨時職員の活用により、効果的・効率的に

申告・相談や仮収受を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         財務部 資産税課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６７ 固定資産税の公平・適正な課税を行う 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 課税対象の正確な把握 

現地調査・実地調査を強化し、土地、家屋、償却資産を正確に把握し、公平で適正な課税を

行います。 

 

  ２ 固定資産税に対する理解の向上 

公平・適正な課税を行うとともに、納税者への分かりやすい説明を行うことで、固定資産税に対

する理解を深め、安心して納税できる環境づくりを進めます。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

固定資産評価
審査委員会へ
の審査申出認
容決定件数 

４件 
（平成 21 年度） 

０件 
 固定資産税が適正に課税されているかを測ります。土
地・家屋・償却資産を正確に把握・評価し、認容決定件
数０件を目標とします。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６７ 

固定資産税の公平・適正な課税を行う  （資産税課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１７　ゆるぎない基盤を待ち続ける行政経営

６７　固定資産税の公平・適正な課税を行う

基本理念

政策目標

施策目標

財務部　資産税課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　固定資産税に対する
理解の向上

　既に導入している自治体の運用状況などを把握し、課
題や問題点などを調査・研究し、平成22年３月策定の
「茅ヶ崎市情報システム最適化計画」の進捗状況に合わ
せ、平成26年度を目途に固定資産税（償却資産）に係わ
る電子申告サービスを導入します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

事業の進捗状況

 目標

平成2３年度

平成2４年度

先進自治体の運用状
況の把握

調査・研究

固定資産税（償却資
産）に係わる電子申
告サービスの導入

平成2５年度

調査・研究

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                         財務部 資産税課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６７ 固定資産税の公平・適正な課税を行う 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

評価及び価格の決定業務                                        （１ 課税対象の正確な把握） 

 きめ細かな現地調査を実施し、土地・家屋・償却資産の課税台帳を作成・修正し、適正に評価及び

価格を決定します。 

 
 

土地課税資料調査収集業務                                      （１ 課税対象の正確な把握） 

 実地調査を実施するとともに、税務地図情報システムを活用し、課税客体を的確に評価します。 

 
 

家屋課税資料調査収集業務                                      （１ 課税対象の正確な把握） 

 実地調査を実施するとともに、家屋評価システムを活用し、課税客体を的確に評価します。 

 
 

償却資産課税資料調査収集業務                                  （１ 課税対象の正確な把握） 

申請内容の精査及び実地調査を行うとともに、税務署など関係機関と連携して情報収集を行い、課

税客体を的確に評価します。 

 
 

課税台帳の閲覧業務                                    （２ 固定資産税に対する理解の向上） 

 納税義務者が自己の資産を確認し、課税内容を明らかにするために固定資産の課税台帳の閲覧業務

を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        財務部 用地管財課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６８ 財産を適正に管理する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 財産運用の費用軽減と環境への配慮 

市が所有する財産の運用について維持管理経費を軽減するとともに、環境に配慮した庁舎管理・

車両管理を行います。 

 

  ２ 財産の有効活用と適正な取得・売却 

市が所有する財産を有効に活用するとともに、財産を適正に取得し、また活用予定のない財産を

売却することにより財源を確保し、行財政の効率化を図ります。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

庁舎のエネル
ギー使用量（面
積 1㎡当たり） 

0.033kl 
（平成 21 年度） 

0.031kl 

 庁舎の１㎡当たりのエネルギー（灯油・電気など）の
使用量（原油換算）を測ります。環境に配慮し、適正に
庁舎を管理することにより、平成 25 年度までに約４％
削減することを目標とします。 
※エネルギー使用量：庁舎を維持するために使用した灯
油・ガス・電気などを原油の単位に換算した合計値。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６８ 

財産を適正に管理する  （用地管財課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１７　ゆるぎない基盤を待ち続ける行政経営

６８　財産を適正に管理する

基本理念

政策目標

施策目標

財務部　用地管財課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

２　財産の有効活用と適
正な取得・売却

　公有財産の活用を図るため、全ての公有財産調査（無
地番地を除く）を行い、データ化した上で、主な機能と
して財産評価機能・財務諸表作成機能・台帳機能・地図
機能・異動管理機能を有した公有財産台帳システムの構
築を検討します。

事業実施年度 ２４年度新規

事業主体 市

 指標

システムの構築・稼
働

 目標

平成2３年度

平成2４年度

システムの研究

システムの研究

市有財産台帳整備事
務

平成2５年度

研究に基づく検証

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        財務部 用地管財課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６８ 財産を適正に管理する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

庁舎維持管理事務                                  （１ 財産運用の費用軽減と環境への配慮） 

 本庁舎及び分庁舎などの清掃・警備・総合管理・保守点検などの業務及び修理などを環境に配慮し

ながら実施します。 

 
 

市有財産維持管理事務                               （１ 財産運用の費用軽減と環境への配慮） 

 市有財産の現地保全（草刈り・樹木剪定など）を行うとともに、計画的かつ効率的な維持管理を行

います。 

 
 

コミュニティホール管理事務                         （１ 財産運用の費用軽減と環境への配慮） 

 市民に貸出しているコミュニティホールについて、利用率の向上を図るとともに適正に維持管理を

行います。 

 
 

地価公示価格の閲覧に関する事務                     （２ 財産の有効活用と適正な取得・売却） 

 一般の土地取引価格の指標とするため、地価公示価格の一覧表の閲覧と無料配布を行います。 

 
 

普通財産の貸付に関する事務                         （２ 財産の有効活用と適正な取得・売却） 

 財源の確保のため市有財産のうち普通財産について、申請に基づき貸付契約を締結します。 

 
 

公共用地の取得事務                                 （２ 財産の有効活用と適正な取得・売却） 

 事業計画に基づき、適正に公共用地の取得を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        財務部 契約検査課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６９ 効率的で公正に入札・契約を執行する 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  １ 透明性・公正性・競争性を確保した入札・契約の執行 

適正な価格で優良なものやサービスなどを調達するため、透明性・公正性・公平性・競争性を確

保し、価格だけでなく品質も考慮できる制度の改善と入札・契約事務を効率的に実施します。 

 

  ２ 優良な公共調達 

品質確保の観点から、契約から納品までの執行管理を適切に行い、優良な公共調達を実現します。 

 
 
 

 
 
 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

入札における
一般競争入札
の割合 

35.6％ 
（平成 21 年度） 

38.0％ 

 契約にあたって、公正な競争が促進されているかを測
ります。入札制度の改善に取り組み、指名競争入札から
一般競争入札へ段階的に移行を図ります。平成 25 年度
までに 2.4％増加させることを目標とします。 

 施策の方向性 

 指標 施策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

施策目標：６９ 

効率的で公正に入札・契約を執行する  （契約検査課） 
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５　一人一人の思いが調和し　未来をひらく　行政経営

１７　ゆるぎない基盤を待ち続ける行政経営

６９　効率的で公正に入札・契約を執行する

基本理念

政策目標

施策目標

財務部　契約検査課

政策的事業

事　業　名 事　業　概　要 指標・目標

１　透明性・公正性・公
平性・競争性を確保した
入札・契約の執行

　競争入札の範囲の拡大により、透明性・公正性・公平
性・競争性を確保し、地方自治法などに基づく契約の基
本及び本来的な契約事務の執行方法を全庁的に周知徹底
するとともに、特に随意契約を締結する際にはその理由
を精査するよう個別案件ごとまたは全庁的に指導を行い
ます。

※全庁的な周知及び指導の回数（平成21年度）：３回

事業実施年度 ２４年度継続拡充

事業主体 市

 指標

全庁的な周知及び指
導の回数

 目標

平成2３年度

平成2４年度

５回

５回

透明性等を確保する
契約方法の徹底の指
導

平成2５年度

５回

２５年度２３年度

政策共通認識 □ 共生社会 ■ 環境 □ 協働 □ 生涯学習 □ 安全・安心

地域 全市■
茅ヶ崎□ 南湖□

松林□ 湘北□

海岸□ 鶴嶺東□

小和田□ 松浪□

鶴嶺西□ 湘南□

浜須賀□ 小出□

平成２３～２５事業費 － 千円

施策の方向性
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営                        財務部 契約検査課 

政策目標１７ ゆるぎない基盤を持ち続ける行政経営 
施策目標６９ 効率的で公正に入札・契約を執行する 
 

 

 主要な定例・定型的事業 
 

電子入札システムの運用             （１ 透明性・公正性・競争性を確保した入札・契約の執行） 

 県及び県内市町村が共同で運営している電子入札システムを活用しており、公平・公正な入札を実

施するために、電子入札の適用範囲の拡大及び課題などの改善を検討します。 

 
 

本市の契約制度の信頼性向上の取組    （１ 透明性・公正性・競争性を確保した入札・契約の執行） 

 契約制度の運用に際し、問題点の対処や予防など、契約制度の信頼性を向上させる取り組みを行い

ます。 

 
 

小規模修繕契約希望者登録事業        （１ 透明性・公正性・競争性を確保した入札・契約の執行） 

 小規模修繕契約希望者登録制度に登録している事業者に対して、産業振興などの観点から施設等の

小規模な修繕などを発注します。 

 
 

総合評価落札方式の試行の拡大                                        （２ 優良な公共調達） 

 価格のみの自動落札方式ではなく、環境などの保護や新しい技術のノウハウなど価格では評価でき

ないものを評価する総合評価落札方式を試行しており、国や県などと協議し、学識経験者などの意見

を加味しつつ、評価方式を確立します。 

 
 

工事検査事務                                                         （２ 優良な公共調達） 

 検査を適正な時期、適正な方法で実施することにより、契約どおりに履行されているかの検査を行

い、公共工事の品質確保を図ります。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標 1８ 公金の管理を適正に行い、安全かつ有利な運用を図る 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

定例・定型的事業 ８ 23 百万円

人件費    208 百万円

  

一般会計概算事業費合計         231 百万円

 
 
 
 
  １ 適正な公金の管理 

支出負担行為、支出命令などの審査と執行を行うほか、公金の管理を適正に行います。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

資金運用実績
額 

1,714 千円 
（平成 21 年度） 

1,714 千円 

 資金運用の実施額を測ります。経済情勢の悪化により
金利が低下する中、資金運用実績額が減少することが見
込まれますが、安全かつ有利な運用を行い、現状の資金
運用実績額を目指します。 

公金の管理を適正に行い、安全かつ有利な運用を図る 

会計 
政策目標 

１８ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 地方財政が厳しい状況の中、公金の適正な管理が求められており、支出の審査及び出納事務を

効率的かつ正確・迅速に行うとともに、資金に余裕があるときは安全かつ有利な運用を図ります。

 指標 政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 政策の方向性 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標 1８ 公金の管理を適正に行い、安全かつ有利な運用を図る 

 主要な定例・定型的事業 
 

現金出納、財産の記録及び管理事務                                   （１ 適正な公金の管理） 

 公金の出納を的確に把握し管理します。 

 
 

公金の管理・運用事務                                               （１ 適正な公金の管理） 

 歳計現金及び基金の管理・運用を的確に行います。 

 
 

支出負担行為の及び支出命令の審査事務                               （１ 適正な公金の管理） 

 支出命令などの事務が適正に執行されているか審査を行います。 

 
 

決算書の作成、市長への提出事務                                     （１ 適正な公金の管理） 

 決算書及び決算附属書類の調製を行います。 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標 1９ 住民の意思を行政に反映させる 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

定例・定型的事業 15 204 百万円

人件費   278 百万円

  

一般会計概算事業費合計     482 百万円

 
 
 
 
  １ 適正な選挙事務などの執行 

各種選挙や直接請求などに関する事務を適正に行うことを通して、行政に対する住民の

思いを反映します。 

 
 
 

 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

投票率 
①衆議院選挙 
 
②参議院選挙 
 
③市長選挙 
 
④市議会議員
選挙 

⑤県知事選挙 
 
⑥県議会議員
選挙 

 
69.24% 
(平成21年度) 
55.20% 
(平成22年度) 
49.04% 
(平成19年度) 
49.06% 
(平成19年度) 
44.51% 
(平成19年度) 
44.46% 
(平成19年度) 
 

69.7％ 
 
56.0％ 
 
50.0％ 
（平成23年度） 
50.0% 
（平成23年度） 
45.5% 
（平成23年度） 
45.5% 
（平成23年度） 

各選挙において、投票することが重要であることを啓
発するともに、期日前投票について周知することで、各
投票における投票率の向上を図ります。 
投票率については、基本構想の 10 年間において、投
票率60％台のものは1.0％増、50％台のものは2.0％増、
40％台のものは 3.0％増を目標としています。 
そのため、第 1次実施計画期間中において、①につい
ては約 0.5％増、②については 0.8％増、③、④、⑤、
⑥については約１％増の投票率の増加を目標としまし
た。 

住民の意思を行政に反映させる 

選挙 
政策目標 

１９ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

各選挙において投票することが重要であることを啓発するともに、期日前投票制度について周
知を図るほか、投票所の増設や投票区の見直しを行い、投票率の向上を図ります。 

 指標 政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 政策の方向性 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標 1９ 住民の意思を行政に反映させる 

 主要な定例・定型的事業 
 

市議会議員及び市長選挙の管理執行                           (１ 適正な選挙事務などの執行) 

 市議会議員及び市長選挙を適正に管理執行する。（任期満了平成 23 年 4 月） 

 
 

県議会議員及び県知事選挙の管理執行            （１ 適正な選挙事務などの執行） 

 県議会議員及び県知事選挙を適正に管理執行する。（任期満了平成 23 年 4 月） 

 
 

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の管理執行   （１ 適正な選挙事務などの執行） 

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査を適正に管理執行する。（任期満了平成 25 年）  

 
 

参議院議員通常選挙の管理執行               （１ 適正な選挙事務などの執行） 

 参議院議員通常選挙を適正に管理執行する。（任期満了平成 25 年） 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標２０ 行政執行の適法性、効率性、妥当性を維持し確保する 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

一般会計 件 数 概算事業費 

定例・定型的事業 11 ３百万円

人件費        226 百万円

  

一般会計概算事業費合計        229 百万円

 
 
 
  １ 監査業務のさらなる充実と向上 

的確な監査の実施を主眼として、監査業務の研修などへの取り組みをさらに充実し、統一した監査

方針の確立と監査技術の向上、平準化に努めます。 

 

  ２ 市民に信頼される監査の充実 

行政運営において適正で効率的な事務執行が不可欠であり、それを維持、確保し保障するため引き

続き公平・公正な立場で監査を行い、結果を公表するとともに、透明で市民に信頼される監査を目指

します。 

 

  ３ 行政事務の執行における内部統制の徹底 

行政事務、事業の執行過程の審査で法令、条例などに則しているか確認、指導に努め、コンプライ

アンスの徹底と事務改善を図ります。 

 
 

指標名 現状値 
平成２５年度 
の目標値 

指標の説明・意図 

定期監査の指
摘事項の件数 

54 件 
（平成 21 年度） 

20 件 

 行政執行の適法性・効率性・妥当性を測ります。定期
監査において適切な指摘を行い、指摘を受けた課かいが
改善を行うことにより、指摘事項をなくし、健全で適正
な行政運営を目指します。 
 平成 27 年度目標値０件に向けて、指摘件数を減少す
ることを目標としました。 

行政執行の適法性、効率性、妥当性を維持し確保する 

監査 
政策目標 

２０ 

政策目標における３年間の目指すべき方向性 

 市の財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理について、監査を実施し、行政の適法
性・効率性・妥当性を確保します。 

 指標 政策目標の達成状況を把握する目安となる数値 

 政策の方向性 
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基本理念５ 一人一人の思いが調和し 未来をひらく 行政経営 
政策目標２０ 行政執行の適法性、効率性、妥当性を維持し確保する 

 主要な定例・定型的事業 
 

定期監査（学校監査含む）                （２ 市民に信頼される監査の充実） 

 予算の執行などの財務に関する事務事業が、法令などに従って適正に執行されているか監査し、結

果を公表します。 

 
例月出納検査                      （２ 市民に信頼される監査の充実） 

 毎月の現金の出納、保管、収入、支出に関する事務が、法令などに従って適正に執行されているか、

また、現金の月末残高が指定金融機関などの発行する残高証明書と符合しているかを点検確認し、報

告書を市長と議会に提出します。 

 
決算審査（一般会計・特別会計、病院事業会計）      （２ 市民に信頼される監査の充実） 

 決算書その他の関係諸表の計数を確認するとともに、予算の執行、財産の管理などが適正か、病院

事業については、事業の経営成績、財務状況を適正に表しているか、予算の執行は適正かつ効率的に

行われたかを主眼に審査し、意見書を市長に提出します。 

 
地方財政健全化法に基づく審査              （２ 市民に信頼される監査の充実） 

 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく指標の審査を、市長から提出された健全化

判断比率・資金不足比率の書類について、適正に算定又は作成されているかを主眼に審査し、意見書

を市長に提出します。 

 
行政監査                   （３ 行政事務の執行における内部統制の徹底） 

 事務事業の目的や目標数値に沿った実績効果があがっているか、最小の経費で最大の効果をあげて

いるかといった経済性、効率性、有効性の検証に重点を置き監査し報告書を市長に提出し、公表しま

す。 

 
住民監査請求監査               （３ 行政事務の執行における内部統制の徹底） 

 行政監査請求があった場合に 60 日以内に監査し結果を公表します。 
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「茅ヶ崎市総合計画第１次実施計画（案）」についての

パブリックコメント実施結果

－ご協力ありがとうございました。－

１ 募集期間 平成２２年１１月２２日（月）～ 平成２２年１２月２１日（火）

２ 意見の件数 ９４件

３ 意見提出者数 ２３人

４ 内容別の意見件数

項 目 件 数 項 目 件 数

第１章 第１次実施計画の基本方針に 第２章 政策・施策別計画

関するご意見 ４件 ６ 政策・施策別計画 基本理念３に関 １２件
するご意見

第２章 政策・施策別計画 第２章 政策・施策別計画

１ まちづくりの基本理念に関するご １件 ６ 政策・施策別計画 基本理念４に関 ２２件
意見 するご意見

第２章 政策・施策別計画 第２章 政策・施策別計画

２ 政策共通認識に関するご意見 １件 ６ 政策・施策別計画 基本理念５に関 １０件
するご意見

第２章 政策・施策別計画

６ 政策・施策別計画全般に関するご ４件 その他のご意見 １８件
意見

第２章 政策・施策別計画

６ 政策・施策別計画 基本理念１に １４件
関するご意見

合 計 ９４件第２章 政策・施策別計画

６ 政策・施策別計画 基本理念２に ８件
関するご意見

上記項目に掲載のない部分についてのご意見はいただいておりません。

・・・・＝ 一部修正を加えた項目

市民の皆さまから寄せられたご意見及び市の考え方につきましては、企画経営課窓口、
市政情報コーナーまたは市ホームページ（http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/）の「パ
ブリックコメント」の項目、でご覧ください。

（附属資料）
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（附属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

■ 一部修正を加えた項目の修正箇所 

 

修正後 
（別表１） 

略 略 
繰出金 略 略 略 略 
予備費 略 略 略 略 

合計 略 略 略 略 
※1 臨財債とは、・・・・・・地方債です。 

※2 扶助費とは、生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持する

ために支出される福祉的な経費です。 

※3 公債費とは、市債の元金・利子を償還するための経費です。 

※4 物件費とは、公共施設の光熱水費や賃借料、委託料などの経費です。 

※5 貸付金とは、中小企業への資金貸付、土地開発公社への貸付などに要する経費です。 

※6 繰出金とは、会計間で他の会計へ支出するための経費です。 

※7 予備費とは、予定外の支出に充てるための経費です。 

修正前 

（別表１） 

略 略 
繰出金 略 略 略 略 
予備費 略 略 略 略 

合計 略 略 略 略 
※臨財債とは、・・・・・・地方債です。 

 

 

修正後 
（別表２） 

 歳

出 
その他 略 略 略 略 

計 略 略 略 略 
歳入合計 53,307 58,033 58,577 169,917 

歳出合計 略 略 略 略 
 

修正前 

（別表２） 
 歳

出 
その他 略 略 略 略 

計 略 略 略 略 
歳出合計 略 略 略 略 
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（附属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

 

修正後 修正前 
１４ページ 
（２）事業の見方 
 ア事業名欄 

上から順に事業名、施策の方向

性、・・・ 
    ・ 
    ・ 
   削除             

                  

                  
                  

     
 
３８ページ以降 
 各政策的事業の事業名の項目 
  削除      
 

１４ページ 
（２）事業の見方 
 ア事業名欄 
  上から順に事業名、事業の性格（ハ

ード・ソフト）、施策の方向性、・・・ 
    ・ 
    ・ 
  ■事業の性格（ハード・ソフト） 
    「ハード」：建設事業などの投資

的事業です。 
    「ソフト」：ハード以外の事業で

す。 
 
３８ページ以降 
 各政策的事業の事業名の項目 
 ハード又はソフト 
 

 

 

修正後 修正前 
２４ページ 
政策目標７ 指標３ 
・・・ 
※本指標のＣＯ２値は、国のガイドライン

などを参考にして、都道府県別のエネ

ルギー使用量等の統計データなどをも

とに、市内の排出量を推計しています。

２４ページ 
政策目標７ 指標３ 
・・・ 
※本指標のＣＯ２値はエネルギー消費と

関連が高い指標で案分するなどし、推

計した値になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－335－



（附属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

修正後 修正前 
６３ページ 
「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事

業」の表中 
 
事業概要 
「・・人材育成や説明板などの整備を進

め・・」 
 
※説明板などの設置・・・ 
 
指標 
説明板などの設置    ・ 

６３ページ 
「ちがさき丸ごとふるさと発見博物館事

業」の表中 
 
事業概要 
「・・人材育成や案内板などのサインの

整備を進め、・・」 
 
※案内板などサインの設置・・・ 
 
指標 
案内板などサインの設置      

 

 

修正後 修正前 
１１０ページ 

「地域福祉活動支援事業」の事業概要 
「・・全体調整を図りながら市内 12 地

区への整備を進めるとともに、相談機能

及び・・」 

１１０ページ 

「地域福祉活動支援事業」の事業概要 
 「・・全体調整を図りながら、相談機

能及び・・・」 

 

 

修正後 修正前 
１９３ページ 
政策目標１０ 
 「政策目標における 3 年間の目指すべ

き方向性」 
     
 ・・・地区計画及び都市計画提案制度

などを活用し、市民との連携によるまち

づくりを進めます。・・・ 

１９３ページ 
政策目標１０ 
 「政策目標における 3 年間の目指すべ

き方向性」 
     
 ・・・地区計画制度などの活用を進め

ます。・・・ 
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（附属資料）一部修正を加えた項目の修正箇所 

修正後 
２５１ページ 

指標名 略 略 略 略 

市内における 
増加事業所数 

略 略 略 略 
 

修正前 

２５１ページ  
指標名 略 略 略 略 

市内における 
新規開設事業所数 

略 略 略 略 
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